
特定教育・保育施設等における事故情報データベース 【令和６年３月27日 更新】
発生時の施設・事業体制 事故

に
事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

1

令和
5年9
月28
日

3.その
他

14.子育
て短期支
援事業
（ショー
トステ
イ・トワ
イライト
ステイ）

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 6 2
2

(児童指導
員)

16.４
歳

1.男
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折
（全治１
～２カ
月）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

数回/年
2.基
準配
置

事故予防
に関する
研修は適
切に行わ
れてお
り、事故
発生時の
人員配置
も適切で
あった。

実施施設
には、今
後も研修
等を通し
て事故予
防に関す
る知識の
習得に努
めていた
だくよう
伝達し
た。

1.定期的
に実施

12回/年
2.不定期
に実施

使用の際
のチェッ
クと随時
の修繕は
行ってい
る。

2.不定期
に実施

使用の際
のチェッ
クと随時
の修繕は
行ってい
る。

日常使用
してい
る、施設
内の裏庭
での出来
事であっ
た。

実施施設
には、日
常使用し
ている設
備であっ
ても事業
の利用児
童にとっ
ては慣れ
ない場所
であると
いう視点
をもっ
て、適切
に養育を
行ってい
ただくよ
う伝達し
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

他の自転
車を片付
けている
間に小学
生用の自
転車が倉
庫前に置
かれてお
り、職員
としても
危ないと
いう認識
はあっ
た。

事故が事前
に予見でき
る場合には
危険を取り
除く、児童
を危険から
遠ざける、
そもそも事
故が発生し
そうな活動
は行わない
などの方法
により積極
的に安全を
確保するよ
う施設に伝
達した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

当該児童
は動きが
多く、家
でも自転
車に乗り
たい気持
ちが強
かった
（後日確
認した内
容）。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

従事して
いた職員
らは、児
童が自転
車に跨っ
た段階で
児童に
「危な
い」と声
掛けを
行った
が、間に
合わず転
倒してし
まった

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

事故発生
時、１名
は自転車
の片付け
があらか
た終了し
倉庫から
外に出て
きたとこ
ろで、も
う１名は
倉庫前で
全体を見
つつ他児
の対応を
していし
た。

事故につ
いては施
設全体で
共有し、
職員会議
やリー
ダー会議
で振り返
りを実施
してい
る。

今後も取
り組みを
継続して
いただく
よう実施
施設に伝
達した。

2

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 15 15 3 3
22.10
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

5.下肢
(足・足
指)

左ひざ
裂創
左ひざ
膝蓋骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

実施頻度(
数　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

職員会議
での危険
個所の周
知の徹
底。早急
なマニュ
アルの作
成。外遊
びの見直
し

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
数　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
数　)回/
年

特になし

クラブ前
での遊び
方、遊ぶ
際の職員
配置の検
討

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

興奮状態
の子ども
達への声
掛けをせ
ず、やり
たいよう
にやらせ
ていた。

ルールの把
握、職員の
危険意識向
上、遊びを
中断させる
など、子ど
も達にもそ
の遊び方で
大丈夫なの
か考えさせ
るべきだっ
た。危険個
所にクッ
ション材の
設置を検
討。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

該当児童
は、いつ
も通りで
あった
が、周り
が興奮状
態にあっ
た。該当
児童も遊
んでいる
うちに
ヒート
アップし
た様子。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

玄関付近
(バスケ
ゴール
前)で見
守りを行
う

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

1名は玄
関前で他
の児童と
縄跳びを
行う。も
う1名は
道路側で
バスケと
鬼ごっこ
の見守り
をしてい
た。

玄関前の
柱にぶつ
かる危険
を予測で
きなかっ
た。危険
個所の把
握がされ
ていな
かった。
ボールの
取り合い
に夢中に
なり周り
が見えて
いなかっ
た。

特になし

3

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 13 13 2 1
21.９
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足外果
骨折（全
治１か月
以上）

8.その
他

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度
(０)回/年

1.基
準以
上配
置

事故発生
場所の図
書室で
は、本を
読んだり
体を動か
さない静
かな遊び
をするよ
う日頃か
ら児童に
伝えてい
たため、
職員を配
置してい
なかっ
た。

図書室に
いる児童
同士が静
かに遊ん
でいない
様子であ
れば、そ
の日の職
員の人数
によって
は図書室
に常時職
員を配置
する。ま
た、図書
室を定期
的に巡回
する。

3.未実施
実施頻度
(0)回/年

3.未実施
実施頻度
(0)回/年

3.未実施
実施頻度
(0)回/年

特になし 特になし

4.個人
活動
中・子
どもの
み

長期間休
む前か
ら、図書
室では動
く遊びを
しないよ
うに伝え
ていた
が、久し
ぶりの来
所で気持
ちが高ぶ
り、動く
遊びをし
てしまっ
た。

久しぶり
に来所し
た際には
一緒に改
めて学童
内のルー
ルを確認
し、説明
をする。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

図書室で本
読みをして
いた児童
は、隣に同
学年男児が
来た事で特
に理由もな
く相手に
ちょっかい
をかけ、
じゃれあい
の遊びに発
展。床に仰
向けに寝そ
べってお
り、その足
を同学年男
児に踏ま
れ、そのま
ま体を回転
させてしま
う。結果、
足を痛め
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ホールには
児童が９名
おり、支援
員はホール
で動く遊び
をしている
児童の様子
を見守って
いた。図書
室にいる児
童から、対
象児が怪我
をしたとい
う話を聞き
図書室に向
かう。腫れ
ている様子
だったため
湿布を貼っ
て対応。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ホールで
動く遊び
をしてい
る児童の
様子を見
ながら、
洗濯物を
干すなど
の作業を
してい
た。

職員が２
名しかい
ない状況
で、ホー
ルから廊
下を挟ん
で別室に
ある図書
室に１名
配置でき
なかっ
た。

どうして
も体を動
かした遊
びがした
い場合は
17時以降
の動く遊
びができ
る時間帯
に、ホー
ルでやる
よう伝え
る。

4

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 15 15 4 2
21.９
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足中指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(3)回/年

2.基
準配
置

特になし

支援員が危
険な状況を
判断する力
を高め、児
童自身の危
険を避けて
身を守る能
力が向上す
るよう事例
を再検証す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(290)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(290)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(290)回/
年

特になし

図書室の
物品の配
置を変
え、角に
入り込め
ないよう
にした。

7.その
他

特になし

お迎えを
待つ時間
帯なの
で、静か
に過ごす
よう声が
けをす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

事故直前
にも同じ
動きをし
ており、
注意を受
けてい
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童全体
を見渡せ
る位置に
配置し、
本児に対
して直前
に注意を
行ってい
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の部屋
で事務処
理を行っ
ている。

特になし

職員全体
で事故の
状況およ
び安全対
策の情報
を共有し
事故防止
に努め
る。

5

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 55 55 5 3
19.７
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

1.頭部
耳たぶ裂
傷

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

特になし

全支援員が
参加しての
事例研修を
実施すると
ともに、全
児童を対象
とした集会
等の場を活
用し安全意
識の向上を
図る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

特になし

安全点検
を引き続
き計画的
に実施す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

全支援員
が参加し
ての事例
研修を実
施するな
ど、より
組織的な
安全確保
の取組を
推進す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

図書コー
ナーの周
辺を走り
回ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児童
がいると
ころには
必ず職員
が配置、
見守りを
してい
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他室の児
童を見
守ってい
た。

特になし

ボラン
ティアの
支援者の
増員な
ど、実効
性のある
改善策を
具現化す
る。

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

6

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 26 26 5 2
20.８
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

歯の折れ

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

3.未
実施

実施頻度
(0)回/年

2.基
準配
置

特になし

事故事例
の共有な
ど、様々
な可能性
を考慮し
た体制づ
くりに努
める。

2.不定期
に実施

実施頻度
(0)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

3.未実施
実施頻度
(0)回/年

特になし

今後も引
き続き安
全点検の
実施を継
続する。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

特になし

児童だけ
で行動す
ることの
ないよう
な環境づ
くりに努
める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

特になし

他児童に
関して
も、同様
の事故が
起きない
よう指導
を徹底す
る。

7

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 72 72 7 4
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性亜
脱臼
（歯）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(数)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

児童への
安全指導
について
職員全体
で共通認
識を持つ
ととも
に、出勤
職員数を
考慮した
職員配置
を行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

活動場所
に危険個
所がない
か毎日点
検する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

当該児童は
図書スペー
スで靴を脱
いだ状態で
読書をして
おり、少し
離れた本棚
へ移動する
際、上靴を
履かないま
ま靴下でフ
ローリング
の上を歩い
たことです
べって転倒
してしまっ
た。

上靴を履
いて落ち
着いて活
動するよ
うに指導
を適宜行
う。移動
する際に
は、足元
に一層の
注意を払
うよう再
度安全指
導を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

図書ス
ペースか
ら少し離
れた本棚
へと移動
してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本棚へ背
を向けた
形で、他
の職員と
荷物の移
動を行っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

児童クラ
ブ受入や
保護者連
絡、読書
指導、イ
ンター
フォン対
応等を
行ってい
た。

特になし

子どもたち
が安全に過
ごすことが
できるよ
う、児童へ
の安全指導
について職
員で共通認
識を持つと
共に子ども
たち自身も
児童会館で
安全に過ご
すことがで
きる態度を
養ってい
く。

8

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

1 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 13 13 4 2
21.９
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

当該児童は
今シーズン
のスキー初
滑りであっ
たため、滑
走前に特に
注意して滑
走するなど
といった指
導が必要
だったと思
われる。

初滑りの
際にはい
つも以上
に滑走に
ついて注
意喚起を
促す。

1.定期的
に実施

実施頻度(
)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

特になし

天候の変
化や雪質
に注意す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

シーズン
初すべり
の際に
は、特に
注意して
滑走する
よう児童
に伝え
る。

滑走中に
も、子ど
もの状況
を見なが
ら指導方
法を適宜
変更す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

滑走中の
ため事故
発生を予
測するの
は困難
だった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

特になし 特になし
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令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 22 22 2 2
20.８
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
外果骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(複数)回/
年

2.基
準配
置

日々の
OJTと
ミーティ
ングで安
全な環境
構成と安
全な遊び
方につい
てかなり
高い頻度
で話し合
われてい
る。

各遊具、
各玩具に
関する安
全に遊ぶ
上での注
意点をま
とめ、園
内研修等
で共有す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１3)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

全ての園
庭の遊具
の下、そ
の他広い
範囲に安
全用の
マットが
敷いてあ
る。

マットが
固くなっ
ている場
所もあっ
たため、
場所に適
したマッ
トを購
入、交換
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ブランコ
が園児用
サイズで
あり、普
段から注
意して乗
るよう指
導してお
り、該当
児童もそ
の事を分
かって当
日も注意
しながら
乗ってい
た。

当日は天
気も良
く、ブラ
ンコや園
庭の遊具
の安全点
検も終
わったば
かりで特
に問題は
なかっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

36.4℃で
いつも通
り元気で
あった。
普段から
園庭で遊
ぶときは
活発な児
童で、特
にブラン
コは大好
きでいつ
もブラン
コに乗っ
ている。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

支援員B
は、久し
ぶりにブ
ランコで
遊んでい
る児童に
「ブラン
コの点検
が終わっ
て良かっ
たね」と
ブランコ
付近で児
童４名を
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ちょうど１
年生を連れ
て園庭に来
たところ
で、１年
生、支援員
Cともに園
庭内にいた
が、事故発
生当時ブラ
ンコからは
少し離れた
ところにい
た。

特記事項
無し

ブランコ
を高さが
異なる２
種類を設
置済。こ
どもの身
体の大き
さに適し
た方のブ
ランコを
使用する
よう指導
する。
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令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 31 31 2 1
20.８
歳

1.男
児

8.その他
1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

傷口3針
縫合

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

特になし

廊下移動
時の対応
方法を見
直して事
故を未然
に防止で
きるよう
にする。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)/年

施設内に
遊具なし

実施頻度(
０　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)/年

特になし

引き続
き、日々
の確認を
実施して
安全点検
を怠らな
いように
努める。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児童の人
数に対し
て引率す
る支援員
が1人で
あったた
め、後方
にいた当
該児童に
配慮でき
ていな
かった。

児童クラ
ブ用の靴
を取りに
行く際は
少人数
（4～6人
程度）で
児童全員
に配慮で
きるよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

児童クラ
ブ用の靴
を取りに
行くため
に廊下に
並んでい
た際に、
列の最後
方で他の
児童とふ
ざけあっ
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

児童を学
校玄関ま
で引率す
るために
列の一番
前にい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

施設教室
内で他の
児童の対
応をして
いた。

特になし

児童クラ
ブ用の靴
を取りに
行く際の
引率は一
番前では
なく、最
後方で児
童全員に
配慮しな
がら引率
する。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

11

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

4 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 39 39 4 4
21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
0～1 )回/
年

2.基
準配
置

戸外全体
での配置
人数は限
られた中
では多く
配置した
が、全体
を見てい
るつもり
でも常に
全児童が
見えてい
たわけで
はなかっ
た。

児童の人
数は多
く、支援
員の人数
は限られ
ているの
で、遊ぶ
場所を人
数に応じ
て決めて
支援員の
目の届か
ない場所
では遊ば
ないよう
にする。

2.不定期
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

児童は想
像以上に
激しい動
きをする
ので、毎
回遊び場
所・ルー
ル確認を
行うべき
だった。

遊びが始
まる前
に、児童
に今遊ん
でいい場
所・危険
個所など
の禁止事
項や気を
つけて欲
しいこと
などルー
ルを話し
て支援員
と児童が
確認し合
う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

また新年
度で進級
した喜
び、自分
はできる
んだとい
う思い込
みも相
まって激
しい遊び
につな
がった。

危険な遊
び、行動
について
はその都
度注意し
止めさせ
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

大型連休
前、午前授
業が続く週
であったた
め、いつも
より楽しく
遊んでいた
が、ベンチ
を飛んだ際
に足を滑ら
せて転んで
しまい手を
ついたとこ
ろ、激しい
動きだった
ので右手に
全体重がか
かってし
まった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ベンチで痛
がりじっと
座っている
児童を見つ
けて声をか
ける。理由
を聞くと転
んで手をつ
き痛みを訴
えていたの
で、手の動
かし方や腫
れの状態、
握る力など
も確認し
た。痛がる
ので学童へ
戻り冷やし
て様子を見
るように児
童に伝え
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

児童が外か
ら戻ってく
ると痛いと
右手首を抑
えているの
で、動かせ
るか、握れ
るか確認し
た。腫れは
ひどくなく
保冷剤で冷
やし様子を
見ていたら
異常に右手
が冷たくな
り寒さを訴
え始めた。
痛みもひど
くなる様子
があったの
で至急保護
者に連絡し
受診をお願
いした。

ケガをし
た瞬間を
誰も見て
いなかっ
たため
に、手を
どのよう
についた
のか捻っ
たのかわ
からず、
本児の証
言も興奮
状態で曖
昧だった
ため、打
撲ではな
いかと予
想してし
まった。

見れない
場合でも
ケガをし
た児童や
周りの児
童などを
落ち着か
せ、きち
んと状況
の確認、
ケガの様
子などを
聞き取り
をする。
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令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 20 20 6 4
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
0～1 )回/
年

2.基
準配
置

1年生の
遊びの範
囲内で
サッカー
やなわと
び、追い
かけっこ
など様々
な遊びを
している
子が多
かった。

狭い範囲
でサッ
カーはや
らないな
ど、怪我
が起こり
にくい環
境をつく
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
4　)回/年

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

砂地と草
が生えて
いる部分
に凹凸が
あり、平
らではな
い。

小学校と
協議し、
凹凸のあ
る部分に
砂を入れ
平らにし
てもらっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

１年生の
遊びの範
囲内で遊
ぶ児童数
が多く、
注意散漫
になりが
ちだっ
た。

意識して
児童の様
子を観察
し、声掛
けをして
注意を促
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

当該児童
が他男子
児童とと
もに、女
子児童に
対して追
いかけて
みて！と
煽り、女
子児童が
追いかけ
てきたの
で逃げた
ところ転
倒する。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

転倒した
当該児童
に駆け寄
り、声を
かける。
特に痛み
をうった
えず再び
遊びに
戻ったの
で、児童
から離れ
る。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

当該児童
に声をか
け、特に
変化は見
られな
かったの
でその場
を離れ
る。

転倒する
までの当
該児童の
様子を見
ていた指
導員はい
なかっ
た。転倒
後の児童
の様子を
細かく観
察する必
要があっ
た。

視野を広
くし、児
童がどん
な遊びを
している
かを常に
確認す
る。怪我
の程度を
決めつけ
ず、適切
に処置を
する。
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令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 42 42 6 3
18.６
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

逆関節骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

全体の見
守りが不
十分だっ
た。

全体の見
守りを行
う。ま
た，今回
の事例を
職員間で
共有して
再発防止
を図る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

大型ブ
ロックの
上に立っ
て乗って
いた。

大型ブロッ
クは２個以
上重ねた上
には乗らな
いルールだ
が，遊び慣
れていない
１年生や，
周囲の状況
によっては
1段でも上
に立って乗
らないよう
にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児童の遊
びに合わ
せて，前
もって声
がけがで
きなかっ
た。

大型ブ
ロックで
遊ぶ際の
注意点や
遊び方に
ついて声
がけをす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

昼食後も
普通に遊
びだして
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の児童
や遊びに
関わって
おり，児
童が転倒
したとこ
ろは見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
他の児童
や遊びに
関わって
おり，児
童が転倒
したとこ
ろは見て
おらず本
児が泣き
気づい
た。

新1年生
のほとん
どが初利
用日で個
別対応が
必要な場
面が多
く，全体
の見守り
が不十分
だった。

-
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令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 72 72 8 5
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

永久歯上
顎前歯外
傷性歯脱
臼

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
３　)回/
年

2.基
準配
置

-

事故防止マ
ニュアルを
研修を通し
て職員で再
確認する。
事故事案に
ついてはヒ
ヤリハット
簿に対応内
容や改善策
を記録し，
職員間の周
知徹底を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

-

定期的に
施設・設
備点検を
実施し，
劣化・損
傷個所は
修繕対応
を行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

怪我防止
のために
周りを見
て遊ぶよ
うな声が
けが不足
してい
た。

児童には校
庭遊びの決
まりや安全
な遊具の使
い方につい
て重点的に
指導を重ね
る。遊んで
いる最中も
様子を見な
がら適宜声
がけする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り他児と
一緒に
ドッジ
ボールで
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ドッジ
ボールを
している
所から10
メートル
くらい離
れた所か
ら見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

校庭にい
た他2名
の職員は
サッカー
ゴール前
でのサッ
カー遊び
や遊具で
の遊び，
グラウン
ド内での
ボール遊
びと周辺
での虫取
りなどを
見守って
いた。

怪我防止
のために
周りを見
て遊ぶよ
うな声が
けが不足
してい
た。

-
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令和
5年9
月28
日

15.放課後
児童クラブ

4 7.午後
1.施設敷地
内(室内)

8.学童 78 78 7 4
19.７
歳

1.男
児

2.室内活動
中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左橈骨遠位
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あり
2.不定
期に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基準
以上配
置

特になし

見守りの職
員を増やす
か，遊戯室
のあそびの
制限をす
る。

1.定期的に
実施

実施頻度毎
日2回

1.定期的に
実施

実施頻度(
0 )回/年

1.定期的に
実施

実施頻度毎
日１回

遊戯室にも
多くの子ど
もが遊んで
いる状態
だった。

児童の人数
や職員の人
数を踏まえ
て，遊び種
類や範囲を
考慮する。

1.集団活
動中・見
守りあり

本児はボー
ル遊びに夢
中になり，
周囲の状況
を把握でき
なかった。

ボール遊び
は複数名で
見守る。職
員体制に
合った遊戯
室での遊び
を提供す
る。周囲に
よく見なが
ら遊ぶよう
声掛けをす
る。

1.いつも
どおりの
様子で
あった

春休みで制
限の多い中
で過ごして
いたことも
あり，遊戯
室でのボー
ル遊びを心
待ちにして
いた様子
だった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

審判をして
いたため全
体を見てお
り，突発的
な個人の動
きには対応
できなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊戯室以外
で児童の見
守りと保護
者対応をし
ていた。

ボール遊び
の前に周り
をよく見て
他児との接
触に気を付
けるよう伝
えている
が、声掛け
が足りな
かった。

-
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

16

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 39 39 6 4
21.９
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
（１)回/
年

2.基
準配
置

- -
1.定期的
に実施

実施頻度
(60)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(60)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(60)回/年

室内の角
のでっぱ
りに勢い
よくぶつ
かった時
に怪我に
つながる
可能性が
ある

室内の角
のでっぱ
り等に、
保護材を
設置

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

- -

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気に登
館し、友
達と融資
室でサッ
カー等で
遊び、17
時過ぎに
退館し
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊戯室内
で遊んで
いる児童
全体の見
守りを
行ってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各部屋に
配置して
いるの
で、遊戯
室の子ど
もの動き
は見てい
ない

子どもは遊
びに夢中で
痛みを忘れ
て遊ぶ場合
がある。活
動中の子ど
もの様子を
確認するの
はもちろん
だが、遊び
後の子ども
の会話の中
に痛みを訴
えるタイミ
ングがある
かも知れな
いのでその
後の様子も
見守る。

-

17

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 57 57 7 5
19.７
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右ひじの
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

1.基
準以
上配
置

準備運動
等，遊び
の前の準
備が不足
してい
た。

運動あそ
びをする
前に準備
運動をす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし
安全点検
を継続し
て行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

高学年児
童との交
流で気分
が高揚し
ている児
童への声
がけや対
応が不十
分だっ
た。

今まで以
上に見守
りを行
い，児童
の様子を
見ながら
怪我をし
ないよう
に声がけ
をする。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

お昼休憩が
終わった
後、すぐに
運動あそび
をしてい
た。いつも
サテライト
へ行ってい
る高学年児
童が本館に
来ていたの
もあり、気
分が高揚し
ている様子
だった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児の怪我
に気づき事
務室へ本児
を連れてい
く。館長に
本児から聞
き取りした
怪我の状況
を伝え、患
部を保冷材
で冷やし、
作った添え
木で腕を固
定する。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の児童
の対応を
してい
た。怪我
に気づい
てから本
児を事務
室へ連れ
ていく。

気分が高
揚してい
る児童へ
の声がけ
が不十分
だった。

特になし

18

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 45 45 8 4
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

各部屋で
の見守り
が中心と
なり、廊
下等、移
動時の見
守りが不
十分で
あった。

装具をし
ている等
怪我の危
険性があ
る児童が
いる場合
には，十
分な見守
りができ
るよう職
員配置を
考慮す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(14)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

安全点検
を継続し
て行いな
がら，転
倒や怪我
の危険性
がないか
を普段か
ら意識し
て確認す
る。

7.その
他

脚に装具
を付けて
いる点を
考慮し、
特に移動
の場面で
は一層の
配慮が必
要だっ
た。

一斉に移
動する際
には近く
に職員が
つく等、
すぐそば
で見守
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

館庭への
移動中
だった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児童た
ちの移動
を促して
いたとこ
ろ、廊下
で座り込
んでいる
本児を見
つけ声を
かける。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各部屋で
児童の対
応。部屋
の中から
廊下は見
えないた
め、本児
の事故に
は気づか
なかっ
た。

各部屋だ
けでな
く、全体
を意識し
た見守り
をする職
員がいな
かった。

なし

19

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 26 26 3 1
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
2.顔面
(口腔内
含む)

不明
8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1 )回/年

2.基
準配
置

遊びの特
性上、接
近しなが
らボール
をやり取
りするこ
とがあ
る。その
特性理解
と準備運
動等の取
組も必要
であっ
た。

各担当者は
常に一人一
人の子ども
の動きを注
視し、安全
確保に努め
る。事故の
際は速やか
に職員に話
すことがで
きるよう、
日頃の信頼
関係を築
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

学校の校庭
を借りてい
ることもあ
り、日頃か
ら整備や安
全点検が
しっかりさ
れている。
当館職員も
その都度安
全確認をし
ながらすす
めている。

日頃の遊
び方や
ゲームの
ルール等
につい
て、子ど
もたちと
ともに振
り返り安
全な遊び
方につい
て確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

見守る職
員の人数
確保には
限界があ
る。遊び
内容の特
性を理解
した上で
の働き掛
けや声掛
けを工夫
する必要
があっ
た。

外遊びへ
の安全に
対する事
前の働き
掛けを積
極的に行
い、子ど
もたちの
安全意識
や危険回
避能力を
高めてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもの
仲間と一
緒に元気
に遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

2つのグ
ループが
サッカー
をしてい
たことも
あり、十
分な見守
りができ
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の担当か
所を見守
ることに
集中して
いて、担
当者や対
象児童を
見守るこ
とはでき
なかっ
た。

一人当た
りの見守
りの範囲
や集中の
度合いに
ついて、
更に検討
を加える
必要が
あった。

子どもた
ちととも
に日頃の
遊び方を
振り返
り、よさ
や課題を
具体的に
整理しな
がら安全
に対する
意識をよ
り高めて
いく。

20

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 58 58 9 8
20.８
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左とう骨
遠位端骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
常時　)回
/年

1.基
準以
上配
置

コロナ禍
による運
動不足で
体力や筋
力、バラ
ンス感覚
が低下し
ているこ
とも原因
として考
えられる

児童によ
り近い位
置での見
守りを行
う

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

3.未実施
実施頻度(
- )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

大型ブ
ロックに
は危険箇
所などな
い為、問
題はない

大型ブ
ロックの
他、周囲
にも危険
箇所など
ない為、
問題はな
い

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

普段から
小さい怪
我をしや
すい児童
なので、
事前の声
がけが必
要であっ
た

児童の様
子を見な
がら、適
度に声を
掛け、休
憩させる

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他の児童
ととも
に、並べ
た大型ブ
ロックの
上を歩い
て遊んで
いた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

離れたと
ころから
みていた
が、本児
が転倒し
たことに
気付いて
声をかけ
手当をし
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

引継ぎを
しなが
ら、離れ
たところ
から見
守ってい
た。

職員２名
が遊びの
状況を伝
達するた
めに、２
名とも児
童から離
れた位置
で見守り
を行って
いた

-
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

21

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 62 62 19 14
19.７
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

1.意識不
明

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

痙攣
8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

-

突発的な事
柄に対して
本児の様子
を見る、撮
影する、本
児・他児と
も怖がらな
いよう離
す、保護
者・救急要
請・市へ連
絡する、な
ど各自役割
を互いに理
解してより
迅速に動く
ことができ
るようにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

3.未実施
実施頻度
(-)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

-

日常で床
材の欠損
やひび割
れなどな
いかを確
認し、転
倒の際に
怪我をす
ることが
ないよう
にしてい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

-

自分の友
達がいつ
もの様子
と違う時
は近くの
職員にす
ぐに知ら
せる事を
子どもた
ちに働き
かけてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段のよ
うに友だ
ちと館庭
で鬼ごっ
こを楽し
み、遊戯
室に来る
時も具合
の悪そう
な様子は
なかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

子どもたち
の後ろにい
た職員が痙
攣直後に本
児の動きが
普段と違う
ことに気づ
き、担当職
員に知らせ
る。担当職
員はすぐさ
ま痙攣に気
づき、他の
職員にも応
援を要請す
る。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

本児に職
員が対応
している
間、他児
を離し、
落ち着か
せる。ま
た、動画
撮影や他
職員の応
援要請を
行うなど
をしてい
た。

- -

22

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 18 18 4 3
20.８
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

歯の欠け
8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

休憩場所
のベンチ
付近で立
つ児童、
座る児童
が混在し
ていた。

鬼ごっこ
の途中で
各自が休
憩をとる
ときの
ルールを
作り知ら
せる。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

休憩場所
のベンチ
付近で、
立つ児
童、座る
児童が混
在してい
た。

休憩をする
時は休むと
声に出して
もらい、安
全に休憩を
取れるよう
に配慮す
る。休憩場
所では座る
ようにして
もらい、休
む場合の安
全にも気を
配ること。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

氷おにの
ルールを
守り参加
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

氷おにを
する児童
たちの見
守りをし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各室でそ
れぞれの
児童を見
守ってい
た。

子どもた
ちが安全
に休憩を
取るため
の方法の
周知が不
足してい
た。

子どもた
ちと危険
予知ト
レーニン
グを行
い、危険
回避をし
て遊ぶ。
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令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 62 62 18 17
21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

-

活動当日
の天候と
路面の確
認を実施
する

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日)回/
年

-

滑りやす
い、転倒
の恐れが
ある箇所
がないか
点検実施
する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

圧雪での
転倒の危
険性を声
掛けして
いなかっ
た。

児童に転
倒の恐れ
があるこ
との声掛
けを行う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

館庭で、
他児数名
と鬼ごっ
こをして
いた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

館庭を動
き周り、
全体をみ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他児と砂
場あそび
をしなが
ら全体を
見てい
た。

圧雪状態
で滑りや
すくなっ
ていた。

雪や氷の
上で全力
で走る
と、転倒
に繋がる
事を児童
と再確認
した。

24

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 56 56 6 3
19.７
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷によ
る歯牙脱
臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1・2)回/
年

2.基
準配
置

特になし

ヒヤリ
ハット事
例や事故
事例を共
有し，改
善策につ
いて職員
間で共通
認識を作
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(13)回/年

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

体育館で
遊ぶ際に
フロアに
座ったり
横になっ
ている児
童がい
た。

休憩をと
る際は体
育館の端
など安全
な場所で
休むよう
その都度
声がけを
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

鬼ごっこ
中でいつ
もより勢
いよく、
他児童を
飛び越え
ようとし
たと思わ
れる。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

広い体育
館内では
２名が離
れて遊び
の様子見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

多くの児
童が動い
ていたの
で、本児
の動きを
予測する
ことは難
しかっ
た。

運動遊び
をする前
に安全に
遊ぶため
の注意点
等の周知
が不十分
だった。

-

25

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 31 31 7 6
19.７
歳

1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

永久歯欠
損

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

全員が下
校するま
では開け
ないこと
になって
いたドア
を開けて
外を歩い
ている子
たちに声
をかけて
いた。

再度勝手
にドアを
開けない
ことを子
どもたち
や職員間
で確認。

1.定期的
に実施

実施頻度
（１２）
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

子どもが
勝手に鍵
を開けら
れる状態
だった。

子どもの
手が届か
ない位置
に鍵をか
けるなど
対応を取
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

約束や
ルールに
ついて理
解が難し
い場面が
見られ
る。

個人的に
話をして
確認をす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

他児より
早く帰っ
てきたの
で気持ち
が高ぶっ
ていたの
か、テン
ションは
高めだっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

受入時の
態勢で、
集会ス
ペースに
位置して
広く子ど
もの様子
を見るこ
とができ
るように
してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

畳スペー
ス・玄関
スペー
ス・事務
スペース
に位置
し、子ど
もの受け
入れ態勢
をとって
いた。

本児の様
子を気に
かけなが
らも声を
かけない
でしまっ
た。

情報交換
や情報共
有をこま
めに行
い、しっ
かり連携
できるよ
うにす
る。
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令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 40 40 5 5
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

歯損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

走り回る
子ども
へ、危険
箇所の確
認を行な
う。

こどもたち
のあそびの
危険予知訓
練を定期的
に行なって
いくととも
に、職員同
士声がけを
徹底し、ケ
ガを未然に
防ぐように
工夫を行な
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

花壇や校
庭にある
段差など
につい
て、普段
から子ど
も達に話
している
が、再度
一緒に校
庭を周り
ながら確
認する。

今後も花
壇や校庭
にある段
差などに
ついて、
丁寧に説
明してい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

夢中で駆
け回って
いる子ど
も達に、
巡回職員
が声がけ
などをし
ていく。

校庭で遊
ぶときの
職員の配
置を確認
し合い、
見守りを
徹底して
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも元
気に外遊
びをする
子ども
で、か
けっこや
鬼ごっこ
をよくし
ている。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

見守りで
近くにス
タッフは
いたが、
転ぶ瞬間
は見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

危険箇所
付近に職
員を配置
し、巡回
しながら
見守りし
ており、
本児が花
壇付近を
走り転ぶ
瞬間は見
ていな
かった。

走り回った
りする際
に、普段か
ら花壇付近
は危険なこ
とを子ども
たちに話し
ているが、
走るのに夢
中になって
おり足下の
危険を回避
できなかっ
た。

こどもた
ちと一緒
に、あそ
びの中で
の危険予
知訓練を
定期定期
に行なっ
ていくと
ともに、
職員同士
の声がけ
を徹底し
ケガを未
然に防ぐ
よう工夫
してい
く。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

27

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 137 ## 18 11
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

靭帯損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

特になし -
1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

3.未実施
実施頻度(
-　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

花壇内の
砂が減り
雨水桝が
飛び出し
て段差に
なってい
る。

雨水桝の
まわりに
段差がな
くなるよ
う砂を補
充する必
要があ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子ども達
の遊び場
の一部に
なってい
る為、鬼
ごっごや
移動時の
通り抜け
等に普段
から花壇
内の砂地
に入って
いる。

雨水桝の
まわりに
段差がな
くなるよ
う砂を補
充する必
要があ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっご
をするな
ど元気に
遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児の遊
ぶ駐車場
側を怪我
やトラブ
ル等にな
らないよ
う見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

館庭側を
重点的に
怪我のな
いよう見
守ってい
た。

外遊びか
ら館内に
ショート
カットし
て入ろう
と、ふざ
けて飛び
越えたと
思われ
る。

支援児が多
い中で職員
は本館サテ
ライトに分
かれてお
り、外遊び
だけでなく
見守る個所
が多い。支
援員の配置
人数には限
りがあり見
守りに必要
な人員の増
が必要と思
われる。

28

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 59 59 5 4
21.９
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

剝離骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
11　)回/
年

1.基
準以
上配
置

職員配置
は、受け入
れ態勢を万
全にする為
に午前中を
手厚くして
おり、夕方
になるにつ
れて職員が
少なくなっ
てしまう体
制となって
いた。

どの時間
帯にも職
員がまん
べん無く
勤務する
よう体制
を整え
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

安全面を配
慮して布
ボールを使
用していた
が、ボール
が転がらず
に止まって
いるためか
えって事故
につながっ
たかもしれ
ない。

布ボール
自体に問
題が無い
かどうか
を使用前
に十分注
意する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

春休み中
というこ
ともあ
り、少々
子どもた
ちの気分
が高揚し
ている様
子だっ
た。

ケガの無
いよう
に、遊び
に入る度
にきちん
と注意事
項を伝え
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わった様
子は見ら
れなかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ドッジ
ボールの
審判をし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

外遊びや
児童クラ
ブ室、図
書室等、
他の場所
でそれぞ
れ子ども
たちを見
守ってい
た。

運動遊び
を始める
前に，怪
我をしな
いよう準
備運動と
ともに遊
びの注意
点を伝え
る必要が
あった。

遊びがあ
まり過熱
しないよ
うに、適
度に休憩
を挟むな
ど、クー
ルダウン
しながら
楽しく安
全に遊ぶ
ことがで
きるよう
にする。

29

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 60 60 11 6
22.10
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手中指
を骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

なし

館庭内の
遊具で遊
ぶ際は，
各種遊具
の危険性
を事前指
導を実施
しながら
遊具付近
に職員を
配置す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

なし

ハード面
に関して
問題点・
改善策は
ないと思
われる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし

環境面に
関して問
題点・改
善策はな
いと思わ
れる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

精神的に
も安定し
ており普
段と変わ
らない様
子であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

当該児童
が落下
時，見守
りの職員
の視野に
入ってい
たが，大
きな事故
になると
は思わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊び
を見守る
職員は，
該当児童
が落下す
るところ
は見てい
ない。

なし

改善策な
し。その
他項目に
おいて問
題点・改
善策はな
いと思わ
れる。
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令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 16 16 3 2
21.９
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

骨挫傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(８)回/年

2.基
準配
置

なし なし
1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

なし なし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

つき山に
も担当は
いたが、
その場面
を見た職
員はいな
かった。
転んだこ
とを近く
の子ども
が知らせ
てくれ、
発見。膝
の様子を
見て冷や
す対応を
とった。

全てを見
ることは
できない
ものの、
担当の職
員が全体
を把握で
きるよう
気をつけ
ていく。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

もともと
児童館本
館で過ご
していた
児のた
め、分室
での生活
に慣れ
ず、普段
よりは活
動的な様
子があっ
た。小高
い山をか
け下りて
転倒し、
膝を強打
した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

山に担当職
員はいたも
のの転倒し
た場面は見
ていなかっ
た。他児か
らの報告に
より転倒に
気づき、す
ぐに膝の様
子を見て冷
やす対応を
とる。その
後、膝が痛
むと児から
の訴えがあ
り、保護
者・児童館
本館に連
絡。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当して
いる部分
を見てい
て、転倒
した場面
は見てい
なかっ
た。他児
からの報
告により
転倒に気
づく。戸
外の児童
の安全確
保を行
う。

山にも担
当はいた
が、山の
別の部分
を見てい
たこと
で、児の
転倒に気
づくこと
ができな
かった。

築山に登る際
は、降りてく
る児に対して
走らず歩いて
降りるよう声
をかける等、
繰り返しルー
ルの説明をし
て安全に遊べ
るよう見守っ
ていく。戸外
遊び前にルー
ルを再確認し
てから遊びを
始めるように
する。走ると
どうなるか
等、子ども達
が自分で考え
危険だという
認識を持てる
よう伝えてい
く。担当職員
はいたが、そ
の場面を見る
職員はいな
かったため、
全体を見渡せ
る位置で見守
れるよう気を
つけていく。

31

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 14 14 3 3
21.９
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手小指
第二関節
下部骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

対戦相手
との力の
差があり
過ぎた。
（４年男
児）

力の配分
の助言
や、学年
を分けて
の遊びの
実施

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
日

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
日

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
日

特記事項
なし

異年齢に
よる遊び
のため柔
らかい
ボールを
使用した
が防ぎよ
うのない
事故で
あった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊びに夢
中で少し
興奮して
いた可能
性があっ
た。

落ち着い
て、十分
な距離を
保って遊
ぶよう何
度も声掛
けする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊びに夢
中になっ
ていた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

瞬間は見
ていた
が、瞬間
に手助け
できる位
置にいな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊び
をしてい
る児童に
対応して
いた。

特記事項
なし

その他に
対する改
善策なし
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

32

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 3 3 1 1
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折
8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

子どもの
テンショ
ンが上が
り過ぎた

ゲームの
楽しさの
伝え方の
工夫、見
通しを
持った助
言

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
日

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
日

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
日

特記事項
なし

リングの
大きさの
見直し、
代用品の
検討

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊びに夢
中だった
こともあ
り少し興
奮してい
た。

落ち着か
せるため
の声掛け
等をす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

遊びに夢
中になっ
ていた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

小さめリ
ングへ同
時に向
かって
走ってい
た為、衝
突が起き
てしまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊び
をしてい
る児童に
対応して
いた。

特記事項
なし

その他に
対する改
善策なし

33

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 42 42 4 3
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

靭帯損
傷、骨挫
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

事故発生
時、グラウ
ンドでサッ
カーをして
いた児童８
名に対し、
職員１名は
付いてい
た。人的不
足ではない
と判断でき
ることから
改善策はな
し。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし

男児が遊ん
でいた場所
は、学校の
グラウンド
できちんと
整備されて
いた。グラ
ウンドは広
く、周りに
危険な箇所
はなかった
為、改善策
はなし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

広い範囲
で、児童
を見守
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

屋外での
活動（特
にたまに
しか行け
ない、学
校のグラ
ウンド）
は、気持
ちがハイ
になり、
活動が活
発。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

サッカー
をする場
合、指導
員が付い
て見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊具等で
他の遊び
をしてい
る児童に
付き添っ
ていた。

特になし

気を付け
てするよ
うに声掛
けはして
いたが、
一層強化
してい
く。

34

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 25 25 4 2
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(５)回/年

1.基
準以
上配
置

とても活
発な子で
雲梯も得
意であっ
たため、
見守って
いた。

より一層
の見守
り、声掛
け

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

校庭のた
め、雲梯
の下が固
い可能性
あり

落下の時
を考え、
クッショ
ンを敷く
等、学校
側と相談
する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし

今まで通
り、見守
り状況に
あわせ
て、声が
けをする

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気に走
り回って
いた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

人にぶつ
からない
様、転ば
ないよう
に声掛け

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

トラブル
にならな
いよう
に、事前
に声掛け

なし

事故対応
の流れに
ついて再
度確認
し、さら
に速やか
な対応を
目指す。

35

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

8 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 50 50 4 2
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

特になし

マニュア
ル、研
修、職員
配置につ
いては適
切に実施
してい
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(３)回/年

特になし

施設、設備
については
引き続き定
期的に安全
点検を実施
し、学校と
連携しなが
ら危険を未
然に防止す
ることに努
める。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

引き続き
屋外での
遊び時間
には支援
員が付き
添い、危
険な遊び
はしない
ルールを
守るよう
指導を徹
底してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特になし

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

支援員が
決められ
た立ち位
置で見守
りを行っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

支援員が
決められ
た立ち位
置で見守
りを行っ
ていた。

特になし

事故発生
後の対応
（怪我の
程度の判
断、保護
者への連
絡、病院
受診）の
流れにつ
いて再確
認し、速
やかな対
応を目指
す。

36

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 25 25 3 3
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首剥
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

特になし

マニュア
ル、研
修、職員
配置につ
いては適
切に実施
してい
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(３)回/年

特になし

施設、設備
については
引き続き定
期的に安全
点検を実施
し、学校と
連携しなが
ら危険を未
然に防止す
ることに努
める。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

引き続き
屋外での
遊び時間
には支援
員が付き
添い、危
険な遊び
はしな
い、ルー
ルを守る
よう指導
を徹底し
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特になし

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

支援員が
決められ
た立ち位
置で見守
りを行っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

支援員が
決められ
た立ち位
置で見守
りを行っ
ていた。

特になし

事故発生
後の対応
（怪我の
程度の判
断、保護
者への連
絡、病院
受診）の
流れにつ
いて再確
認し、速
やかな対
応を目指
す。

37

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 19 19 2 1
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕上腕
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

特になし

マニュア
ル、研
修、職員
配置につ
いては適
切に実施
してい
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(３)回/年

特になし

施設、設
備につい
ては引き
続き定期
的に安全
点検を実
施し、学
校と連携
しながら
危険を未
然に防止
すること
に努め
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

引き続き
屋外での
遊び時間
には支援
員が付き
添い、危
険な遊び
はしな
い、ルー
ルを守る
よう指導
を徹底し
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特になし

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

支援員が
決められ
た立ち位
置で見守
りを行っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

支援員が
決められ
た立ち位
置で見守
りを行っ
ていた。

特になし

事故発生
後の対応
（怪我の
程度の判
断、保護
者への連
絡、病院
受診）の
流れにつ
いて再確
認し、速
やかな対
応を目指
す。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

38

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 141 ## 13 13
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

準備体操後
に遊びたい
場所を選ん
で移動する
際、子供た
ちに一斉に
動き出すこ
とがなく、
落ち着いて
移動するよ
う指導す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
1　)回/年

特になし

安全点検
を行って
いく中で
修理等が
必要なも
のは早急
な対応に
心がけ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

支援員や
児童にケ
ガの事例
を伝え、
未然防止
を重視す
る外遊び
を心がけ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

好きな遊
びを選ん
で遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

各自、自
分の担当
箇所の見
守りをし
ていた
が、該当
児童には
気が付か
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各自、自
分が担当
している
箇所の見
守りをし
ていた。

特になし なし

39

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 36 36 4 2
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折
（左腕）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

鉄棒に慣れ
ていない１
年生という
怪我の可能
性を伴う環
境の中、そ
れぞれ遊び
が異なる10
人程度の児
童を見る職
員が１人し
かいなかっ
た。鉄棒に
取り組んで
いることを
把握してお
きながら、
怪我に繋が
る可能性を
考えて職員
を配置して
いなかっ
た。

鉄棒や雲梯
など落下の
危険が伴う
遊具を練習
中の児童に
は、注意喚
起を怠らな
いだけでな
く可能な限
り補助に入
り、怪我の
リスクを予
防する。怪
我の可能性
を予測し、
予防に務め
られるよう
職員配置を
適切に行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
250　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし
設備・遊
具等に不
備はなし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

スイミン
グの送り
出し、個
別対応児
童が重な
り、職員
が通常よ
り手薄
だった。

やむを得ず
職員が不足
していると
感じた場合
は、専属の
見守りが必
要な遊びを
している児
童に声をか
け、遊びを
中断しても
らうなどし
て安全面を
優先する。
適切な人数
で見守りが
可能になる
よう、都度
周りの職員
と連携を図
り、常に安
全が保障さ
れた環境で
支援に臨
む。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

校庭にさける人
員が確保出来る
まで職員と鬼
ごっこをして遊
んでいた。一緒
に遊んでいた職
員が個別対応が
必要な児童を所
属クラブに引き
継いでいる際
に、本児は一人
で鉄棒に向かっ
た。逆上がり補
助板を用いなが
ら鉄棒に取り組
んでいた。落ち
た瞬間を目撃し
た人はおらず何
が原因で手を滑
らせたのか不明
だが、本児によ
ると左腕から地
面に落下したと
のことだった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

個別対応が
必要な児童
を所属クラ
ブの職員に
引き継いで
いた際、本
児が一人で
鉄棒に向
かっていた
ため遠くか
ら見守る形
となってい
た。職員が
不足してい
る時間帯
だったこと
もあり、鉄
棒に専属で
職員がつく
ことができ
ず、校庭で
遊ぶ10人程
度の児童を
職員が広く
見守ってい
る状態だっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

職員の動き
が流動的
だったた
め、本児の
動きを常に
見守ってい
る職員は配
置していな
かった。他
の職員は隣
接する学校
敷地内の遊
具広場で遊
ぶ児童の見
守りを行っ
ていた。本
児が怪我を
する直前に
鉄棒に向
かった職員
が１名いた
が、怪我を
未然に防ぐ
には至らな
かった。

本児の鉄
棒を含
め、職員
の人数に
対し個々
の対応が
必要な児
童・遊び
が多かっ
た。

鉄棒に限
らず、遊
具が伴う
危険性を
児童に伝
え、安全
性を児童
自ら確保
出来るよ
うな声か
けや注意
喚起を徹
底する。

40

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 39 39 4 2
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外側顆骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

１年生に
対して遊
具の使い
方につい
ての周知
がきちん
とできて
いなかっ
た

遊具の使い
方について
子どもたち
全員に話
す。遊具で
遊んでいる
時は、すぐ
に声掛けが
出来るよう
に遊具の周
りに職員が
一人つく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

特になし
設備・遊
具等に不
備はなし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

上級生が
上に乗っ
て遊ぶの
を見て、
対象児が
真似をし
てしまっ
た

子どもた
ち全員に
正しい使
い方につ
いて話を
した

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

上級生が
上に乗っ
て遊ぶの
を見て、
対象児も
出来ると
思って真
似をして
しまった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他児の様
子を見て
いたた
め、対象
児が落下
する瞬間
に間に合
わなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の様
子を見て
いたため

職員の交
代の時間
で、数分
間外が手
薄となり
声掛けが
できな
かった

学校とも
遊具の使
い方につ
いて共有
し、遊具
が伴う危
険性を子
どもたち
に伝え、
安全性を
子ども自
ら確保出
来るよう
な声掛け
や注意喚
起を徹底
する

41

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 35 35 6 2
19.７
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

第二人差
し指裂
傷、ひび

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

事故を予
防する方
法につい
て職員間
で協議・
検討を定
期的に実
施する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
3　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
3　)回/年

特になし

設備等が
原因では
ないため
改善策は
なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児童が縄
跳びの正
しい使い
方をして
いなかっ
た

玩具を使
用する際
は、正し
い使い方
をするよ
うに周知
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

児童2名が縄
跳びを引っ
張り合いを
して遊んで
いたが、1人
の児童が手
を離したた
め、グリッ
プ部分が相
手児童の指
に当たって
しまった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

第二保育
室の施錠
を行う10
分前だっ
たため、
清掃作業
を行って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

第一保育
室で支援
を行って
いた。

保育の終
了時間が
近づき、
児童の数
も少な
かったこ
とから職
員の安全
管理意識
が薄れて
しまって
いた

安全管理
意識が保
たれるよ
うに、日
頃から事
故等の緊
急事態を
想定して
職員間で
協議・検
討を行
う。
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令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 41 41 5 2
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

特になし

日常の生活
や遊びの中
で起こり得
る事故やケ
ガを防止す
るため、室
内及び屋外
の環境の安
全性につい
て毎日点検
し、必要に
応じて補修
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
（２）回/
年

3.未実施
実施頻度
(6　)回/
年

3.未実施
実施頻度
(6　)回/
年

特になし

事故が予
測される
遊びにつ
いて、子
どもに注
意喚起と
安全点検

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

本人の能
力を超え
ていそう
なあそび
は、より
注意深く
見守る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

近くで木
登り中の
児童を見
守ってい
た。

特になし

子ども達が日
頃より遊んで
慣れている場
所や遊具で
も、怪我や事
故に繋がりか
ねないことを
念頭にしっか
り見守るこ
と、危機管理
を持つことを
忘れないよう
心がける。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

43

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 27 27 5 4
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度
(0)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

正しい遊
具の使用
法に対す
る指導の
実施

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(49)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

特になし

遊具の設
置状況等
で問題が
ないか再
確認する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

児童一人
ひとりの
行動を注
意して見
守る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段はブ
ランコの
安全柵を
越えるこ
とはない
が、当日
は柵に触
れてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

常に2，3
人で館庭
全体に目
を配り見
守りをし
ている
が、対象
児が転倒
した瞬間
は見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の遊
びの様子
を見てい
た。

危険を避
けるため
の柵であ
るが、乗
り越える
ことを察
知出来ず
注意を
怠った。

安全な遊
び方をし
ない等全
体の児童
に注意喚
起すると
ともに職
員も安全
管理に対
して再度
意識を高
めるよう
にする。

44

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 17 17 3 2
21.９
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

上顎前歯
歯冠破折
・　下顎
前歯部
脱臼

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

研修内容
を周知徹
底させて
運営をお
こない、
マネー
ジャー巡
回時に都
度状況確
認をす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(開所日)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(開所日)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(開所日)
回/年

特になし

遊具・施設
等の確認は
毎日指導員
が実施す
る。また、
児童が遊ぶ
にあたり危
険な場所は
ないか、見
えづらい場
所がないか
を確認しな
がら見守り
を実施す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

児童の見守
りをする際
は、全体を
見られる配
置につける
ように指
導、改善す
る。また、
死角がない
かを意識し
ながら見守
りを行う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

普段から
仲の良い
二人で
あった
が、突発
的に言い
争い、も
めてし
まった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

事故発生
場所（ト
イレ前）
の室内反
対側にて
別児童の
対応をし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

事故発生
時は外遊
びに出る
前で、室
内で使っ
た玩具等
の片づけ
やトイレ
誘導をそ
れぞれ他
児童と
行ってい
た。

新年度とい
うことで新
しく入所し
た1年生に
配慮し保育
していくと
いう共通認
識があり、
全体を見る
という事が
欠けてい
た。

事故を全
体で共有
して、
様々な場
面で事故
が起きう
ることを
認識し
て、児童
の見守り
にあたる
ようにす
る。
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令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 25 25 3 1
21.９
歳

2.女
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足間接
外果骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

帰る時の
危険箇所
の周知や
掲示、声
掛けを行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし

施設に起
因する事
故ではな
いため改
善策なし

7.その
他

特になし

職員がい
ない状況
で発生し
たため改
善策なし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

クラブ内
ではお友
達と楽し
く過ごし
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

自宅へ帰
る途中に
起きた事
案のた
め、職員
は確認で
きていま
せん。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

自宅へ帰
る途中に
起きた事
案のた
め、職員
は確認で
きていま
せん。

特になし

クラブ外に
は危険な箇
所がたくさ
んあるの
で、安全に
登所や降所
が出来るよ
う子どもた
ちと一緒に
危険箇所を
確認し、話
合いを行う

46

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 101 ## 9 2
20.８
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(6)回/年

1.基
準以
上配
置

遊具の丸
太を飛び
越えよう
とする児
童がい
る。

危険なこ
とを児童
へ伝え
て。子ど
もたちに
もどう
やって遊
べばよい
か考えさ
せた。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし

設備の不
備ではな
いので特
記事項な
し。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

丸太を飛
び越え遊
ぶ児童が
多数い
る。

飛び越え
るような
危ない遊
びはしな
いよう注
意する。
危険な状
況になら
ないよう
予測して
声かけす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
で遊具の
まわりで
数名の児
童が遊ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

見守りは
していた
がバラン
スをくず
して左腕
を打つま
で動作が
一瞬だっ
たので間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は数人の
児童に話
しかけら
れ対応し
ていて気
付かな
かった。

当該児童
の動きを
事前に予
測して、
もう少し
早く声掛
け等の対
応ができ
た。

児童だけで
はなく職員
配置にも気
を配る。職
員が気を配
るのはもち
ろん子ども
たち同士で
も危険な遊
びになって
ないかお互
いに確認を
させる。

47

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 34 34 4 3
21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
10　)回/
年

2.基
準配
置

本人たち
も支援員
にも予測
のできな
い怪我で
あった。

支援員の見
守りの立ち
位置など工
夫して死角
をできる限
り少なくす
る。密集し
ないように
配慮する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
250　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
250　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
250　)回/
年

若干グラ
ウンドが
乾いてい
たので滑
りやす
かったか
もしれな
い。

散水をし
て、滑ら
ないよう
に配慮す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ゲームを
中断させ
ていた時
の事故。

常に子ど
もたちの
動向を観
察してお
く必要が
あった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

当該児童
は行動も
活発で、
当日も元
気に外遊
びに参加
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

散水のため
に一時遊び
を停止させ
ていたとこ
ろ。至近で
見守りをし
ていたが、
咄嗟のこと
で事故を未
然に防げな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

散水をし
ていたの
で見てい
なかっ
た。

普段仲の
良い子ど
も同士の
接触事故
であり、
ふざけ
あってい
たことが
起因。

特にな
し。

48

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 41 41 4 3
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

年一回程
度実施

1.基
準以
上配
置

特になし
事故との
関連無し

2.不定期
に実施

実施頻度
（10～
12）回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
（10～
12）回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
（10～
12）回/年

特になし
事故との
関連無し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

外遊び中
は、事故
発生の可
能性の高
い遊具付
近につい
ては特に
注意して
見守るよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と特
段変わっ
た様子は
なかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

雲梯の隣
にある鉄
棒付近に
て見守り
をしてい
た。本児
が遊具か
ら落下し
た瞬間は
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

グランド
全体を見
て見守り
をしてい
た。

特になし

遊具で遊
ぶ際など
注意が必
要な時に
は、職員
が分担し
て近くで
見守るよ
うにす
る。危険
な行動が
無いよう
児童に声
掛けをす
る。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

49

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 10 10 5 2
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折
8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

年１回程
度実施

1.基
準以
上配
置

特になし
事故との
関連無し

2.不定期
に実施

実施頻度
（10～
12）回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
（10～
12）回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
（10～
12）回/年

特になし
事故との
関連無し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

外遊び中
は事故発
生の可能
性が非常
に高いの
で、注意
して見守
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と特
段変わっ
た様子は
なかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

サッカーを
しており少
し離れて全
体の見守り
をしてい
た。本児が
シュートを
止めようと
した瞬間は
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

グランド
全体を見
て見守り
をしてい
た。

特になし

集団で遊
ぶ際など
注意が必
要な時に
は、職員
が分担し
て近くで
見守るよ
うにす
る。危険
な行動が
無いよう
児童に声
掛けをす
る。

50

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 40 40 3 2
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

年１回程
度実施

1.基
準以
上配
置

特になし
事故との
関連無し

2.不定期
に実施

実施頻度
（10～
12）回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
（10～
12）回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
（10～
12）回/年

特になし
事故との
関連無し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

外遊び中
は事故発
生の可能
性の高い
遊具付近
について
は、特に
注意して
見守るよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と特
段変わっ
た様子は
なかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ターザン
ロープを揺
らして遊ん
でいた上級
生２人にや
めるよう注
意していた
ところ、後
ろで本児が
マネをし
た。落ちた
瞬間は見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

グランド
全体を見
て見守り
をしてい
た。

特になし

遊具で遊
ぶ際など
注意が必
要な時に
は、職員
が分担し
て近くで
見守るよ
うにす
る。また
危険な行
動が無い
よう児童
に声掛け
をする。

51

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 76 76 7 6
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

3.基
準以
下

児童全体と
して疲労感
がみられた
時期でも
あった。4
月以降に制
限がなくな
り、児童の
動きが活発
となったが
体がついて
きていな
い。

児童全体
へ、遊び
だけでな
く準備運
動の重要
性も含め
た体力向
上を図
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

特になし
ハード面
の改善策
はなし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

石等の障
害物はな
かった
が、ボー
ルを除け
る際につ
まづいて
しまっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

タスケの
監視

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

タスケ・
なわとび
等を監視

特になし 特になし

52

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 124 ## 15 9
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

ひび

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

特にな
し。

研修に関
しては、
毎年意識
して職員
が受けて
いけると
よい。

1.定期的
に実施

実施頻度
(200)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(200)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(200)回/
年

学校の遊具
に対して、
子どもたち
が扱いなれ
ていない部
分がある。
今回はサッ
カーゴール
の網に引っ
かかったと
いう所で、
思いがけな
い本児の不
注意もあ
る。

学校の設
備のため
ハード面
での改善
は難し
い。ソフ
ト面、環
境面で対
応してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

学校の遊
具に対し
ての理解
について
はオリエ
ンテー
ションの
時に説明
している
ことと、
今回は自
ら転んで
生じてし
まった怪
我だっ
た。

改めて、
今回の怪
我を子ど
もたちと
も共有し
ながら学
校の遊具
に対して
の理解を
深めても
らう。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

サッカー
ゴールの
網に手を
入れてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

サッカー
ゴールの
近くで危
険な動き
をしてい
ないこと
はわかる
が、実際
転ぶとこ
ろまでは
把握でき
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
自分の範
囲の子ど
もたちを
見守って
いたた
め、サッ
カーゴー
ルでの対
象児の動
きは見え
ていな
かった。

網で遊ん
でいる訳
でもな
かったの
で、転ん
でしまっ
たことが
原因と考
えられ
る。

怪我が起
きたこと
を職員、
子どもた
ちに共有
する。

53

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 53 53 6 4
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

色々な動
きの遊び
を同時に
行ってい
た。

遊びに
よって時
間を分け
るなど見
守りやす
い工夫を
する。

2.不定期
に実施

実施頻度(
6　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
6　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

地面が若
干、凸凹
してい
た。

遊具や玩
具だけで
なく、小
石など児
童が遊ぶ
場所の点
検も行う
ようにす
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

色々な学
年の子が
遊んでい
る中で、
遊びの区
分けが十
分でな
かった。

動きの大
きい遊び
やそうで
はない遊
びなど、
遊び方に
よって場
所を決
め、お互
いの干渉
を減らし
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登所して
からは、
いつも通
り支度、
学習をし
て外へ出
てきた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

集団遊び
を見守り
ながらも
全体を見
ていたの
で、対象
児が何を
していた
かも視覚
でとらえ
ていて転
倒時も見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

学童クラブ
での生活に
慣れていな
い１年生を
中心に見
守っていた
ため、対象
児童が何を
していたか
は知ってい
たが転倒す
るところは
見ていな
かった。

一人遊び
をしてい
た対象児
童に対
し、集団
遊びに誘
う声掛け
が積極的
ではな
かった。

一人で遊
んでいる
児童に対
し遊びの
誘いを増
やしてい
く。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

54

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 60 60 7 3
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

学童クラ
ブに入所
して間も
ない１年
生はジャ
ングルジ
ムなど危
険な遊具
の使用を
制限する
など配慮
が必要で
あった。

予防に関
する研修
への参
加。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(１２）回
/年

特になし

ジャング
ルジムの
使用制
限、また
は使用禁
止。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

普段より
職員数が
少ない場
合は、活
動エリア
を制限す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と特
変はな
く、仲の
良い友達
とドッジ
ボール、
ジャング
ルジムで
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

普段より
職員数は
少なかっ
たが、外
遊びの見
守り配置
はいつも
通りで
あった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ジャングル
ジムで遊ん
でいたこと
は把握して
いたが、隣
のブランコ
の見守りも
同時に行っ
ていた為、
転落の瞬間
は目をはな
していた。

特になし

ジャング
ルジムの
下に職員
を配置す
る。
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令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 36 36 6 4
19.７
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕下腕
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

事故予防
に対する
マニュア
ルがなく
事故予防
に関する
研修も行
えていな
かった。

マニュア
ルを作成
し、事故
予防に関
する研修
を施設内
で取り組
んでい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(２、３)
回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(２、３)
回/年

園庭の砂
利にでこ
ぼこが
あったた
めと思わ
れる。

園庭は雨天
時以外毎日
ブラシをか
けている。
子ども達に
も砂遊びの
場所につい
て話をして
いく。整備
は補助員が
行っている
が、常勤職
員も入りな
がら状況の
確認を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭の砂
利をいじ
る児童が
多く、地
面がでこ
ぼこに
なってい
た。外遊
び中の帽
子の着用
が徹底さ
れていな
かった。

砂遊びは
砂場です
るように
徹底をす
る。帽子
の着用を
するよう
に徹底を
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ドッジボー
ルに参加を
していて、
本児が帽子
を被ってい
ない事を他
児が声をか
け、帽子を
取りに走り
出し転倒し
た。帽子は
着用必須で
あったが、
その時に本
児はなぜ帽
子をベンチ
に置いたま
まにしてい
たかは覚え
ていない。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ドッジ
ボールに
13名の児
童が参加
してい
て、発生
時に本児
とは反対
側にいた
児童に話
かけられ
た為、本
児が転倒
時に見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

発生時3
名の職員
がいた
が、２名
はそれぞ
れ他児童
の遊びを
見守って
いた。

園庭の砂
利をいじ
る児童が
多く、地
面がでこ
ぼこに
なってい
た。外遊
び中の帽
子の着用
の声掛け
が徹底さ
れていな
かった。

特になし
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令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 26 26 8 7
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

鼻骨骨折
8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
3　)回/年

1.基
準以
上配
置

遊び前、
ボールを
取りに行
くといっ
た状況に
ついての
約束を明
確にして
いなかっ
た。

ボールが飛
んで行った
際には、児
童の１人が
取りに行く
ように声掛
けをする。
２人以上で
ボールを取
りに行った
際には、話
し合い又は
ジャンケン
でボールを
所持者を決
める様に指
導する。子
ども達が目
のまえの遊
びに集中し
すぎないよ
う、１ゲー
ムの時間を
定めたり水
分補給の声
をかけると
いった休憩
時間を設け
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

遊びの内
容と、参
加人数に
応じた十
分なス
ペースが
確保でき
ていた
か。

急に参加
する子ど
もが増え
る遊びで
ある為、
人数状況
に応じて
場所を移
動して十
分なス
ペースを
確保する
動きや、
子ども達
に使える
スペース
を伝え
て、密集
しすぎな
いように
声掛けを
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊びの約
束事の事
前確認が
不足して
いた。ま
た、トラ
ブル発生
時の職員
の声掛け
や速やか
な介入が
遅れてし
まった。

遊ぶ子ど
も全体の
動きと使
用状況を
把握し、
事故怪我
を未然に
防ぐ為の
声掛けを
事前と新
たに参加
する子ど
もが増え
る都度行
う。ま
た、トラ
ブルの予
兆が見ら
れた時に
は速やか
に介入す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ドッジボー
ルの際、遠
くに飛んで
行ったボー
ル友人と共
に拾いに行
く。友人が
ボールを
拾ったが、
自分が投げ
たかった
為、友人か
らボールを
奪おうとす
る。しつこ
くボールを
奪い取ろう
とした為、
友人がボー
ルを手元か
ら地面に落
とし、友人
の手が空い
た瞬間に、
押し倒され
て怪我をす
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

両児童が
ボールの取
り合いをし
ているのを
目撃し、職
員はボール
の取り合い
を止めるよ
う大声で注
意するが、
声が届かな
かった。注
意後も両児
童がボール
の取り合い
を続けてい
たので、職
員は止めに
入る為に両
児童の元へ
向かう。職
員が向かっ
ている途中
で、友人が
対象児のこ
とを押し倒
す形とな
り、怪我が
発生する。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当職員
が対象児
と共に
ドッジ
ボールを
していた
為、その
他の児童
の様子を
見守る。
対象児の
怪我の発
生後、担
当職員か
ら声が掛
かり、す
ぐに対象
児の手当
てに入
る。

子どもが
遊びに対
して集中
しすぎて
いないか
の確認が
不足して
いた。ま
た、審判
役の職員
の声が掛
かったら
手を止め
るといっ
た約束が
徹底され
ていな
かった。

予め遊び
に行く前
に子ども
達への休
憩につい
ての約束
をする。
目のまえ
の遊びに
集中しす
ぎないよ
う、１
ゲーム辺
りの時間
を定めた
り水分補
給の声を
かけると
いった休
憩時間を
設け、
クールダ
ウンをし
て落ち着
いた状態
を作る。
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令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 66 66 8 7
21.９
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

左上１歯
槽骨骨
折、左上
１脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

本児が
ボールを
避ける時
にバラン
スを崩
し、手を
つくこと
が出来ず
に転倒し
てしまっ
た。

自ら転倒し
たものであ
るが、職員
は危険な状
況にならな
いよう声掛
けを行うよ
うにする。
児童の動き
が無理なも
のにならな
いように全
体周知を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(0)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(週一)回/
年

本児が
ボールを
避ける時
にバラン
スを崩
し、手を
つくこと
が出来ず
に転倒し
てしまっ
た。

今回は特
に施設の
不備など
はなかっ
たが、児
童の転倒
を招くよ
うな状態
を作らな
いことを
心掛け
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

見守りは
していた
が、突発
的な転倒
の為、職
員で防止
できな
かった。

自ら転倒し
たものであ
るが、職員
は危険な状
況にならな
いよう声掛
けを行うよ
うにする。
児童の動き
が無理なも
のにならな
いように全
体周知を行
う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

他児数名
と共に
ボール遊
びに熱中
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ボール遊
びを行う
際には職
員が付く
ようにし
ているた
め、当日
もボール
遊びの
コートサ
イドから
で見守り
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は別の部
屋の見守
りを行っ
ていた。

コート外
で見守り
をしてお
り、突発
的な転倒
のため職
員で防ぐ
ことは難
しい案件
だった。

特にな
し。
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令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 36 36 7 3
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首剥
離骨折
(じん帯
を痛めて
いる可能
性もある
とのこ
と)

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(0)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
１)回/年

3.未実施
実施頻度
(0)回/年

3.未実施
実施頻度
(0)回/年

校庭の状
態に問題
はなかっ
た。

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

見守り自
体は問題
なく行わ
れていた
ため、改
善策につ
いては後
述の人的
面の要素
からアプ
ローチを
行う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

元々活発な
性格である
うえに、屋
外遊びを好
む児童であ
る。遊び場
に早くたど
り着きたい
という気持
ちがあり、
つい走り出
してしまっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

引率の支
援員(１
名)が見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の支援
員及び補
助員（計
５名）も
各々の持
ち場の遊
具のある
場所から
遠目に引
率の様子
を見守っ
ていた。

特になし 特になし
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

59

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 142 ## 15 11
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

開放骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(　１　)
回/年

2.基
準配
置

特になし

本児の不
注意で
あったた
め、防ぐ
のは困難
であっ
た。

2.不定期
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

特になし

本児の不
注意で
あったた
め、防ぐ
のは困難
であっ
た。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

特になし

児童と一
緒に外に
出れるよ
う外に記
名簿を設
置し、外
で人数を
把握する
方法を実
施。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

一番に点呼
を終えて外
遊びへ。
ジャンプ台
の上で腹ば
いになるよ
うにして
乗ってい
た。バラン
スを崩して
落下。（高
さ1ｍほど）

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

室内にて
外遊びに
行く児童
の点呼を
してお
り、外に
出れてい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

校庭開放
スタッフ
２名、放
課後支援
員1名

特になし

屋外活動
での遊び
方、遊具
の使い方
など再周
知して児
童自身も
気を付け
るように
声掛けし
ていく。
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令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 122 ## 13 8
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

背骨にヒ
ビ

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

急に職員
2名の病
休があり
万全の態
勢ではな
かった
が、見守
りのポイ
ントが外
れてい
た。

見守りの
ポイント
を職員数
によって
変更す
る。

2.不定期
に実施

校庭施設
について
は、危険
個所を確
認次第学
校へ報告
してい
る。安全
点検は学
校の用務
員が実
施。

2.不定期
に実施

子ども館
の遊具は
必要に応
じて不定
期で実
施。

2.不定期
に実施

子ども館
の遊具は
必要に応
じて不定
期で実
施。

特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鉄棒で回る
のではな
く、ただぶ
ら下がりた
かったとい
う思いで遊
んでいたと
のこと。体
力的にどこ
までできる
か本児も理
解が難し
かったと思
われる。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

鬼ごっこ
や大縄跳
びで遊び
たい児童
が多かっ
た為、児
童数が多
い場所で
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

上の校庭で
サッカーや
野球で遊ぶ
児童を見
守ってお
り、上校庭
から現場は
死角になっ
ているので
確認するこ
とは困難で
あった。

特になし

上下校庭に
支援員は配
置していた
が、鉄棒付
近にはいな
かったた
め、今後鉄
棒で遊ぶ児
童がいる場
合には、危
険防止対策
として支援
員が近くで
見守るよう
配置する。
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令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 162 ## 17 11
20.８
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
6　)回/年

2.基
準配
置

特になし

本児の不
注意で
あったた
め、防ぐ
のは困難
であっ
た。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

怪我の起
きにくい
育成環境
となって
いるかど
うか職員
全体で確
認する。

危険箇所
がある場
合は速や
かに職員
全体で共
有し、対
策を施
す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

砂場は放
課後は使
用しない
ので、ブ
ルーシー
トがかけ
られてい
た。

実際に児
童が使う
遊具だけ
でなく、
校庭に置
いてある
ものの危
険性につ
いても支
援員が意
識し児童
に伝えて
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもの
ように数
人の友達
と鬼ごっ
こをして
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

特に気に
なる様子
は見られ
なかった
ので、全
体を視野
に入れな
がら見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

砂場の周
囲は危険
な場所と
いう認識
はなかっ
たので、
特別に意
識して見
守ってい
なかっ
た。

児童が走り
回っている
場所に、足
を取られる
等危険箇所
があること
を予測して
声かけをす
ることがで
きていな
かった。

見守りの
立ち位置
を工夫
し、隅々
まで目が
届くよう
にする。
思いがけ
ないもの
怪我につ
ながると
いうこと
を支援員
全体で共
有する。

62

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

2 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 95 95 9 5
19.７
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

痛がって
いないか
職員が何
度も確認
の声掛け
をする。

2.不定期
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

特になし

子どもが
使用する
テーブル
の高さを
配慮して
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

混み合う
状況を作
らないよ
うに配慮
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

読みたい
本を読み
楽しんで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

同じ部屋に
いた職員が
全体を見て
いる中です
ぐに気づき
対応した。
その状況を
第2クラブ
の職員に知
らせてくれ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

本人が本を
読んでいた
い。と言う
間はそのま
ま様子を見
守ることに
し、手首を
痛がり出し
たら第2クラ
ブに戻って
もらい、腫
れてきたの
で保護者に
連絡をし
た。

特になし

痛がって
いたらす
ぐに病院
に連れて
いくよう
にする。

63

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

3 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 27 27 4 4
20.８
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

腓骨遠位
端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未
実施

実施頻度(
０　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

全体に改め
て遊具の使
い方の指導
を行い、自
分がやらな
いのはもち
ろん、自分
以外の子や
学童外の子
が危険な行
為をしてい
たら止める
か近くの指
導員に知ら
せるようお
願いした。
指導員間で
も安全に配
慮した保育
ができるよ
う情報共有
している。

1.定期的
に実施

実施頻度(
３　)回/
年

3.未実施
実施頻度(
０　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし

遊具に欠
損や異常
は無かっ
たので改
善すると
ころは無
いが、危
険箇所を
発見した
場合は指
導員間で
共有し、
子どもた
ちにも伝
える。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

広い校庭で
15名ほどを
２名で保育
している中
で、一人一
人の全ての
行動を把握
する事や子
どもの突発
的な行動を
防ぐ事は難
しいが、で
きる限り注
意する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

新しくお
友だちに
なった学
童外のお
友だちと
楽しそう
に遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

アスレ
チックで
遊んでい
た様子は
見ていた
が、飛び
降りた瞬
間は見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児童と
関わって
いた。

学童外の新
しい友だち
と遊んでお
り、お互い
の身体能力
の差も分か
らない事を
加味して注
意深い保育
が必要だっ
た。既定の
指導員数以
上は配置し
ているが、
既存の指導
員数では付
きっ切りで
見守る事が
難しく、安
全を確保し
きれない。

危険な行
為をしな
いように
当人及び
学童全体
に注意す
る。見慣
れない友
だちがい
る時には
特に注意
して保育
する。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

64

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 30 30 4 3
19.７
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左第5趾
基節骨骨
折

8.その
他

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度
(０)回/年

1.基
準以
上配
置

室内遊び
の見守り
を支援員
が行って
いたが、
児童が全
体的に落
ち着いて
いたため
注意がお
ろそかに
なった。

室内で静か
に遊んでい
るときもけ
がをするお
それがある
ことを指導
員で共有
し、見守り
に努める。
室内でけが
をするおそ
れがある箇
所を児童に
共有する。
全体的に児
童を見守る
支援員を配
置する。

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

3.未実施
実施頻度
(０)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

廊下等は
指導員の
いる室内
からは死
角になっ
ており、
様子がわ
かりづら
かった。

欠損や異常
のない壁で
負傷したた
め、ハード
面での改善
は難しい。
指導員の目
が届きづら
い箇所は児
童に共有
し、児童が
近付く場合
は、気を付
けるように
声を掛け
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし なし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

室内遊び
をしてお
り、お手
洗いに行
くため廊
下へ向
かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

お迎え対
応や他児
童の見守
りを行っ
ていた。
児童から
足をぶつ
けた報告
がなかっ
たため、
後日けが
の事実や
発生状況
を把握し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内の他
の児童を
見守って
いた。

児童が周
りが見え
ていない
ことも要
因として
考えられ
るので、
指導員が
周辺の状
況を見な
がら気を
付けるよ
うに声掛
けをす
る。

日常の生
活の中で
も危険が
あること
を指導員
が児童に
伝え、室
内でも落
ち着いて
過ごすよ
うに声掛
けをす
る。

65

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

5 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 57 57 6 2
19.７
歳

2.女
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

今年度は
１年生の
在籍が50
名と多
く、１年
生の迎え
に支援員
が必要と
なり、上
級生への
配慮が手
薄になっ
てしまっ
た。

2年生以上の
児童は支援
員が付かず
学校から一
人で帰って
くるが、帰
り道で見守
ることがで
きると事故
防止または
早い発見が
できるので
はないか。

1.定期的
に実施

実施頻度(
24　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

学校から
出てすぐ
の道は車
が停車し
ている場
合が多
く、縁石
にも躓き
やすい。

学校へ行
き来する
時に危険
な場所や
歩き方伝
えを安全
な歩き方
の再確認
をする。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

いつも一
緒に帰る
同級生が
欠席のた
め一人で
帰った。
遅くな
り、両手
に荷物を
持ち走っ
て帰った
とのこ
と。

走らずに
余裕を
もって安
全に歩く
ように繰
り返し伝
えていく

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

いつも一
緒に帰る
同級生が
欠席のた
め一人で
帰った。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

帰ってきて
泣いていた
ため話を聞
く。痛む箇
所の手当て
をする（冷
やす）。保
護者への連
絡をして早
いお迎えを
お願いす
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

数名でケ
ガの様
子、児童
の様子を
確認。全
員で共
有。当該
児童が安
静に過ご
せるよう
に他の児
童の遊び
を見守
る。

同級生が
周りに誰
もいない
時間に一
人で帰る
ことにな
り急いで
走ってし
まった。

定期的に
支援員は
帰り道を
見守る。
児童にも
危険行為
を目撃し
たら具体
例を挙げ
て注意を
し、安全
にゆっく
り帰るこ
とを伝え
ていく。

66

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 74 74 6 4
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

ヒヤリ
ハットの
検討がい
かされて
いない

日頃より
ヒヤリ
ハット
等、事故
防止につ
いての検
討会を充
実させる

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎回　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎回　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎回　)回
/年

遊ぶ範囲
の確認を
怠った

支援員、
児童共に
遊ぶ範囲
の確認、
危険行為
の確認を
行う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児童の体
格に対し
危険な高
さであっ
た

児童の体
格や運動
能力を見
極め、早
めに声を
かける等
の対応を
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらない
様子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童3名
が藤棚付
近で遊ん
でいたの
を見守る

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他支援員
1名補助
員2名で
担当の場
所に配置

支援員はす
ぐそばで見
ていたがク
ラブ外の保
護者に話し
かけられ児
童に対する
声掛けが遅
れてしまっ
た。

常に危険
かもしれ
ないとい
うことを
意識し、
共通認識
を持って
おく

67

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

5
9.夜間・
早朝（泊
り保育）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 11 11 2 1
19.７
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

実施頻度(
0　)回/年

2.基
準配
置

事故予防
マニュア
ルの作成
がなく、
事故予防
に関する
研修が行
われてい
なかっ
た。

事故予防
マニュア
ルを作成
し、危険
予知ト
レーニン
グ等を定
期的に開
催する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

集団遊び
などで子
ども達が
密になり
やすい。

見守りが
手薄にな
る時間帯
は部屋を
限定し見
守れる体
制とす
る。

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

子ども達
が自主的
に遊んで
いたた
め、部屋
によって
は活発的
な遊びを
行ってい
た。

自由時間
であって
も職員が
常に見守
れる体制
をとっ
て、子ど
もが危険
な場面で
は声かけ
ができる
ように支
援を整え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

宿題を終
えた後、
室内遊び
をしてい
た。激し
い遊びは
せず静か
に過ごし
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

玄関で保護
者対応をし
ていた。他
児童から報
告がありか
けつける。
本人に声か
けをするも
苦しそうに
返事をす
る。児童の
保護者(父)
と連絡がつ
き、クラブ
に向かうと
の返答あ
り。まわり
にいた児童
にも話を聞
く。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

勉強部屋
で他の児
童の見守
りをして
いた。

保護者対
応する際
に見守り
が手薄に
なってし
まってい
た。

保護者対
応など、
子どもの
見守りか
ら離れる
際は、他
職員に声
をかける
などして
すべての
子どもを
見守れる
体制とす
る。

68

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 9 9 2 1
23.11
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足親指
成長軟骨
の骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(数)回/年

2.基
準配
置

特になし

職員の配
置も不足
なく、事
故防止の
ためのヒ
ヤリハッ
トの検証
も行って
いるため
改善点は
なし。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

特になし

施設の安
全点検や
遊具、玩
具の安全
点検は適
切に行っ
ているた
め改善点
はなし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児童はつ
まづく前
から、他
の児童に
体をぶつ
けたりし
てふざけ
ている様
子があっ
た。

日頃か
ら、度が
過ぎた
じゃれあ
いは気を
つけるよ
うにしよ
うと児童
に伝えて
いる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と
じゃれて
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

児童が友
達同士で
じゃれて
遊んでい
る様子を
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体を見
守りなが
ら対象児
童の動き
を見てい
た。他の
児童も見
守るため
至近距離
にはいな
かった。

特になし

今回の件
につい
て、その
他考えら
れる要因
等はな
い。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

69

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 9 9 6 5
23.11
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肩骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

特になし

児童の人数
に対して、
必要な配置
人数の支援
員が欠ける
時は必ず代
わりの支援
員を配置す
るような連
携をとるこ
とをマニュ
アルに追記
した。

1.定期的
に実施

実施頻度(
４８　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４８　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

特になし

今回の事
故と関連
性が低い
ため特に
なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

支援員を
先頭に児
童を列に
並ばせ移
動中に、
門扉のカ
ギを開け
るために
子どもた
ちの列に
背を向け
ていた。

運動場での
活動中は２
人体制と取
れていた
が、先に保
育室に帰る
子に付き
添った等１
人で移動さ
せることの
ないよう体
制が整って
から移動を
開始する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

戸外遊び
が終わ
り、列に
なってな
らんで歩
き門扉の
前で支援
員が鍵を
開けるの
を待って
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

１人の支
援員が先
導して戸
外遊びか
ら並んで
あるいて
いた。門
扉の鍵を
開けるた
め児童に
背を向け
ている状
態であっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

本来列の最
後尾に１人
支援員がつ
いて引率す
るが、他児
の対応のた
めその場を
離れており
鍵が開くの
を待ってい
る児童を見
守ることが
できなかっ
た。

戸外遊び
をしてい
た児童の
人数に対
しての職
員配置は
適切で
あった
が、入室
する際の
急な対応
のため事
故現場に
支援員が
１名欠け
たこと。

その他考
えられる
要因がな
いため、
特になし

70

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 25 25 6 4
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

研修に対
し伝講に
よる危険
予知に対
する話し
合いや見
守りの際
の立ち位
置など具
体的な話
し合いが
足りな
かった。

館内で事
故予防に
関する勉
強会を定
期的に行
ないなが
ら、各自
の意識を
高めてい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
２４　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

部屋の一
角に子ど
もがひと
り入れる
だけの隙
間がある
ため、追
い詰めら
れると出
られなく
なるス
ペースが
ある。

部屋のレ
イアウト
を変更す
ることで
一角にあ
る隙間を
なくし
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

消毒、部
屋の清
掃、トイ
レ掃除な
どをする
ため、別
の部屋に
いた支援
員もおり
子どもた
ちの見守
りが手薄
になって
いた。

消毒、部
屋の清
掃、トイ
レ掃除等
の開始時
間を変更
して、よ
り多くの
支援員で
見守りが
できるよ
うに改善
する。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

執拗に一
緒に遊ぼ
うと誘っ
てこられ
ることが
嫌で泣い
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

険悪な状況
であったた
め至近距離
での見守り
をしていた
が、他児童
が２人の状
況について
担当支援員
に説明をし
始めたた
め、そこに
注意が向い
てしまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別室で作
業をして
いたため
気づくこ
とができ
なかっ
た。

手の届く
距離に児
童がいた
にもかか
わらず、
話しかけ
てきた児
童の方に
気を取ら
れてしま
い２人の
いさかい
を止める
ことがで
きなかっ
た。

いつ如何
なる時も
児童の様
子が視界
の中に入
るよう、
立ち位置
を考えな
がら支援
に当たる
ようにす
る。

71

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 18 18 4 3
23.11
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首舟
状骨骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

当該児童
は児童の
中でも
ドッジ
ボールが
上手く、
下級生が
投げた
ボールに
よる事故
で初歩的
な補球ミ
スによる
要因以外
は考えら
れない。

自分より下
の学年に
ボールを投
げるときは
手加減をす
るように日
頃から言っ
ているた
め、引き続
きその指導
は継続し、
緩いボール
でもしっか
り見て補球
する指導を
加えてい
く。

2.不定期
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

今回の事
故は施
設・設備
等による
ものとは
考えにく
い。

今後事故
が起こる
ことがな
いとは言
えないの
で市教委
の指導の
下、上記
安全点検
を継続し
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭のコ
ンディ
ションも
良く、児
童の人数
やコート
の大きさ
も適切で
あり、環
境面での
要因は考
えにく
い。

改善策と
しては見
当たらな
いが、
コートの
大きさや
グラウン
ドのコン
ディショ
ンに関し
てはこれ
からも最
新の注意
を払う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2～6年生児
童の男女8
～15人が
ドッジボー
ルをしてお
り、ドッジ
ボールが好
きな当該児
童は進んで
中に入り楽
しく遊んで
いた。ボー
ルが右手に
当たった後
もゲームを
続けてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

指導員がホ
イッスルで
審判をしな
がら全員の
動きを把握
していた。
補球ミスに
対してアウ
トにした
が、その後
も当該児童
がゲームを
続けていた
ため異常に
は気付かな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

室内遊びを
している児
童に1人、屋
外遊びをし
ている児童
に3人が指導
に当たって
いた。3人の
うち1人は運
動場で指導
に当たり、1
人がドッジ
ボールの審
判と指導を
し、1人は屋
内と屋外を
見守ったり
ドッジボー
ルの指導に
入る等して
いた。

当該児童
は児童の
中でも
ドッジ
ボールが
上手く、
下の学年
が投げた
ボールに
よる事故
であるこ
とから、
初歩的な
捕球ミス
による要
因以外は
考えられ
ない。

今まで以
上に児童
の活動中
の様子及
び活動後
の様子に
ついてよ
く見て、
いつもと
違う様子
はないか
気にかけ
ていく。

72

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 32 32 4 1
24.12
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

特になし
8.その
他

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

特になし

アルバイ
トも含め
てミー
ティング
等で情報
共有を図
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(250)回/
年

特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気に
過ごして
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児童
とは違う
児童と接
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

屋外遊び
から室内
へ戻ると
きだった
為見れて
いない。

特になし

アルバイ
トも含め
た指導員
全体で、
児童の注
意すべき
既往症や
アレル
ギー等を
共有して
おく。

73

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 99 99 10 4
21.９
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
3　)回/年

2.基
準配
置

特になし

児童から
の聞き取
りに重点
を置き、
異変を迅
速に察知
し行動す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
4　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
2　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
10　)回/
年

特になし

不定期か
ら、定期
的に検査
するよう
努めて実
施する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

地域の子
どもが自
転車に乗
り現れた
ことで気
持ちが高
揚し、自
転車を追
いかけ
る。

気分が高
揚したこ
とに一早
く気づ
き、落ち
着きを取
り戻せる
よう声か
けをおこ
なう。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段遊んで
いる子を見
かけ、一緒
に遊びたい
との気持ち
が高まり、
自転車を追
いかけ道の
端を通った
ことによる
怪我であっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

施設外の
移動中に
起こり現
場を見て
いなかっ
たが、児
童とのす
り合わせ
で出血の
手当は迅
速に対
応。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育場所
以外での
怪我で、
対応は担
当の指導
員が行
なってい
たので、
連絡・報
告を対
応。

特になし 特になし

74

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 83 83 6 4
20.８
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左示指中
指基節骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

とくに変
化はなく
いつも通
りの様子
だった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊びを見
守ること
のできる
位置で見
守ってい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

離れたと
ころにい
る指導員
からは死
角になる
場所で
あった

特になし 特になし
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

75

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 63 63 8 5
23.11
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折（左
足の小
指）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1～2　)回
/年

2.基
準配
置

特になし

迅速な対
応はでき
たが事故
発生時後
は支援員
間で内容
の共有、
経過観察
が必要で
ある。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

特になし

ケガに繋
がる行動
をとって
いない
か、危な
い場所が
ないかを
確認し、
安全に遊
べる環境
作りが必
要であ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

外は広く子
ども同士の
距離感も室
内よりはと
れるが、動
きが大きく
なるため注
意を払い、
事故が起き
る前に防げ
る声掛けが
必要であ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

室内で工作
を作り終え
てから同じ
学年の児童
２名がいる
外にでてき
た。人数も
少なかった
のでサッ
カーの試合
ではなく
サッカー
ボールを
蹴ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

同じよう
にボール
を蹴って
いて痛い
と声がき
こえ振り
返ると左
側面を地
面につけ
うずくま
るように
倒れる。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
を見てい
た為グラ
ウンドか
ら２名に
支えられ
て室内に
戻る様子
を目撃し
ていた。

特になし

児童の
サッカー
のスキル
を理解
し、事前
に声掛け
や注意を
促す。

76

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 125 ## 17 8
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘頭骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未
実施

実施頻度(
0 )回/年

2.基
準配
置

支援員に
よって見
守りの仕
方が異な
る

マニュア
ルを制作
する

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

特になし

ジョイン
トマット
を2重に
する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

児童の人
数によっ
ては見守
りが不十
分になる
可能性が
あるた
め、その
時は遊具
の使用を
やめる

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気に
帰って
き、食欲
もあっ
た。活発
に外で遊
んでい
た。ケガ
の後おや
つも食べ
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

1～2メート
ル離れたと
ころで見て
いた。児童
は一つ一つ
のうんてい
を速いス
ピードで進
んでいた。
一瞬で落下
したので守
れなかった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の児童
のほうの
見守りを
していた

先に進も
うとする
と勢いを
つけるた
め、手が
届かない
と落下す
る

うんてい
をすると
きは支援
員が傍に
つき見守
りを強化
する

77

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 43 43 4 4
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左前腕骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

ミーティ
ングでそ
の都度実
施

2.基
準配
置

小学３年
生

職員同士
で事故の
原因等を
振り返
り、児童
の見守り
に際して
は、十分
注意する
よう周知
した。

1.定期的
に実施

開所日は
毎日実施

1.定期的
に実施

開所日は
毎日実施

1.定期的
に実施

開所日は
毎日実施

学校では
禁止され
ていない
ものの、
高さのあ
るうんて
いの使用
が１年生
にとって
危険があ
るかもし
れない。

高さのあ
るうんて
いを１年
生に使用
させるこ
とについ
て、安全
面を考慮
して検討
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

雲梯の高
さが児童
の能力に
見合って
いなかっ
た可能性
もある
が、バラ
ンスを崩
して落ち
たことが
今回の怪
我につな
がった。

児童の挑
戦したい
気持ちを
尊重しつ
つ、高さ
のある雲
梯の使用
に当たっ
ては、声
掛けと見
守りを強
化し十分
注意する
こととす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも使
用してい
る遊具で
手が滑
り、バラ
ンスを崩
して落下
した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

雲梯には4～
5人の児童が
順番を待っ
ており、そ
の周囲には2
～3人の児童
が遊んでい
る中で、雲
梯をやって
いる児童を
手前から見
守ってい
た。そうし
たところ当
該児童が落
下するのを
目撃し、す
ぐに駆け
寄った。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の場所で
児童の見守
りをしてい
たが、怪我
をした児童
がいる報告
を無線で受
け、周囲の
児童への目
配りをする
とともに、
支援員の抜
けた場所の
見守りに移
動した。

見守る支
援員の人
数が不足
していた
ことも一
因だと思
われる。

危険予知
トレーニ
ングの実
施及びヒ
ヤリハッ
ト事例の
共有を再
度行う。

78

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 45 45 4 1
20.８
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘　骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

児童の運
動場使用
範囲を利
用人数・
支援員人
数に合わ
せて変動
させる必
要があっ
た。

正しい使い
方をしてい
ても怪我に
つながるこ
とがあるこ
とを共通認
識する。ヒ
ヤリハット
研修を支援
員ミーティ
ングの時に
導入する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
4　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

学校管理
施設でも
共有で使
用する遊
具は丁寧
に点検す
る。

開所前の
安全点検
をより丁
寧に実施
する。危
険だと
思ったら
学校に知
らせる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児童が遊
びを選択
する中
で、他児
童との関
わりを援
助する必
要があっ
た。

長期休業
時など1
日開所す
る場合、
状況に応
じて外遊
びの範囲
を限定す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ほかの友
達がけい
どろを
やってい
たため、
仲間に入
るかどう
か迷って
いる最中
だった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児以
外の児童
たちの様
子を見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

外の配置
支援員は
２名、室
内に3名
おり瞬間
的な場面
は見てい
なかっ
た。

外遊び中
の支援員
人数と配
置場所を
再検討す
る。

外遊びの
時、支援
員はイン
カムを使
用する等
して情報
を共有す
る。

79

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 40 40 7 5
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

鼻骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2)回/年

1.基
準以
上配
置

特にな
し。

支援員間
の情報共
有を徹底
し、再発
防止に努
める。

3.未実施
実施頻度
(0)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(2)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(2)回/年

タイヤが
滑りやす
い

本年度内に
安全計画を
策定し、定
期的な安全
点検を実施
していくよ
う計画す
る。危険な
箇所・玩具
を発見した
場合は速や
かに報告・
対処するよ
う職員へ共
有する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特にな
し。

雨の後な
ど、滑り
やすい時
にはタイ
ヤ遊具を
使用しな
いように
児童に指
導する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児童と
タイヤ遊
具遊びを
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

当該児童
を含め、
児童たち
の様子を
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児童た
ちを見
守ってい
た。

怪我直後
は児童か
ら訴えが
なく、異
変への気
付きが遅
れた。

保護者と
の情報共
有を密に
行う。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

80

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 44 44 4 3
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首の
剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2)回/年

1.基
準以
上配
置

特にな
し。

支援員間
の情報共
有を徹底
し、再発
防止に努
める。

3.未実施
実施頻度
(0)回/年

3.未実施
実施頻度
(0)回/年

3.未実施
実施頻度
(0)回/年

特にな
し。

本年度内に
安全計画を
策定し、定
期的な安全
点検を実施
していくよ
う計画す
る。危険な
箇所・玩具
を発見した
場合は速や
かに報告・
対処するよ
う職員へ共
有する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特にな
し。

危険行為
等に対し
て注意・
呼びかけ
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児童達
とサッ
カーで遊
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

当該児童
を含め、
児童たち
の様子を
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児童た
ちを見
守ってい
た。

怪我直後
は児童か
ら訴えが
なく、異
変への気
付きが遅
れた。

保護者と
の情報共
有を密に
行う。

81

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 38 38 4 2
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手薬指
骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

支援員、
補助員の
立ち位置
を見直し
た

グラウン
ドに配置
する支援
員、補助
員の人数
の見直し
と見守り
の徹底

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

ハード面
は問題な
し

ハード面
は問題な
し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

支援員の
見守る
中、1人
の児童が
転倒し一
瞬の出来
事で防ぐ
事が出来
なかった

外での活
動では夢
中になっ
ている児
童への声
掛けを多
くし、落
ち着いて
行動する
ように指
導する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

外で他児
童とサッ
カーを
行ってい
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

少し離れ
たところ
から見
守ってい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

痛がる様
子等が見
られな
かった
為、気付
くことが
出来な
かった

研修等の
徹底

準備体操
をする。
グローブ
をはめ
る。キー
パーは
グーで返
すように
する。ま
た児童が
怪我をし
た場合に
はすぐに
申し出る
よう、児
童へ周知
する。

82

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 30 30 4 2
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首剥
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

ソフト面
は問題な
し

ソフト面
は問題な
し

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
随時　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
随時　)回
/年

校庭を森
と鉄棒付
近に場所
を区切っ
て使用し
ていたが
目の届か
ない場所
があった

全体を見
通せるよ
う使用す
るエリア
の見直し
をした

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

落ち葉が
多く、地
面が見づ
らく滑り
やすかっ
た

その都
度、環境
整備と児
童に声掛
けをし注
意喚起す
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気に友
達と走っ
ていた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

支援員4
名で外に
出て分散
し、児童
全体の様
子を見て
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

支援員4
名で外に
出て分散
し、児童
全体の様
子を見て
いた

森の中は
見通しが
悪く死角
ができた

特になし

83

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 48 48 6 4
21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

橈骨遠位
端骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

特になし

怪我をし
ている児
童につい
ては、室
内で安静
に過ごす
ようにす
る

1.定期的
に実施

実施頻度(
3　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
3　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
3　)回/年

ハード面
は問題な
し

ハード面
は問題な
し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

環境面は
問題なし

環境面は
問題なし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらな
い様子
だった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担当を設
けておら
ず、全体
の見守り
を実施

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

外遊びの
見守りを
実施

対象児童が
外遊びに行
くと言った
とき、引き
留めたが、
本人が大丈
夫と言って
行ってし
まった

特になし

84

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 32 32 3 3
22.10
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右大腿骨
肋骨不全
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

低学年の
児童を中
心に見守
りを実施

遊具の前
には支援
員を配置
する

1.定期的
に実施

実施頻度(
３　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
３　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
３　)回/
年

ハード面
は問題な
し

ハード面
は問題な
し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

支援員は
見守りを
実施して
いたが、
鬼ごっこ
をしてい
ると確認
できてい
なかった

遊具の周
辺で児童
が走って
いる場合
には常に
配慮し注
意を促す

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
であり、
問題な
かった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ジャング
ルジムの
近くには
居たが他
の児童の
対応をし
ていた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の職員
はグラン
ド、ブラ
ンコの見
守り

遊具の周
辺で走っ
ている児
童への声
かけが不
足してい
た

特になし

85

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 27 27 3 2
21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左中指中
節骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

興奮状態
の児童へ
の声掛
け、遊具
で遊ぶと
きの危険
性につい
ての再認
識

児童と支
援員等と
で再度危
険個所に
ついて共
有を行う

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

ハード面
は問題な
し

ハード面
は問題な
し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

見守りを
していた
が突発的
な行動で
防ぐこと
が難し
かった。
他の職員
は他児童
のトラブ
ルの対応
中であっ
た。

その場の状
態をよく分
析して支援
員等同士で
連携し、危
険個所への
配置を検討
する。突発
的な行動を
防ぐことは
難しいた
め、児童の
精神状態や
危険な行為
が見られる
場合は、配
置場所を含
めて個別対
応をしてい
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

下級生に
注目され
て嬉しい
という感
情が興奮
状態につ
ながっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊具で遊
ぶ児童全
体（10名
前後）を
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊び
の見守り
や、児童
同士のト
ラブルの
仲裁をし
ていた。

同時にト
ラブルが
発生する
ことを想
定して見
守りにあ
たる。

特になし
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

86

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 53 53 6 4
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

雲梯で遊
ぶ時の
ルールは
決められ
ていた
が、児童
は決めら
れた場所
以外から
雲梯に登
り、雲梯
の上に座
りこんで
しまっ
た。

雲梯で遊ぶ
際は西側か
ら登り東側
へ進むこ
と、それ以
外の場所か
らは登らな
いことな
ど、遊具の
正しい使い
方を再度児
童へ周知す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(6)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

ハード面
は問題な
し。

ハード面
は問題な
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

グラウンド
では運動会
の準備が行
われてお
り、邪魔に
ならないよ
う他の児童
の誘導をす
ることに専
念していた
ため、細部
まで目が行
き届いてい
なかった。

職員配置や
役割分担の
再確認し、
グラウンド
状況が日頃
と異なる場
合は、情報
共有し状況
に合わせた
支援を行
う。児童を
含めて事故
のリスクに
ついて考え
る時間を設
ける。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日頃から
他の児童
より元気
に過ごし
ており、
当日も変
わりない
様子だっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他の児童
を含め全
体を見て
いたが、
事故の瞬
間を目撃
していな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

約50名の
児童が外
遊びに出
ており、
5名の職
員が外遊
びの見守
りをして
いた。室
内には児
童20名が
残り、3
名の職員
が見守り
をしてい
た。

見守る児
童やエリ
アを事前
に打合せ
し、状況
が変化し
ても見落
としのな
い見守り
体制を維
持できる
ようにす
る。

特になし

87

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

1 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 24 24 4 3
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度
(-)回/年

2.基
準配
置

支援員の
配置人数
を考える
べきだっ
た。

草や土が
完全に乾
いている
ことを確
認する。
危険な所
に支援員
を配置し
て立ち入
らないよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
4　)回/年

3.未実施
実施頻度
(-)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

外遊びをす
る広場は駐
車場として
利用される
時がある
為、地面が
平ではなく
土が削られ
ていて水が
溜まりやす
い。体育館
横で陰にな
る為、草・
土が乾きに
くい。

雨上がり
後、中２
日間を開
けたがも
う少し間
を開ける
べきだっ
た。草・
土が完全
に乾くま
で広場を
使用しな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

地面の段
差がある
ところは
危険個所
として注
意を促し
た方が良
い。

管理者に
事故が
あった旨
を報告
し、環境
整備につ
いて児童
会も協力
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

当該児童
はサッ
カーが大
好きな
為、外遊
びで活発
だった。
ボールを
追いかけ
ている時
は周りが
見えてい
ないこと
が多い。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

道路に
ボールが
出ないよ
うに道路
との間に
ネットを
張ってい
た。ネッ
トを張り
終えた時
に滑った
児童を目
撃した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他３人の
職員は室
内の子供
達を見
守ってい
た。

特になし

管理者に
相談し
て、今後
土を入れ
る等改善
策の協力
をお願い
する。

88

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 62 62 5 2
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左小指基
節骨骨端
線損傷

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

研修が未
実施だっ
たため、
周知徹底
ができて
いなかっ
た。

早急に研
修を行
い、事故
時の対応
の周知を
図る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
3　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
随時

1.定期的
に実施

実施頻度(
3　)回/年

ハード面
は問題な
し

ハード面
は問題な
し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

外での遊
び方の
ルールが
曖昧に
なってい
た。

遊び方の
ルールを
子供たち
が考える
時間を作
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
同じよう
に外で元
気に走り
回ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

児童が鬼
ごっこを
してお
り、鬼か
ら逃げて
いると認
識して見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体的に
見ていた
ため、け
がをした
際の対象
児童の動
きを見る
ことがで
きなかっ
た。

全体を見
つつも遊
具で遊ぶ
児童を重
点的に見
ていた。

保護者と
コミュニ
ケーショ
ンを取
り、関係
を築き生
活習慣な
どについ
ての話が
できるよ
うにす
る。

89

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 19 19 3 1
21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折
8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
２)回/年

2.基
準配
置

ソフト面
は問題な
し

ソフト面
は問題な
し

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２)回/
年

3.未実施
実施頻度
(-)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(200)回/
年

ハード面
は問題な
し

遊びの
前、児童
が来所す
る前に必
ず遊ぶ場
所、環境
を確認を
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

雨上がりで
もなく、地
面はぬかる
んでいる様
子はなかっ
た。良好で
あった。つ
まづいた様
な物もな
かった。

職員の人
数、配置
を確認し
遊びの内
容や活動
範囲を考
える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ケイドロ
をして遊
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

児童達の
遊びの様
子を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の児童
の様子を
見守って
いた。

職員配置
は適切で
あった。

外遊びに
行く時は
必ず準備
体操を行
う。遊ん
でいる中
でも加減
をしたり
怪我を予
測できる
ようにし
たりと考
えて遊べ
るように
声掛けを
する。

90

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 24 24 3 3
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕肘骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

当該児童が
雲梯で遊ぶ
上級生の真
似をして、
本人の実力
以上の遊具
で遊ぼうと
した為と思
われる。

年齢に合
わせた遊
具での遊
び方をみ
んなで話
し合っ
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１2 )回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１ )回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１2 )回/
年

ハード面
は問題な
し。

ハード面
は問題な
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特にな
し。

児童が遊
具遊びを
していた
ら、特に
注意深く
見守るよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
で、特に
問題はな
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊具の近
くにはい
たけれ
ど、落下
する瞬間
は見てい
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

校庭で児
童の様子
は見守っ
ていた
が、至近
距離で見
てはな
かった。

天気が良
く、おや
つも食べ
た後で、
外で遊ぶ
ことをと
ても楽し
みにして
いた。

特にな
し。

91

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 28 28 3 2
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首剥
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特にな
し。

遊びの時
間配分や
配置する
職員数に
注意す
る。

2.不定期
に実施

実施頻度(
数　)回/
年

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
週

特にな
し。

外遊びの
前に、運
動場にお
いて滑り
やすい・
躓きやす
い箇所が
ないか確
認を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児童が運
動場でお
にごっこ
をしてお
り、職員
から距離
が離れた
ため、怪
我の予測
が遅れ
た。

保育中の
所在確認
は支援員
全員で行
う。怪我
や事故の
対応は迅
速に行
う。怪我
や事故の
記録を
取ってお
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

鬼ごっこ
で鬼から
逃げるこ
とに夢中
になって
おり、周
りが見え
にくく
なってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

いくつか
のグルー
プを少し
離れたと
ころから
見てお
り、怪我
の予測が
遅れた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

見守りを
行う児童
の遊びグ
ループの
担当分け
がされて
おり、対
象児の動
きを見て
いなかっ
た。

特にな
し。

児童に関わる
（見守る）職
員数をしっか
りと確保す
る。児童が遊
びに夢中にな
り周りが見え
にくくなって
いる際は、休
憩を促したり
クールダウン
するように声
掛けしたりす
る。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

92

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 23 23 4 1
21.９
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左中指骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
３)回/年

2.基
準配
置

校庭での
支援員は
2名配置
していた
が、校庭
も広いた
め危険へ
の瞬時の
判断力が
必要であ
る。

研修など
を通して
勉強する
こと。危
険個所の
把握の徹
底、子ど
もたちへ
の定期的
な指導を
行う

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

遊具で遊
ぶ前に
も、不備
がないか
確認す
る。

ブランコ
の使い方
を支援
員・子供
達ともに
確認、指
導する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

様々な場
所で遊ん
でいたた
め、至近
距離では
ついてい
ることが
できな
かったた
め。

育成支援
をする時
に、もう
少し全体
を見てい
くよう安
全面に配
慮してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気
だった。
放課後と
いうこと
もあり疲
れもあっ
たかもし
れない。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ブランコ
付近で対
象児をみ
ながら他
児の遊ぶ
様子も見
ていた。
対象児が
落下した
時には間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児か
ら離れて
遊んでい
た子供達
の遊ぶ様
子を見て
いた。

友達と楽
しくブラ
ンコ遊び
をしてい
たが、使
い方を
誤ってし
まったた
め。

子どもた
ちへ遊具
の使い方
の指導・
支援を行
う。職員
同士の連
携体制を
しっかり
としてい
くように
する。
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令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 27 27 4 1
21.９
歳

1.男
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肩鎖骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(6)回/年

2.基
準配
置

児童間のト
ラブルや小
さな怪我が
起こった場
合、職員1名
が対応に当
たるため見
守りが手薄
になる。ま
た、集団活
動を苦手と
する児童に1
名関わる場
合も同じよ
うに手薄と
なり得る。

見守りが
手薄とな
る場合
は、目の
届く範囲
に児童を
集め遊ば
せたり、
皆で同じ
遊びを行
う。

1.定期的
に実施

毎日環境
整備や、
掃除を行
うため、
同時に点
検を行っ
ている。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

毎日の掃
除時の片
付けや遊
びの前
に、改善
に必要な
玩具は改
善・修理
を行い、
定期的に
消毒を
行ってい
る。

児童は大人
が考えもつ
かない行動
をとる時が
ある（本来
の使い方で
はない遊び
方）また、
遊びに夢中
になると周
りが見えな
くなる。

遊具や道
具は本来
の使用の
仕方があ
り、誤っ
た使用を
すると危
険なこと
があるこ
とを知ら
せ、声掛
けを行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

予測され
る行動の
分析を行
い見守り
支援を行
う。

予想され
る児童の
行動分析
を行う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

夢中で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

すぐそば
で見てい
たが、助
ける暇も
なく一人
で転倒し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園舎に居
る児童を
見てい
た。

集団遊び
の苦手な
児童に関
わり、注
意がそち
らにそれ
てしまい
がちにな
る。

日頃から
遊び方に
関して指
導の充実
を図り見
守りを強
化する。
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令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 46 46 4 4
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手橈骨
遠位端骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(3)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

職員の配置
や人数につ
いては特に
少ないこと
もなく運営
していたの
で今後の改
善はない。
今まで通り
に児童の安
全管理に努
める

2.不定期
に実施

実施頻度
(3)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(3)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(3)回/年

特になし

小学校の
管理の遊
具のため
特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

危険な遊び
方をしてい
る場合は正
しい使い
方・遊び方
を改めて児
童に周知す
る必要があ
るが、今回
は偶発的な
事故なので
遊具で日頃
からよく遊
び体の使い
方を知って
おく必要が
ある

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

特になし

他児とのト
ラブルや危
険な遊び方
であったり
管理不足か
ら起こった
事故ではな
いと思うの
で、今後も
遊ぶ前には
声かけを
し、職員配
置等は今ま
で通り全体
を見ながら
対応してい
く。
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令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

3 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 31 31 3 1
22.10
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

手首の骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

屋外での
活動時に
は、指導
員の人数
を増やす

2.不定期
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
1　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
1　)回/年

特になし

遊具に不
具合など
ないかの
点検を定
期的に行
うこと

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

特に遊具
で危険な
遊びがさ
れていな
いかを注
意する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変わ
りなかっ
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

離れたと
ころでの
見守り

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

離れたと
ころでの
見守り

特になし

学校の運動
場で遊ぶ時
は、子ども
の人数に対
して見守り
の指導員の
人数を増や
し全体が見
守れるとこ
ろへ立つな
ど事故防止
に努める。
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令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 24 24 5 4
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

鎖骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１)回/年

1.基
準以
上配
置

上級生達
も同じ
コートに
いてコー
トの中の
人数が多
めであっ
たため、
ぶつかり
やすかっ
た。

体力や身
体の大
小、運動
力を考慮
しぶつか
りにくく
し、コー
トも十分
な広さを
確保する
よう支援
員が判断
する。

2.不定期
に実施

実施頻度(
毎)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
毎)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
毎)回/年

ボールも一
番柔らかい
種類を使用
し運動場で
凸凹もない
ところだ
が、夢中で
遊んでいる
と足元が滑
り転んでし
まい、他の
人も夢中に
なっていた
ため事故が
起こってし
まった。

上級生達と
は別のコー
トでドッヂ
ボールをす
る。ぶつか
りにくくし
コートも十
分な広さを
確保するよ
う支援員が
判断する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

低学年は
特に楽し
くて熱中
するあま
り周りが
見えにく
くなる。

熱中症を
避けるた
めにも、
頻繁に水
分補給等
の休憩を
取入れな
がら慎重
に外遊び
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

天気が良
く、上級
生や同級
生と大勢
が楽しく
遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他学年の
支援員た
ちが多数
で見守っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

広い運動
場で多く
の場所に
児童がい
たため、
散りなが
ら近くと
全体を見
守ってい
た。

その状態
で骨折事
故が起き
ると思っ
ていな
かったこ
と。

おやつは
成分を気
にしなが
ら安全な
ものを用
意してい
るが、成
長期の児
童により
体に良い
ものを準
備する(カ
ルシウム
等)
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

97

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 35 35 5 1
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

亜脱臼
（右中切
歯永久
歯）

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1)回/年

2.基
準配
置

ボール遊び
や大型遊具
を十分に見
守るよう気
を付けてい
たが、だる
まさんがこ
ろんだに付
いて見守り
はしていな
かった。

どんな遊
びでも、
視野に入
れて見守
りをす
る。

2.不定期
に実施

実施頻度(
毎)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
毎)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎)回/年

遊具の裏
になる場
所であっ
た

支援員の
配置をマ
ニュアル
化

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児は遊
具を使わ
ずに遊ん
でいた

遊具を使
用せずに
遊んでい
る子も気
を付けて
見守る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

活発な本
児と大人
しめな男
児4人の
計5人が
だるまさ
んがころ
んだをし
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

支援員は
近くにい
たが、け
がの多い
遊具遊び
のほうを
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

何人程度
の子ども
がその場
にいたか
の把握は
していた
が別のグ
ループを
見守って
いた。

だるまさ
んがころ
んだで怪
我をする
と考えて
おらず、
認識の甘
さがあっ
た。

何の遊び
でも事故
につなが
ると、支
援員全員
で認識
し、気を
付けてい
く。
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令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 28 28 5 4
20.８
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足脛骨
遠位端骨
折

8.その
他

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
０　)回/
年

2.基
準配
置

当該児童は
和やかに過
ごしていた
のと畳の上
だったこと
もあり、指
導員も危機
意識が甘
かった。他
に注意が必
要な児童が
分散してお
り手が取ら
れていたこ
とも目を離
した要因と
思う。

畳の上で
あっても常
に危機意
識、見通し
をもって対
応できるよ
うにする。
子ども達に
も危険な遊
びに対して
注意喚起す
るととも
に、根気よ
く声をかけ
ていき、子
ども達と一
緒に考えな
がら子ども
達の危険察
知能力も高
めていく。

1.定期的
に実施

実施頻度
（　2　）
回/年

3.未実施 0
2.不定期
に実施

実施頻度(
０　)回/
年

特になし なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

指導員の危
機意識が薄
かった。当
該児童の学
年には日頃
から激しい
遊びをし注
意をしてい
た為、おん
ぶに対して
まだ大人し
い遊びとい
う認識があ
り、注意を
怠った部分
がある。

子どもた
ちの状態
に関係な
く、常に
危機意識
を持てる
ように、
職員間で
意識改善
につとめ
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変わ
らず元気
だったが、
対象児童が
相手の児童
におんぶさ
れている姿
を見たのは
初めてだっ
た。笑顔で
おんぶされ
ていたため
珍しく仲良
く遊んでい
るなという
印象を持っ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児童
の担当職
員は特に
いない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

事故が起
こった瞬間
をどの職員
も見ていな
かった。お
んぶされて
いる状況を
離れている
ところから
見ている職
員（事故の
瞬間は別の
子どもに目
を向けてい
た）、対象
児童を背に
して他児の
トラブル対
応していた
職員、子ど
もの宿題を
見ていた職
員、洗い物
をしながら
近くの児童
を見ていた
職員など。

分散して
見守りは
行ってい
るが、ト
ラブルや
保護者対
応等、そ
の時々で
全児童に
目が行き
わたらな
い場合も
ある。

室内での
自由遊び
の時間
は、でき
るだけ全
体を見守
る職員を
増やす。
また、声
かけした
り他職員
の動きも
気に掛け
るように
している
が、更に
職員間の
連携がと
れるよう
にミー
ティング
を重ねて
意識改善
に務め
る。
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令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 17 17 1 1
19.７
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

特になし
危険性の
想定

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし
座る間隔
等の見直
し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

想定外の
けがだっ
た。

あらゆる
危険を想
定する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

昼食後の
歯磨きか
ら掃除開
始の時間
までテラ
スに座っ
て待とう
としてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

歯磨きか
ら掃除へ
の移行の
様子を、
対象児を
含め全体
的に見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体的に
児童を見
ていた。

特になし

椅子に
座って
待ってた
ほうがよ
かったの
か、座る
間隔が悪
かったの
かなどを
振り返り
反省す
る。

100

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 41 41 4 4
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左腓骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.基
準以
上配
置

特になし

事故予防
に関する
研修も取
り入れな
がら安全
対策に取
り組む。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎週　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎週　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎週　)回
/年

特になし

これから
も定期的
に安全点
検を実施
する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

風が強く
吹く時が
あった。

風の状況
によって
は、注意
を促すよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の至近の
児童をみ
ていた。

特になし

準備体操
の時に、
念入りに
足首と手
首と指を
動かす運
動を取り
入れる。

101

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 45 45 5 5
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左小指中
筋骨骨端
線損傷、
左手のひ
ら挫創、
左手のひ
ら皮膚び
らん

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

外遊び中
で沢山の
児童の行
動を把握
できてい
なかっ
た。

児童が好
む遊びに
準じて支
援員配置
を変えで
きるかぎ
り目が届
く状況を
作る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(複数)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(複数)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(複数)回/
年

校庭での
遊びは児
童の範囲
も広く室
内よりも
目が行き
届かない
状況であ
る。

支援員の数
は増やせな
いので児童
を目の届く
範囲であそ
んでもらえ
るよう誘導
したり、声
かけをして
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

行動範囲
が広がる
ため。

声かけ、
児童がま
とまって
遊べるよ
う誘導

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り楽しそ
うに外遊
びをして
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

全体を見
ていたた
めその瞬
間の児童
を見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体を見
ていたた
めその瞬
間の児童
を見てい
なかっ
た。

それぞれ
の児童が
好む遊び
をしてい
たため支
援員の見
守りが追
いついて
いなかっ
た。

サッカー
など激し
い動きの
遊びはよ
り一層注
意をする
必要があ
る。

102

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 187 ## 22 9
21.９
歳

2.女
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

開放骨折
8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

学童から
の帰宅途
中の出来
事であ
り、子ど
もの動き
を把握を
把握する
ことは困
難である

子どもが
下校する
ときは、
その都度
交通ルー
ルを守っ
たり正規
の登校道
路を帰る
よう声を
かける

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
3　)回/年

特になし
引き続き
実施する

7.その
他

近くに信
号付きの
横断歩道
があり、
道路を渡
るときは
必ず横断
歩道を通
るように
指導して
いる

子どもが
下校する
ときは、
その都度
交通ルー
ルを守っ
たり正規
の登校道
路を帰る
よう声を
かける

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

学校帰りは
普通通りで
あり、今日
はおやつを
もらって帰
ると施設長
に元気に答
えていた。
また、担任
には普段と
変わらなく
応対してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

おやつを
持って帰
宅してい
たので、
道路を横
切る様子
までは把
握できて
いない

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

下校中のた
め指導員は
見ていな
い。一人は
教室前で子
どもの受け
入れを行っ
ていたが、
道路までは
距離があり
横断するの
を確認はで
きなかっ
た。

学童から
の帰宅途
中の出来
事であ
り、子ど
もの動き
を把握を
把握する
ことは困
難である

子どもが
下校する
ときは、
その都度
交通ルー
ルを守っ
たり正規
の登校道
路を帰る
よう声を
かける。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

103

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 37 37 4 2
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首剥
離骨折、
左足関節
外果骨
折、左足
外側外副
じん帯損
傷、左足
外果離断
性骨軟骨
炎

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

ケガをし
たり、
捻ったと
きの手当
ての対処
法の確認

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

周囲に気
を付けな
がら遊ぶ
よう声掛
けを行う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ドッチ
ボール中
で元気に
逃げ回っ
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

目の前で
転び、立
てなかっ
たので抱
えて安全
な場所に
移動し、
応急措置

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の持ち場
で他の子
たちを見
守ってい
た。

ドッチ
ボールの
スペース
が人数に
対して狭
いときが
ある。

足に合っ
たサイズ
の靴を履
くように
話す。
ボールを
使った遊
びの経験
を重ねら
れるよう
に見守
る。

104

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 33 33 2 1
18.６
歳

1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足親指
の甲骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１１)回/
年

2.基
準配
置

特になし
見守りの
強化

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

見守り・
声かけ

危険箇所
の確認

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

教室に入る
時から水筒
を引きず
り、注意を
するが聞き
入れず、運
動場から正
門へ向かう
ときに走っ
て転倒。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

離れたと
ころから
全体を見
守りして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の支援員
も離れたと
ころから全
体を見守り
していた
が、対象児
の動きまで
は見ていな
かった

走ったこ
とによる
転倒

走らない
ように注
意し、日
頃から安
全な下校
方法を児
童たちと
再確認す
る。

105

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 21 21 4 2
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

遊具の適
切な遊び
方を再確
認し、危
険な遊び
方をして
いる際は
声かけ等
を徹底す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(290)回/
年

3.未実施
実施頻度
(-)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(290)回/
年

特になし

活動する
前には注
意点を入
所児童に
説明。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし
特段の改
善点はな
し。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

健康状態
は通常通
りで、い
つもどお
り外遊び
をしてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

支援員は運
動場全体を
見守れる位
置にいたた
め、対象児
童からは少
し離れた場
所で危険な
動きをして
いないか見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

屋内に1
名、屋外に
担当職員以
外に2名が
いたが、他
児童の支援
を行ってい
たため、対
象時の動き
を見ていな
かった。

特になし

走らない
ように注
意し、日
頃から安
全な下校
方法を児
童たちと
再確認す
る。

106

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 20 20 3 1
18.６
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
11　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

体育館内
での適切
な遊び方
の再確認

3.未実施
実施頻度(
０　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
11　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
290　)回/
年

特になし

活動する
前には注
意点を入
所児童に
説明。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし
特段の改
善点はな
し。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と
様々な遊
びを展
開。事故
発生時は
ボールで
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

体育館内で
複数の遊び
が展開され
ていたこと
から、他児
童の対応等
で事故を目
撃していな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

体育館内
にいたも
のの、他
児童の対
応等で目
撃してい
なかっ
た。

特になし
特段の改
善点はな
し。

107

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 28 28 3 3
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１）回/
年

1.基
準以
上配
置

児童が雲
梯を一つ
飛ばしで
遊んでい
たため、
落下しや
すい状況
にあっ
た。

遊具の適
切な遊び
方を再確
認し、危
険な遊び
方をして
いる際は
声かけ等
を徹底す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(290)回/
年

3.未実施
実施頻度(
０　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(290)回/
年

校内に雲
梯が２つ
あるが、
児童の体
格に比べ
高さのあ
る雲梯で
遊んでい
た。

児童の体
格にあっ
た雲梯で
遊ぶよう
に指導を
徹底す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし
特段の改
善点はな
し。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

健康状態
は通常通
りで、い
つもどお
り外遊び
をしてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児童は
支援員の目
が届く範囲
におり、全
体的に危険
な行動をし
ていないか
目配りをし
ていた。ま
た、落下す
る状況に手
を差し伸べ
たが間に合
わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

屋内に1
名、屋外に
担当職員以
外に1名が
いたが、他
児童の支援
を行ってい
たため、対
象時の動き
を見ていな
かった。

特になし

支援員は
視野を広
く保ち、
全体を見
渡しなが
らも個々
の児童対
応をする
ように支
援員全員
で確認。

108

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 64 64 6 2
21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

鼻骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年

－ 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもの
様子と特
に変わり
なかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全体の見
守りの中
で当該児
童も見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

当該児童
の動きを
見ていな
かった。

支援員が
見守りを
行ってい
る中で発
生した事
故。

今後も危
機管理の
手引きを
用い，迅
速な対応
を行って
いく。

109

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 102 ## 12 3
22.10
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年

－ 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもの
様子と特
に変わり
なかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体の見
守りの中
で当該児
童も見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

当該児童
の動きを
見ていな
かった。

支援員が
見守りを
行ってい
る中で発
生した事
故。

今後も危
機管理の
手引きを
用い，迅
速な対応
を行って
いく。

20 / 108 



発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

110

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 163 ## 11 5
23.11
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年

－ 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもの
様子と特
に変わり
なかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全体の見
守りの中
で当該児
童も見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

当該児童
の動きを
見ていな
かった。

支援員が
見守りを
行ってい
る中で発
生した事
故。

今後も危
機管理の
手引きを
用い，迅
速な対応
を行って
いく。

111

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

12
9.夜間・
早朝（泊
り保育）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 50 50 7 7
19.７
歳

1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左くるぶ
し骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年

－ 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

放課後児
童クラブ
での活動
中はいつ
もの様子
と変わり
なかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

下校途中
の事故で
あり、支
援員によ
る見守り
はなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

下校途中
の事故で
あり、支
援員によ
る見守り
はなかっ
た。

特になし

今後も危
機管理の
手引きを
用い，迅
速な対応
を行って
いく。

112

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 52 52 6 2
21.９
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

歯牙破折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年

－ 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもの
様子と特
に変わり
なかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体の見
守りの中
で当該児
童も見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

当該児童
の動きを
見ていな
かった。

支援員が
見守りを
行ってい
る中で発
生した事
故。

今後も危
機管理の
手引きを
用い，迅
速な対応
を行って
いく。

113

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 11 11 3 1
20.８
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左示指基
節骨骨端
線損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年

－ 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもの
様子と特
に変わり
なかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全体の見
守りの中
で当該児
童も見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

当該児童
の動きを
見ていな
かった。

支援員が
見守りを
行ってい
る中で発
生した事
故。

今後も危
機管理の
手引きを
用い，迅
速な対応
を行って
いく。

114

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 116 ## 13 3
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左中指基
節骨骨端
線損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年

－ 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもの
様子と特
に変わり
なかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体の見
守りの中
で当該児
童も見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

当該児童
の動きを
見ていな
かった。

支援員が
見守りを
行ってい
る中で発
生した事
故。

今後も危
機管理の
手引きを
用い，迅
速な対応
を行って
いく。

115

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 105 ## 12 4
20.８
歳

1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕（手
首上）骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年

－ 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

放課後児
童クラブ
の活動中
はいつも
の様子と
変わりな
かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

下校途中
に発生し
た事故で
あり、職
員の見守
りはな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

下校途中
に発生し
た事故で
あり、職
員の見守
りはな
かった。

特になし

今後も危
機管理の
手引きを
用い，迅
速な対応
を行って
いく。

116

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 73 73 6 2
20.８
歳

1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性歯
冠破折、
外傷性下
顎骨骨折
疑い、外
傷性口腔
粘膜裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年

－ 特になし
7.その
他

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

放課後児
童クラブ
での活動
中はいつ
もの様子
と変わり
なかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

下校途中
の事故で
あり、支
援員によ
る見守り
はなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

下校途中
の事故で
あり、支
援員によ
る見守り
はなかっ
た。

特になし

今後も危
機管理の
手引きを
用い，迅
速な対応
を行って
いく。

117

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 46 46 6 2
21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左小指中
接骨端軟
骨端線

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年

－ 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもの
様子と特
に変わり
なかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体の見
守りの中
で当該児
童も見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

当該児童
の動き見
ていな
かった。

支援員が
見守りを
行ってい
る中で発
生した事
故。

今後も危
機管理の
手引きを
用い，迅
速な対応
を行って
いく。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

118

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 43 43 10 3
18.６
歳

1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕上腕
骨顆上骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年

－ 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもの
様子と特
に変わり
なかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全体の見
守りの中
で当該児
童も見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

当該児童
の動きを
見ていな
かった。

支援員が
見守りを
行ってい
る中で発
生した事
故。

今後も危
機管理の
手引きを
用い，迅
速な対応
を行って
いく。

119

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 172 ## 13 6
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

鼻骨骨
折、鼻の
横を裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(－)回/年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年

－ 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－ 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもの
様子と特
に変わり
なかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体の見
守りの中
で当該児
童も見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

当該児童
の動きを
見ていな
かった。

支援員が
見守りを
行ってい
る中で発
生した事
故。

今後も危
機管理の
手引きを
用い，迅
速な対応
を行って
いく。

120

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 153 ## 10 4
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右中指骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1-2)回/
年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(―)回/年

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

ふざけて
いた。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

配慮を要
する児童
であるた
めマン
ツーマン
で接して
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で当該児
童も見て
いた。

今後も危
機管理の
手引きを
用い，迅
速な対応
を行って
いく。

121

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 57 57 10 4
21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右ひじ複
雑骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1-2)回/
年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
━　)回/
年

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもの
様子と特
に変わり
なかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

全体を見
守ってい
る中で当
該児童の
動きを見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体を見
守ってい
る中で当
該児童の
動きを見
ていな
かった。

今後も危
機管理の
手引きを
用い，迅
速な対応
を行って
いく。

122

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 199 ## 16 5
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

右頬部挫
創

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1-2)回/
年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
━　)回/
年

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

当該児童
と加害児
童が喧嘩
をしてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

喧嘩をし
ている児
童らの仲
裁に入ろ
うとして
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

喧嘩をし
ている児
童らの仲
裁に入ろ
うとして
いた。

今後も危
機管理の
手引きを
用い，迅
速な対応
を行って
いく。

123

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 156 ## 12 3
21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手小指
骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1-2)回/
年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
━　)回/
年

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おりの様
子であっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体の見
守りの中
で当該児
童も見て
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で当該児
童も見て
いた。

今後も危
機管理の
手引きを
用い，迅
速な対応
を行って
いく。

124

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 71 71 6 2
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

唇裂傷、
上歯のめ
りこみ

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1-2)回/
年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(━)回/年

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもの
様子と特
に変わり
なかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体の見
守りの中
で当該児
童も見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体の見
守りの中
で当該児
童も見て
いた。

今後も危
機管理の
手引きを
用い，迅
速な対応
を行って
いく。

125

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 108 ## 4 2
23.11
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手人差
し指第一
関節骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1-2)回/
年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１ )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(― )回/
年

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもの
様子と特
に変わり
なかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全体の見
守りの中
で当該児
童も見て
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で当該児
童も見て
いた。

今後も危
機管理の
手引きを
用い，迅
速な対応
を行って
いく。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

126

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 0 0 0 0
18.６
歳

2.女
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨近
位骨端線
損傷・右
肘頭骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1-2)回/
年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
━　)回/
年

特になし
7.その
他

特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもの
様子と特
に変わり
なかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

クラブを
出た後に
起きた事
故のため
見守りな
し

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

クラブを
出た後に
起きた事
故のため
見守りな
し

今後も危
機管理の
手引きを
用い，迅
速な対応
を行って
いく。

127

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 122 ## 9 3
22.10
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右中指末
節骨骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1-2)回/
年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
━　)回/
年

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの通り
の様子で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

見守りを
行ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

見守りを
行ってい
た。

今後も危
機管理の
手引きを
用い，迅
速な対応
を行って
いく。

128

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 22 22 2 2
21.９
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

なし

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度4
回/年

2.基
準配
置

特になし

今回の事
故につい
て市内他
クラブで
も情報共
有し、今
後の事故
防止に役
立てる

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
（１２)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし

今回の事
故につい
ては運動
場入口段
差が原因
であるた
め、施設
改善は難
しい

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

運動場で
遊ぶ際
は、入口
付近は避
け中央付
近で遊ぶ
よう指導
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常どお
り友達と
遊んでい
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

運動場中
央付近で
遊んでい
る児童に
付き添い
ながら全
体を見
守ってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

通常　外
遊び１
名、室内
１名体制
で見守り
をしてい
る

運動場中
央付近で
遊んでい
る児童の
見守りを
重点的に
行う必要
があった

運動場で
遊ぶ際
は、入口
付近は避
け中央付
近で遊ぶ
よう指導
する
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令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 54 54 3 1
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕外
顆骨折骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未
実施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

外遊び中は
支援員及び
補助員が全
体を見渡し
て見守りを
行うが、見
守りの配置
につく職員
よりも先に
運動場へ行
き遊び始め
てすぐのこ
とだった。

児童より
も先に支
援員が外
にでて見
守りの体
制が整っ
た状態で
児童に遊
びを行わ
せる。

3.未実施
実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/3年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

支援員よ
りも先に
児童が運
動場に行
きすぐに
雲梯にぶ
ら下がり
落ちたた
め、児童
の近くで
見守れて
いなかっ
た

外遊び時間
になったら
支援員より
も先に児童
を外に出さ
ず、支援員
が先に出て
見守りの体
制をとり、
遊具で遊ん
でいる児童
がいる場
合、ケガ防
止のため遊
具付近で見
守りを行い
危険な時や
転落時にす
ぐに対応が
できるよう
にする

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

雲梯にぶ
ら下がり
つたって
いたが、
右手が届
かずに左
手でぶら
下がる状
態から手
が滑って
落下した

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

見守りに出
る支援員は
外遊び道具
を準備して
いて、対象
児童が先に
雲梯にぶら
下がり遊び
始めていた
のを見てお
らず、落下
し雲梯下に
うずくまっ
たのを確認
した

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

外遊び時
間になっ
てすぐに
対象児童
が外に飛
び出し遊
びはじめ
た瞬間
だったた
め、ほか
の支援員
が見守る
前に起き
た

特になし 特になし
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令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 19 19 3 3
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

若木骨折
（左手首
上部）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
0　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

事故防止
に関する
研修を実
施する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(250)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(250)回/
年

特になし
十分に対
策は行っ
ている。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし
十分に対
策は行っ
ている。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気に
サッカー
ボール蹴
りをして
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ボール蹴
りを近く
で見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各々好き
な遊びを
している
児童たち
を見守っ
ていた。

特になし

ボールを
蹴る際は
ボールの
蹴る位置
を確認す
ることと
目で見な
がら蹴る
ように声
掛けを行
う。
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令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 16 16 2 2
20.８
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足小指
中節骨骨
折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

具体的な
マニュア
ルは作成
していな
い。児童
とルール
決めはし
ていたが
明文化し
ていな
かった。

マニュア
ル作成。
ルールの
遵守を徹
底する。
ドアは常
に開放す
る。

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/日

手指挟み
は想定し
て緩衝材
で対策済
だが、足
指は想定
外で無対
策だっ
た。

施設課に
対応を相
談。結
果、常に
ドアを開
放してお
くことに
決定し
た。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

卒業を目前
にした6年
生との別れ
を惜しむが
如く、普段
以上に濃密
な関係性で
遊んでい
た。支援員
を含め全て
の関係者が
少し浮足
立っていた
かもしれな
い。

マニュア
ル作成。
ルールの
遵守を徹
底する。
ドアは常
に開放す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

数人の列
の後尾に
いたが、
前にいた
児童が入
室し続い
て入室す
るつもり
がドアを
閉められ
たため、
右足小指
をドアに
挟んだ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

室内で遊
んでいる
児童の相
手をして
いる支援
員が一
名。ドア
付近で遊
んでいる
児童の見
守りをし
ている支
援員が一
名。

左記の
とおり

上記の二
名のみ。

卒業を目前
にした6年
生との別れ
を惜しむが
如く、普段
以上に濃密
な関係性で
遊んでい
た。支援員
を含め全て
の関係者が
少し浮足
立っていた
かもしれな
い。

マニュア
ル作成。
ルールの
遵守を徹
底する。
ドアは常
に開放す
る。この
事故を自
分事とし
て児童を
含め全員
で検証す
る。
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令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 20 20 3 2
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手小指
剥離骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

特になし

支援員全
員で再発
防止に注
意喚起を
図った。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし

学校内グ
ランドを
使用して
おり、特
に危険個
所なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

集団遊び
での見守
りに対し
て個々の
児童の注
意を払
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

グラウン
ドでドッ
チボール
をしてい
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

外遊び中
であった
ので、離
れたとこ
ろで全体
を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

通常の遊
びの範囲
内のた
め、特に
危険とは
感じな
かった。

特になし

ドッチ
ボールを
受け取る
場合に手
だけでは
なく体で
も取るよ
うに指導
する。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰
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令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 4 4 5 2
19.７
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左ひじ骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度
(０)回/年

2.基
準配
置

ボール遊
びをする
ときは、
靴下を脱
ぐ約束だ
が脱いで
いなかっ
た。

靴下を脱
いで遊び
を行う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎　)回/
年

3.未実施
実施頻度
(0)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎)回/年

日々の活
動内容
だったの
で、支援
員も慢心
があった
かもしれ
ない。

事故はいつ
起こるか分
からないの
で、とっさ
の対応がで
きるように
気を引き締
める事。部
屋でボール
遊びをする
ときは、思
い切りボー
ルを投げな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

卒所式終
了後でテ
ンション
が上がっ
ていたこ
とも要因

テンショ
ンが上
がってい
たことも
あるの
で、行事
後は落ち
着かせる
活動（読
書）を取
り入れる
ようにす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

友だちと
ドッチ
ボールを
していて
足元付近
にボール
が来たの
で、よけ
ることが
できずに
足を払わ
れる感じ
で転倒。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

見守って
いたので
状況の把
握はでき
ていた
が、瞬間
的な出来
事だった
ので手を
差し伸べ
たが間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

転倒した
衝撃音に
気づき、
うずくま
る本児を
発見。他
の児童と
関わって
いたため
気づく事
に遅れ
た。

靴下を脱
いでいな
い事に気
づいてい
たが、声
かけを
怠った。

ボール遊
びは屋外
でやる
事。部屋
を仕切っ
てボール
遊びがで
きない空
間作りを
する。
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令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 45 45 4 2
18.６
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足脛骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
2 )回/年

2.基
準配
置

マニュア
ルを確認
したが、
マニュア
ルの記載
では判断
ができな
かった

マニュア
ルを再作
成し、職
員は研
修・講習
に参加す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

児童に
とっては
高さがあ
る部分で
あった。

マットや
低反発の
素材に変
更もしく
は置く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

見守り支
援はしっ
かり行っ
ていた
が、注意
する判断
力、声か
けが欠け
ていた

研修を行
い危険予
知訓練な
どを実地
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつものよ
うにジャン
プをして遊
んでいた
が、それを
見ていた子
に左足を向
けながら片
足ジャンプ
をし、見て
いた子の肩
にあたりバ
ランスを崩
し着地した

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

一瞬の出
来事で声
かけ、行
動にする
ことが出
来なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ホールに
て他の児
童と遊ん
だり、お
迎えの保
護者対応
をしてい
た。

ジャンプ
をする前
に近くに
人がいる
ことを注
意できな
かった。

遊ぶ場所
をホール
のみにし
て職員が
児童を把
握できる
体制にす
る。
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令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 30 30 5 4
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折(左
手中指)

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

外遊びに
行く際、
本来３名
で引率し
ていたと
ころを主
任の保護
者対応の
ため２名
で引率す
ることと
なった。

外遊びに行
く際に来客
等で主任の
対応がある
際は、主任
の対応が終
了するまで
もしくはそ
の日の外遊
びの育成支
援に別の支
援員が入る
ようにし、
外遊びへ出
発するとき
から３名で
児童を引率
できるよう
にする。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

特になし

外遊びの
際は、到
着後だけ
でなく移
動中の児
童の様子
もしっか
りと見守
ることが
できるよ
う、必要
な支援員
数を検討
し配置す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

これまでな
わとびや
ボール、フ
リスビー等
の児童が遊
ぶ道具は、
使用する児
童が上級生
の場合は児
童本人が校
庭まで持っ
ていくよう
指示してい
たため、上
級生の持つ
ボールが地
面で跳ねた
際隣接する
こども園の
敷地に入っ
た。

手から離
れた際に
遠方まで
飛んでい
く可能性
のある遊
具(ボー
ルやフリ
スビー
等)は、
支援員が
水筒用の
かごに入
れて持ち
運ぶよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

学校から
の下校時
やクラブ
室内、外
遊びへの
移動中に
水筒の紐
を持ち、
自分の体
に巻きつ
けるよう
に振りな
がら持ち
運ぶ様子
が見られ
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

先頭で14
名の児童
の引率を
してお
り、列の
中ほどに
いた当該
児の様子
をしっか
り見るこ
とができ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

引率する予
定だった支
援員３名の
うち、主任
は保護者対
応のため移
動の引率が
できず、も
う１名の支
援員は隣接
するこども
園に入った
ボールを取
りに行くた
め児童の動
きを見るこ
とができな
かった。

特になし 特になし
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令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 46 46 3 1
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(毎日)回/
年

2.基
準配
置

特になし

子どもの動
きや状態、
個々の運動
能力を十分
に見極め少
しでも危険
と判断した
ら声掛け、
場合によっ
ては活動を
打ち切るこ
とも考慮。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

利用人数・
園庭の広さ
で担当職員
はいつもど
おり。声掛
け指導を行
うも危険を
察したと同
時であっ
た。

危険個所
の把握

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

学年に応
じての声
掛け、活
動内容

危機管理
意識を高
める

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おりに外
遊びをは
じめる。
のぼり棒
では、一
人遊びを
していた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

のぼり棒
を降りよ
うとして
いた児
を、ちか
くの職員
が危険を
察した
が、上で
手がすべ
り落下。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保護者対
応、室内
1名。園
庭（コー
ト側）1
名。園庭
固定遊具
あたり
（のぼり
棒側）1
名。

普段通り
の注意を
払い、見
守ってい
た。

支援にあ
たる職員
の意識を
共通理
解、共有
する。
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令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 10 10 3 2
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(２)回/年

2.基
準配
置

ロープか
ら手が滑
るかもし
れないと
予測する
べき

事故やけ
がの予測
を見越し
ての声掛
け

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２ )回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２ )回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２ )回
/年

地面から
高さがあ
り傾斜の
ある場所
の為、
ロープを
かける場
所の考慮
が必要で
あった。

事故後、
使用中止
とした

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

当該児童
が入所当
日であっ
たため、
遊具の使
用方法へ
の理解が
なかった
のかもし
れない。

特に入所
日には、
児童が納
得するま
で説明を
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

入所初日
で児童の
様子が把
握できて
いなかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

３名ほど
の児童を
１名の職
員での見
守りをし
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の子ど
もの遊ん
でいる様
子を見
守ってい
た。

特になし

児童がいつも
通りの様子で
も事故が起こ
るかもしれな
いという意識
を持つ。ま
た、少しでも
危険を感じた
場合は、ため
らわず注意喚
起をし正しい
使用方法を伝
え理解させ
る。
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令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 107 ## 9 6
20.８
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

遊び慣れ
ている遊
具であっ
ても、万
が一の事
故に備え
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２ )回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２ )回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２ )回
/年

特になし

高さのな
い遊具で
も大きな
ケガにつ
ながる危
険性を注
意喚起す
ると共に
職員も留
意する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

学年や遊
び方に応
じて休憩
の時間を
設けるな
ど配慮す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
外遊びを
活発に行
う児童で
あり、こ
の日も元
気に遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他の高さ
のある遊
具のそば
にいなが
ら周囲で
遊んでい
る児童を
見ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

複数の職
員で広い
校庭を分
担し、全
体の児童
を見られ
るように
してい
る。

特になし

児童の様
子に気を
配り、安
全に遊ぶ
ことがで
きるよう
声がけを
おこな
う。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

139

令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

4
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 35 35 4 1
19.７
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左ひじ骨
折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

－

1.基
準以
上配
置

一緒に
走ってい
た子ども
が先に部
屋に入っ
て転んで
しまっ
た。支援
員が肘を
握ってし
まった。

後ろ向き
に部屋に
促すので
なく、一
旦止めて
次の行動
に移すよ
うにす
る。

2.不定期
に実施

毎日の掃
除時

2.不定期
に実施

外遊び時
2.不定期
に実施

毎日の掃
除時

長い廊下
（約20m)
の為、走
りたが
る。

注意看板
掲示によ
り周知徹
底を図
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

事故当日を
含め３日間
雨が続いた
ため、外遊
びが出来て
いなかっ
た。そのス
トレスで子
ども達が部
屋の中で走
り回ったの
かもしれな
い。

今後、雨が
続いた時の
学童での過
ごし方を検
討する必要
がある。
（学校の体
育館利用
や、部屋で
出来るレク
リエーショ
ン等）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
室内を走
ることが
多く、注
意を促し
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他の支援
員が指導
していた
が、中々
止まない
ので止め
に行っ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の子ど
もの宿題
を見た
り、遊ん
でいる様
子を見守
りながら
走らない
よう対象
児童に声
掛けをし
ていた。

部屋での
過ごし方
について
は指導し
ていて
も、子ど
も達に何
故その指
導が必要
なのかが
伝わって
いない。

問題行動
を起こし
たときに
は繰り返
しでも、
最後まで
きちんと
子どもに
伝えてや
めさせ
る。注意
看板の設
置、毎日
の反省会
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令和
5年9
月28
日

15.放課
後児童ク
ラブ

4 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 26 26 5 2
21.９
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首剥
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

インライン
スケートで
遊び児童は
４名と少な
かったが、
広範囲にち
らばってい
た。また配
置職員はイ
ンラインス
ケート経験
がなく、技
量を計れな
かった。

児童の技
量レベル
を把握
し、それ
を大幅に
超えるよ
うな行動
は控えさ
せる。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(３)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(３)回/年

インライン
スケートで
推奨される
ヘルメッ
ト・膝・
肘・手のひ
らのプロテ
クターは装
備していた
が、装着は
児童に任せ
ていたため
固定が不十
分だった可
能性があ
る。

装備の装
着状況を
支援員が
確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

児童が広
範囲に散
らばる可
能性があ
る場合
は、まと
まって行
動するよ
うに促
す。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

ひさしぶ
りのクラ
ブでのイ
ンライン
スケート
で張り
切ってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の児童
を注視し
ていて、
事故当時
当該児童
を目視し
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
担当箇所
を指示し
配置して
いたた
め、それ
以外の場
所を目視
していな
かった。
また自由
配置の１
名はおや
つ準備等
雑務にか
かってい
た。

特になし

装備が適
切に装着
されてい
るかを支
援員が確
認し、児
童それぞ
れの技術
レベルに
合わせた
遊び方を
指導す
る。

141

令和
5年9
月28
日

1.認可 5.幼稚園 10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

17 0 0 0 5 12 0 0 2 2
16.４
歳

1.男
児

家で転んだ
りぶつかっ
たりし、前
歯がかけた
り揺れてい
たりしてい
るため、治
療中であっ
た。神経を
とってい
て、黒く
なってい
る。

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性歯
の亜脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

マスクを
していた
ため、口
の中の怪
我をした
ことに気
付けな
かった。

泣いた
り、血が
出たりし
ておら
ず、歯を
怪我をし
ているこ
とに気づ
かなかっ
た。もう
一度確認
するべき
だった。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

50 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

食事の片
付け等を
していた
ため、子
どもが転
倒した瞬
間を見て
いなかっ
た。

転ばない
よう、落
ち着いて
遊ぶこと
を伝え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ブロック
であそん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

食事の片
付けや声
掛けをし
ながら、
子どもた
ちの様子
を見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

食事の片
付けや声
掛けをし
ながら、
子どもた
ちの様子
を見てい
た。

食事の片
付け等を
していた
ため、子
どもが転
倒した瞬
間を見て
いなかっ
た。

落ち着い
て遊ぶよ
うに伝え
る。ま
た、保育
者が全体
の様子を
把握でき
るように
気を付け
ていく。

142

令和
5年9
月28
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

78 0 0 0 0 28 50 0 4 4
18.６
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左の肘を
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし

マニュア
ルあり、
研修実
施、職員
配置基準
を満たし
ているた
め特にな
し

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

300 特になし

施設、遊
具、玩具
の安全点
検は定期
的に行っ
ているの
で、特に
なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもが
遊具にぶ
ら下がっ
ている場
面を、見
守ること
ができて
いなかっ
た。

職員の見
守り配置
を分散す
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発に戸
外遊びを
楽しんで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊具のそ
ばで全体
を見守っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

見守りの
役割分担
をしその
場を見
守ってい
た。1人
は総合遊
具の階段
部分、2
人は園庭
を見渡せ
る所。

遊具の遊
び方を事
前に伝え
ていな
かった。

遊びを始
める前に
遊具の遊
び方を改
めて子ど
もたちに
伝えた
り、状況
に合わせ
て子ども
たちに声
をかけた
りする。
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令和
5年9
月28
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

7 0 0 1 1 3 2 0 3 2
18.６
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足脛骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

特になし

マニュア
ルあり、
研修実
施、職員
配置基準
を満たし
ているた
め特にな
し

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

278 特になし

施設、遊
具、玩具
の安全点
検は定期
的に行っ
ているの
で、特に
なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

活動中、
見守り体
制があっ
たため、
特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちと
ボール遊
びを楽し
んでいた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ボール遊
びをして
いる当該
児童をそ
ばで見
守ってい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の2名
の教諭も
他の児童
がボール
遊びをし
ていると
ころを見
守ってい
た。

冬休み明
けの預か
り保育
だった
為、運動
不足で、
身体がし
なやかに
動かな
かった可
能性があ
る。

事前に柔
軟体操を
してか
ら、運動
や遊びを
はじめる
ようにす
る。

25 / 108 



発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰
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令和
5年9
月28
日

1.認可 5.幼稚園 1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

80 0 0 0 20 30 30 0 3 2
17.５
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし

遊具の点
検等によ
り想定さ
れる危険
を洗い出
し、マ
ニュアル
の見直し
等により
事故防止
を図る

2.不定期
に実施

1
2.不定期
に実施

1
1.定期的
に実施

1

園児が遊
具の中に
入り込ん
だことで
死角に
なってし
まった

園児が遊
具の中に
入り込む
と死角に
なり危険
が生じる
可能性が
あるた
め、当該
遊具を撤
去した

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

正課保育終
了後には担
任以外の教
職員が園児
の保育にあ
たることに
なるが、そ
の場合でも
事故防止に
より一層留
意しながら
園児の保護
にあたる

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

キノコ型
の遊具付
近または
遊具の中
で、友だ
ちやひと
りで遊ん
でいるこ
とが多
い。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭を見
回りなが
ら、他児
と遊んだ
り関わっ
たりして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭を見
回りなが
ら、他児
と遊んだ
り関わっ
たりして
いた。

特になし

想定され
る危険に
応じた教
職員配置
を再検討
する
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令和
5年9
月28
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

36 3 3
18.６
歳

1.男
児

特別支援児
（自閉症ス
ペクトラ
ム）。状況
や痛みなど
は言葉で伝
えることが
できる。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左腓骨遠
位部骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

特になし

マニュア
ルあり、
研修実
施、職員
配置基準
を満たし
ているた
め特にな
し

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

45
1.定期的
に実施

89 特になし

施設、遊
具、玩具
の安全点
検は定期
的に行っ
ているの
で、特に
なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鬼ごっこ
をしてい
る時に友
達と交錯
し足が
引っ掛か
り転倒し
た

相手が瞬時
に接近する
こともある
ということ
を知らせ、
ぶつかりそ
うになった
時は止まる
ことを知ら
せる

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

クラスで
よく遊ん
でいる遊
びであ
り、担任
がかか
わってい
なくても
友達と一
緒に遊ぶ
ことがで
きる。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児が
友達と一
緒に鬼
ごっこを
している
ことを把
握したう
えで見守
りをして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当クラ
スの子ど
もの様子
を見てい
た

特になし

見守り体
制があっ
たため、
特にな
し。
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令和
5年9
月28
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

2 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児
クラス

5 2 2
13.１
歳

1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性歯
の脱臼、
上唇小帯
裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4
2.基
準配
置

特になし

今後も実際
に怪我をし
た時、ヒ
ヤッとした
事の原因を
追究し、改
善策を職員
間で共有し
ていく。裾
がひっかっ
かる等衣服
による原因
が無いよう
気を付け
る。

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3

遊戯室の
床は木
で、柔ら
かくはな
いので、
転倒時手
をつけな
いとケガ
をする。

保育の中
で、身体
を使った
遊びを多
く取り入
れ、しっ
かりと手
をついて
転ぶこと
ができる
ように経
験をさせ
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

転倒時、
本児は手
をついた
が間に合
わなかっ
た。

今後の保
育の中
で、運動
遊びを多
くし、手
をしっか
りとつい
て転べる
ように経
験出来る
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

すぐそば
にいて、
転倒の様
子を見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

本児と少
し離れた
マットで
遊んでい
る園児を
見ていた
ため、転
倒時の様
子は視界
には入ら
ず音のみ
聞いた。

保育士間
で見る子
どもを状
況に応じ
て分担
し、意思
疎通を取
る。
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令和
5年9
月28
日

1.認可 5.幼稚園 3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

17 1 1
17.５
歳

2.女
児

ぜんそくの
薬を飲んで
いたことも
あり、嘔吐
したことが
骨折と関係
があるかは
不明。

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

眼窩底骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし

職員の数は
適正であり
本児の様子
もきちんと
把握してい
たが、鬼
ごっこでは
滑り台に上
らない等の
ルールが守
られていな
かった為、
より周知す
る

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

手すり等
にウレタ
ンを装着
する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鬼ごっこ
を行なっ
ていた

ホールは
十分な広
さがあっ
たが鬼
ごっこの
際滑り台
に上らな
いよう工
夫する

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

鬼ごっこ
をしてお
りいつも
よりテン
ションが
上がって
いた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

職員が鬼
ごっこの
鬼をして
おり、す
ぐそばで
見ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

バスに乗
車してい
た為、見
ていな
かった

鬼である職
員が追って
きた事でテ
ンションが
上がり普段
と違う動き
をしてし
まった。ま
た、職員自
身も遊びを
楽しむあま
りルールを
失念してい
た。

冷静な視
点を持っ
て関わる
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令和
5年9
月28
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

14 2 2
16.４
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

特になし

園児への
指導の実
施。職員
へ事故に
関する周
知と保育
環境の再
検討

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

引き続
き、定期
的な安全
点検を実
施を行い
遊具・用
具を適切
に管理す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

体を動かし
た遊びの充
実により身
体諸機能の
発達と、園
児を対象と
した安全指
導を実施し
周囲の状況
把握や安全
な遊び方が
身に付けら
れるように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児は
普段の様
子と変わ
らなかっ
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担任は対
象児の近
くで見て
いたが、
落下時に
受け止め
ることが
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当職員
以外は、
それぞれ
の場で保
育等を
行ってい
たため発
生時の様
子は見て
いなかっ
た。

特になし

教師間で
事故発生
に関する
共有を行
い、指導
に関して
再確認を
行った。
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令和
5年9
月28
日

3.その
他

5.幼稚園 3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

92 0 0 0 35 30 27 0 10 10
17.５
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨過
剰骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

園庭の使
い方とし
て好きな
場所で自
由に遊ぶ
ことをし
ていた

鬼ごっこを
しても良い
場所、サッ
カーをして
も良い場所
を区切るな
ど、遊ぶ場
所の整理や
時間の使い
方を考えて
いく必要が
ある。

2.不定期
に実施

1
2.不定期
に実施

1
2.不定期
に実施

1

園庭での
活動で
あったた
め、危険
がないも
のと認識
してい
た。

危険個所
がないと
捉えず
に、安全
に遊べる
のか職員
同士で声
を掛け合
いながら
確認を徹
底してい
く

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

サッカー
ゴールの
置き場
所、サッ
カーをし
ている周
知の仕
方、

安全面を考
え教師と一
緒にサッ
カーゴール
を運び活動
場所を決め
るラインを
書き、周り
から見て
サッカーし
ていること
がわかるよ
うにする

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

逃げるこ
とに必死
になり周
りをよく
見ていな
かった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

鬼ごっこ
をしてい
る把握は
していた
が、他児
と遊んで
いた為実
際に転倒
した姿は
見ていな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

鬼ごっこ
をして逃
げている
のを知
り、転倒
したとき
も目には
入ってい
た

園庭の遊
びを見る
当番がい
るが、視
野に入っ
ていな
かった

園庭当番
に限ら
ず、外に
いる職員
全員が子
どもの遊
びを気に
しながら
過ごして
いく
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰
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令和
5年9
月28
日

1.認可 5.幼稚園 3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

6 6 5
16.４
歳

2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手　第
2.3.4 中
手骨骨
折、基節
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

以前より入
園式、卒園
式、運動会
等園児用椅
子が必要な
場合、園児
が各クラス
の部屋から
運んでい
た。当該園
児について
は、体格が
小さく椅子
を持って階
段を上がる
ときに、よ
り丁寧な対
応が必要で
あった。

椅子を持ち
階段を昇降
する際は、
さらに丁寧
に支援をす
る必要があ
る。また運
びたい、運
べる。とい
う気持ちも
尊重する必
要があるた
め、講堂倉
庫に全園児
用の椅子を
用意して、
園児が椅子
を運ぶこと
について
は、安全を
期する。具
体的には階
段等を園児
が持ち運ぶ
ことをやめ
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特になし

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

数名の園
児が椅子
を２階の
部屋に運
ぶ時に担
任は階段
の下にい
た他園児
への対応
があり、
当該園児
を見てい
たが、そ
ばにいる
ことはで
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

特になし 特になし 特になし
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令和
5年9
月28
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

10 3 2
14.２
歳

1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左小指基
節骨骨端
線損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4
2.基
準配
置

特になし

事故防止マ
ニュアルの
チェック
シートの確
認に加え、
部屋、遊戯
室、園庭等
の危険個所
がないか確
認し、全職
員で改善策
を考え、改
善する。

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3

転倒時、
本児は手
をついた
が、小指
に体重が
かかって
しまっ
た。

段差のある
場所を登
る、降りる
の運動遊び
は、１歳児
の発達状況
をみて実際
のステージ
の階段では
なくマット
と積み木な
ど転んでも
危険の無い
場所ででき
るようにす
る。そのた
めにお遊戯
室の遊び場
所をついた
てにより分
ける。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

園児が、登
る、降り
る、走る等
の足腰を
使った運動
遊びを安全
な場所で十
分に行い、
転んだ時に
身体をかば
う転び方が
できるよ
う、経験を
多くできる
ようにして
いく。危険
個所で不必
要なものは
排除する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特になし

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

すぐそば
にいて、
転倒の様
子を見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

１人はス
テージの
反対側で
遊んでい
る園児を
みてい
た。もう
一人はス
テージか
ら離れた
場所で遊
ぶ園児を
みてい
た。

特になし

保育士間
で見る子
どもを状
況に応じ
て分担
し、意思
疎通を取
る。
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令和
5年9
月28
日

1.認可 5.幼稚園 4 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児クラ
ス

16 3 3
17.５
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

経験年数
や職種の
違う職員
も多くい
るため、
園外保育
事前の丁
寧な打ち
合わせが
必要。

園外保育
中の職員
の動きを
綿密に打
ち合わせ
をし、役
割を明確
にしてお
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

経験年数
や職種の
違う職員
も多くい
るため、
園外保育
事前の丁
寧な打ち
合わせが
必要。

園外保育
先の慣れ
ない遊具
は使用を
限定した
り、職員
が同じ対
応をする
よう事前
に話し
合ったり
してお
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

雲梯に対し
て、「怖
い」と恐怖
を示し一度
は辞めた。
しかし、他
児の遊ぶ様
子や、安心
できる教師
の見守りの
もとで、挑
戦してみよ
うと自己判
断し、取り
組んだ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の挑
戦したいと
いう気持ち
を尊重し
た。進み出
した時はす
ぐ側で手助
けできる位
置にいた
が、対象児
が調子良く
進み出した
ため近くで
見守ってい
た。バーを
掴み損ねた
瞬間に手を
差し伸べた
が、間に合
わずに落下
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の固定
遊具での
見守りを
していた
ため、見
ていな
かった。

新学期が始
まったばか
りで、担任
との信頼関
係、子供自
身の個々能
力等理解で
きていない
時期に園外
に出て、慣
れていない
固定遊具で
遊ぶことが
不必要で
あった。

担任が
個々の能
力を知り
得ない時
期に、園
外での固
定遊具遊
びは行わ
ない。

153

令和
5年9
月28
日

1.認可 5.幼稚園 4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

50 4 4
17.５
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
の開放骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし

園庭で複
数の活動
をさせて
いる際の
教職員の
立ち位置
に関して
指導し
た。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

12 特になし

ブランコ
の周りの
侵入防止
用のコー
ンとゼブ
ラバーを
増やし、
ブランコ
周りのス
ペースを
広げた。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

園庭での
自由遊び
中の監督
は幅広い
視野で園
児の活動
を見られ
るように
指導し
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ブランコ
を乗って
おり、降
りる際に
飛び降り
た。着地
の際にバ
ランスを
崩して転
倒した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の園児
のかけっ
こを指導
してお
り、ブラ
ンコを背
にしてい
たために
事故発生
状況を見
ることが
できてい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

当該クラス
は園庭の持
ち時間で
あったため
に園庭で活
動を行って
いた。他ク
ラスは持ち
時間でない
と保育室ま
たは遊戯室
での活動で
あるために
園庭で活動
していたこ
のクラスの
様子を見て
いなかっ
た。

特になし

園庭での
自由遊び
中の監督
は幅広い
視野で園
児の活動
を見られ
るように
指導し
た。ま
た、他ク
ラスも含
めて遊具
の使い方
について
再度指導
するよう
に指示を
出した。

154

令和
5年9
月28
日

1.認可 5.幼稚園 4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

21 2 2
17.５
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘尺骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1～2
2.基
準配
置

特になし

鉄棒で遊ぶ
際は手を離
さないよう
にする等、
安全に遊ぶ
ための約束
事を子ども
達と話し、
再確認・再
認識をうな
がす。ま
た、保育者
間で連携を
取り、安全
に遊べるよ
うに子ども
達の様子を
見守ってい
くことを再
確認した。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2
2.不定期
に実施

特になし

園庭や遊
具の点検
をしっか
り行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

引き続き
子どもた
ちの身体
づくりを
行うと共
に安全教
育に努め
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鉄棒に座
ることは
いつもの
姿であ
り、本児
の好きな
遊びで
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

戸外でクラ
スの子ども
達がそれぞ
れに遊んで
いたため、
本児を含む
複数の女児
が鉄棒で遊
んでいるこ
とは把握し
ていたが、
落下時は他
児の対応を
していた為
目視できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭には
いたが、
それぞれ
別の場所
で遊んで
いた担当
児の保育
をしてい
たため。

特になし

子ども達
の様子を
常に見守
り、不測
の事態に
適切に対
応できる
ようにす
る。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

155

令和
5年9
月28
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

9 7 2 2 1
16.４
歳

1.男
児

特記事項な
し

8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

特記事項
なし

事故発生
時の対応
などの研
修の回数
を増やす

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

3
特記事項
なし

安全点
検、確認
の実施回
数を増や
す

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

目の前の
トラブル
だけでな
く、背後
のこども
の動きに
も注意す
べきだっ
た

出来るだ
け園児の
様子全体
を把握で
きるよう
に常に保
育者は考
えておく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段はあ
まり活発
な動きを
するほう
でない
が、他の
園児をま
ねて柵に
座ろうと
するよう
な事が
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

目前の園児
がブランコ
の交代の事
でもめたた
め、視線が
そちらに取
られてしま
い、背後の
園児に気づ
くことが出
来ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭の他
の場所に
も園児が
いたため
少し離れ
たところ
で他の園
児に係っ
ていた。

特記事項
なし

職員が常
に園児の
様子を把
握できる
ように心
がける事
を確認す
る

156

令和
5年9
月28
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

16 4 9 3 6 6
17.５
歳

2.女
児

特に無し
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨骨
幹部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

0
2.基
準配
置

特になし

様々なケー
スを想定し
た事故に対
応できるよ
う研修を実
施する。事
故後、園内
の危険箇所
について職
員で洗い出
し共有す
る。職員の
安全面への
意識を高め
るととも
に、幼児へ
の生活指導
の内容を確
認する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

随時 特になし

ハード面
での不備
による事
故では無
いため施
設・整備
等での改
善策は考
えていな
い。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

環境面で
の不備に
よる事故
では無い
ため施
設・整備
等での改
善策は考
えていな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気に
ブランコ
で遊んで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭全体
を見てお
り、本児
がブラン
コで遊ん
でいる様
子は目に
していた
が、落下
を予見し
防ぐこと
はできな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の降
園支度を
確認した
り、保護
者に受け
渡しをし
たりして
いた。

特になし

園児が遊
具でより
安全に遊
ぶことが
できるよ
う必要に
応じて職
員が園児
の補助を
行う。

157

令和
5年9
月28
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

26 2 2
15.３
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

特になし

事故予防
の研修を
強化す
る。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3 特になし

事故発生
場所は、
屋上で人
工芝を敷
いており
破損等は
なく問題
はなかっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

先生を追
いかけ転
倒した事
故であり
問題はな
かった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特になし

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

特になし

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

特になし 特になし

担任も、
他の職員
も対象園
児を見て
おり問題
はなかっ
た。
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令和
5年9
月28
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

30 14 16 6 4
18.６
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

基準以上
に配置し
ていた
が、園児
から目を
離す時が
あった

園児が落下
の危険のあ
る遊具を使
う時は、保
育者は傍で
見守るよう
にする。保
育者が傍に
いない時は
園児が保育
者に見てい
てなどと声
をかけるよ
う指導す
る。

2.不定期
に実施

1
2.不定期
に実施

2
2.不定期
に実施

3

鉄棒の下
に人工芝
やマット
等の安全
対策が取
られてい
なかった

落下の危険
のある遊具
には人工芝
やマットを
敷くなど、
落下の際の
衝撃を押え
る工夫をす
る。事故
後、衝撃を
抑えるマッ
トを鉄棒の
下に設置し
た。

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

複数の職
員で見守
りを行っ
ていた
が、遊具
の片付け
対応と支
援児の補
助のため
目を離す
時間が
あった

片付けの
時間帯に
は固定遊
具で遊ば
ないよう
に指導す
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

まだ一人
ではでき
ないが、
友だちの
様子を見
て自分も
前回り挑
戦したい
と思っ
た。しか
し回転の
際に手を
離してし
まった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

鉄棒付近
に数人の
子どもが
いること
は確認し
ていた
が、片付
けの対応
で事故の
瞬間はそ
の場を離
れていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　
支援児の
見守りを
行ってい
た

保育者
は、自分
の片付け
が終わり
遊んでい
る子ども
たちに注
意が向い
ていな
かった

片付けの
時間帯に
は保育者
の視界に
入る場所
に子ども
たちを集
めておく

159

令和
5年9
月28
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

60 7 7
17.５
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
外果骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

　
2.基
準配
置

特になし

転倒しや
すい場所
を見つ
け、共有
し、改善
できそう
な場所は
改善す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

芝生とコ
ンクリー
トの境目
なので気
を付けて
歩くよう
促す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

慌てず、
落ち着い
て行動す
るよう声
をかけ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園舎内の
便所へ行
き運動場
に戻って
くるとこ
ろだっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

運動場に
いる子ど
もたちを
見守り、
便所から
戻ってく
る子もみ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

便所と運
動場の間
で、便所
から戻っ
てくる子
たちを見
守ってい
た。

特になし

転倒しや
すい場所
は職員が
近くで見
守るよう
にする。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

160

令和
5年9
月28
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

5 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

4.3歳児
クラス

57 11 11
15.３
歳

1.男
児

普段からよ
く動き、静
止の指示が
伝わりづら
い。

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

前歯損傷

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

特になし

正規職員だ
けではな
く、パート
の職員に関
しても定期
的な研修受
講などで事
故防止の意
識を高め
る。また、
今回は園外
であった
が、園内活
動時も職員
配置につい
ては、基準
以上の配置
を続けてい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

240 特になし

城北公園
での事故
であるた
め、公園
管理事務
所所管

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

大勢の児
童が滑り
台に集
まってい
た。

遊具で遊ぶ
際には、密
集しないよ
うに児童を
分散させ、
安全を確保
する。ま
た、入念に
下見を行
い、時期・
内容・遊ば
せ方をよく
考え、危険
と感じる遊
具があれば
使用しな
い。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

すべり台
を下から
登った。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

滑り台の登
り口と降り
口に職員が
ついていた
が、降り口
についてい
た職員が他
児の対応を
していたと
きに、当該
児童が下か
ら登り始
め、上から
滑ってきた
他児と衝突
した。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

事前に打
ち合わせ
ていた担
当場所に
ついてい
た。

当該児童は
気になる姿
があるた
め、職員が
傍に付くよ
うにしてい
たが、すべ
り台を下か
ら登り始め
た際は、誰
も当該児童
を見ておら
ず、止める
ことができ
なかった。

大型の遊
具で遊ぶ
際は、傍
に付く職
員を増や
す。
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令和
5年9
月28
日

1.認可 5.幼稚園 6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

15 2 2
17.５
歳

2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性歯
の脱臼、
下顎骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ゲームボッ
クスを使用
したジャン
グルジムの
高さや組み
方が子ども
の力量に
合っていな
かった。
マットの設
置をすべき
であった。

発達を考
慮し、段
階を経た
遊具の組
み方を検
討してい
く。職員
が近くで
見守るな
どすぐに
援助でき
る環境
（遊具の
構成）を
行う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

運動あそ
びや固定
遊具を好
む姿があ
り、ゲー
ムボック
スのジャ
ングルジ
ムに繰り
返し挑戦
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

大型の遊具
がジャング
ルジムだっ
た為常に１
人の職員が
ついて補助
ができるよ
うな体制を
とってい
た。しか
し、トンネ
ルくぐりの
場に重点を
置いていた
為、本児が
跳び降りた
際に補助が
間に合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

鉄棒や側
転などポ
イントを
抑えるべ
き場所を
巡回しな
がら、全
体を見て
援助をし
ていた。

子どもへ
の跳び降
り禁止の
声かけが
十分にで
きていな
かった。

子どもへ
の指導の
徹底をす
る。
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令和
5年9
月28
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

18 2 2
16.４
歳

1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

若木骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1～2
2.基
準配
置

特になし

どんなも
のでも事
故につな
がる、と
いう意識
を常に持
つように
日々の注
意喚起や
研修の充
実を図
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

3

今年度初
めて保育
室内に出
した枠積
み木で、
子ども達
がとても
興味を
持ったた
め出した
ままにし
てあっ
た。

使用後は
速やかに
片づけ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

対象児は第
一便の降園
ではなく、
他児の降園
準備を待っ
ていた際の
事故であ
り、時間を
持て余し、
興味本位で
枠積み木に
登ったと考
えられる。

玩具や施設
の使い方で
誤った使い
方をすると
危険なこと
が起きる可
能性もある
ということ
を園児に伝
え、安全に
楽しく過ご
せるように
環境を整え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調も変
わりな
く、いつ
も通りの
様子で
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

第一便の園
児の降園準
備を補助し
ながらも教
室全体の様
子、個々の
園児の様子
を見てい
た。対象児
が枠積み木
に登りバラ
ンスを崩す
瞬間も見た
が、対象児
とは離れた
場所にいた
ため対応が
間に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

第一便の
園児の降
園準備を
補助して
いたた
め、対象
児の動き
は見てい
なかっ
た。

特になし

担当職
員、他の
職員とも
に全体の
状況を把
握するよ
うに努め
る。
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令和
5年
12月
15日

13.子育
て援助活
動支援事
業（ファ
ミリー・
サポー
ト・セン
ター事
業）

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

2 1 1
援助
会員
１名

14.２
歳

2.女
児

以前も利用
していた

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨下
端骨折

8.その
他

2.な
し

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

ケガや事
故が想定
される遊
具などの
使用につ
いて、マ
ニュアル
設置がな
い。

安全管理
に関する
研修内容
に、ケガ
や事故が
想定され
る遊びや
遊具につ
いて加え
ると共に
マニュア
ル作成を
行う。

ー ー ー ー ー ー

サポー
ターが１
人で安全
を管理で
きる遊具
の大きさ
ではな
かった。

安全な遊
び方など
確認がと
れるまで
は、トラ
ンポリン
は使用し
ないよう
注意喚起
を行う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

トランポ
リン上に
複数の子
どもが
乗って遊
んでいた
ため、子
ども達が
安全な体
制を保つ
ことが出
来ていな
かった。

複数のこど
もを預かる
場合、一人
のサポー
ターが安全
を保てる活
動を行い、
遊具の使用
時は一人一
人が交代で
行う、また
は安全に遊
べる環境で
はないと不
安がある場
合は、一旦
その遊びは
しないよう
注意喚起を
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

楽しく過
ごしてい
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

サポー
ターは子
ども達と
一緒にト
ランポリ
ン上には
おらず、
トランポ
リンの外
にいて遊
びを見
守ってい
た。

ー ー

転倒しケ
ガをする
リスクを
考えて見
守ってい
たが、危
険を取り
除くこと
までは配
慮出来て
いなかっ
た。

サポーター
の所有する
トランポリ
ンで何回か
遊んだこと
があり、こ
れまでケガ
はないとい
う慣れの意
識があっ
た。都度安
全管理の意
識を持ち、
遊びの前に
危険チェッ
クを行うよ
う注意喚起
を行う。
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 116 ## 5 2
20.８
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
0　)回/年

2.基
準配
置

特になし

マニュア
ルの周知
徹底を図
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(－)回/年

机の配置
等は普段
通り。

机の配置
を見直
す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

たなばた
飾り製作
期間中の
ため、部
屋内の児
童数が多
かった。

製作活動
を行う際
の環境整
備、人員
配置を見
直す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わった様
子は無
し。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

職員１名
は、七夕
飾り製作
を指導し
ていた。
もう１名
の職員は
別のトラ
ブルで他
の児童と
話をして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

２名の職
員はホー
ルで他の
児童を見
ていた為
対象児童
から離れ
ていた。
１名の職
員は玄関
にいた
為、対象
児童から
離れてい
た。

当該児童間
には学校に
おいてもト
ラブルが
あったこと
が確認でき
た。その流
れから来館
後言葉のか
らかいを
きっかけに
事故に繋
がった。

児童１人
ひとりの
様子を観
察し、言
葉のやり
取りに少
しでも変
わった様
子が伺え
たら、す
ぐに間に
入り暴力
に発展し
ないよう
気を付け
て見守
る。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 4 4 4 3
21.９
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
0　)回/年

1.基
準以
上配
置

なし

事故予防
に関する
研修の実
施

2.不定期
に実施

実施頻度(
1　)回/年

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

なし

遊びの活
動内容の
変更。遊
びの活動
場所は
マットや
畳の上で
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし

最低１人
は見守り
をするこ
とを徹底
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調面は
問題な
し。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児のト
ラブルに
対応して
いたため
見ていな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児のト
ラブルに
対応して
いたため
見ていな
かった

なし

指導員へ
事故防止
マニュア
ルの再周
知
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 6 6 8 6
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折（右
腕、手首
から肘に
かけて）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

折に触れ
て、マ
ニュアル
を読み、
事故防止
につなげ
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
月

2.不定期
に実施

実施頻度(
1　)回/日

2.不定期
に実施

実施頻度(
1　)回/日

特になし

事故発生
場所に関
しては転
落防止策
を設置。
児童が窓
の縁に
座った
り、足を
かけたり
できない
ようにし
た。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

窓の縁に
座ったり
寄りかか
らないよ
うに利用
児童へ指
導した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

1人遊び
（スライ
ドパズ
ル）をし
ており、
比較的穏
やかで
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児童
が遊んで
いる状況
で、3～5
ｍの距離
には見守
りをして
いた職員
はいた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

児童の動
きは見て
いたが
「特に危
険はな
い」と認
識してし
まった。

特になし

児童に危険
と思われる
行動が見ら
れた場合に
は即座に注
意。保育の
時間内で
は、遊びの
輪に職員が
入っていな
くとも、何
をしている
か誰と遊ん
でいるかを
常に把握し
て見守りを
する。
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 84 84 8 6
20.８
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折とひ
び

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

事故予防
に関する
研修を不
定期では
なくケガ
の多い時
期前に行
う等、定
期化して
いく必要
がある。

2.不定期
に実施

実施頻度
(1～2)回/
年

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(1～2)回/
年

特になし

遊具の不
具合があ
る時は小
学校へ伝
えてはい
るが、安
全点検も
小学校と
一緒に
行ってい
く必要が
ある。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

外遊びの
見守りは
必ず複数
体制で支
援員が一
か所に集
中しない
よう気を
つけてい
るので、
現段階で
はこれ以
上の改善
策はな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

春休み中
のため朝
から学童
へ登所。
新年度も
迎え多少
の環境の
変化は
あった
が、いつ
もどおり
の様子で
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

近くにはい
たが手を差
し伸べられ
る距離では
なく、他児
と遊んでい
たため事故
が発生して
から気付い
て駆けつけ
た。他の外
遊び担当職
員へケガを
した児童を
室内へ連れ
ていくこと
を伝え、代
わりに中遊
び担当の職
員1名に外へ
出てもらっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

距離が離
れていた
ため、動
きは見て
いない。

新1年生
が入所し
てから日
が浅く、
要見守り
の対象が
1年生向
きがちな
ところが
あった。

タイヤ跳
びはケガ
をしやす
い遊具で
あるの
で、至近
距離での
見守りを
行う必要
があっ
た。
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 34 34 3 3
22.10
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕骨折
8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
３　)回/
年

1.基
準以
上配
置

正式な
コート
（10ｍ×
10ｍ）を
確保でき
ない施設
でのドッ
ジボール
クラブの
練習を
行った。

守備練習
と攻撃練
習とに分
けて行う
など、施
設の面積
に合わせ
た練習方
法を導入
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(250)回/
年

正規の
ドッジ
ボール
コートの
面積を確
保できな
い施設
だったた
め、縮小
したコー
トで活動
した。

片面だけ
のコート
にするな
ど、施設
の面積に
合わせた
活動領域
を設定す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

上級生と
下級生の
体格差に
よるも
の。

上級生が
下級生に
ボールを
投げる場
合は、加
減するよ
うに指導
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体格差の
ある６年
生の強い
ボール
を、体の
正面では
なく左腕
のみで受
けた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

職員はドッ
ジボールの
指導・審判
も兼ね近傍
で指導して
いた。ボー
ルの受け
方、逃避の
方法につい
て実践と口
頭で指導し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ドッジ
ボール以
外の活動
に従事し
ていた。

上級生が
下級生と
の体格差
を考慮し
た力加減
をしな
かったこ
とによ
る。

ソフト面の
改善策同
様、練習方
法を工夫
し、試合形
式に慣れて
ない間は下
級生が混合
チームと
なっている
際、力を加
減するよう
に指導す
る。
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 27 27 2 2
20.８
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

1.意識不
明

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

無熱性け
いれん

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

職員は基準
配置で，本
児が倒れた
際の対応も
迅速に行う
ことができ
たが，てん
かん発作等
の緊急対応
について改
めて全職員
に周知する
必要があっ
た。

てんかん
等の発作
が起きた
時の緊急
対応につ
いて全職
員で確認
する機会
を定期的
につく
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

-

継続して
安全点検
を行い，
危険個所
がないか
確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

-

全体の様
子を把握
し，緊急
時にもす
ぐに対応
できる体
制を継続
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ふだんど
おり登館
し，友達
と遊んで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

室内で卓
上ゲーム
や読書等
と軽い運
動してい
る様子を
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当職
員，子ど
もたちか
ら当該児
童の様子
を聞き，
対応し
た。

-

担当職員
と他の職
員での迅
速な連
携，情報
共有がで
きていた
ので，継
続して行
う。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

170

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 81 81 9 5
22.10
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左前腕若
木骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

各部屋の見
守りはでき
ていた。鬼
ごっこ等の
運動遊び時
に起き得る
怪我とその
予防策，対
処法につい
て職員間で
共有してお
くと良かっ
た。

職員会議や
事故が起き
た時，起き
そうだった
時等に運動
遊びで起き
得る怪我の
事例を職員
間で共有
し，予防策
や対処法に
ついて考え
る機会を作
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

-

施設の安
全点検等
は徹底し
ているた
め，継続
して実施
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

準備運動
等，運動
あそび前
に体の準
備をする
時間を取
ると良
かった。

運動遊び
前に準備
運動の時
間を設け
る。ま
た，休憩
は現在も
こまめに
とるよう
に促して
いるので
今後も継
続し，怪
我を予防
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもの
とおり、
元気に来
館してき
ていた。
げんぺい
もいつも
のとおり
行ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊戯室の
全体を見
れるよう
に、職員
2人を
別々に配
置し、げ
んぺいの
様子を見
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

遊戯室の
全体をみ
れるよう
に配置
し、げん
ぺいの様
子を見て
いた。

おにごっ
こ等の運
動あそび
の前に，
怪我をし
ないよう
に注意喚
起すべき
だった。

運動遊び
を始める
前に，お
にごっこ
は転倒や
人とぶつ
かる危険
性がある
と事例を
交えて伝
え，怪我
のないよ
うな遊び
方につい
て話す。
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

5 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 64 64 4 4
20.８
歳

2.女
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

橈骨遠位
端骨折・
右尺骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

登館途中
に起こり
うる怪我
や事故の
想定をす
る必要が
あった。

全職員で登
館ルート上
の危険箇所
の把握、共
通理解を図
り，集会等
で子どもた
ちに危険箇
所や登館中
の事故例な
どについて
伝える。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２ )回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

登館ルー
ト上の危
険箇所を
再度把握
する。

職員によ
る登館
ルートの
確認。危
険箇所を
把握し，
共通理解
を図る。

7.その
他

登下館中
の怪我に
ついての
注意喚起
が不十分
だった。

登館途中
は大人の
目が届か
ない状況
になるの
で，怪我
に注意し
て帰って
くるよう
子ども達
に声がけ
を徹底し
て行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友人と会
話を楽し
みながら
歩いてい
た。荷物
を持った
状態では
動きにく
い服装で
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

順次登館
する児童
の受け入
れを行っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各居室で
子どもた
ちの見守
りを行っ
ていた。

登下館中
に起こり
うる怪我
や，周り
を見なが
ら安全に
登下館を
行うこと
について
の周知が
不足して
いた。

子ども達
が安全に
登下館で
きるよう
登下館中
どんな怪
我が起き
やすい
か，どん
なことに
気を付け
るべきか
を定期的
に伝える
機会を作
り，声が
けをす
る。
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 83 83 11 8
20.８
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

　右第一
中足骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

子どもた
ちが遊び
に夢中に
なった時
も落ち着
けるよう
な声がけ
や休憩を
促す声が
けが不足
してい
た。

ボール遊び
の際は，常
に複数名で
子どもたち
の様子を見
る。子ども
たち一人ひ
とりの状況
も確認しな
がら，適宜
声がけ等を
行えるよう
全職員で共
有する。

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日2回

1.定期的
に実施

実施頻度
１回/月

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日１回

特になし

改めて遊
具の点
検，起こ
りうる怪
我や事故
の想定を
し，全職
員で共通
理解を図
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊びの間や
終わりの際
に，子ども
たちが落ち
着けるよう
にするべき
だった。館
内では上靴
を使用して
いないた
め、遊戯室
で遊ぶ際に
は安全面か
ら裸足で遊
ぶことにし
ていた。

遊びの前に
事故防止の
諸注意を行
い裸足で遊
ぶ場合どん
な事故が起
こり得る
か、事故の
可能性につ
いて周知を
図る。ボー
ル遊び前に
ウォーミン
グアップを
行い，遊び
の間に休憩
を入れ都度
落ち着く時
間を作る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

春休みで
制限の多
い中で過
ごしてい
たことも
あり，遊
戯室での
ボール遊
びを心待
ちにして
いた様子
だった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

審判1
人，見守
り1人で
対応して
いた。突
発的な個
人の動き
には対応
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各居室で
児童の見
守りをし
ていた。

ボール遊
びの前に
ウォーミ
ングアッ
プをし
て，動け
る体にす
るように
声がけす
べきだっ
た。

遊びの前
や遊びの
途中など
にも子ど
もたちに
頻繁に声
を掛け，
安全に遊
びを行え
るよう徹
底する。
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 99 99 9 7
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

遊具の正
しい使い
方や注意
点につい
ての周知
が不足し
ていた。

現在実施し
ている研修
や事故の振
り返りを継
続して行い
ながら，職
員間で遊具
の使い方や
注意点，児
童への声が
けについて
共通理解を
図り周知す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
２回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
１回/月

1.定期的
に実施

実施頻度
１回/日

特になし

改めて遊
具の点
検，起こ
りうる怪
我や事故
の想定を
し，全職
員で共通
理解を図
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

当該児童
は入学し
てまだ間
もないこ
ともあ
り，遊具
を使った
遊びに慣
れていな
かった。

一人ひとり
の状況を確
認しながら
必要に応じ
て声がけを
行い、楽し
く安全に遊
べるよう支
援する。遊
具での遊び
方，怪我の
危険性につ
いて児童と
確認する機
会を設け，
適宜声がけ
も行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

１年生の
外遊び開
始後，1
人チェー
ンクライ
ムに登り
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

１年生40
名ほどの
児童を，
間隔を空
けて4人
の職員で
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各居室で
児童の見
守りをし
ていた。

子どもた
ち全体を
見守る方
に意識が
集中して
いた。

全体を見
守るだけ
ではな
く，子ど
もたち一
人ひとり
の状況も
確認する
よう，全
職員で共
通理解を
図る。
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

7 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 42 42 9 6
19.７
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手小指
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
10　)回/
年

2.基
準配
置

ヒヤリ
ハットに
加え，実
際の事故
事例につ
いても随
時共有す
る必要が
あった。

これまでの
話合いに加
え実際の事
故事例の共
有を行い，
事故を防ぐ
ための解決
策や事故が
起きた時の
対応につい
ても確認す
る機会をつ
くる。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

-

安全点検
を継続し
て実施
し，安全
に遊べる
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1～４年生
まで体格差
のある児童
が一緒に運
動遊びを
行ってい
た。また，
気温が高く
外遊びが難
しかったた
め，遊戯室
で多くの児
童が遊んで
いた。

激しい動
きのある
遊びでは
学年を分
ける等の
対応をす
る。ま
た，一度
に遊ぶ人
数を制限
したり時
間で交代
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

体は小さ
いが運動
遊びを好
み，上学
年と一緒
に遊ぶこ
とが多い

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児よ
り指を踏
まれた報
告を受け
たため患
部を確認
し，腫れ
や痛みは
ないため
様子を見
ることに
した

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

遊戯室全
体を見
守ってい
たが，対
象児が手
を踏まれ
た瞬間は
見ていな
い。

児童への
事故事例
の共有や
事故防止
のための
声がけが
不十分
だった。

運動遊び
を始める
前や集会
時等に事
故事例を
共有し，
遊んでい
る時も怪
我をしな
いための
声がけを
こまめに
行う。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 20 20 3 2
21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性歯
牙脱臼

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

外遊びに
出る際，
児童より
先に見守
りに出る
職員の数
が少な
かった。

外遊びの
際は，職
員を先に
配置して
から児童
を外に出
す。

1.定期的
に実施

実施頻度
(14)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

-

これまで
行ってき
た点検を
継続して
行い，怪
我を防
ぐ。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

外遊び前
に，怪我
無く安全
に遊ぶた
めの注意
喚起が不
十分だっ
た。

外遊びの
前に怪我
なく安全
に遊ぶた
めの約束
を話し，
落ち着い
た状態で
児童に注
意事項を
伝える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

仲良しの
児童とは
しゃぎな
がら遊具
に遊びに
行ったの
で気持ち
が高ぶっ
ていた様
子

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

遊具で遊
んでいる
姿は見て
いたが，
遊具に顔
をぶつけ
た瞬間は
見ていな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊具で遊
んでいる
姿は見て
いたが，
遊具に顔
をぶつけ
た瞬間は
見ていな
かった

新1年生
の見守り
に職員を
多く配置
した。

状況に応
じてバラ
ンスよく
職員を配
置してす
べての児
童の状況
を把握で
きるよう
にし，安
全に遊べ
るような
声がけを
行う。
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 24 24 4 2
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

脾損傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

タイヤ付
近に職員
の配置が
なかっ
た。

こどもた
ちの遊び
の危険予
知訓練を
定期的に
行なうと
ともに、
職員同士
声がけを
徹底しケ
ガを未然
に防ぐ工
夫をす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

タイヤが
滑りやす
い素材
で、子ど
もの身長
とのバラ
ンスが合
わなかっ
た。

今後も
滑ったり
すること
があると
思われる
ので、子
どもたち
と危険予
知等丁寧
に行なっ
ていく。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

タイヤ付
近に職員
の配置が
なかっ
た。

こどもた
ちの遊び
の危険予
知訓練を
定期的に
行うとと
もに、職
員同士声
がけを徹
底しケガ
を未然に
防ぐ工夫
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気に
外遊びを
してい
た。タイ
ヤ跳びが
上手に出
来るよう
になって
きてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

見守りで
近くにス
タッフは
いたが、
転ぶ瞬間
は見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

危険箇所付
近に職員を
配置し、巡
回しながら
見守ってお
り、本児が
タイヤ跳び
で遊んでい
るのを把握
していた
が、転ぶ瞬
間は見てい
なかった。

タイヤ跳
びは飛び
損ねると
大きなケ
ガに繋が
ることの
認識を改
め、見守
りを手厚
くする必
要を考慮
していく

子どもた
ちの遊び
の危険予
知訓練を
定期的に
行なうと
ともに、
職員同士
声がけを
徹底しケ
ガを未然
に防ぐよ
う工夫す
る。
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 110 ## 8 5
22.10
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手薬指
剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

特になし

効果的な
見守りの
配置につ
いて、機
会を捉え
て協議し
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

3.未実施
実施頻度(
-　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし

多目的
ホールは
障害物等
全くない
ため

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

最適と思わ
れる場所で
見守りを
行っていた
が、今後も
効果的な見
守りの配置
を協議して
いく。必要
に応じ掌の
開閉等準備
運動を行わ
せ、子ども
達自身へも
怪我に気を
つけるよう
十分な意識
づけを行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おり楽し
んでゲー
ムに参加
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

主審は
コート中
央に立っ
ていたた
め

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

指を突い
た瞬間は
見ていた
が、至近
距離では
なかった

特になし

引き続き
注意深く
見守るこ
と。怪我
の予防に
努め、万
が一怪我
等が発生
した場合
は迅速な
対応を心
掛ける旨
一同で共
有する。
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 120 ## 6 6
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

夏休み開始
直後で館内
には児童ク
ラブ登録児
童，自由来
館児童等多
数の児童が
おり，職員
それぞれが
トラブル等
の対応にあ
たり，見守
りの職員配
置が薄く
なってし
まった。

館内の利
用人数が
増えた場
合の子ど
もたち動
きとその
際の職員
の動きを
シミュ
レーショ
ンし，考
えれる事
故を想定
して対応
策を講じ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし

今後も継
続して安
全点検を
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

館内の利
用人数が
多かった
ので接触
の可能性
を考えて
細心の注
意を払う
必要が
あった。
また，児
童への声
がけが不
十分だっ
た。

職員同士声
を掛け合
い，きちん
と見守りが
できるよう
にする。館
内の利用人
数が多い時
は児童が他
児とぶつか
らないよう
自ら意識
し，走らず
周りに注意
して動ける
ように注意
喚起する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児の
動きは普
段と変
わった様
子は見ら
れなかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児がい
た場所を
見ていた
職員も他
児の対応
で，その
場を離れ
ざるを得
なくな
り，本児
がぶつ
かった場
面を見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

職員はそれ
ぞれ遊戯室
の見守りや
トラブル対
応，電話対
応等で本児
の近くにお
らず気付け
ず，本児か
らの誰かと
ぶつかって
足が痛く
なったとい
う訴えで発
覚した。

児童が他
児とぶつ
かった際
にすぐに
確認，対
応できる
位置に職
員がいな
かった。

その場を
離れる際
には職員
同士声を
掛け合
い，見守
りの目が
無くなら
ないよう
に対応す
る。
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

5 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 49 49 6 4
18.６
歳

2.女
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

登下館中
の事故に
ついて職
員間で確
認し，共
通理解を
図る必要
があっ
た。

登下館中
の事故事
例の共有
を定期的
に行い，
予防策・
改善策を
話し合
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし 特になし

4.個人
活動
中・子
どもの
み

登下館中
の事故や
怪我につ
いて，児
童への注
意喚起が
不十分
だった。

登下館中
の事故や
怪我につ
いて，事
例を伝え
ながら児
童に注意
喚起する
機会をつ
くる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

受傷部位
よりも、
擦り傷等
を痛がっ
ていた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

下校時
（来館途
中）のた
め

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

下校時
（来館途
中）のた
め

安全に登
下館する
ための児
童への注
意喚起が
不十分
だった。

登下館中
の事故や
怪我，安
全に登下
館するた
めの注意
点等を児
童に伝え
る機会を
つくった
り，日ご
ろから声
がけをし
たりす
る。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

180

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 21 21 2 2
20.８
歳

2.女
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
( 12 )回/
年

2.基
準配
置

安全面の確
保を行いな
がら引率し
ていたが，
移動中の事
故や怪我に
ついての事
例、予防策
を職員間で
共有してお
くと良かっ
た。

移動中の
事故や怪
我につい
て事例を
共有し，
予防策や
改善策に
ついて職
員間で共
通理解を
図る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし 特になし
7.その
他

移動中に
起こり得
る事故や
怪我につ
いての周
知が不十
分だっ
た。

移動中の
怪我につ
いて，危
険性や事
例を伝え
る機会を
定期的に
つくる。
移動前に
安全な移
動につい
て声がけ
をする。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

本館に早
く戻りた
い気持ち
が強かっ
た様子。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児が目
の前でバ
ランスを
崩し転倒
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の引率
児童の様
子を見て
いた。

移動中に
走り出し
た児童へ
の声が
け，注意
喚起が不
十分だっ
た。

移動中は
安全に移
動するこ
とを優先
し，走り
出した時
や怪我の
危険性が
ある場合
はすぐに
声がけを
する。
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 89 89 13 11
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折
8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(２)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

安全管理
に関する
研修を受
講する機
会を積極
的に設け
るととも
に、職員
の安全に
関する意
識を高め
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１３)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
毎日

小学生用
のドッジ
ボールを
使用して
いたが、
3年生以
上が使用
するもの
としてい
た為、本
児はまだ
扱いに不
慣れで
あった。

学年が上
がり、3
年生以上
用のボー
ルを使用
したが、
ボールの
キャッチ
の仕方等
ゲーム形
式の前に
経験する
場を設け
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

個人差が
あまりに
もある場
合は、
ボールを
柔らかい
ものに交
換した
り、安全
に遊べる
配慮、工
夫をす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

進級して
気持ちが
昂り自信
がつい
て、ボー
ルに対し
て逃げる
だけでな
くキャッ
チしてみ
ようとす
る姿がみ
られてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

相手チーム
の投げた
ボールを
キャッチし
ようとし
て、うまく
キャッチで
きなかっ
た。指が当
たったよう
に見えたの
で大丈夫？
と声をかけ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当職員
からの伝
達を受
け、室内
に入って
から保冷
剤と氷の
うで患部
を冷や
す。

特になし

保護者の
判断で受
診が3日後
となった
が、アプ
ローチの
仕方を工
夫し、早
めの受診
を促すよ
うにす
る。
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 109 ## 7 6
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

遊具の遊
び方につ
いて再度
指導が必
要であ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
50　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
50　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
50　)回/
年

特になし

今後もよ
り一層安
全点検を
実施す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

児童たちへ
遊具の誤っ
た使い方を
させないよ
う指導する
とともに職
員がより一
層安全面に
配慮して見
守る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

いつもよ
り活発に
ブランコ
遊びを楽
しんでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の近
くにいた
が、ブラ
ンコを漕
いでいる
最中に突
然手を離
して跳び
下りると
は思わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

おやつの
時間とな
り他の児
童を室内
入るよう
誘導して
いたため
見ていな
かった。

特になし

全職員で
遊具の遊
び方を再
確認す
し、危険
な遊び方
をしてい
る児童に
は事故や
怪我をし
ないよう
未然に声
がけをす
る。
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 69 69 10 10
20.８
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

歯の損傷
（口腔
内）

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

図書室に移
動したら
座って落ち
着いてテレ
ビや本を見
ることに
なっている
が，このと
きは児童が
移動して来
たばかりで
立った状態
でテレビを
見ていた。
支援員が座
るよう声掛
けをしてい
たら事故は
起こらな
かったかも
しれない。

図書室で
は座って
落ち着い
てテレビ
を見たり
読書した
りする約
束を児童
に伝え，
児童がい
るときは
必ず職員
１名が室
内に入り
約束を守
るよう声
を掛ける
ことにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

安全点検ま
たは活動中
に施設内に
異常を発見
した時はす
ぐに他の職
員に伝え対
応策を講じ
る。職員が
対応できな
い異常が
あった場合
は，館長か
ら委託会社
に報告し修
理を依頼す
る。

安全点検
表の見直
しをする
ととも
に，未然
防止のた
め定期点
検を確実
に行い必
ず対応を
講じる。
また，日
常の活動
中の目視
確認を必
ず行うこ
とを徹底
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

自由来館児
童は16:30に
１人帰りを
するが，そ
れ以降残っ
ている児童
は17時まで
に保護者が
迎えに来る
ことになっ
ている。17
時を過ぎて
も迎えが来
ていない加
害児童につ
いては，話
を聞いたり
事務室で待
たせたりす
る等配慮が
必要だっ
た。

夕方の迎え
を待つ時間
帯は児童が
落ち着かな
くなるの
で，特に図
書室は複数
の職員で見
守りをする
ように改善
する。特に
落ち着かな
い児童には
側に付いて
話を聞き，
安心させた
り事務室で
待たせる。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

本児は周
囲の雰囲
気や様子
に合わせ
る傾向が
あり，図
書室に
立ってい
る子がい
たので，
それに合
わせて
立ってテ
レビを見
ていたと
考えられ
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担当職員は
図書室入り
口で見守り
をしている
が，役割交
代の時間に
なり次の担
当職員が来
るのを待っ
ていたた
め，室内だ
け見守るの
ではなく
時々廊下を
見る等，図
書室の様子
に集中でき
ない状況
だった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当職員
と交代す
る職員は
急いで遊
戯室から
図書室に
移動し，
入るとす
ぐにDVD
の操作を
したので
室内の児
童の様子
はよく見
ていな
かった。

図書室の担
当者は室内
の児童の様
子を見守る
ことに専念
し，交代職
員が来るま
で移動しな
いこと。交
代職員が来
たら児童の
様子を伝
え，必ず児
童の様子を
見守らせ
る。少しで
も様子が気
になる児童
がいたら声
を掛けて話
を聞く。

児童と職
員のより
よい関係
づくりを
心掛け，
落ち着き
のない傾
向の児童
に対して
の関わり
方を学ぶ
研修会の
実施や参
加の呼び
かけをし
ていきた
い。
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 36 36 7 4
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折（左
腕肘部）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

日頃遊んで
いた雲梯で
あるが、遠
くに飛ぶ遊
びは当該児
童の身長や
発達段階と
雲梯の高さ
を考慮すれ
ば、多少の
無理があっ
たのかもし
れない。

今後はさ
らに学年
や発達段
階を考慮
し、無理
のない遊
びである
かどうか
判断し、
声がけを
徹底す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

遊具
(ジャン
グルジ
ム)に
よっては
１年生に
利用を制
限してい
るものも
あるが、
雲梯につ
いては特
に制限を
設けてい
ない。

雲梯本来
の遊び方
について
は適切に
指導す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

普段、雲
梯遊びは
していた
ものの、
遠くへ飛
ぶ遊び
は、本児
の発達段
階には
合ってい
なかった
かもしれ
ない。

雲梯の高
さには問
題はない
と考え
る。雲梯
本来の遊
び方につ
いて適切
に指導す
ることが
大切であ
ると考え
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

活発な本
児は、４
年男児二
人といつ
も通り元
気に遊ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

事故直前
に気を付
けて遊ん
でねと本
児に声が
けした後
死角がで
きない位
置に移動
して見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の２名
もそれぞ
れが死角
ができな
い位置に
立ち見
守ってい
た。

いつもし
ているこ
とと油断
していた
可能性が
あるかも
しれな
い。

最悪を想
定した意
識でこま
めに声が
けしてい
く。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

185

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 41 41 6 4
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

提供する
遊びの予
想される
怪我につ
いてや遊
びに対し
ての適切
な人数な
どを話し
合い、事
故予防に
努める。

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

砂が乾い
た状態
で、滑り
やすい状
態になっ
ていた。

砂の状態を
確認し、乾
いたり滑り
やすい時は
水で湿らす
等の対応を
行う。レー
キ等でなら
し砂が減ら
ないよう一
定の量を保
つ。砂の入
れ替えを行
い滑りにく
い状態を保
つようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

遊び始め
る前に
ルールの
確認とと
もに、ケ
ガに繋が
るような
危険な動
きについ
て子ども
たちへ伝
え、注意
して遊べ
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

昨年度か
ら児童館
を利用し
てる児の
ため、い
つも通り
サッカー
をやりた
いと友だ
ちと誘い
合って遊
び始め
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体に向け
て声がけを
し、サッ
カーの審判
的役割をし
ながら見守
りを行っ
た。児の転
倒後はすぐ
に気が付き
声掛けを行
い、事務室
にいる職員
へと引き渡
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊具付近で
の見守りを
1名、ス
クーターを
正しく乗れ
ているかの
見守りを1
名、それぞ
れの場所で
行っていた
ため、グラ
ウンド付近
の見守りは
出来なかっ
た。

特になし

職員間で
声をかけ
合いなが
ら子ども
たちの遊
びの様子
を見守
り、危険
な場面を
見逃さず
に適切な
対応が出
来るよう
にしてい
く。
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

7
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 75 75 7 6
22.10
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足中指
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

見守りの
職員が2
人同時に
ボールを
取りに
行った時
点でぶつ
かるリス
クも予見
できな
かった

事故予防
に関する
研修を定
期的に実
施してい
なかった
ので、あ
らためて
開催を検
討し実施
してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)

1.定期的
に実施

実施頻度
（毎日）

ボールが
当たって
も痛くな
いように
柔らか
く、弾み
やすく
ボールを
使用して
いた

ボールが
当たった
衝撃を考
えつつ、
使用する
ボールを
少し重み
があり取
りやすい
もの変え
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

部屋のス
ペースに
対してや
子どもの
体格、体
力面など
適正では
なかった

体格や体
力面など
学年に応
じて1回
に使用す
る人数を
明確に示
す

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

同学年の
遊びだっ
たので、
男女がお
互いに負
けたくな
いと気持
ちが熱く
なってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

横方向か
ら全体の
見守りを
行う

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

横方向か
ら全体の
見守りを
行う

子どもた
ちが大好
きな運動
遊びゆえ
に始まる
前から、
気持ちが
高ぶって
いた。

-
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 27 27 3 1
21.９
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕骨折 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 5 5 2 2
20.８
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

鼻骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

実施頻度(
0　)回/年

2.基
準配
置

マニュア
ルがなく
しっかり
した研修
も行って
いなかっ
た。

事故防止
に関する
研修を職
員内で行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２　)
回/年

遊具の使
い方に
よっての
危険性も
あった。

見回り点
検などを
行い気を
付けてい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもが少
なくなり外
遊びの時間
も間もなく
終了だった
ため、使っ
ていない遊
具を片付け
ていて背を
向けてい
た。

できるだ
け子ども
たちに背
を向けな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもの
ように元
気に友達
と遊んで
いたが、
友達が
帰ってし
まったの
で、その
後は１人
で遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

子どもの
人数も減
り、遊ん
でいない
遊具（道
具）を片
付けして
いて背を
向けてい
た瞬間
だった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内での
見守りを
してい
た。

職員が1
名休み
だったた
め、基準
は満たし
ているが
いつもよ
り手薄に
なってい
た。

手離しで
乗ること
の危険を
もっと細
やかに周
知してい
くことが
必要であ
る。
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

5
5.おやつ
時（学
童）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 25 25 3 2
21.９
歳

1.男
児

5.食事中
(おやつ
含む）

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

実施頻度(
0　)回/年

2.基
準配
置

マニュア
ル作成や
しっかり
した研修
を行って
いなかっ
た。

事故防止
に関する
研修を職
員内で行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(２　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

今回の事
故は施
設・設備
等とは関
係ない
が、畳な
どの段差
もあるの
で今後も
気を付け
たい。

見回りの
点検など
気を付け
ていく。

6.食事
(おや
つ)中

好きなお
菓子をお
かわりし
たくて、
気持が
焦ってし
まった。

焦らず走
らないよ
うに、注
意喚起す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

職員や友
達と楽し
くおしゃ
べりし、
気持ちが
いつもよ
りは少し
高ぶって
いたかも
しれな
い。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

転んだと
ころはみ
ていたも
のの、勢
いよく飛
び出した
瞬間は見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子と
接してい
たり、見
ていたり
した。

楽しい雰
囲気でも
あり、そ
の子の気
持ちや性
格まで目
を向けら
れていな
かった。

個別に焦
らないよ
うに声掛
けする。
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 29 29 5 4
19.７
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

マニュア
ル等を再
確認し安
全面の確
認をする

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし

床の上に
つまずき
やすい物
が置かれ
ていない
か確認し
てから遊
ばせる

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

床には何
もなかっ
たため、
環境面で
の改善は
なし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おり元気
に過ご
し、友達
と遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

突発的な
事故で、
防ぐこと
ができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

1階の遊
びを見
守ってい
た。

子ども達
への声が
けが足り
なかっ
た。

子ども達へ
の声かけを
今まで以上
に行うとと
もに、けが
のリスクを
下げるため
当該スペー
スで同時に
遊ぶ子ども
の人数に制
限を設ける
ことを検討
する。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

191

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 27 27 5 3
21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左踵骨骨
折・左足
打撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

実施頻度
(０)回/年

1.基
準以
上配
置

施設外の
公園で遊
んだ為、
危険箇所
の把握が
できてい
なかっ
た。

児童に注
意を促
す。支援
員同士危
険箇所を
共有し、
見守り指
導する。

3.未実施
実施頻度
(０)回/年

3.未実施
実施頻度
(０)回/年

3.未実施
実施頻度
(０)回/年

危険箇所
について
市へ報告
し確認し
てもら
う。

危険個所
にカラー
コーンを
置き、児
童の認識
を促す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊びに夢
中になっ
ていたた
め危険箇
所に気づ
かず、転
倒してし
まった。

園外活動
の際は繰
り返し指
導する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

鬼ごっこ
に夢中に
なってお
り、走る
ことに集
中してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児か
ら離れた
ところで
見守って
いたので
転倒する
瞬間に間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
への対応
をしてい
た為、手
が回らな
かった。

支援が必
要な児童
であった
が、同時
間帯に他
児の対応
を行って
おり対応
しきれな
かった。

支援員を
増員す
る。本児
の特性、
発達状況
を共有す
る。

192

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 22 22 5 3
21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右中指骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(４)　回/
年

1.基
準以
上配
置

ブランコ
から降り
る時に手
をつい
た。降り
方に問題
はなかっ
たか（ブ
ランコは
止まって
いたか・
ジャンプ
して降り
ていない
か）

ブランコ
の乗り降
りについ
て日頃よ
り見守り
声掛けし
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

いつも遊
んでいる
学校の校
庭で、本
児は変わ
らない姿
で遊んで
いた。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

支援員
は、支援
児につい
て見守り
は出来て
いたが、
固定遊具
（ブラン
コ）に付
き見守る
支援員が
いなかっ
た。

支援員
は、子ど
も達が遊
ぶ姿を見
守る配置
について
配慮して
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

宿泊学習
から帰っ
て来てか
らの利用
であり、
外遊びを
選択し遊
んだが、
気持ちの
高ぶりや
体が疲れ
ていたの
ではない
か。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

支援児に
付き遊び
を見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

築山や土
手に登り
そうな子
がいたた
め見守り
と声掛
け、雲梯
などの遊
具の見守
りの付い
ていた。

外遊びに
付く支援
員の人数
は十分で
はあった
が、見て
いた支援
員がおら
ず、事故
の状況を
把握でき
ていな
かった。

事故防止
について
再度確認
し、適切
な対応を
目指す。

193

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 50 50 3 3
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

足首
（右）剥
離骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
４　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

職員間で
情報共有
をし、再
発防止の
ため、児
童の見守
りや注意
の声掛け
を行う。

2.不定期
に実施

実施頻度
(　１　)
回/月

2.不定期
に実施

実施頻度
(　１　)
回/月

1.定期的
に実施

実施頻度
（１）回/
日

特になし

引き続き
施設や設
備の安全
点検を実
施し、損
傷は修繕
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子ども同
士のボー
ルの取り
合いの
為、力の
加減が出
来なかっ
た。

事前に怪
我への注
意を子ど
もへ周知
し、子ど
も自身に
も安全意
識を植え
付ける。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り活動に
参加して
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

講師が主
導でサッ
カー教室
を行い職
員は見守
りはしっ
かりと
行ってい
たが、当
該児童の
怪我を予
測できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

役割分担
（サッ
カー全体
や室内に
残った児
童の対
応）をし
て見守り
を行って
いた。

なし

事前に怪
我への注
意を子ど
もへ周知
する。職
員間で見
守りのエ
リアを分
担し、全
ての児童
を見守れ
るように
する。

194

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 33 33 4 3
20.８
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

職員が一定
児童の対応
に集中して
おり、他の
職員も一定
作業を行っ
ていたた
め、走って
くる児童に
対して危険
性の意識が
欠けてい
た。

職員が一
定の児童
を対応す
る際に、
他の職員
は全体を
見るよう
するなど
チーム
ワークを
強化す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/週

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/週

特になし

今回の事
故でハー
ド面での
分析はな
いと考え
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

登所直後は
児童も落ち
着かないた
め、活動に
入る前には
じまりの会
を実施し、
本日の流れ
を児童に伝
えてから活
動に入る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

おやつを
もらうた
めに座っ
て並んで
いたとこ
ろ、加害
児童が被
害児童の
後ろに並
ぼうと思
い走りこ
んでき
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

一定児童
の対応、
下校した
低学年の
対応、出
欠確認の
対応、お
やつ配付
の対応。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

一定児童
の対応、
下校した
低学年の
対応、出
欠確認の
対応、お
やつ配付
の対応。

特になし

並ぶ場所
を変更
し、児童
が密集し
ないよう
にする。

195

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 25 25 2 0
21.９
歳

2.女
児

2.室内活
動中

2.死
亡

6.その
他

0.死亡 0.死亡 －
8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１ )回/数
年

2.基
準配
置

特になし

緊急時の
対応につ
いて、危
機管理マ
ニュアル
により再
確認する
ととも
に、必要
な備品の
設置、講
習会など
を受講す
る。

ー ー ー ー ー ー 特になし ー

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

不測の事
態にも対
応できる
よう引き
続き注意
を怠らず
児童の見
守りを行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登室時の
体調不良
もなく、
昼食・お
やつとも
変わった
様子はな
く通常通
り食べ、
事故発生
時は他の
児童と一
緒に室内
で過ごし
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

すぐ近く
にいた
が、キッ
チンで麦
茶の用意
をしてお
り、児童
が倒れる
瞬間は見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

屋外で遊
ぶ児童の
見守りを
していた
ため、室
内にいな
かった。

特になし

当該児童は
登室時特に
体調不良も
なく、倒れ
る直前まで
普段と変わ
りない様子
であった
が、不測の
事態が起こ
る可能性は
常にあるこ
とを意識
し、児童の
見守りに従
事するよう
日頃から備
える。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

196

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 19 19 3 1
19.７
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
近位骨幹
部骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

特になし

ソフト面
に要因は
見られな
いが、再
度基準や
マニュア
ルを職員
間で確認
する。

2.不定期
に実施

実施頻度
(適宜)回/
年

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(適宜)回/
年

特になし

ハード面
に要因は
見られな
いが、再
度点検方
法等につ
いて職員
間で確認
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

育成支援
の状況環
境面に要
因は見ら
れない
が、再度
育成支援
状況の環
境につい
て職員間
で確認を
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

職員が各部
屋を見守っ
ていたが、
活動室担当
の職員(支
援員)が突
発的な来客
対応のため
目を離した
時に事故が
起きてし
まった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

最も活発
な行動を
している
部屋を見
守る職員
が、来客
対応に出
てしまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
担当の部
屋を見
守ってい
た。

最も活発な
行動をして
いる部屋を
見守る職員
(支援員)が
来客対応に
出てしまっ
た。また、
自由活動と
はいえ、室
内での活動
として活発
過ぎる内容
だった。

各部屋の
見守り担
当割等の
見直し及
び活動内
容の見直
し。該当
部屋への
入室制
限。

197

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 29 29 3 1
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左腓骨遠
位裂離骨
折、捻挫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
0　)回/年

2.基
準配
置

特になし

すぐわかる
場所にマ
ニュアルを
備え付け
る。児童に
対し、遊ん
でいる時に
痛み等があ
る場合は速
やかに職員
に伝えるよ
う話をし
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし
施設や遊
具に問題
なし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし
環境面に
問題な
し。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

健康状態
も良好で
あったた
め、他の
児童と一
緒に園庭
でサッ
カーをし
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

サッカー
をしてい
る児童た
ちのすぐ
そばで見
守りをし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

１名は室内
の児童の見
守りを行っ
ていた。も
う１名は屋
外の他の児
童に対応し
ていたた
め、対象児
は見ていな
かった。

特になし

退所後、
児童に痛
みなどが
ある場合
は速やか
に連絡し
て知らせ
るようク
ラブの月
刊誌に記
載し、保
護者への
周知を
図った。

198

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 22 22 3 2
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘の脱
臼・ひび

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1~2)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

早急に事
故防止マ
ニュアル
を作成、
いろいろ
な場面を
想定・再
確認す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(3)回/年

特になし

踏み台を
使用しな
いと手が
届かない
児童には
支援員が
すぐ近く
で見守る
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

対象児が
乗った踏
み台が支
柱から離
れていた
ため両手
がフリー
になり、
バランス
を崩した
際、左腕
から落下
した。

踏み台を
支柱の近
くに配置
し、片手
は支柱を
掴み、も
う片手で
雲梯を掴
めるよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

雲梯をす
る際、踏
み台に
上って右
手を上に
伸ばした
時バラン
スを崩
し、左腕
が体の下
敷きにな
る形で落
下した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園庭にて
各自自由
に遊んで
いるのを
2名の支
援員など
で見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内で他
児に対応
してい
た。

支援員な
どが雲梯
の近くに
2名いた
が、対象
児に手が
届く距離
にいな
かった。

起こりう
る危険を
予測して
事前の防
止に努め
る。この
子だった
ら大丈夫
など過信
せず、低
学年への
見守りは
特に配慮
してい
く。
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 25 25 5 4
19.７
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕の頭
骨と尺骨
の骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

児童本人
の不注意

遊具を使
う際の使
い方を声
掛ける

2.不定期
に実施

実施頻度(
２　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
２　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
２　)回/
年

児童本人
の不注意

遊具の撤
去、使用
する学年
の改定

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児童本人
の不注意

使用する
際の声掛
け

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発に遊
んでいた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児童
を含め、
３人程度
の児童も
同時にみ
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

体育館、
学習室、
庭に一人
ずついて
それぞれ
対象児童
以外の見
守りをし
ていた

児童本人
の不注意

使用する
際の声掛
け
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

8
4.昼食時
（学童）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 27 27 5 5
19.７
歳

2.女
児

5.食事中
(おやつ
含む）

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

小指末節
骨骨折及
び小指爪
下血腫
（右手）

8.その
他

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
0　)回/年

2.基
準配
置

なし

全支援員
等へのマ
ニュアル
への再共
有、更に
ミーティ
ングにて
事故事例
の検証を
行う。

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

なし なし
6.食事
(おや
つ)中

これまで
昼食時
（おや
つ）の水
筒の置き
場所が
様々で
あった事
が今回の
事故の要
因の一つ
と考えら
れる。

水筒の取
り扱いに
ついて、
子ども達
及び支援
員等も水
筒の設置
場所を決
めて、事
故の再発
防止に努
めたい。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

お弁当を
食べ終え
て、テー
ブルを拭
く為に布
巾を取り
行く時
に、四つ
ん這いに
なり取り
に行っ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

約1ｍ位の
所で椅子に
座って見て
いた。2年
の男児が支
援員の目の
前を通り過
ぎた途端事
故が起き
た。とっさ
の出来事で
身動き出来
なかった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

約1ｍ位の
所で椅子に
座って見て
いた。2年
の男児が支
援員の目の
前を通り過
ぎた途端事
故が起き
た。とっさ
の出来事で
身動き出来
なかった。

通常より
支援員の
人数が少
なかった
ため、
とっさの
女児及び
男児の行
動に対応
できな
かった事
が要因の
一つと考
えられ
る。

なし
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 51 51 6 2
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

下唇の下
に傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

研修内容
を周知徹
底させて
運営を行
いマネー
ジャー・
統括巡回
時に都度
状況確認
をする。

1.定期的
に実施

実施頻度
(開所日)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(開所日)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(開所日)
回/年

特になし

遊具・施設
等の確認
は、毎日指
導員が実施
する。ま
た、児童が
遊ぶにあた
り危険な場
所はない
か、見えづ
らい場所が
ないかを確
認しながら
見守りを実
施する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

児童の見
守りをす
る際は、
全体を見
られる配
置につく
ように指
導、改善
する。ま
た、死角
がないか
を意識し
ながら見
守りを行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特段変
わった様
子もなく
いつも通
りだっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鉄棒付近
におり、
対象児の
事も認識
はしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

鉄棒から
は離れた
場所で対
象児と他
の児童の
見守りを
行ってい
た。

危険だとい
う認識をし
ていたが、
危ないから
やめよう等
の声掛けを
しなかっ
た。自分の
身長よりも
高い所の鉄
棒なので万
が一落ちた
時のケガの
深刻さの指
導員の予測
が甘かっ
た。

事故を全
体で共有
し、様々
な場面で
事故が起
きうるこ
とを認識
して、児
童の見守
りにあた
る。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

202

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 35 35 3 1
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕単
純骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未
実施

実施頻度(
0　)回/年

2.基
準配
置

新規職員
への研修
等が不十
分であっ
た。

支援にあ
たる職員
の安全管
理に対す
る意識
等、共通
認識を持
つための
会議を定
期的に実
施する。

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

遊具の危
険性の認
識と、児
童の年齢
や発達に
応じた利
用につい
ての認識
共有がな
されてい
なかっ
た。

利用前の
安全点
検、各遊
具に対す
る危険性
の確認を
会議内等
で行って
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児童の発
達に応じ
た遊びの
時間、遊
具の利
用、説明
が不足し
ていた。

対象児童
の発達に
応じた遊
びの提供
や遊具の
利用、声
掛け、見
守り方を
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

動き回る
ことは
あった
が、特に
注視する
児童であ
るという
意識がな
かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

丸太の遊
具の近く
には居た
が、遊具
を背にし
て外遊び
を見守っ
ていたた
め、事故
の瞬間は
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

校庭に30
人程の児
童が遊ん
でおり、
2人の支
援員が間
隔をとっ
て見守り
していた
ので対象
児童の近
くには居
なかっ
た。

保育者の
配置位置
について
認識が不
足してい
た。

一番事故
の起こる
環境の校
庭には必
ず保育経
験者を配
置する。
室内対応
は他の支
援員に任
せられる
よう時間
配分を考
えて活動
を行って
いく。
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 80 80 10 5
19.７
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

左足 踵
骨のひび

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

事故発生
時及び発
生後の保
護者への
連絡な
ど、即時
対応の徹
底を各職
員へ促
す。

ミーティン
グにて事故
の状況・原
因の全職員
への周知の
徹底。及び
職員の時間
等の制限は
あるが、研
修等の受講
の推奨。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

3.未実施
実施頻度(
０　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
３)回/年

学校側が
設置して
いる冷蔵
庫のコー
ドがたわ
んでいる
ことが要
因

冷蔵庫の
コードがた
わまないよ
う壁に密着
させる等の
対策が必
要。教室内
でどこが危
険個所とな
りうるかを
配置職員が
極力注意・
指導を徹底
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育人数
も多く、
角椅子に
座ってい
るため、
家庭科室
の通路は
とても狭
く歩きに
くい。

コンセン
ト付近は
気を付け
て通るよ
うにす
る、また
はコンセ
ント付近
は通らな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通路に椅
子が出て
おり、歩
きにくい
状態で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

作文の個
別指導を
行ってい
た為、対
象児童か
ら離れた
ところに
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

作文の個
別指導を
行ってい
た為、対
象児童か
ら離れた
ところに
いた

個別に指
導をして
いた為、
対象児童
から離れ
ていた。
通路の確
保が出来
ていな
かった

ミーティ
ングにて
事故の状
況・原因
の全職員
への周知
の徹底。
及び職員
の時間等
の制限は
あるが、
研修等の
受講の推
奨。
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 10 10 1 1
18.６
歳

2.女
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
折

8.その
他

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度
(0)回/年

1.基
準以
上配
置

長期休暇
中の為、
人員不足
であっ
た。

特に長期
休暇時の
増員が望
まれる。

2.不定期
に実施

実施頻度(
2 )回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
2　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
2　)回/年

特になし

清掃時に
積み上げ
る机の位
置を窓側
から壁面
に変更。
清掃後は
必ず元の
配置に戻
す。（実
施済み）

4.個人
活動
中・子
どもの
み

特になし

外遊び中
はAB合わ
せて２名
以上で室
内保育に
あたる様
にする。
（実施済
み）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発な児童
で外で鬼
ごっこを楽
しむ姿はあ
るが、普段
室内では静
かに室内遊
びを楽しん
でいたが、
広いスペー
スができた
ことにより
走り回れる
環境であっ
たことが大
きな要因で
ある。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

玄関にて
お迎えに
来た保護
者対応を
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

外遊び中
のため、
校庭にで
ていた。

おやつ後の
清掃のため
に積み上げ
ていた机
を、いつも
は元に戻し
ていたが当
日は積み上
げたままに
しており、
児童にとっ
ては走り回
れる状況に
あった。

固定され
た柵・
バーの設
置。（設
置に向け
て調整
中）
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 43 43 4 4
19.７
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左小指基
節骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

3.未
実施

実施頻度(
0　)回/年

1.基
準以
上配
置

その他特
記事項な
し

危機管理意
識の向上に
努め、緊急
事態の際は
的確な対応
を実践し、
児童の安全
確保に関連
する研修を
継続実施す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度(
1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1)回/日

その他特
記事項な
し

施設、設
備等によ
る原因の
事故を防
止するた
め、今後
も継続し
て点検・
安全確認
を実施す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

支援員が走
らない等の
危険行動に
ついて注意
をしていた
が、指示や
指導が児童
へ的確に伝
わらない状
況になって
しまったこ
とが考えら
れる。

児童への
安全対策
として、
児童ホー
ム室内外
での過ご
し方や
ルールに
ついて、
引続き周
知徹底し
ていく。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

翌日に体育
祭が予定さ
れており、
全体的に児
童の気持ち
が高揚して
いる雰囲気
であった
為、全児童
に対し落ち
着いて過ご
すよう話し
たが、一部
児童はその
後も活発に
活動してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

見守りの
支援員は
全体の行
動を確認
しなが
ら、対象
児童への
対応、室
内玩具の
運搬や他
児童から
の声掛け
等に応じ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

カウン
ターでの
作業や保
護者対応
をしてお
り、注視
していな
かった。

児童の危
ない行動
を注意し
た際一時
的に静止
したた
め、その
後は当該
児童から
目を離
し、全体
の様子を
気にかけ
ていた。

室内での行
動について
基本的な安
全対策走ら
ない等を徹
底し、児童
の注意行動
に関して
は、一時的
に静止して
も暫く動向
を継続注視
しながら全
児童への見
守りを行
う。

206

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 106 ## 13 7
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
4　)回/年

2.基
準配
置

特になし

見守り方
の見直し
を検討す
る。学童
クラブ利
用児童に
対して、
遊ぶ際の
注意点を
再度指導
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

特になし

他学童ク
ラブ、児
童館、区
担当課と
情報共有
をし、同
じような
事故が起
こらない
ように心
がけてい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

校庭遊び
の際の見
守り職員
の配置に
ついて見
直しを検
討する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

バスケッ
トボール
に夢中に
なってい
た。
シュート
の際勢い
が余って
転んでし
まった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

一人で遊
んでいる
ことは確
認してい
たが、転
んだ際の
手の付き
方までは
声をかけ
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

バスケッ
トボール
で遊んで
いること
は把握し
ていた
が、各自
決められ
た場所の
見守りを
行ってい
た。

特になし

見守りの
仕方の見
直しを検
討する。
学童クラ
ブ利用児
童に対し
て、遊ぶ
際の注意
点を再度
指導す
る。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

207

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 34 34 3 3
19.７
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1 )回/年

2.基
準配
置

遅番職員の
出勤直後と
いう事もあ
り、事故時
の遊戯室は
職員1名の
配置とな
り、全体を
見渡せる場
所に立ち遊
びの見守り
を行ってい
た。

遊戯室の
職員配置
数を増や
すなど改
善を行っ
た。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

遊具玩具
等での怪
我ではな
かった
が、ボー
ル遊びの
際は大き
さや空気
の入れ過
ぎ（固く
なってし
まう）に
注意して
いく。

遊具玩具
等での怪
我ではな
かった
為、改善
策は特に
なし。
引き続
き、施設
等の点検
などを
行ってい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊びを決め
る際は子供
達が主体的
に決められ
るよう話し
合いを行っ
ていたが、
学年の違い
による体格
差などの職
員側の配慮
が足りてい
なかった。

遊戯室に
て活動的
な集団遊
びをする
際の、児
童数や学
年分けを
適切に行
い支援
し、引き
続き見守
りをして
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝学習、
朝の会に
参加後、
自主的に
遊戯室で
の運動遊
びに参
加。顔色
も良く、
食欲もあ
り、いつ
も通りで
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

児童約12名
に対し支援
員1名で全体
を見渡せる
場所に立
ち、遊びの
見守りを
行ってい
た。人数に
対し空間の
広さは適切
に取れてい
た。事務
室、遊戯室
と隣にある
ことから何
かあった際
は、状況に
応じて応援
体制が速や
かに取れる
様にしてい
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

こどもクラ
ブ職員早番2
名/遅番1名/
事故時は、
クラブ職員
はクラブ室
内にて保育
及び引継ぎ
中。児童館
職員日勤5名
/遅番3名/事
故時、遊戯
室は職員1名
の配置とな
り、全体を
見渡せる場
所に立ち、
怪我やトラ
ブルが無い
よう遊びの
見守りを
行ってい
た。

小学校1
年生から
高校生が
一緒に
ボール遊
び（天
下）行っ
ていた。
小学生と
高校生で
は明らか
な体格差
があっ
た。

児童数を
考慮し、
遊戯室の
職員配置
数を増や
すなど改
善を行っ
た。

208

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 45 45 5 4
21.９
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

特になし

乗る前に
降り方や
転倒時の
注意喚起
をする

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし
一輪車の
点検を行
う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

子供の数
に合わせ
た見守り
をしてい
く

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

17:00過ぎ
クラブ室内
で他児と共
にごっこ遊
びをした
後、児童館
の遊戯室に
て一輪車で
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

児童館職
員が本児
を含めた
遊戯室全
体を見守
り

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

クラブ職
員はクラ
ブ室にて
全体を見
守り

特になし 特になし

209

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 70 70 8 5
20.８
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
約(１～
２)回/年

2.基
準配
置

自らの転
倒・衝突
による怪
我のため
特記事項
なし。

自らの転
倒・衝突
による怪
我のため
特記事項
なし。

1.定期的
に実施

実施頻度
約(500）
回以上/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回程
度/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(50)回以
上/年

自らの転
倒・衝突
による怪
我のため
特記事項
なし。

自らの転
倒・衝突
による怪
我のため
特記事項
なし。

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

自らの転
倒・衝突
による怪
我のため
特記事項
なし。

自らの転
倒・衝突
による怪
我のため
特記事項
なし。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

心身共に
健康で
あった
が，ボー
ルを蹴ろ
うとした
ところ空
振りをし
床に小指
を強打し
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

児童館遊戯
室で発生し
た事故のた
め，巡回を
していた児
童館職員が
対応しその
後学童担当
職員に情報
共有をし
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

児童館を巡
回していた
児童館職員
が，怪我を
した児童本
人の申し出
により事故
発生時の詳
細な状況を
認識し対応
をし、学童
職員に情報
共有をし
た。

自らの転
倒・衝突
による怪
我のため
特記事項
なし。

自らの転
倒・衝突
による怪
我のため
特記事項
なし。

210

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 63 63 14 7
20.８
歳

2.女
児

6.水遊
び・プー
ル活動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

口腔内裂
傷・顎の
上の部分
の裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

特になし

多様な事
態に備え
て改めて
研修資料
等を見直
す

1.定期的
に実施

実施頻度
(３)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし

更衣室を
1階に変
更し、階
段を児童
の動線か
ら外す

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

階段を
上ってい
る際、
プールタ
オルを首
から被っ
ていた
為、腕を
出すよう
に指導す
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
で、特別
に注意す
る事項は
無かっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

2階の更
衣室内に
職員はい
たが、階
段に職員
は配置し
ていな
かった
為、対象
児童の動
きは見て
いなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各部屋で
児童育成
と着替え
対応をし
ていた

特になし

職員間で
今回の情
報を共有
し、怪我
防止に努
める。児
童にも危
機管理意
識を周知
する

211

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 101 ## 15 9
18.６
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

特にな
し。

研修に関
しては、
毎年意識
して職員
が受けて
いけると
よい。

1.定期的
に実施

実施頻度
(200)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(200)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(200)回/
年

丸椅子が
柔らかい
マットの
上に置か
れていた
為、バラ
ンスが崩
れやす
かった。

椅子は育
成中に座
る用途で
使うこと
があるの
で育成室
から排除
すること
はしな
い。環境
面で対応
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

室内には
他にも子
どもが複
数人いた
ため、対
象児のす
ぐそばに
はいられ
なかっ
た。

このような
事故が起き
た事は常に
頭に入れ、
子どもが丸
椅子を使う
時は気に掛
ける。子ど
もたちと怪
我について
共有し声掛
けをする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

お気に入
りのぬい
ぐるみを
持ちなが
ら丸椅子
の上に
立ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

丸椅子の
上で立っ
た姿は見
ておら
ず、転倒
後に気づ
き駆けつ
けた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子ど
もたちを
見守って
いたた
め、対象
児の動き
は見えて
いなかっ
た。

特にな
し。

物を持ち
ながら椅
子の上に
立つ危険
性を改め
て子ども
たちに伝
えてい
く。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

212

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 118 ## 14 9
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

特にな
し。

研修に関
しては、
毎年意識
して職員
が受けて
いけると
よい。

1.定期的
に実施

実施頻度
(200)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(200)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(200)回/
年

特にな
し。

特にな
し。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

室内には
他にも子
どもが複
数人いた
ため、対
象児だけ
を見守れ
る環境で
はなかっ
た。

各グループ
の集合時、
子どもたち
全体へ今回
の出来事を
周知すると
共に、部屋
でのじゃれ
合いには危
険が伴う(骨
折する場合
がある)事、
部屋での過
ごし方を再
確認した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

仲良しの
友達と一
緒にじゃ
れ合う。
くすぐり
合う、
ちょっか
いを出し
合う。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

室内での
じゃれ合い
は危険な場
合もある
為、担当職
員がやめる
よう何度か
声を掛け
た。落ち着
いた様子を
受けその場
を離れた
が、再度
じゃれ合い
をしていた
為止めるこ
とができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子ど
もたちを
見守って
いたた
め、対象
児の動き
は見えて
いなかっ
た。

特にな
し。

特にな
し。
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 48 48 6 4
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右ひじ骨
折（ひ
び）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

危険個所
の把握、
事故の起
こりうる
場面を想
定し、共
通認識で
きるよう
に職員間
で再確認
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし

公園の遊具
のため直接
設備を改善
することは
難しい。遊
具から飛び
降りたりし
ないよう、
また危険個
所の把握を
職員間で共
有してお
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

安全に遊
具を使用
できるよ
う職員の
配置位置
を再確認
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通り
登所し、宿
題も済ませ
おやつも全
量食べた。
戸外遊び前
の室内遊び
も変わった
様子はなく
積み木で遊
んでいた。
戸外遊びに
出る際は、
片づけを済
ませて皆と
同じように
準備をして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊具は危
険を伴う
ため、職
員が必ず
1名つい
て見守り
を行って
いる。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

近くにい
た職員も
たまたま
遊具の方
向を見て
おり、本
児が視界
に入って
いた。

特になし

鬼ごっこ
の場所を
決めて遊
ぶ。遊具
の上では
鬼ごっこ
をしない
よう見守
る。

214

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 60 60 9 7
20.８
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手小指
骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

児童に対し
て怪我の予
防となる声
掛けが不十
分であっ
た。また、
準備体操等
で効果的な
予防を行う
ことが出来
ていなかっ
た。

体を動か
す遊びを
行う際に
は必ず必
要な声掛
けや準備
体操など
を行わせ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

体を使う遊
びに関する
注意事項等
を記載した
張り紙など
は行ってお
らず、児童
自らが事故
防止に関す
る情報を確
認できてい
なかった。

ドッジ
ボール等
の事故の
多い種目
に関して
は、目に
見える形
でけがの
予防がで
きる掲示
物等を使
用する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児童に対
し、けが
の防止に
取り組む
適切な声
掛けや様
子を観察
する部分
が不足し
ていた。

個々の児
童に応じ
て状況や
周りの環
境に合わ
せて、け
がが起き
ないよう
声掛けを
していく
必要があ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ドッジ
ボール大
会に向け
て、ボー
ルを
キャッチ
する練習
に熱心に
打ち込ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊戯室中
央に立ち
全体を見
回せる状
態にあっ
た。対象
児がけが
をした際
も至近で
見守りを
行ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

遊戯室内
の職員は
1名のみ
であっ
た。

至近から
目視して
いたが防
ぐことが
できない
事故で
あった。

あまりに
近すぎる
場合は強
すぎる
ボールは
投げない
よう声掛
けを行
う。
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 119 ## 13 10
20.８
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手小指
剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
３)回/年

2.基
準配
置

特になし

ボールを
追いかけ
始めた
際、早め
の児童へ
の声掛け
をする。
事前に注
意事項を
確認す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

3.未実施
実施頻度
(０)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(１００)
回/年

特になし

これまで
通り準備
運動など
をしっか
りと行
う。遊び
中も職員
が子ども
達の動き
を予測し
声掛けを
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

他児童と
一緒に
ボールを
取りに
いってし
まった。
遊びに夢
中にな
り、周り
の状況が
見えてい
なかっ
た。

これまで通
り準備運動
などをしっ
かりと行
う。遊び中
も職員が子
ども達の動
きを予測し
声掛けを行
う。夢中に
なり過ぎな
いようクー
ルダウンの
時間を設け
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

久しぶり
に三歩当
てをし
た。転
がった
ボールを
他児も追
いかけて
いたた
め、先に
取ろうと
走ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児童
がボール
を追いか
けるのを
見ていた
が、危険
性は感じ
なかった
ため静止
などの声
掛けはし
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

各自配置
箇所付近
から児童
の見守り
をしてい
た。

どういっ
たときに
怪我がお
きやすい
のか、子
どもたち
へのリス
クマネジ
メントが
不十分
だった。

子どもの
特性を捉
え、動き
を予測し
ながら見
守りを行
うよう、
職員を指
導する。
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 13 13 3 1
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
１)回/年

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

屋外遊び
を好む児
童ではあ
るが、突
発的な行
動をする
ような性
格ではな
く、普段
の遊び方
にも問題
はない。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

引率の支
援員(１
名)が見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の支援
員及び補
助員(計4
名)も
各々持ち
場の遊具
のある場
所から遠
目に引率
の様子を
見守って
いた。

特になし 特になし
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 32 32 5 1
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足脛骨
らせん状
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

特になし なし
2.不定期
に実施

年に１～
２回

3.未実施 なし
2.不定期
に実施

月に１回 特になし なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし なし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

同左

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

同左

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

同左 特になし なし
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

218

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 48 48 5 5
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

特になし なし
2.不定期
に実施

実施頻度
　毎日
チェック

3.未実施 ー
2.不定期
に実施

実施頻度(
週一回
チェック
)

特になし なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし なし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

同左

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

同左

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

同左 特になし

定員に対
して不足
なし
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 110 ## 8 5
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

右２趾靱
帯損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
3～5　)回
/年

2.基
準配
置

ケガへの
危険度が
高いもの
の研修が
中心に
なってい
る

子どもは
思っても
いない行
動をとる
と思うこ
と

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎　)回/
年

遊具以外
の物での
ケガ、事
故

今回のよ
うに木や
遊具以外
のものへ
の注意喚
起

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

危険行為
としての
優先順位
が低いと
思われる
ため巡回
に留まっ
ていた

静かに遊
んでいる
児童にも
大丈夫だ
ろうと思
わず、積
極的に声
がけをす
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り虫好き
な本児童
は、友だ
ちと虫探
しをして
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

時に近くに
時に離れた
ところから
見守る
（1ヵ所留
まって見守
ることなく
常に動きな
がら見守る
ので）

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

外遊びに出
た職員全員
が外遊び担
当として動
くため、本
児童に専属
でつくよう
な配置では
ない。基本
的には危険
性の高い遊
具で遊んで
いる児童の
所を重点的
に見守る。

危険行為と
しての優先
順位が低い
と思われる
ために、他
の児童より
も目に入り
にくかった
ことが考え
られる

常にケガ
の危険が
あること
の言葉が
けをしな
がら巡回
する
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 49 49 5 3
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１)回/年

2.基
準配
置

特になし

外遊びで
気をつけ
ることを
より細や
かに職員
や児童と
共有する

1.定期的
に実施

実施頻度(
４　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

特になし

遊具や器具
で起こりえ
る怪我や事
故について
職員で想定
認識の徹底
を行う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

定期的に
全児童に
安全で正
しい遊具
などの使
い方を伝
える

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

代わった
様子もな
く過ごし
ていた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

校庭の中
心で児童
全体を見
守ってい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の児
童の動き
を把握す
るため距
離を置い
て見守っ
ていた

特になし

職員間で
児童の様
子や起こ
りえる怪
我や事故
について
共有の徹
底を行う
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 28 28 6 3
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

外的要因
がなく、
本児自身
の転倒に
よるため

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

特になし

外的要因
がなく、
本児自身
の転倒に
よるため

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

上級生が
ルール説明
や進行等き
ちんと行っ
ていた。リ
レーを行う
のが久しぶ
りだったた
め、児童の
気持ちが高
ぶってい
た。

全体の見
守りを行
うと同時
に、気持
ちが高
ぶってい
る児童に
対して落
ち着かせ
るような
声掛けが
必要だ。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児たち
とリレー
をしよう
というこ
とにな
り、本児
も参加し
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児が校庭
に座ってい
たため声を
かけたとこ
ろ、リレー
で足を痛め
たと訴えた
ため、児童
とともに先
にクラブ室
へ戻った。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

クラブ室
に戻るた
め、遊具
の片づけ
や児童た
ちへの声
掛けを行
い、クラ
ブ室へ引
率した。

普段は児
童が多い
ためリ
レーは
行ってい
ないが、
当日は児
童数が少
なかった
為リレー
を行っ
た。

児童が落
ち着くよ
うな声掛
けを行
い、更に
徹底して
いく。校
庭での職
員配置を
熟慮す
る。
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 43 43 6 4
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首
剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
11　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

開室前の
ミーティン
グで事故状
況をスタッ
フ全員に説
明した。入
念な準備体
操やスト
レッチを行
い、無理な
動きをしな
いように声
掛けの徹底
を再確認

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
（毎日)回
/年

特になし

バランス
よく身体
を使える
よう基礎
体力を向
上する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

こんにち
はの会
で、日頃
から無理
な動きを
しないよ
う周知
し、ス
タッフは
できるだ
け声掛け
をして見
守る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

前年度に怪
我をした部
分と同じ個
所だったの
で動きの癖
があるのか
もしれな
い。ボール
を追いかけ
るあまり無
理な体勢に
なってし
まった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

瞬間的な動
きで転んだ
わけではな
かった。足
を気にして
いた為、近
くに走り寄
り声掛けを
して一緒に
部屋に戻り
幹部を冷や
す等の簡易
的な処置を
行った。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当以外
の部分に
も目を向
けてス
タッフ同
士でも声
掛けをし
ていく。

特になし

準備体操
を更に
しっかり
行う。体
調面など
に不安が
残る児童
には声掛
けをし、
右足首に
気を付け
るよう促
す。
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 80 80 3 5
20.８
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左前腕骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

特別な配
慮を必要
とする対
象児童の
行動を予
測できな
かった。

特別な配慮
が必要な児
童対応につ
いて優先順
位が刻々と
変わること
に迅速に対
応する。一
人で対応せ
ずに経験者
とペアで行
い、困った
事があれば
すぐにリー
ダーへ伝え
対応する。
特別な配慮
を必要とす
る児童につ
いてスタッ
フ間で共有
し研修を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

アリーナ
（体育
館）での
遊びを対
象児童が
理解して
いなかっ
た。

利用前後
に窓を開
け、床や
壁、舞台
の上、倉
庫の扉
等、安全
確認を継
続して
行ってい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊ぶ前に
児童全員
に対して
注意事項
を伝えた
が、ア
リーナ
（体育
館）での
遊びを対
象児童が
理解して
いなかっ
た。

体育館
（アリー
ナ）での
約束を都
度口頭で
伝えるだ
けでな
く、模造
紙に約束
を記入
し、目で
見てわか
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児は今
年度初めて
の利用だっ
た為、遊び
の前にドッ
ジボールを
する約束を
伝えて参加
したがすぐ
に離脱し
た。アリー
ナからプラ
ザ室に戻ろ
うとした
時、側転を
してみよう
と思い立ち
初めて挑戦
してしまっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児童
が両手を
上にあげ
たところ
を見たス
タッフが
危険な行
為をしな
いように
注意した
が、その
後スタッ
フが目を
離すと側
転をして
しまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

体育館（ア
リーナ）で
高学年と低
学年に分か
れて２面を
使ってドッ
ジボールを
していて、
それぞれ支
援員１名を
含む２名ず
つで見守り
をしていた
ため、対象
児童の動き
を見ていな
かった。

ドッジ
ボールか
ら離脱
し、部屋
に戻ると
ころを見
守れな
かった。
対象児童
の突発的
な行動を
予測でき
なかっ
た。

危険な行為
を注意する
だけでな
く、児童の
側に行き声
を掛けて見
守るなど、
もう一歩進
んだ対応を
行ってい
く。また他
のスタッフ
に応援を頼
むなど、迅
速な対応を
するように
していく。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 65 65 7 5
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

考えられ
る要因・
分析は、
バランス
を崩すこ
とを予見
できな
かった。

遊びの
ルール変
更及び今
年度、事
故対応研
修を実施
予定。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

特になし

引き続
き、日々
の点検を
徹底す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

個々の運
動能力の
把握に可
能な限り
努め、適
切な声か
け等をお
こなって
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ジャンプ
ボールを
してバラ
ンスを崩
し左肘か
ら地面に
落下し
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ジャンプ
ボールを
上げた。
対象児転
倒後、す
ぐに応援
を呼び支
援員と一
緒に傷害
状況を確
認した。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

少し離れ
たコート
の端で全
体を見守
りしてい
た。対象
児転倒
後、その
他児童の
見守りを
した。

ジャンプ
ボールは
目線が
ボールに
いき、地
面（着
地）を見
ないこと
から、バ
ランスを
崩すこと
が考えら
れる。

ミーティングで事
故状況を共有し、
児童の運動能力差
もあるため今後は
ジャンケンでボー
ルの保持を決める
こととした。体育
館や校庭で遊ぶ際
は準備運動をしっ
かり行うことを再
確認した。こまめ
に声をかけ見守り
を強化し、何かあ
ればすぐに支援員
に伝えるよう確認
を行った。子ども
達に対して今後は
ジャンケンでボー
ルの保持を決める
こと、準備運動を
しっかり行ってか
ら遊ぶように周知
した。
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 90 90 7 3
20.８
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

鼻の骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
15 )回/年

2.基
準配
置

特になし

ミーティン
グで事故の
経緯をス
タッフ全員
に説明し、
見守りの強
化と共に子
ども達への
声かけにつ
いて確認を
行った。注
意しながら
遊ぶことの
大切さを伝
えるために
数々の事
故、怪我に
ついてのヒ
ヤリハット
について子
ども達と一
緒に考え
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

特になし

ミーティン
グで事故の
経緯をス
タッフ全員
に説明し、
見守りの強
化と共に子
ども達への
声かけにつ
いて確認を
行った。注
意しながら
遊ぶことの
大切さを伝
えるために
数々の事
故、怪我に
ついてのヒ
ヤリハット
について子
ども達と一
緒に考え
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

ミーティン
グで事故の
経緯をス
タッフ全員
に説明し、
見守りの強
化と共に子
ども達への
声かけにつ
いて確認を
行った。注
意しながら
遊ぶことの
大切さを伝
えるために
数々の事
故、怪我に
ついてのヒ
ヤリハット
につて子ど
も達と一緒
に考えた。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体育館で
バスケッ
トボール
をしてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くで子
どもたち
の様子を
見守りを
してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

近くで子
どもたち
の様子を
見守りを
してい
た。

特になし

ミーティング
で事故の経緯
をスタッフ全
員に説明し、
見守りの強化
とともに子ど
も達への声か
けについて確
認を行った。
注意しながら
遊ぶことの大
切さを伝える
ために数々の
事故、怪我に
ついてのヒヤ
リハットにつ
いて子ども達
と一緒に考え
た。
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 100 ## 10 5
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右鎖骨

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

特になし

スタッフ会
議やミー
ティングに
て、怪我を
未然に防止
するため準
備運動、遊
び場の安全
確認、人数
に合わせた
広さの設
定、児童へ
の安全な遊
び方の声掛
けを徹底す
ることを話
し合った。

1.定期的
に実施

実施頻度
活動日毎
日

1.定期的
に実施

実施頻度
活動日毎
日

1.定期的
に実施

実施頻度
活動日毎
日

ドッジ
ボールの
参加人数
が途中か
ら増え、
コートが
人数に対
して手狭
になって
いた。

集団遊び
をする際
には、そ
の都度参
加人数に
合わせた
広さの設
定を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

日頃から
周りをよ
くみて人
との距離
を適切に
保つこと
を繰り返
し伝え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ドッジボー
ルで遊んで
いたとこ
ろ、一緒に
遊んでいた
関連児童の
足に当事者
の足がひっ
かかり転倒
した。その
際に右肩を
地面に強く
打ち付け
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ドッジ
ボール担
当のサ
ポーター
がいた
が、ボー
ルの進行
方向を中
心に見守
りをして
おり対応
ができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊び
の見守り
をしてい
たため、
その瞬間
は見てい
なかっ
た。

特になし

担当する
遊びの様
子、児童
のを観察
し、必要
に応じて
休憩をと
るなど
クールダ
ウンの判
断を各々
が行える
ようにす
る。
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 29 29 4 4
23.11
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘関節
脱臼、上
腕骨内側
上顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(2)回/年

2.基
準配
置

乗り終え
た一輪車
を玄関前
に集めて
横倒しに
置かれて
いたこと
が危険要
因を作っ
てしまっ
た。

使用後は
各自、倉
庫近くの
フェンス
に立てか
けておく
ことで、
遊び場の
安全ス
ペースを
作ること
とする。

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(10)回/年

特になし

危険回避
策が必要
と判断し
た時には
学校や所
管自治体
の担当課
に相談
し、改修
すること
も視野に
入れる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

他児童が
乗り終え
た一輪車
を玄関前
に集めて
横倒しに
置かれて
いたこ
と。

使用後は
倉庫（一
輪車保管
場所）近
くのフェ
ンスに一
列に立て
かけてお
くこと
で、遊び
場の安全
スペース
を作る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

一輪車遊
びの後、
ブランコ
をしてト
イレに行
くため、
玄関より
入室しよ
うとし
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児童の
一輪車の練
習を見守っ
ていたが、
他児から大
繩に誘われ
対象児に背
中を向ける
位置に移動
したため、
玄関に向か
う前を確認
できなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

おやつ担
当1名、
室内担当
1名、外
遊び担当
2名の配
置に分か
れていた
が、もう
一人の外
遊び担当
は別の位
置にい
た。

大縄の児
童しか目
視できな
い立ち位
置にして
しまった
こと。

個々人の
判断だけ
でなく保
育現場で
の伝え合
いを事例
をもとに
リスクと
ハザード
について
検証も必
要。
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 35 35 5 2
21.９
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

ヒビ

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

怪我等に
ついての
マニュア
ルを見直
して、全
職員に周
知徹底を
する。

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(13)回/年

遊具の直
下にソフ
トマット
が設置さ
れていた
ら、防げ
た可能性
がある。

遊具の直
下地面に
衝撃吸収
マットの
設置する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

低い場所
からの落
下の為、
また激し
い動きを
する児童
ではない
為の油
断。

今回の低
い場所で
も事故に
なること
を全職員
に周知し
て予防に
努める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

落ち着き
のある行
動をとる
児童

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

当該児ひ
とりで低
い場所で
足をかけ
ているだ
けなの
で、事故
につなが
る認識は
なかった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の場所
の配置の
為その場
にはいな
かった

低い場所
からの落
下の為、
また激し
い動きを
する児童
ではない
為の油
断。

低い場所
でも事故
になるこ
とを全職
員に周知
して、配
置人数を
増やす。
または全
員が遊具
の環境を
把握する
ようにす
る。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

229

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

8 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 39 39 7 4
22.10
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足関節
外果骨折
（全治ま
で２か月
程）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2~3)回/
年

1.基
準以
上配
置

指導員も子
どもも慣れ
ていないス
ケートとい
うイベント
で、骨折を
想定してい
なかった。

スケート
に関する
リスクを
考え、
もっと準
備や練習
をする。

2.不定期
に実施

実施頻度
(3~4)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(3~4)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(3~4)回/
年

今回はリ
ンクに出
る際の段
差に躓い
たのが、
滑って転
んだきっ
かけだっ
たとのこ
と。

スケート
靴を履い
た状態で
の段差等
やリスク
を子ども
と話して
おくべき
だった。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

練習専用
の小さな
リンク
が、今回
使用中で
最初に使
えなかっ
た。

次回は最
初に使え
る時間も
確認しつ
つ予約す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

怪我をす
るまでは
笑顔で元
気に過ご
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

痛みを訴え
た対象児を
ベンチに誘
導しすぐに
スケート靴
を脱がし冷
やす。手当
をした後は
暖かい部屋
で見学させ
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全児童に
声をかけ
ながら
回ってい
た。対象
児童がケ
ガをした
後は合流
し協力し
て対応。

怪我や様
子の対応
がしやす
い見守り
専門の指
導員の割
合を増や
す。

今後はス
ケートで
のリス
ク・事故
や怪我の
可能性を
洗い出
し、職員
と子ども
共同で準
備や練習
をする。

230

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 29 29 3 1
19.７
歳

2.女
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折（右
くるぶ
し）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

登所中の
事故のた
め該当な
し

事故発生
時、迅速
に対応で
きるよ
う、マ
ニュアル
を振り返
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/日

登所中の
事故のた
め該当な
し

施設内・
施設外の
危険個所
がない
か、点検
を行う。

7.その
他

登所中の
事故のた
め該当な
し

クラブへ
来る際は
足元に気
を付ける
よう声掛
けをす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

小学校か
らクラブ
への登所
中

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育室内
で児童対
応をして
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室内
で児童対
応をして
いた

登所中の
事故のた
め該当な
し

該当なし
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 15 15 3 1
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

上顎骨
折・歯の
破折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

当該児は死
角になる場
所で危険な
動きをして
いたが、職
員はそれぞ
れ他の児童
の対応をし
ており注意
の声掛けが
できていな
かった。迅
速に救急車
を要請する
判断・対応
をすべきで
あった。

迅速に対
応できる
よう、マ
ニュアル
や研修を
振り返
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/日

該当なし

危険個所
がないか
保育前に
確認を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

当該児童は
死角になる
場所で危険
な動きをし
ていたが、
職員全員が
それぞれ他
の児童の対
応をしてい
たため、注
意の声掛け
ができてい
なかった。

危険な動
きはしな
いように
普段から
声掛けを
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

遊びで楽
しくなり
気持ちが
高ぶった
状態のま
ま片付け
の時間と
なってい
た。普段
しないよ
うな動き
をしてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の児童
の片付け
を手伝っ
たり、帰
りの準備
を促して
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
と一緒に
片付けを
してい
た。

職員全員が
それぞれ他
の児童の対
応をしてい
たため、玄
関のスペー
スが死角に
なり当該児
童を見るこ
とができて
いなかっ
た。

該当なし
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 34 34 4 2
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

該当なし 該当なし
1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/日

段差があ
り足元が
安定しな
い場所で
鬼ごっこ
をしてい
た。

足元が安定
しない場所
での外遊び
は、怪我に
繋がるリス
クが大きい
ため行わ
ず、校庭等
児童にとっ
て見通しが
利く場所で
外遊びを行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鬼ごっこ
を楽しん
でいて周
りの児童
もかなり
ヒート
アップし
ていた。

足元が安定
しない場所
での外遊び
は、怪我に
繋がるリス
クが大きい
ため行わ
ず、校庭等
児童にとっ
て見通しが
利く場所で
外遊びを行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と鬼
ごっこし
て遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

外遊びの
担当だっ
た職員が
見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の職員
も全体が
見えると
ころにい
たため、
当該児童
の様子を
見ること
ができる
状況で
あった。

足元が安
定しない
場所での
外遊びは
怪我に繋
がるリス
クが大き
いことを
職員が認
識できて
いなかっ
た。

該当なし
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 38 38 4 3
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位端骨
折、左肘
関節脱臼

8.その
他

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

職員は十分
配置されて
いた。今回
は木登りを
しようとし
たわけでは
ないが、木
に登るとき
には必ず指
導員が一緒
にいる時に
するように
伝えている
ので、今後
も徹底した
い。

再度、子
どもたち
には木登
りについ
ての約束
などを確
認する

2.不定期
に実施

実施頻度(
1　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
1　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
1　)回/年

ぶら下
がった木
の枝が見
た目以上
に子ども
を支える
ほどの強
度がな
かった

ある程度
子どもが
つかまり
そうな木
は定期的
に強度を
確認する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

目に見え
て危ない
場所につ
いては保
育前に確
認はして
いた

確認の際
に目で見
てわかり
ずらい箇
所につい
ても意識
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

セミ取り
をしてい
る最中、
木の枝に
ぶら下
がった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

至近で対
象児童を
見ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児童
の動きを
見ていな
かった

職員の配
置は十分
にされて
いた

事故やケ
ガについ
て防げる
ことにつ
いては徹
底する

234

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 77 77 5 3
19.７
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨の
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(52)回/年

2.基
準配
置

職員配置の
基準が明確
にされてお
らず配置が
良くなかっ
た。動く遊
びを行う遊
戯室２の方
が児童数が
多かった
が、遊戯室
１に2人配置
していたた
め（遊戯室
2：40名程、
遊戯室1：20
名程）に怪
我の発見が
できなかっ
た。

部屋に配置
する職員の
基準を設け
る。部屋に
子どもが19
人以下の場
合は支援員
を1人、20人
以上になる
場合は支援
員を2人配置
する。ただ
し遊戯室２
は動く活動
の部屋なの
で、職員配
置の優先度
は遊戯室2が
一番高いも
のとする。

1.定期的
に実施

実施頻度
(52)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(2)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(52)回/年

人気の遊び
でもあるフ
リスビー
ドッジをす
るというこ
とで、遊戯
室2で活動す
る児童が20
名ほどから
40名ほどに
増えて子ど
もの動ける
スペースが
狭くなって
いた。

人数制限を
設ける。フ
リスビー
ドッジをす
る際、40名
を超える場
合は参加で
きる人数を
制限（30名
まで参加可
能）し子ど
も達の遊ぶ
スペースを
確保する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

真剣に遊
んでフリ
スビーに
集中して
しまい児
童が周り
をみた
り、力を
加減する
ことが難
しい状況
だったと
考えられ
る。

長期休みは
全クラブが
一緒に過ご
すことが多
くなり（登
館予定人数
95名程）部
屋で遊ぶ人
数が増える
ので、朝の
会で怪我が
起きやすい
場面を支援
員から子ど
もに伝えて
怪我の予防
に務める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

フリスビー
を投げたい
という気持
ちが強くあ
り、フリス
ビーしか見
えていない
様だった。
怪我をした
後も支援員
に伝えず、
迎えがくる
まで遊戯室1
で将棋等を
して過ごし
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊戯室２
の入り口
付近に立
ち、全体
を見渡せ
る位置で
保育をし
ていたが
本児が他
児とぶつ
かった時
に怪我を
したと気
づけな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊戯室2で
遊ぶ人数が
増えた（40
名程）が遊
戯室1で保
育をしてい
たままだっ
た。保育室
も支援員を
1名配置し
て保育を
行ってい
た。（児童
数10名）

いつも行っ
ている活動
なので、事
前に注意事
項を伝えて
いなかっ
た。動く遊
びを行う室
の方が児童
数は多かっ
たが、遊戯
室１に2人配
置しており
怪我の発見
ができな
かった。職
員配置の指
示を出す者
が曖昧だっ
た。

長期休み
で朝から
動いて遊
ぶ場合
は、準備
運動をし
てから活
動をす
る。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

235

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 27 27 2 1
20.８
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左前腕骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

実施頻度
(０)回/年

2.基
準配
置

特になし

マニュア
ルの作成
や研修の
受講等を
行い、事
故防止に
努める

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/日

子ども会
の部屋に
は大型の
遊具はな
く、傷ん
だおも
ちゃはそ
の都度撤
去

椅子や机
の上には
絶対に上
がらない
ように声
掛けをす
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊び疲れ
てきた頃
でもあ
り、子ど
もたちの
人数が減
りつまら
なくなっ
てきた

16：30以
降は帰る
準備とし
て教室内
を走り回
らず読書
等で静か
に過ごす

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発に身
体を動か
すことが
好きなた
め、友達
が静かな
遊びを始
めるとつ
まらなく
なったと
思われる

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

2～3ｍ離
れたとこ
ろから対
象児を見
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

指導員2
名で子ど
もを見て
いたが、
事故当時
は指導員
1名は清
掃中で子
どもに背
を向けて
いた

特になし

事故予防
のため、
普段から
気を付け
るよう児
童に声掛
けを行う
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 94 94 6 6
19.７
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度
(０)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

事故を防
ぐための
研修を行
い、予防
に努める

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

3.未実施
実施頻度
(０)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

今回は他
児童の足
につまず
いたが、
転びやす
いところ
はないか
確認する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

他の児童
と近い場
所で活発
な運動は
しないよ
う声をか
ける。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

室内の人
数が少な
くなり活
発な活動
ができる
ように
なったの
で、おん
ぶ鬼ごっ
こを始め
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

２～３ｍ
離れた場
所で後片
付けをし
ながら見
守り。転
んだ瞬間
は見てい
ない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

受付で事
務処理を
しながら
見守り。
他児のト
ラブルが
多く事務
処理が遅
れており
作業に集
中してい
た。

室内は歩
く（走ら
ない）側
転や逆立
ちはしな
いと指導
していた
が、おん
ぶは容認
してい
た。

児童への
声掛けに
よって普
段から気
を付けて
もらう。

237

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

7 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 22 22 5 3
20.８
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

無し

児童全員
にもう一
度危険な
事はしな
いように
話し合う

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２)回/
年

窓の近く
で遊ばせ
ない

窓ガラス
破損防止
をクッ
ション
シートに
変更。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

窓ガラス
破損防止
のために
ウレタン
を紐で固
定してい
たのが要
因

ウレタン
マットを
紐で固定
していた
ため撤去
しクッ
ション
シートに
変更した

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ウレタン
マットは児
童が乗れる
位の大きさ
で高さが
1.2ｍ程あ
る。好奇心
からか遊ん
でいる最中
に登ってし
まった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

児童同士
で遊んで
いるため
すぐ隣で
はなく少
し離れた
ところで
見ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は別の児
童を見て
いないと
いけない
ため、事
故当時も
違う児童
と遊んで
いた

無し 無し
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 111 ## 6 4
19.７
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕部
肩下付近
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
5　)回/年

2.基
準配
置

特になし

職員会議
での見守
りのポイ
ントの確
認と周知

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

施設設備
について
は問題な
し

なし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし
見守り方
法の再確
認

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

センター
1階にて
鬼ごっこ
をして遊
んでいる
際に発
生。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

通常の活
動であっ
たので特
別な見守
りはして
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

通常の活
動であっ
たので、
特別な見
守りはし
ていな
かった。

特になし
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

7 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 23 23 6 1
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
5　)回/年

2.基
準配
置

特になし

職員会議
での見守
りのポイ
ントの確
認と周知

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

施設設備
について
は問題な
し

なし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし
見守り方
法の再確
認

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

多目的室
（プラザ
室）にて
他児童と
遊んでい
る際に発
生。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

通常の活
動であっ
たので特
別な見守
りはして
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

通常の活
動であっ
たので、
特別な見
守りはし
ていな
かった。

特になし
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 155 ## 8 5
19.７
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首
剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
5　)回/年

2.基
準配
置

特になし

職員会議
での見守
りのポイ
ントの確
認と周知

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

施設設備
について
は問題な
し

なし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし
見守り方
法の再確
認

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

センター
2階にて
他児童と
走って遊
んでいる
際に発
生。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

通常の活
動であっ
たので特
別な見守
りはして
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

通常の活
動であっ
たので、
特別な見
守りはし
ていな
かった。

特になし
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 46 46 3 2
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

（今回は
特に危険
な遊びを
している
わけでは
なかっ
た）

より児童
の遊びを
注視し、
こまめに
声掛けを
する

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし
現状通り
の点検継
続

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

要配慮児
童を中心
に、より
こまめに
声掛けと
見守りを
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
遊びの
後、鉄棒
遊びをし
ていた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

外遊び児
童を３名
で見守っ
ていた。
けがをし
た際すぐ
にトラン
シーバー
で連絡を
入れる

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

いつ連絡
が入って
もいいよ
うトラン
シーバー
を持ち、
室内遊び
の児童の
見守りを
していた

特になし

今回は違
うが、要
配慮児童
の動きを
中心に見
守りと声
掛けをし
た方がよ
いのかも
しれない
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 11 11 5 4
22.10
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

1.意識不
明

1.頭部
外傷性く
も膜下出
血

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
0　)回/年

1.基
準以
上配
置

事故予防に
関する研修
等が未実施
であり、各
職員の危機
管理レベル
や緊急時の
対処法、危
ない時に子
どもに注意
する感覚に
違いがあっ
た。

事故予防に
関する研修
等を定期的
に実施し、
職員の危機
管理能力の
向上を図
る。危機管
理に関する
職員間での
考え方の見
直しや統一
を図る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
2)回/年

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

特になし

ハード面
の整備・
点検の不
備などが
要因で発
生した事
故ではな
いが、引
き続き施
設、設備
の管理を
適切に実
施してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

最後に残っ
た逃げ役のA
児童を鬼役2
人（当該児
童を含む）
で追いか
け、Aを挟み
撃ちする状
態になっ
た。正対し
た片方の鬼
役から逃げ
るため、Aが
反転したと
ころ、Aの背
後から迫っ
てきた鬼役
の当該児童
と衝突し
た。

公園での
ルールや遊
び方を子ど
も達と一緒
に考え、危
険のない
ルールに変
更する。施
設前にある
公園（事故
発生場所）
では狭いた
め走る遊び
を禁止し、
走って遊び
たい場合は
近隣の広い
公園へ行く
こととす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつものよ
うに午前中
は漫画を読
んだり、他
児と遊んだ
りしてい
た。午後か
らは虫取り
に行った。
夕方になっ
て児童数が
減り、室内
で走り回っ
ていたが、
外で遊んで
いる子がい
るのを見て
外に出て
いった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子ども達は
鬼ごっこで
動き回って
いたため、
外遊び全体
を見渡せる
ように、対
象児から距
離をとって
遊び全体が
見えるとこ
ろにいた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内にも
児童がい
たため室
内で保育
してい
た。

外遊びを
見守る職
員を複数
配置して
いたが、
ともに遊
具の内側
に配置す
る形と
なってい
た。

周囲に注
意しなが
ら活動で
きるよ
う、引き
続き、放
課後児童
支援員等
が子ども
たちに声
掛けをし
ていく。
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

7 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 15 15 2 1
22.10
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手小指
ひび

8.その
他

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

特になし

国から示さ
れたひな形
を参考に屋
内・屋外等
場面に添っ
たマニュア
ルの作成を
していく。

2.不定期
に実施

実施頻度
(48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(48)回/年

特になし

今後も引
き続き点
検を行っ
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

児童各々
の遊びの
見守りが
できるよ
う支援の
配置を考
える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

２人で室
内で
キャッチ
ボールを
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

数人でボー
ルを投げ
合っていた
が、柔らか
いボール
だったので
突き指等の
心配はして
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

支援室内
で他の児
童の見守
りを行っ
ていた。

ないであ
ろうとい
う考えで
はいけな
かった。

室内（支
援室等十
分なス
ペースの
取れない
所）での
ボール遊
びについ
ては控え
る。
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 20 20 4 2
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

―

怪我をし
た際の処
置の仕方
やマニュ
アルを再
度確認し
ていく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
（毎日）
回/年

―

引き続き
施設内の
管理に気
を配って
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

職員に周
知し安全
面の再確
認・共通
理解を促
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
をして遊
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全体の様
子を見な
がら、鬼
ごっこを
して遊ん
でいる姿
を見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

違う場所
にいる子
どもたち
を見守っ
ていたた
め、見て
いなかっ
た。

―

無理な行
動はしな
いことや
周りを見
ながら遊
ぶように
子どもた
ちに声を
かけてい
く。
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 74 74 8 8
20.８
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手小指
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
３ )回/年

2.基
準配
置

職員配置
を9人体
制にでき
れば、3
部屋すべ
てに支援
員を3人
ずつ配置
すること
ができ、
充実した
見守りに
繋がるも
のと思わ
れる。

運動を伴
う集団遊
びを行う
場合に
は、原則
として支
援員が複
数配置と
なるよ
う、マ
ニュアル
の見直し
を図る。

2.不定期
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４ )回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

遊戯室は
運動を伴
う活動を
するた
め、床面
や壁面の
状態、
コーナー
ガードの
状態等に
ついて日
常の安全
点検を行
う必要が
ある。

遊戯室に
おいて
は、特に
遊具等の
置き方や
壁面の突
起部を覆
うクッ
ションの
状態等、
細部を入
念に点検
する必要
性を改め
て認識し
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児童が活
動に夢中
になり、
危険を伴
うような
激しい動
きが見ら
れがちで
ある。

安全に活動
するために
事前にルー
ルや心構
え、活動中
における支
援員の声掛
けの仕方等
を工夫する
必要があ
る。活動人
数について
は今後も安
全に活動で
きる適正な
人数での実
施を心がけ
たい。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児は
日頃から
活発な動
きをして
いるが、
事故当
日、特に
変わった
様子は見
られな
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

児童の動
きが遊戯
室内の広
範囲に広
がり、動
きも早い
ため、近
くで見る
ことはで
きていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

職員それ
ぞれが担
当場所の
見守りを
行ってい
たため、
１名の担
当者以外
に対象児
の動きを
見ること
はできな
かった。

できれば複
数での見守
りが望まし
い場面で
あったが、
事故発生時
には活動場
所が遊戯室
と集会室に
分かれたた
め、１名で
の見守りと
なってい
た。

運動を伴う活
動の前は支援
員と児童で
ルール確認す
るとともに、
危険な動きを
しないよう指
導が必要。活
動中は児童の
活動の様子を
注意深く観察
するととも
に、児童同士
が交錯する等
心配される場
面があった時
は、活動を止
めて状況を確
認する。児童
に対して、痛
み、けが等の
異常があった
際はその場で
すぐに申し出
ることを約束
する。
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 54 54 6 5
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

ボールを追
いかけ躓き
転んだの
で、今回は
近くに指導
員がいても
どうしよう
もなかった
が、外遊び
に出る時一
言充分気を
つけて遊ぶ
よう声掛け
が必要と
思った。今
後、研修で
共有し改善
に努める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
6　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
6　)回/年

特にな
し。

運動場の
安全を確
認してか
ら利用す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

早く遊び
たいとい
う、我先
に外へと
思う子供
の思いが
ある。

自由にす
る前に事
故・怪我
を起こさ
ないよう
にする為
の声掛け
が必要。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

学童以外
の遊びに
来ている
友達と遊
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

運動場の
真ん中で
遊んでい
る様子
を、外遊
び担当の
支援員が
一緒に
サッカー
をして、
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

一輪車や
ドッチ
ボール等
他の遊び
をしてい
る児童を
見守って
いた。

特になし

子ども達
全体に慌
てない・
気をつけ
る等注意
喚起をす
ることを
毎回する
必要があ
る。
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 20 20 3 3
22.10
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘ひび

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

戸外遊び
の際に遊
具の使い
方、注意
事項をそ
の都度喚
起するこ
とを職員
間で周知
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

今回の事
故と関連
性が低い
ため、特
になし

今回の事
故と関連
性が低い
ため、特
になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

事前に児
童の遊ぶ
範囲を決
め、遊び
エリア毎
に見守り
視点を再
確認し、
実践す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おりの様
子であ
り、鉄棒
で遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

鉄棒を含
む遊具で
遊ぶ児童
らを見
守ってい
たが、ケ
ガをした
場面は他
児童を見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
の動きを
見ていた
ため、鉄
棒で遊ぶ
児童らを
見ていな
かった。

特になし

正しい遊
具の使い
方や注意
事項につ
いて児童
に再度注
意喚起す
る。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 70 70 7 3
19.７
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

―

今回の事
故と関連
性が低い
ため、改
善策なし

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
（毎日）
回/年

―

引き続き
施設内の
管理に気
を配って
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

各々好き
な遊びを
して支援
員が見
守ってい
た。

職員に周
知し安全
面の再確
認・共通
理解を促
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊戯室で
ボ－ル遊
びをして
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

トイレに
行く本児
の後ろ姿
を見送っ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

トイレに
行く本児
の後ろ姿
を見送っ
た。

―

何が起こ
るか分か
らないた
め、早め
にトイレ
に行くよ
うに児童
全員に周
知した。

249

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 28 28 2 1
21.９
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

―

今回の事
故と関連
性が低い
ため、改
善策なし

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
（毎日）
回/年

―

引き続き
施設内の
管理に気
を配って
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

各々好き
な遊びを
して支援
員が見
守ってい
た。

職員に周
知し安全
面の再確
認・共通
理解を促
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

館内を
走ったり
好きな玩
具で遊ん
だりゴロ
ゴロと寝
ていたり
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児が館内
を走り回っ
ている様子
を見て、声
をかけ止め
に入ったり
遊びに誘い
かけたりし
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

声をかけ
た職員以
外は他の
児童を見
ていたた
め対象児
を見てい
なかっ
た。

―

館内で走り
回ったり暴
れるとけが
に繋がるこ
とを伝え
た。人員配
置の都合で
入室できる
部屋を制限
する時は、
入室できな
いと分かる
よう掲示す
る。

250

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 20 20 3 3
21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

引き続き
基準以上
の職員配
置を守っ
て見守り
を続けて
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

特になし

引き続き
定期的に
施設の安
全点検を
実施す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

外遊びで遊
んでいた場
所の床が
ウッドデッ
キの様なも
のであるた
め、湿気で
滑りやす
かった可能
性がある。

該当の場
所では遊
ばない。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

転倒する
までは元
気にケイ
ドロの遊
びに参加
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

9人を二
人の指導
員で見
守ってい
た。転倒
した場面
も見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

9人を二
人の指導
員で見
守ってい
た。転倒
した場面
も見てい
た。

特になし

児童が転
倒しやす
い場所な
どを指導
員間で共
有し、児
童の転倒
が無くな
るよう注
意して保
育を行っ
ていく。
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

7 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 40 40 3 2
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
3　)回/年

2.基
準配
置

外遊び時の
職員配置に
対して遊び
場（グラウ
ンド）が広
いため目が
離れた瞬間
があった。

職員数を
増やせな
い場合、
遊び場を
目の届く
範囲に絞
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

雨上がり
でなく、
鉄棒に不
備もな
かったが
多少足元
に凹みが
あった。

足元にも
目を向
け、凹み
等ないか
チェック
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ちょうど
当該児童
を見れて
いない場
面で事故
が起こっ
た。

グループ
分けを
し、職員
の見守れ
る範囲で
遊ぶよう
促す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常の遊
びの一環
としての
鉄棒遊び

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

いつも通
り二手に
分かれ大
まかなグ
ループご
とに全体
を見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ほかのグ
ループの
見守りを
してい
た。

事故は他
の児童に
目がいっ
ていた瞬
間だっ
た。

低学年の
場合特に
高さに関
係なく怪
我の要因
に繋がる
ため、気
を付けて
目が届く
範囲で見
守る。
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 83 83 6 4
20.８
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左示指中
指基節骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

とくに変
化はなく
いつも通
りの様子
だった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊びを見
守ること
のできる
位置で見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

離れたと
ころにい
る指導員
からは死
角になる
場所で
あった。

特になし

児童一人
一人の行
動を見守
り、適切
に声掛け
をしてい
く。
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 83 83 7 4
21.９
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

口腔内裂
傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1～2
)回/年

2.基
準配
置

特になし

迅速な対
応はでき
たが事故
発生時後
は支援員
間での内
容の共有
が必要
だった。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

特になし

ケガに繋
がる行動
をとって
いない
か、危な
い場所が
ないかを
確認し、
安全に遊
べる環境
作りが必
要であ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

見守る範囲
が広いの
で、児童に
背を向ける
形にならな
いよう支援
員が立ち位
置を考えて
見守り、事
故が起きる
間に防げる
声掛けをす
る必要があ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達とふ
ざけてす
べり台を
逆走して
遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童がす
べり台か
ら落ちる
前、高い
鉄棒に
登ってい
た別の児
童の対応
をしてい
る際に、
児童がす
べり台か
ら転落し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

事故のあっ
たすべり台
から離れた
グランドで
サッカーを
していた他
の児童を見
ていたため
すべり台の
方は見てい
なかった。

特になし

すべり台、
ブランコ、
鉄棒のとこ
ろにいる児
童をすべて
見渡せる位
置に職員が
立ち、事故
が起こる前
に児童本人
に危険を声
掛けするべ
きだった。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

254

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 22 22 2 2
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
３　)回/
年

1.基
準以
上配
置

安全マ
ニュアル
の整備に
努める。
職員配置
は適正で
ある。

事故の要因
等を分析
し、職員会
議等を活用
して安全意
識を高め、
支援に反映
させる。人
気のある遊
具で職員が
約束事を伝
え、危険な
状況を回避
するよう声
を掛ける。

2.不定期
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(３　　)
回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
４８　)回
/年

遊具（遊
具）の高
さ、設置
の間隔を
検討。

高さの調
整、ぐらつ
き防止のた
め遊具（丸
太）を掘り
起こし調
整。間隔を
狭く設置。
また、丸太
の角を電動
サンダーで
削る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし
見守り位
置の再確
認。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

たくさん
の人数で
丸太あそ
びを楽し
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

丸太あそ
び全体を
見ていた
が、遊具
の長さが
あり対象
児童の動
きは見て
おらず、
落下を防
げる位置
にはいな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

外遊びの
見守りは
常時複数
体制だ
が、落下
の場面は
見ていな
かった。

特になし

職員の見
守り位置
の確認と
ともに児
童の動き
を見守り
つつ、場
を捉えて
安全に遊
ぶための
ルールの
確認を行
う。

255

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 24 24 4 4
20.８
歳

1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足剥離
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

下校する
際の注意
事項につ
いて、児
童へ周知
出来てい
なかっ
た。

下校の際
には、人
と人の距
離を十分
にとり無
理な追い
越しをし
ない。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

ソフト面
の事故な
のでハー
ド面は問
題なかっ
たと考え
る。

ソフト面
の事故な
ので、改
善する予
定なし。

7.その
他

正門を出
てからの
児童の行
動につい
て見てい
なかっ
た。

下校途中
に事故が
発生しな
いよう
に、注意
喚起を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通
り、集団
下校をし
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

下校途中
（学校の
敷地外）
のため、
指導員は
対象児童
の動きを
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

下校途中
（学校の
敷地外）
のため、
指導員は
対象児童
の動きを
見ていな
かった。

集団下校
で正門を
出てから
の事故の
ため、指
導員の目
が行き届
いていな
かった。

下校時等
指導員の
目が行き
届かない
場面での
児童の行
動を予測
し、事前
に危険と
思われる
行動につ
いて児童
へ指導を
行う。

256

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 21 21 4 2
22.10
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

予期しない
ことで怪我
をすること
が有る為、
危険な可能
性が有る場
面について
職員間で検
討し注意喚
起を行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

今回の事
故につい
ては特に
問題はな
かったと
考える。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

各児童の
動きを注
意深く見
守り、声
掛けを
行ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特になし

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊んでいる
児童の見守
りを行って
いた。転倒
後直ぐに声
を掛け、怪
我の状態を
確認し手当
てを行っ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の場所
で遊んで
いる児童
の見守り
や、一緒
に遊んで
いたため
事故の状
況を見て
いない。

特になし

今回の事
故につい
ては特に
問題はな
かったと
考える。

257

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 18 18 2 2
21.９
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

職員は児
童の見守
りをして
いた。

危険な可
能性があ
る場面を
想定した
研修を強
化する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

運動場に
凹凸はな
かったた
め、今回
の事故に
ついては
特に問題
なかった
と考え
る。

特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

児童の骨
折に気づ
かなかっ
たので、
見守りを
強化して
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

３年男児
と追いか
けっこを
している
際に自分
で転倒し
そうにな
り、態勢
を立て直
そうとし
て左足を
捻る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

主にドッジ
ボールの輪
の中でコー
トの中心に
立って審判
をしながら
対象児童も
含め全体を
見ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

1名はコー
ト審判と対
角線上の位
置に立ち全
体を見てい
た。1名は
ドッジボー
ル近くの縄
跳び台で他
の児童を見
ていた。

活動中の
児童の見
守りを
行ってい
たが、児
童がこけ
そうに
なった際
にはフォ
ローでき
なかっ
た。

今回の事
故につい
ては特に
問題な
かったと
考える。

258

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 19 19 2 2
21.９
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

打撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

今回の事
故につい
ては、振
り向き様
に自ら転
倒したた
め転倒を
予期する
ことは出
来なかっ
た。

研修の機
会等を通
じて、事
故につな
がりそう
な行動に
ついて事
例をあげ
て情報共
有する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

今回の事
故につい
ては、特
にハード
面の問題
はなかっ
たと考え
る。

特に必要
はない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

今回の事
故につい
ては、自
ら足を滑
らせ転倒
したため
転倒を予
期するこ
とが出来
なかっ
た。

活動中の
児童の見
守りを強
化する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と
「ままご
とごっ
こ」をす
る為の準
備をしよ
うと思い
歩いてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児童
のすぐ横
で見守り
を行って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室入
口付近
で、5時
帰りの児
童たちの
対応をし
ていた。

怪我をし
た児童の
横で見守
りを行っ
ていた
が、障害
物等がな
い中で転
倒するこ
とは予期
できな
かった。

今回の事
故につい
ては特に
必要はな
いと考え
る。

259

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 71 71 9 5
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

事故が起
こった時
に職員が
連携して
対応でき
るように
話し合い
研修をし
ていきた
い。

1.定期的
に実施

実施頻度(
３　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
３　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
３　)回/年

特になし

指導員の
死角を減
らす。何
でどのよ
うにして
遊ぶかを
考えるよ
うに促
す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

高い遊具
に上って
いる時
は、特に
気を付け
るように
見守り声
をかける
必要があ
る

自分が出
来るかで
きないか
をよく考
え遊びに
参加する
ように見
守り声を
かける。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わりな
い様子で
友達との
活動を楽
しんでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

虫取り、
ボール遊
びなどを
見ており
遠目で活
動の内容
を見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の場所で
子どもの
活動を見
ていた。

高い遊具
に上って
いる時
は、特に
気を付け
るように
見守り声
をかける
必要があ
る

子ども達
がどのよ
うな動き
に発展し
ているか
をよく見
守る。遊
び方につ
いて日頃
から意識
できるよ
うに話を
してい
く。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

260

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 52 52 10 6
21.９
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

橈骨遠位
端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

事故発生
時に職員
が連携し
て対応で
きるよ
う、話し
合い研修
をしてい
きたい。

1.定期的
に実施

実施頻度(
３　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
３　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
３　)回/
年

特になし

指導員の
死角を減
らす。何
でどのよ
うにして
遊ぶかを
考えるよ
うに促
す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

人的環
境・物的
環境を整
えて活動
できるよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
元気に入
室しおや
つを食べ
て、体育
館で遊ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児童
が遊んで
いるのを
確認しつ
つ、子ど
もたちの
遊びを見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の場所
で遊んで
いる児童
を各場所
で見守っ
ていた。

特になし

子どもた
ちがどの
ような動
きに発展
している
かをよく
見守る。
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 62 62 9 4
19.７
歳

2.女
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足小指
付け根の
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

下校中寄
り道しな
いように
指導。

下校中寄
り道しな
いように
指導。

1.定期的
に実施

実施頻度(
6　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
3　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
6　)回/年

特になし

ハード面
の事故で
はないの
で改善す
る予定な
し

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

特になし
集団下校
中の在り
方の指導

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

1日通し
て普段通
り過ごし
ていた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

児童クラ
ブ終了後
の下校時
の事故で
あるため

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

児童クラ
ブ終了後
の下校時
の事故で
あるため

特になし
集団下校
中の在り
方の指導
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 39 39 5 3
20.８
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

特になし

児童を注
意深く見
守り、再
発防止策
を支援員
間で検討
し共有す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし

プレイ
ルームで
遊ぶ子ど
もの数、
支援員の
配置を考
える。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

2年と3年が
プレイルー
ムを半分に
分け別の遊
びをしてい
た為、遊ぶ
場所が狭
かった可能
性もある。

支援員は
児童を
もっと注
意してみ
ておく。
低学年だ
けでな
く、高学
年にも配
慮する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

最近この
5人で遊
ぶ事が多
く、今日
も何をす
るか考え
て遊んで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子ども達
の考えた
遊びをさ
せたかっ
たし、3
年生だか
ら大丈夫
だろうと
いう思い
もあっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
を見てい
た。

フラフープ
を投げる役
があること
に気がつか
なかったの
で、気がつ
けば早めに
やめさせる
事ができ
た。

特になし
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 25 25 2 1
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
0　)回/年

2.基
準配
置

特になし

職員配置に
ついては規
定人数を配
置している
が、送迎時
の職員配置
についても
工夫し、安
全に見守れ
るようにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし

点検に応
じての対
応をして
おり、改
善策は特
にないた
め今後も
引き続き
行ってい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

個人活動中
はそれぞれ
が好きな活
動をしてバ
ラバラの動
きをしてい
るため、そ
の場の職員
は状況を見
ながら環境
構成を考
え、見守り
の体制を整
える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特になし

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体の見守
りを行って
いた為対象
児から離れ
たところに
おり、転倒
する際に手
を差し伸べ
ることがで
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

事故発生
場所に支
援員が1
人しかい
なかっ
た。

特になし

送迎の関
係で職員
配置が手
薄な状況
での事故
だった
為、職員
が揃うま
での活動
を見直
し、児童
の近くに
職員が配
置できる
環境を作
る。
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 43 43 7 5
20.８
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手親指
骨折（保
護者から
聞いた内
容）

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

安全管理
マニュア
ル（市作
成）をも
とにより
きめ細か
な安全計
画を策定
する。支
援員等に
研修を実
施し、徹
底を図
る。

2.不定期
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

3.未実施

実施頻度(
0　)回/年
遊具がな
い

2.不定期
に実施

実施頻度
(250　　)
回/年

特になし

当児童クラ
ブは貸しビ
ルの2階にあ
り外遊びや
遊具で遊ぶ
環境に乏し
いため、近
隣の広場や
公園の利用
を進める。
その際、交
通事故等が
ないよう十
分に配慮し
て取り組
む。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

児童たちの
遊び方を
ルール化す
る。当面の
こととし
て、室内で
は「走りま
わらない」
「飛びつい
たり、おん
ぶ、だっこ
禁止」
「ボール禁
止」とし
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

３年生児童
と室内で遊
んでいる最
中、振り回
された格好
となり倒れ
た。その
際、左手親
指を床（畳
敷）に強打
する。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

主任が当
該児童の
大きく痛
がる様子
に気付
き、親指
付近が腫
れがって
いること
をこと確
認した。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

主任の指
示で他の
支援員等
が直ちに
救急病院
に連れて
行った。

特になし

児童たち
の遊び方
を見直
す。特に
室内での
遊びに配
慮する。
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 36 36 4 4
20.８
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足人差
し指骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

3.基
準以
下

事故発生
時間は職
員が３名
しかおら
ず、４.
５部屋に
分かれて
いたため
各場所に
つくこと
が出来な
かった

職員が少
ない中で
は、個々
での遊び
を制限を
して、集
団での遊
びに切り
替え、目
が行き届
くように
努める。

1.定期的
に実施

実施頻度
(250)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(250)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(40)回/年

特になし

ボール遊
びをする
部屋の床
にマット
を敷き、
足指への
衝撃を和
らげる様
改善し
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

他の職員
を呼ぶ前
に、パー
テーショ
ン裏で
ボールを
蹴ったた
め、一時
的に職員
から死角
になり、
怪我を防
ぐことが
出来な
かった。

他の職員が
来るまで待
たせるな
ど、安全に
遊べるよう
配慮する。
衝動的な行
動が多い子
供であるた
め家庭でも
行動に関し
て話し合っ
てもらう。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

同じ部屋で
野球をして
いたが、当
該児は野球
のルールが
理解できな
いため集団
に馴染め
ず、ボール
を蹴りたく
なった。違
う遊びをす
るためパー
テーション
を使った。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

職員は野球
の審判をし
ており、当
該児がパー
テーション
で仕切って
すぐは見る
ことが出来
なかった。
仕切って間
もなく泣き
声が聞こ
え、すぐ駆
けつけたが
すでに足を
床に打ち付
けていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

活動毎にク
ラブ内4つの
部屋を分
け、基本的
に職員は各
部屋に１名
いるように
している
が、加配児
童に手が取
られること
もあり、当
該児一人の
ために職員
がつくこと
は不可能
だった。各
部屋からは
他の部屋が
見えず死角
が多くあ
る。

特になし

ボールを
使う部屋
をパー
テーショ
ンで仕切
る場合、
必ず2人以
上の職員
で関わる
ようにす
る。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

7 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 24 24 4 2
21.９
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

2.基
準配
置

環境の安
全だけ注
視し、学
校では高
学年体育
科で行う
走り高跳
びの危険
性に支援
員が気付
けていな
かった。

室内遊び
にふさわ
しい遊び
をリスト
化。職員
で共通認
識をも
つ。

2.不定期
に実施

実施頻度(
２　)回/
年

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
４　)回/
年

室内で行
い、着地
場所に
クッショ
ンがない
部分があ
ることを
見過ごし
ていた。

クッショ
ンの使い
方を、本
来の休憩
場所とし
て使うよ
うに児童
に周知。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

走り高跳
びを遊び
として、
するべき
ではな
かった。

事故防止
研修を受
講し、職
員の意識
改善に努
める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

数回は上
手に走り
高跳を跳
んでい
た。事故
発生時は
着地点に
転ぶよう
に落ちて
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

当遊びを
していな
い児童に
ぶつかる
危険はな
いか、周
りにぶつ
かるよう
な障害物
はないか
を確認し
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

机で事務
作業をし
ながら、
時々周囲
の安全を
見守って
いた。

走り高跳
び等、室
内遊びに
動きが
伴ってい
ないもの
はさせな
い。

走り高跳
びは今後
しない
が、激し
い遊びの
時は至近
距離で安
全確認し
事前に注
意点を子
どもに伝
える。
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 31 31 4 1
20.８
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足中足
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

特になし
児童への
声かけの
強化

1.定期的
に実施

実施頻度(
24　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
24　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
24　)回/
年

児童数が
多いた
め、机の
数（本
数）が多
い。

できるだ
け机の配
置の間を
あけるよ
うにす
る。遊ぶ
時間など
は机をか
たずけ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

夏休み中
の気温が
高く、外
遊びがほ
とんどで
きず体力
を持て余
していた
かもしれ
ない。

落ち着いて
過ごせる環
境づくりの
工夫する。
また、靴下
をはいて走
ると滑りや
すいので
ワックスを
滑りにくい
ものにす
る、上履き
利用も検討
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

室内で走
り回るこ
とが多い
児童。今
回も走り
トイレに
行こうと
した時に
ぶつけて
いる。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

おやつの
後の片づ
けのた
め、見て
いなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

おやつの
後の片づ
けのた
め、見て
いなかっ
た

トイレに
行きたい
ため、
走ってい
た

忙しくして
いても支援
員が４人い
たので、1人
は児童の動
きを見てい
ればよかっ
た。今後は
予想される
事故や怪我
の防止に万
全を尽く
す。
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 25 25 2 2
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手薬指
骨折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
0　)回/年

2.基
準配
置

特になし

事故予防
に関する
研修を行
い、児童
の見守り
を強化し
ていきた
い。

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

ミーティ
ング等で
危険箇所
の確認を
していた
が、使用
禁止等の
措置をと
らなかっ
た。

危険個所
の点検と
その後の
対応を徹
底してい
きたい。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

児童の見
守りを強
化してい
きたい。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

虫取りを
していて
休憩のた
めベンチ
に座っ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

複数のグ
ループで遊
びをしてい
たので、公
園全体が見
える位置で
見守りをし
ていた。対
象児がベン
チに座った
のを見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

複数のグ
ループで遊
びをしてい
たので、公
園全体が見
える位置で
見守りをし
ていた。対
象児と担当
者のやり取
りを見てい
た。

特になし

公園管理
所管課と
の一層の
連携を図
り、児童
が安心安
全に遊べ
るように
していき
たい。
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 44 44 7 6
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨骨
幹部骨折
（全治２
か月）

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

3.未
実施

実施頻度(
0　)回/年

2.基
準配
置

なし

緊急事故対
策職員会議
を開催し、
事故防止徹
底を図っ
た。毎日の
職員ミー
ティングで
も危機感と
緊張感を
持って業務
を遂行する
よう指導し
ている。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

数日前か
らの晴天
続きで、
中庭の地
面が乾き
滑りやす
くなって
いたかも
しれな
い。

児童が安
全に遊べ
るよう、
毎日中庭
の様子を
確認す
る。中庭
で走る遊
びを禁止
した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし

中庭で遊
ぶ日は児
童の遊び
の内容を
制限し、
それぞれ
の遊ぶス
ペースが
交わらな
いよう遊
ぶ場所を
決める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り通所し
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

外遊びは支
援員３名で
見守り、事
故当時は2名
で2方向に分
かれてい
た。中庭全
体が見られ
る場所で見
ていたが、
鬼ごっこを
していた他
児と接触
し、本児の
転倒した瞬
間は気づか
ず、他児の
報告で事故
に遭ったこ
とに気づ
き、すぐに
児童を介抱
しながら館
内に連れ
戻った。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

児童館玄
関前で離
れた他の
児童の遊
びを見
守ってい
た。転倒
した瞬間
は、事故
箇所から
離れてお
り他児童
の動きに
注意して
おり気づ
かなかっ
た。

なし なし
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 27 27 3 2
20.８
歳

1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右腓骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

特になし

安全に下
校するこ
とを促
す。特に
階段の上
り下りを
注意する
ことを伝
える。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

特になし

点検時に
不備が発
見された
場合は、
学校等に
報告す
る。

7.その
他

特になし

安全に下
校するこ
とを促
す。特に
階段の上
り下りを
注意する
ことを伝
える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常通り決
まった時間
に下校し
た。歩道橋
の階段も慌
てず降りた
が、最後の
一段で転ん
だ。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

下校後の
ため未確
認だっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

下校後の
ため未確
認だっ
た。

自宅が歩
道橋を下
りてすぐ
なので、
気が急い
てしまっ
たことが
考えられ
る。

歩道橋で
は1段1段
注意して
下りるよ
う指導し
た。当面
保護者の
車での送
迎となっ
た。
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 6 6 3 3
23.11
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右母趾末
節骨骨端
線損傷及
び右母趾
外傷性趾
爪甲剥離

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

実施頻度(
0　)回/年

2.基
準配
置

遊びの内
容に危険
因子が
あったと
考えられ
る。

児童の発達
段階に応じ
運動機能等
を考慮した
遊び方を検
討し、児童
へも注意を
呼び掛け
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

玩具の不備
ではなかっ
たが、日頃
から危険な
箇所がない
か点検時以
外にも意識
をして確認
をする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

児童の行動
すべてを監
視するのは
困難な為、
日頃から遊
び方・気を
付けるよう
に話をする
等して注意
を促す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

落ち着い
てルール
を守って
遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児を
含み同じ
遊具で遊
んでいる
児童たち
を見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の遊具
で遊んで
いる児童
を見守り
ながら対
象児も見
ていた
が、事故
発生時は
見ていな
かった。

特になし

あらゆる
状況を考
え、児童
の動きを
予測し危
険を防ぐ
ことがで
きるよう
見守って
いく。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

272

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 15 15 3 1
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨頭
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

今回の事
故は不慮
の事故で
あった
が、見守
りをより
強化す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

遊具の不備
ではなかっ
たが、日頃
から危険な
箇所がない
か点検時以
外にも意識
をして確認
をする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

児童の行動
すべてを監
視するのは
困難なた
め、日頃か
ら遊び方・
気を付ける
ことについ
て話をする
等して注意
を促す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

一人で
ボールを
ドリブル
して遊ん
でおり、
転んで負
傷した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ボール遊
びをして
いるそば
で見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の補助
員２名
は、他の
児童の見
守りをし
ていた。

特になし

あらゆる
状況を考
え、児童
の動きを
予測し危
険を妨げ
られるよ
う見守っ
ていく。
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 32 32 5 3
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首橈
骨遠位端
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

特になし

今回の事
故は不慮
の事故で
あった
が、見守
りをより
強化す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

遊具の不備
ではなかっ
たが、日頃
から危険な
箇所がない
か点検時以
外にも意識
をして確認
をする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

児童の行動
すべてを監
視するのは
困難なた
め、日頃か
ら遊び方・
気を付ける
ことについ
て話をする
等して注意
を促す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日頃から
体を動か
すこと、
外遊びが
好きなた
め、いつ
も通りあ
そんでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

すぐ近く
で見守っ
ていた
が、あっ
と思った
時には転
落し、手
を差し伸
べるのは
難しかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

広い範囲
での外遊
びのた
め、各場
所で見守
りをして
いる。そ
のため見
ていな
かった。

特になし

あらゆる
状況を考
え、児童
の動きを
予測し危
険を妨げ
られるよ
う見守っ
ていく。
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 26 26 2 1
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
0　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

支援員の
ミーティ
ング時に
ヒヤリ
ハット事
例の共
有、事故
防止マ
ニュアル
を再度確
認する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年 1.定期的

に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

特になし

桜の木の
根っこが
広範囲に
張り出し
ているた
め、伐採
なども含
め担当課
と協議す
る

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

木の近く
では遊ば
ないよう
に声かけ
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
をしてい
て、桜の
木の根っ
こでつま
づき右足
首を捻る

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

グラウン
ド全体の
見守り

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

３支援合
同でグラ
ウンド全
体を４名
の支援員
が見守っ
ていた。

特になし

他クラブ
であった
事故も情
報を共有
し、同じ
ような事
故が起こ
らないよ
うに支援
員一人一
人が見守
りを強化
する。
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 15 15 4 4
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
外顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

子どもた
ちはそれ
ぞれ希望
の遊具で
遊ぶの
で、全て
を把握す
ることは
困難。

その日の
子どもの
人数や動
き方を見
て、職員
配置を行
う。

2.不定期
に実施

２回程度/
週

2.不定期
に実施

3回程度/
年

2.不定期
に実施

12回程度/
年

吊り輪は
落下の可
能性があ
る遊具で
あるが、
子どもた
ちは常に
スリルを
求めてし
まう。

落下の可能
性のある遊
具(吊り
輪、ブラン
コ、鉄棒、
雲梯等)を
使う時の注
意点を子ど
もたちと確
認し、遊び
方を考える
ようにした
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

広い運動
場の中
で、子ど
もたちは
それぞれ
希望の遊
具で遊ぶ
ので、全
てを把握
すること
は困難。

落下の可能
性のある遊
具(吊り
輪、ブラン
コ、鉄棒、
雲梯等)を
使う時の注
意点を子ど
もたちと確
認し、遊び
方を考える
ようにした
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

仲良しの
子と一緒
に吊り輪
で遊び、
吊り輪の
一つを両
手でつか
み身体を
押しても
らってい
た。飛び
降りた際
着地に失
敗した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

吊り輪から
落下した男
の子は以前
も同様の遊
びをしてい
たため、太
鼓橋とブラ
ンコの低学
年の子の見
守りを優先
していた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

運動場全
体を見渡
せる位置
にいた。
広い運動
場にはそ
うするこ
とも必
要。

落下の可能
性がある遊
具で遊んで
いる子に
は、たとえ
遊び慣れて
いたとして
も一言注意
喚起をする
べきだっ
た。

支援員の
人数に限
りがあ
り、傍に
付いてい
られない
時も、外
に出る前
に全児童
に対して
遊び方の
注意点を
伝える。
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 9 9 3 1
19.７
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

左目眼窩
底骨折、
結膜下出
血、角膜
上皮損
傷、網膜
振盪

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

3.未
実施

実施頻度(
0　)回/年

1.基
準以
上配
置

これまで
室内で走
る児童に
対して注
意や制止
を行って
いたが、
今回のよ
うに走り
回ること
で事故に
繋がるこ
とについ
て児童に
浸透しき
れていな
かった。

ガイドラ
インを基
に職員全
員で改善
策検討を
行った。
併せて今
後事故防
止マニュ
アルの作
成を進
め、職員
で共有を
図る。

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

施設内玄
関ホー
ル、和
室、手洗
い場、会
議室が走
り抜ける
ことがで
きる状態
であっ
た。

玄関ホー
ル、手洗い
場の出入口
を締め切
り、走り抜
けができな
いように
し、会議
室、和室、
玄関ホール
の通路につ
いては児童
と一緒に警
告を促す色
付きテープ
を張ること
で意識づけ
を実施。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

事故発生
前に体育
館で１時
間程度遊
びを行っ
ていた
が、施設
に戻り静
に遊ぶこ
との習慣
づけが不
十分で
あった。

室内遊び
を工夫
し、室内
遊びに興
味を持た
せ、低学
年の児童
がすぐに
飽きない
ように見
守り・支
援を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

お絵描き
帳に描い
た絵を支
援員に見
せ、別室
に歩いて
引き返す
ところで
あった。
特に異常
はなし。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

和室入口で
和室内と玄
関ホールを
見渡せる場
所にいた。
会議室方向
から歩いて
くる児童も
見えていた
が、手洗い
場方向から
走ってくる
児童が速
く、制止す
る時間がな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

１名は別
室内で死
角となっ
ていた。
また、も
う１名に
ついても
別室で活
動してい
る児童を
見守って
いたため
死角と
なってい
た。

特になし

室内での
走る、投
げる、ふ
ざけあう
など第三
者への事
故に繋が
る行為を
禁止し、
そういっ
た際は体
育館や外
遊びなど
で体を動
かすよう
ルールを
作る。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

277

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 14 14 2 2
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕顆上
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

実施頻度(
0　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし なし
1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
40　)回/
年

特になし なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし なし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児4名と
それぞれブ
ランコを漕
いでおり、
ブランコが
動いている
状態でジャ
ンプして着
地。着地を
失敗し右腕
が体の下敷
きとなった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

従来通り
子どもた
ちの外遊
びを見守
り、様子
を伺って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当職員
と二手に
分かれ外
遊びの子
どもたち
を見守
り、様子
を伺って
いた。

特になし

外遊びの
前に危険
行為をし
ないよう
注意事項
を説明す
る。遊具
遊びを禁
止する。

278

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 23 23 3 2
20.８
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左ひじ骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(2)回/年

1.基
準以
上配
置

難しいと
ころでは
あるが、
遊びの要
素、危険
かどうか
の判断を
支援員間
で深く考
え、共有
し合うこ
とで防止
できる。

今回は床
が板張り
のところ
であった
ため起き
たとも考
えられ
る。畳か
マットを
準備して
遊ばせる
ことで改
善する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

遊びの種
類によっ
てはマッ
トを準備
する必要
がある。

今回のプ
ロレス
ごっこは
畳かマッ
トでさせ
る。今後
室内での
遊びの危
険な事を
もっと見
極める必
要があ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

危ないので
はという認
識で２回程
止めに入っ
ていて起き
た事故だけ
に止められ
なかったこ
とが悔やま
れる。気を
つけること
をもっと丁
寧に話すべ
きであっ
た。

プロレス
ごっこに
ついては
たたみ部
屋か板張
りではし
ないこと
を決まり
ごとにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも
じゃれ
合ったり
ケンカし
たりして
いる二人
で遊び感
覚でやっ
ていたが
力が入り
すぎ、同
時に倒れ
て起きた
事故。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ケガをし
ないよう
見守りし
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

外の活動
の見守り
に出てい
た

怪我しな
いよう机
等引いて
スペース
を作った
が床が板
張りで
あったこ
とが事故
の要因と
思われ
る。

支援員会議
の中で危険
な遊びにつ
いて認識を
深める。研
修等に積極
的に参加し
て児童が怪
我無く安全
で安心でき
る環境、居
場所を作る
よう努め
る。
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 41 41 4 3
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘頭
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
12)回/年

2.基
準配
置

特になし

室内遊びに
危険が伴わ
ないよう指
導し、支援
員も今後同
じようなこ
とが起こら
ないよう十
分注意して
見守る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

特になし

机等の配
置につい
て支援員
で話し合
い、改善
点がない
か検討し
ます。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

室内で遊ん
でいて起
こってし
まった事故
で、もう少
し児童にわ
かるように
注意し、見
守り時十分
注意を払う
よう徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

机の周りを
グルグル追
いかけっこ
をしていた
時にバラン
スを崩し
た。楽し
かったので
怪我をする
とは思って
なかった様
子。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ふざけて
はいたの
で、注意
したらや
めたが又
始まって
しまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
自分の近
くにいる
児童を中
心に、屋
内全体を
見守って
いた。

特になし

緊張感を
もって見
守りする
ことを心
がける。

280

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 34 34 4 3
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右第一指
基節骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
0　)回/年

1.基
準以
上配
置

職員の配
置はして
いたが見
守りが行
き届いて
いなかっ
た。

見守りを
行き届か
せるよう
にする。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度
（１）回/
週

特になし

今まで以
上に施
設、設備
面で危な
いところ
がないか
点検す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

気が付き
にくいと
ころでお
んぶごっ
こをして
いたよう
だった。

今まで以
上に全支
援員が心
して見守
りを強化
したい。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
気の合う
友達と遊
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

二人で室内
を見守って
いたが、対
象児が仲良
くしている
ことは見え
ていたが、
倒れる瞬間
は気づかな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

4人のう
ち2人は
外遊びの
見守りを
してい
た。

支援員の
気付きに
くいとこ
ろでおん
ぶをして
バランス
を崩して
倒れたた
め。

支援員同士
の連携を図
り、事故に
繋がりそう
な状況につ
いて情報を
共有し対策
を考える機
会を増や
す。再発防
止に努めた
い。

281

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 32 32 3 3
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右第５手
指基節骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
2～3　)回
/年

2.基
準配
置

特になし
遊び方の
指導をす
る

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(週１　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

特になし

石ころを
取り除い
たりし
て、滑り
にくくす
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

広い校庭
で、見落
としがな
いよう支
援員を配
置する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

キーパー
だったの
で両手で
ボールを
止めよう
とした
が、止め
られず
ボールが
手からす
り抜けた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

サッカー
をして遊
んでいる
子どもた
ちの妨げ
にならな
いよう少
し離れて
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

校庭で遊
ぶ他の子
供たちを
見守って
いた。

特になし

緊張感を
もって見
守りする
ことを心
がける。

50 / 108 



発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

282

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 32 32 3 2
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左側関節
外果剝離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
2～3　)回
/年

2.基
準配
置

特になし
遊び方の
指導を行
う

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
週1　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

特になし

外遊びす
る場所を
定期的に
点検す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

広い校庭
で見落と
しがない
よう支援
員を配置
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

外遊びの時
間、何人か
の児童と鬼
ごっこをし
ている時
に、一段高
い所で転ん
で左足を
捻って擦り
むいた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

校庭で遊
ぶこども
たちを見
守ってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

校庭で遊
ぶこども
たちを見
守ってい
た

特になし

怪我は室内で
も起こりうる
ので室内外に
関わらず声掛
け指導を繰り
返す。保護者
にも注意喚起
して、家庭で
も怪我をしな
いよう指導い
ただく。クラ
ブだよりにて
お願いする。

283

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 44 44 4 4
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折はし
ていない
が経過観
察中

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未
実施

実施頻度(
0　)回/年

2.基
準配
置

特になし

外遊び前
に注意事
項を子ど
もと確認
している
が今後は
雲梯の事
も追加
し、無理
しないよ
う声かけ
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/月

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/日

特になし
点検は
しっかり
とする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

外遊びで
は各々好
きな遊び
をするた
め、特に
注意を要
する遊具
で遊ぶ子
たちには
しっかり
声かけを
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

校庭の遊
具で一人
だけで遊
んでいた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

特にその
子の担当
の職員は
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

外遊び開
始直後で
あり、い
ろいろな
場所で遊
ぶ子ども
たちを見
守ってい
た。

特になし

子どもた
ちにも危
ない遊具
で遊ぶと
きは気を
付けるよ
うにしっ
かりと声
かけする

284

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 27 27 3 -
19.７
歳

2.女
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

姉と帰宅
していた
が，なぜ
転んだか
わからな
い。足
元・周り
の注意を
していな
かった。

クラブ退
所前に注
意して帰
るよう声
掛けして
いたが，
退所時に
も再度声
掛けをす
る。

- - - - - - 特になし - - 特になし - - - - - - - -

児童クラ
ブ退所前
に，安全
に注意し
て帰るよ
う声掛け
をする。

285

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

5
1.朝(始
業～午前
10時頃)

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 26 26 3 3
24.12
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足　親
指　骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

実施頻度(
0　)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
2.不定期
に実施

実施頻度(
12 )回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
12 )回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
12 )回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

全員が裸
足の状態
で練習。

今後は
シューズ
を着用す
るなど改
善を考え
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

相手チー
ムに対し
アタック
をする際
に、足の
指に負荷
がかかり
負傷。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

痛がる様
子を確認
したあ
と。すぐ
に応急処
置。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
の安全管
理をして
いた。

ドームを
利用する
際は、全
員シュー
ズ着用を
義務付け
る。

ドッジ
ボール等
激しい運
動の場合
はシュー
ズの着用
を義務付
ける。

286

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 25 25 5 3
20.８
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左第２中
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

竹馬をす
る場所
は、手薄
になり目
が届きに
くい

竹馬をし
ている児
童がいる
場合は、
時々声掛
けや見守
りを職員
一同心掛
ける。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

排水の水
の痕が
あった。

排水の水
の痕の清
掃をす
る、また
は排水口
を移動。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

竹馬も上
手に乗れ
る児童な
ので、大
丈夫だと
過信して
いた。

上手に乗
れる児童
でも、見
回りをす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの遊び
をしてい
る

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児童と
遊んでい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭外へ
いたの
で、対象
児童は見
ていない

竹馬を上
手に乗れ
る児童な
ので大丈
夫だと過
信してい
た。

上手に乗
れている
児童で
も、無理
せず危な
い乗り方
しない様
に声掛け
や目をか
ける。

287

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 41 41 4 2
18.６
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手　人
差し指
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

子どもた
ちの動
き、危険
行為の回
避ができ
なかった
ため。

危険行為
を予測
し、声掛
けだけで
なく回避
するため
の方策を
考えて実
施する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

人数に対
して広さ
が足りな
かった。

備品等
(テーブ
ル)を片
付ける。
人数制限
を行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもた
ちと遊び
に夢中に
なってい
た。

ルールの
改善、こ
どもたち
同士での
配慮

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

寝そべっ
たり、
座って
ドッジ
ボールに
参加して
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

危険を察
知し声掛
けをし
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

秘密基地
で遊ぶ児
童の見守
り。事務
作業。

危険を察
知し声掛
けをした
が、立つ
までの様
子は見て
いなかっ
た

こどもた
ちの動き
をしっか
りみる。

288

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 187 ## 22 9
21.９
歳

2.女
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

開放骨折
8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

1.基
準以
上配
置

学童から
帰宅途中
の出来事
であり、
子どもの
動きを把
握を把握
すること
は困難で
ある

子どもが
下校する
ときは、
その都度
交通ルー
ルを守っ
たり、正
規の登校
道路を帰
るよう声
をかける

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
3　)回/年

特になし
引き続き
実施する

7.その
他

近くに信
号付きの
横断歩道
があり、
道路を渡
るときは
必ず横断
歩道を通
るように
指導して
いる

子どもが
下校する
ときは、
その都度
交通ルー
ルを守っ
たり、正
規の登校
道路を帰
るよう声
をかける

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

学校帰りは
普段通り
で、おやつ
を貰って帰
ると施設長
に元気に答
えていた。
担任には普
段と変わら
なく応対し
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

おやつを
持って帰
宅してい
たので、
道路を横
切る様子
までは把
握できて
いない

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

下校中のた
め指導員は
見ていな
い。一人は
教室前で子
どもの受け
入れを行っ
ていたが、
道路まで距
離があり横
断を確認で
きなかっ
た。

学童から
の帰宅途
中の出来
事であ
り、子ど
もの動き
を把握を
把握する
ことは困
難である

子どもが
下校する
時は、そ
の都度交
通ルール
を守った
り正規の
登校道路
を帰るよ
う声をか
ける
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

289

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 37 37 4 2
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首剥離
骨折、左足
関節外果骨
折、左足外
側外副じん
帯損傷、左
足外果離断
性骨軟骨炎

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

ケガをし
たり、
捻ったと
きの手当
ての対処
法の確認

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

周囲に気
を付けな
がら遊ぶ
よう声掛
けを行う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ドッチ
ボール中
で元気に
逃げ回っ
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

目の前で
転び、立
てなかっ
たので抱
えて安全
な場所に
移動し、
応急措置

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の持ち場
で他の子
たちを見
守ってい
た。

ドッチ
ボールの
スペース
が人数に
対して狭
いときが
ある。

足に合っ
たサイズ
の靴を履
くように
話す。
ボールを
使った遊
びの経験
を重ねら
れるよう
に見守
る。

290

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 20 20 2 1
20.８
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
11　)回/
年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ボールを
どのよう
に捕球す
ればよい
かの判断
が難し
かった。

全体でも個
別でもドッ
ヂボールの
安全な遊び
方(投げ方、
捕球の仕方
等)を再確認
する。怪我
に繋がりや
すいことは
支援員でも
話し合い、
全体に周知
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

見守りを
しながら
声掛けを
していた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体を見
ていたが
対象児の
動きまで
は見てい
なかっ
た。

特になし 特になし

291

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 55 55 5 3
23.11
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剝離骨折
8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
3　)回/年

2.基
準配
置

サッカー
ゴールの
ポール上
に帽子を
おいてい
た。

外遊びの
時は水筒
置き場所
を用意し
ているの
で、帽子
等もそこ
に置くよ
うに子ど
も達に伝
える。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/日

今回は、
施設、遊
具はなし

施設や遊
具を活用
する際に
はリスク
を考え、
共有す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

帽子を
サッカー
ゴールの
ポールの
高い所に
かけてい
た。ジャ
ンプしな
いと取れ
ない位置
であっ
た。

高い場所
には置か
ないよ
う、子ど
もたちに
集団指導
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

外遊び中、
ドッジボー
ルをしてい
て帽子が邪
魔になり近
くのサッ
カーゴール
のネット上
に置いた。
帰るよと言
われて慌て
てしまっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

傍で見守
りをして
いたが
17：00の
音楽がな
り他の子
ども達が
帰りの準
備を始め
た為、そ
ちらに目
が行き見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

帰りの準
備対応で
見ていな
かった。

基本外遊び
の際には帽
子着用は必
須にしてい
るが、曇り
だったので
帽子を取っ
て下に置く
と汚れるの
でサッカー
ゴールネッ
トにかけ
た。

帰りの時
間間際
だったこ
ともあ
り、支援
員が他の
子ども達
の方ばか
り見てい
た為、気
づくのが
遅かっ
た。

292

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 138 ## 15 10
22.10
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手中指
第二関節
骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1-2)回/
年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
━　)回/
年

━━━━

引き続き
定期的に
安全点検
を行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

━━━━

見守りが
必要な場
面では引
き続き支
援を行っ
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

集団活動
中見守り
を行って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

集団活動
中見守り
を行って
いた。

━━━━

今後も危
機管理の
手引きを
用い，迅
速な対応
を行って
いく。

293

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

8
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 106 ## 8 5
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手薬指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1-2)回/
年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
━　)回/
年

━━━━

引き続き
定期的に
安全点検
を行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

━━━━

見守りが
必要な場
面では引
き続き支
援を行っ
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

集団活動
中見守り
を行って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

集団活動
中見守り
を行って
いた。

━━━━

今後も危
機管理の
手引きを
用い，迅
速な対応
を行って
いく。

294

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

8 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 149 ## 11 6
18.６
歳

2.女
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左前腕部
骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1-2)回/
年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
━　)回/
年

━━━━

支援員が
転倒した
箇所の段
差に簀子
を敷い
た。引き
続き定期
的に安全
点検を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

━━━━

児童の誘
導の仕方
を支援員
間で再度
共有し、
引き続き
見守りを
行ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

集団活動
中見守り
を行って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

集団活動
中見守り
を行って
いた。

━━━━

今後も危
機管理の
手引きを
用い，迅
速な対応
を行って
いく。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

295

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

8
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 146 ## 11 6
22.10
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1-2)回/
年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
━　)回/
年

━━━━

引き続き
定期的に
安全点検
を行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

━━━━

見守りが
必要な場
面では引
き続き支
援を行っ
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

集団活動
中見守り
を行って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

集団活動
中見守り
を行って
いた。

━━━━

今後も危
機管理の
手引きを
用い，迅
速な対応
を行って
いく。

296

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

8
4.昼食時
（学童）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 39 39 5 2
20.８
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他 1.頭部
脳しんと
う

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

夏休み期
間で保育
時間が長
いため、
昼食の時
間帯は職
員の交代
等を行っ
ていて支
援員等が
手薄に
なった。

職員が交
代する時
は児童の
様子等申
し送りを
し、手薄
な時間帯
となる12
時代は支
援員同士
の声掛け
でカバー
する。

2.不定期
に実施

実施頻度(
2 )回/年

3.未実施
実施頻度(
- )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

特になし -

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

昼食の片づ
け後はフ
リーの時間
となり様々
な遊びをす
るため、安
全に遊んで
いるか確認
をしている
中で事故が
発生した。

それぞれ
の児童に
対応する
職員以外
に、個々
ではなく
全体の状
況を把握
する職員
を配置す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

昼食後児
童同士で
遊んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

次の活動
の準備を
していた
ため。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の対
応をして
いたた
め。

夏休みか
ら入所し
た児童で
もあり、
学童の友
達と過ご
すことに
慣れてき
て、つい
からかっ
てしまっ
たと思わ
れる。

相手が嫌
がる発言
や行動を
しないよ
う指導す
る。

297

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 59 59 7 4
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1～2)回/
年

2.基
準配
置

特になし

児童に施
設の危険
箇所につ
いて周知
を行う。

2.不定期
に実施

実施頻度
(1)回/年

3.未実施
実施頻度
(-)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

指を挟ん
だトイレ
自体に不
備は無
かったが
定期的に
点検は行
う。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

トイレの
ドアを強
く閉め
た。

トイレの
ドアでケ
ガをする
ことが有
ると児童
に周知を
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り落ち着
きのない
状態だっ
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

トイレに
行くとき
だったの
で見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

トイレに
行くとき
だったの
で見てい
なかっ
た。

トイレに
行ってい
るからと
当該児童
を注視し
ていな
かった。

トイレの
出入りの
時も目を
配る。

298

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

7 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 188 ## 16 8
23.11
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨頚
部骨折・
左手関節
捻挫

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1-2)回/
年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
━　)回/
年

━━━━ 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

━━━━

見守りが
必要な場
面では引
き続き支
援を行っ
ていく。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

休憩時は
座るよう
支援員が
何度も注
意を促す
も、聞き
入れない
状況だっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

集団活動
中見守り
を行って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

集団活動
中見守り
を行って
いた。

━━━━

今後も危
機管理の
手引きを
用い，迅
速な対応
を行って
いく。

299

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

14.学童 182 ## 9 6
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

成長骨軟
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1-2)回/
年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
━　)回/
年

━━━━ 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

━━━━

見守りが
必要な場
面では引
き続き支
援を行っ
ていく。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

いち早く
ボールを
確保しよ
うと急い
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

集団活動
中見守り
を行って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

集団活動
中見守り
を行って
いた。

━━━━

今後も危
機管理の
手引きを
用い，迅
速な対応
を行って
いく。

300

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 17 17 5 3
19.７
歳

1.男
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

学校の規模
が大きく、
沢山のデイ
サービスや
児童クラブ
利用者で混
雑するた
め、児童の
見守りが弱
いと反省し
てタクシー
送迎時の職
員配置を2名
～3名の現状
から常時3名
の職員を配
置に変更す
る。

職員配置
を見直し
て密な連
携が取れ
るよう情
報交換を
する。保
護者の協
力をいた
だきなが
ら児童の
様子等の
情報交換
を徹底す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

集合場所
で躓いて
怪我をし
ている
事、ラン
ドセルの
扱いと待
つ姿勢に
も問題が
有った
が、見守
る体制に
も不備が
あった。

見守り強
化の為、
タクシー
送迎集合
場所での
職員の人
数を増や
し、タク
シーを待
つときは
ランドセ
ルや荷物
を降ろし
て待つ、
座って待
つ事を徹
底する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

学校にお
けるタク
シー送迎
の見守り
では、マ
ンモス校
のため下
校時の校
庭が賑や
かになる
ことを認
識し、職
員の配置
と見守り
の人員を
増やす必
要があっ
た。

人員配置
を改め、
待ち時間
の体制を
改善す
る。保護
者にも協
力をお願
いし児童
の意識向
上を目指
して、自
分の命を
守る大切
さを身に
付けられ
るよう指
導する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも遊
んでいた
友達が集
合場所に
先に移動
していた
ため、少
し焦って
いたと思
われる。
職員が声
かけを
行った。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

タクシーが
集合場所に
到着してお
らず、児童
達は集合場
所で落ち着
いて待って
いた。少し
遅れて当該
児が合流
し、お友達
に駆け寄っ
た時に躓い
て転んだ。
起き上がり
手が痛いと
言うので
座って待っ
た。同時に
タクシーが
到着し児童
クラブにつ
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の校舎か
ら出てきた
児童と共に
集合場所に
行った。当
該児が座っ
ていて、事
情を聴き転
んだことが
分かった。
本人が直ぐ
にタクシー
に乗ってた
ので詳しい
事は分から
なかった
が、芝生の
上で転んだ
ようだっ
た。なお、
集合場所は
雨が降ると
ぬかるむ場
所であるが
当日は乾い
ていた。

見守りをし
ていた支援
員は別の児
を見てい
て、本人が
転んだ所は
見ていない
が、転んだ
後は大丈
夫？と声掛
けをした。
本人が手が
痛いと訴え
たため、
座って待た
せたところ
タクシーが
到着したた
めそのまま
乗せた。

職員研修を
行い、担当
者が利用学
童の発達や
素質等をふ
まえた見守
りができる
よう資質の
向上を図
る。また事
故を想定し
た配置の見
直しも行
う。利用学
童にも事故
についての
理解を深め
てもらえる
よう働きか
けを行って
いく。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

301

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 58 58 6 4
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わりな
く外遊び
へ行っ
た。ブラ
ンコに座
り、ブラ
ンコを漕
ごうと地
面を蹴っ
た際に蹴
り損ねて
しまい、
ブランコ
の前方に
向けて転
倒した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

サッカー、
鬼ごっこ、
バトミント
ン、ブラン
コ等の外遊
びを5人で見
守ってい
た。ブラン
コについて
いた支援員
は他児を探
している保
護者に気づ
き対応のた
め、その場
から離れて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内にて
保護者対
応、室内
遊びの見
守りを
行ってい
た。

特になし 特になし

302

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 30 30 3 3
19.７
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

前歯打撲

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

特にな
し。

事故の発
生状況に
ついて職
員間で情
報共有を
行い、再
発防止に
努める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
不定期　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
不定期　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/週

特にな
し。

定期的に
施設内の
点検を
し、故
障・破損
等の危険
個所がな
いか確認
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特にな
し。

危険行為
等を発見
した際
は、随
時、注
意・呼び
かけを行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

学童内で
友達と仲
良く遊ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

当該児童
を含む3
名を近く
で見守っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の児童
の様子を
見守って
いた。

児童の様
子に注意
を払って
いたが、
怪我の発
生が一瞬
で起きた
ため発生
を防ぐこ
とが間に
合わな
かった。

随時、職
員間で安
全保育の
意識共
有・情報
共有を徹
底してい
く。
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 27 27 4 2
19.７
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手人差
し指の靭
帯損傷

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

2.基
準配
置

特にな
し。

マニュア
ルに沿っ
て迅速に
対応し、
事故の分
析を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
随時　)回
/年

ハード面
は問題な
し。

ハード面
は問題な
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特にな
し。

今回の事
案と同様
に、事故
が発生し
た際には
迅速な対
応を心が
ける。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

バスケッ
トボール
を友達と
一緒に楽
しんでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くで、
児童の遊
びを見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

体育館には
職員が３名
おり、それ
ぞれ子ども
たちの動き
に合わせて
動きながら
見守ってい
た。

特にな
し。

特にな
し。
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 53 53 6 4
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

雲梯で遊ぶ
時のルール
は決められ
ていたが、
児童は決め
られた場所
以外から雲
梯に登り、
雲梯の上に
座りこんで
しまった。

雲梯で遊ぶ
際は西側か
ら登り東側
へ進むこ
と、それ以
外の場所か
らは登らな
いこと等、
遊具の正し
い使い方を
再度児童へ
周知する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(6)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

ハード面
は問題な
し。

ハード面
は問題な
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

グラウンド
では運動会
の準備が行
われてお
り、邪魔に
ならないよ
う他児の誘
導をするこ
とに専念し
ており、細
部まで目が
行き届いて
いなかっ
た。

職員配置や
役割分担を
再確認し、
グラウンド
状況が日頃
と異なる場
合は情報共
有し状況に
合わせた支
援を行う。
また、児童
を含めて事
故のリスク
について考
える時間を
設ける。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日頃から
他の児童
より元気
に過ごし
ており、
当日も変
わりない
様子だっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他の児童
を含め全
体を見て
いたが、
事故の瞬
間を目撃
していな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

約50名の
児童が外
遊びに出
ており、
5名の職
員が外遊
びの見守
りをして
いた。室
内には児
童20名が
残り、3
名の職員
が見守り
をしてい
た。

見守る児
童やエリ
アを事前
に打合せ
し、状況
が変化し
ても見落
としのな
い見守り
体制を維
持できる
ようにす
る。

特になし
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

6 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 32 32 6 4
22.10
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
骨折(全
治30日以
上)

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
20　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

遊具傍に職
員1名いた
が、他児の
ケアをして
おり事故の
詳細は見て
いなかっ
た。バラン
スを崩し転
倒の恐れが
ある遊具で
あるため、
職員の配置
を増やすか
利用を短時
間に制限し
て遊ぶ改善
が必要。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(その都
度)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

特になし

持ち運び可
能な遊具
で、設置の
際は職員が
行ってい
た。強度が
ある道具で
はあるが、
遊ぶ前の点
検、使い終
わった後の
破損の有無
について都
度行うよう
徹底する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

スラック
ラインの
特徴とし
てバラン
スをとっ
て遊ぶ遊
具なので
常に転倒
の危険が
伴う。設
置場所は
土や草が
ある柔ら
かい地面
に限る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらず元
気であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

職員1名配
置していた
が、他児の
補助につい
ており職員
は背中を向
けていたた
め転倒した
瞬間は見て
いなかっ
た。目撃し
ていた児童
から状況を
伝え聞い
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

公園は道路
を挟んで
ボールで遊
ぶエリア、
遊具で遊ぶ
エリアに分
かれてい
る。遊具側
のエリアも
木や遊具が
あり他の職
員は事故状
況を見てい
なかった。

特になし 特になし
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

6
4.昼食時
（学童）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 5 5 2 2
21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

足間接捻
挫による
右足首靭
帯損傷、
及びそれ
に伴う剥
離骨折。
(全治30
日以上）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

実施頻度(
0　)回/年

1.基
準以
上配
置

事故予防
マニュア
ルが無
く、事故
予防に関
する研修
も未実
施。

上記につ
いて今後
検討して
いく。

2.不定期
に実施

実施頻度
(５０)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(５０)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(５０)回/
年

特にな
し。

屋外保育
（遠足に
出かけた
公園）で
発生した
事故のた
め、施設
設備等の
要因では
ないた
め。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児童に変
わった様
子は見ら
れなかっ
たが、前
週の週末
に運動会
を終えた
ばかりで
身体的疲
労が残っ
ていた可
能性は
あった。

単独転倒な
ので事故発
生を防ぐの
が難しい事
案ではある
が、学校行
事の後等は
児童の身体
的疲労を考
慮し、走っ
て遊ぶ場合
は足を取ら
れやすい場
所ではなく
平坦な場所
で行う等、
支援員が活
動場所の配
慮するよう
職員間で共
有した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

午前中は元
気に走り
ボール遊び
をしてい
た。昼食の
時間にな
り、遊びを
終了しよう
としていた
矢先、支援
員と遊具周
辺の砂場を
おいかけっ
こをして遊
んでいて、
滑り台下の
ラバーマッ
トような部
分で右足首
を捻って転
倒。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

当該児とマ
ンツーマン
で遊具周辺
を追いか
けっこをし
て遊んでい
た。振り
返った時は
すでに転倒
した後で、
当該児がそ
の場に座り
込んでい
た。痛がる
様子を見せ
ていたので
介助に行っ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

昼食準備の
ため他児４
名と移動し
ていたこと
と、当該児
が別の支援
員と遊んで
いて遊具の
向こう側に
いたため、
対象児の動
きは見えて
いなかっ
た。３人目
の支援員が
現地に到着
した直後
だったので
４名の児童
を任せ、当
該児の救護
に行った。

児童に変
わった様
子は見ら
れなかっ
たが、前
週の週末
に運動会
を終えた
ばかりで
身体的疲
労が残っ
ていた可
能性は
あった。

特にな
し。
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 45 45 2 2
22.10
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手小指
骨折 (小
指基節骨
骨頭骨
折)

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１２　)回
/年

2.基
準配
置

特になし

全支援員参
加の事例研
修を実施す
るととも
に、全児童
を対象とし
た集会等の
場を活用し
安全意識の
向上を図
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
8　)回/年

特になし

安全点検
を引き続
き計画的
に実施す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

全支援員
が参加し
ての事例
研修を実
施するな
ど、より
組織的な
安全確保
の取組を
推進す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特になし

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊戯室内
で見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他室の児
童を見
守ってい
た。

特になし

見守りと
ともに声
掛けや注
意、具体
的な安全
指導を行
う。
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 38 38 2 2
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

裂傷

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１２　)回
/年

2.基
準配
置

特になし

全支援員参
加の事例研
修を実施す
るととも
に、全児童
を対象とし
た集会等の
場を活用し
安全意識の
向上を図
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
8　)回/年

特になし

安全点検
を引き続
き計画的
に実施す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

全支援員
が参加し
ての事例
研修を実
施するな
ど、より
組織的な
安全確保
の取組を
推進す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た。

すべり台
の遊ぶ順
番をめ
ぐって数
名の児童
との間で
不満が
あったか
もしれな
い。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

すべり台
から少し
離れた場
所で鬼
ごっこで
遊ぶ集団
を見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他室の児
童を見
守ってい
た。

特になし

職員側の
見守り体
制の改善
と児童の
遊びルー
ルの指導
を徹底す
る。
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 18 18 2 2
22.10
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度
(１２)回/
年

2.基
準配
置

特になし

子どもが
足を滑ら
せて落下
した為改
善策が難
しい

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

室内、屋外
で支援員が
分かれてお
り、常時そ
の子どもの
側で様子を
確認するこ
とは出来な
かった

遊具の遊
び方に関
して常時
子ども達
への声か
けが必要

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

当該児童
が高学年
だったた
めその場
を任せて
いた

支援員の
人数に限
らず見回
りが必要
だった

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもの
ように遊
具で元気
に遊んで
いた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

その他の
子どもの
様子を見
守ってい
たため

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内に待
機してい
た子ども
達を見
守ってい
た為

特になし 特になし
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令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 16 16 4 3
21.９
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨尺
骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度
(毎朝)回/
年

2.基
準配
置

特になし

事故発生時
はマニュア
ルに沿って
必要な支援
を要請し迅
速な対応が
できたと考
えるが、予
防的な措置
について再
度指導員会
議等で確認
する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎朝)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎朝)回/
年

特になし

今回の事故
においては
設備の不備
による事故
ではない
が、今後起
こりうるリ
スクを想定
し、点検等
を行ってい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

遊具での
遊び方を
再度、児
童と確認
し、危険
な遊び方
や乗り方
をしない
ように指
導してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おり、他
児と外遊
びをして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鉄棒で遊
んでいる
様子は把
握してい
たが、落
下は一瞬
の出来事
であった
ことから
対応でき
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
の対応を
してい
た。

特になし

指導員を
遊具の近
くに配置
し、遊ぶ
際はその
都度児童
に声掛け
をして、
注意喚起
を徹底す
る。

311

令和
5年
12月
15日

15.放課
後児童ク
ラブ

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 29 29 4 2
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度
不定期

2.基
準配
置

死角にな
る場所に
児童がい
た

死角にな
る場所に
児童が近
寄らない
よう指導

2.不定期
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
6　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

-

フローリン
グでの転倒
だった為、
緩衝材にな
るようカー
ペットを敷
く範囲を広
げる。（事
故後実施
済）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

- -

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

室内での
活動中。
特記事項
なし。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

死角にな
る場所
だったた
め事故発
生時の様
子は見て
いない

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

死角にな
る場所
だったた
め事故発
生時の様
子は見て
いない

なし なし
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

312

令和
5年
12月
15日

1.認可 5.幼稚園 2 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

50 4 4
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

右目瞼の
裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1回/年
2.基
準配
置

保育中に
園児の動
きを把握
できる教
職員の立
ち位置も
含めての
見直しを
行った。

1.定期的
に実施

3回/年
1.定期的
に実施

3回/年
1.定期的
に実施

毎日

つまずい
た場所に
はスロー
プを設置
し、ぶつ
けたと思
われる箇
所には安
全クッ
ションを
設置し
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育室内
と廊下か
らトイレ
が見える
位置で園
児を見守
るように
指示を出
した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

活動後の園
児にトイレ
に行くよう
促し、活動
中の園児の
見ていたた
め、トイレ
周辺での園
児の動きは
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

5保育室に5
名の担任と
2名の補助
教員がいた
が、それぞ
れの保育室
で活動中で
あったため
当該児の動
きは見てい
なかった。

保育室内
と廊下か
らトイレ
が見える
位置で園
児を見守
るように
指示を出
した。

313

令和
5年
12月
15日

1.認可 5.幼稚園 3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

102 29 30 43 16 12
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

鼻骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1回/年
2.基
準配
置

ブランコ
使用時は
必ず保育
者を配置
している
が、ブラ
ンコの周
りに柵が
あるため
すぐに助
けに行け
ない状況
にあった	

引き続き
ブランコ
使用時に
は必ず保
育者を配
置し、ブ
ランコの
乗り方、
飛び降り
禁止の再
確認を子
ども達と
行う。

1.定期的
に実施

毎日目視
1.定期的
に実施

毎日朝点
検

1.定期的
に実施

毎日清掃
の時に点
検

遊具、床
のゴム
マット、
柵には特
に問題な
し

今後も毎
日の点検
を徹底す
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

着地場所
に砂が
あったこ
と、靴底
が滑りや
すかった
可能性

ブランコ下
にゴムマッ
トを敷いて
いるが、
マット上の
砂利で滑っ
た可能性が
あるため、
毎朝掃除を
行い遊ぶ前
にも砂や落
ち葉等を取
り除く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児が飛
び降りを
し着地し
ているの
を見たこ
とがあ
り、自分
も行える
と思って
行った。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ブランコ
柵の外
で、園庭
全体の安
全を見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

ブランコ
に配置さ
れている
職員（１
名）はい
たが、他
児の見守
りも行っ
ていたた
め着地の
援助は行
えなかっ
た

飛び降り
はしない
ように伝
えている
が、きち
んと着地
ができる
と思って
しまった

ブランコ
から飛び
降りない
約束を徹
底する。
危険な遊
び方を見
つけたら
注意をす
る

314

令和
5年
12月
15日

1.認可 5.幼稚園 4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

15 13 12
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左すね骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

適時
2.基
準配
置

引き続き
必要な研
修等を実
施する。

1.定期的
に実施

24回/年
1.定期的
に実施

24回/年
1.定期的
に実施

毎日点検

雲梯下の
緩衝材の
劣化によ
り硬化
し、着地
時の衝撃
が緩和さ
れなかっ
た。

雲梯周辺
の緩衝材
の交換
及び　定
期的な点
検

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

引き続き
戸外遊び
時の見守
りを行
う。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

家庭より
左手親指
を怪我
し、傷
テープを
巻いてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

雲梯傍で見
守っていた
が、他児の
対応で目を
移した瞬間
に落下し泣
きだしたた
め、すぐに
駆け寄っ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児の
遊びを見
ていた
が、落下
の瞬間は
見ていな
かった。

引き続き
戸外遊び
での見守
りを行
う。

315

令和
5年
12月
15日

1.認可 5.幼稚園 4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

164 22 42 ## 9 9
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕開放
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1回/年
2.基
準配
置

職員配置
に問題は
なかった
ため、引
き続き見
守りを行
い強化し
ていく。

1.定期的
に実施

12回/年
1.定期的
に実施

1回/年
1.定期的
に実施

1回/年

遊具等で
の事故で
はないた
め改善策
なし。点
検は今ま
で通り
行ってい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

戸外活動
中の園児
数や職員
配置に問
題はな
かったた
め、引き
続き見守
りを強化
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おりで
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児か
ら離れた
ところで
対象児を
見ていた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当者・
対象児の
動きを見
ていた
(至近距
離にい
た)

職員配置
に問題は
なかった
ため、引
き続き見
守りを行
い強化し
ていく。

316

令和
5年
12月
15日

1.認可 5.幼稚園 4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

50 4 4
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1回/年
2.基
準配
置

園庭で複
数の活動
をさせて
いる際の
教職員の
立ち位置
に関して
指導し
た。

1.定期的
に実施

3回/年
1.定期的
に実施

3回/年
1.定期的
に実施

保育室の
玩具は毎
日、消毒
時に安全
点検を
行ってい
る。

ブランコ
周りの侵
入防止用
コーンと
ゼブラ
バーを増
やし、ブ
ランコ周
りのス
ペースを
広げた。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭での
自由遊び
中の監督
は幅広い
視野で園
児の活動
を見られ
るように
指導し
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ブランコ
に乗って
おり、降
りる際に
飛び降り
た。着地
の際にバ
ランスを
崩して転
倒した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

かけっこが
終わり自由
遊び時に起
きた事故で
ある。他園
のかけっこ
を指導して
おり、ブラ
ンコを背に
していたた
め事故発生
状況を見る
ことができ
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

当該クラス
は園庭の持
ち時間で
あったため
園庭で活動
を行ってい
た。他クラ
スは持ち時
間でないと
室内活動で
あるため園
庭で活動し
ていたこの
クラスの様
子を見てい
なかった。

他クラス
も含めて
遊具の使
い方につ
いて再度
指導する
ように指
示を出し
た。

317

令和
5年
12月
15日

1.認可 5.幼稚園 4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

25 1 24 1 1
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨通
過骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1回/年
2.基
準配
置

もう一度
固定遊具
の使い方
について
話し合い
をした。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

朝の掃除
のとき毎
日

1.定期的
に実施

使用前、
毎回

引き続き
点検を実
施する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具の一部
は年長のみ
使用するの
で、担任が
付いて約束
事をしてか
ら行った
が、後ろの
園児が押し
てしまっ
た。

もう一度
約束事を
守る様に
指導し
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おりで
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

当該児は遊
具を使う順
番待ちをし
ていた。担
任は前の園
児をサポー
トしていた
為、すぐ横
には付いて
いなかっ
た。後ろの
園児に押さ
れて落下す
る瞬間手を
差し伸べた
が間に合わ
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
はいな
かった

もう一
度、遊具
の使い方
について
話をし
た。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

318

令和
5年
12月
15日

1.認可 5.幼稚園 4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

20 2 2
16.４
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左第5指
基節骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1回/年

1.基
準以
上配
置

子どもが
走り出し
たらけが
をする可
能性があ
ることを
認識する
必要があ
る

子どもが
走ってい
たら注意
をする。

1.定期的
に実施

3回/年
1.定期的
に実施

3回/年
2.不定期
に実施

50回/年

堅い壁面
に、足を
ぶつけた
ため怪我
をした

走り回る
と危険な
個所があ
ることを
子どもた
ちに伝え
る

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

走り出し
たこと
を、急に
制止でき
なかった

教室内で
走ると危
ないこと
を伝える

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ままごと
をしてあ
そんでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子どもた
ちの様子
を見てい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

子どもた
ちの様子
を見てい
た

ぬいぐる
みを持っ
て走って
いたた
め、洗い
場の様子
が良く見
えていな
かったと
考えられ
る。

教室内で
走らない
よう注意
を促す。

319

令和
5年
12月
15日

1.認可 5.幼稚園 4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

3 2 1 3 1
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折 1.頭部

開放性外
傷性くも
膜下出血
後頭骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3回/年
2.基
準配
置

保育時間
終了後
は、保護
者の見守
りで活動
をしてい
る。

より安全
に子ども
達が活動
できるよ
う安全確
認と安全
対策をし
ながら、
保護者の
見守りの
指導を強
化する。

1.定期的
に実施

3回/年
1.定期的
に実施

3回/年
1.定期的
に実施

3回/年

不意の時
に、捕ま
ることが
出来る場
所が少な
かった。

上り台か
ら誤って
落下する
ことがな
いようク
リアパネ
ルを設置
し、安全
対策を実
施した

7.その
他

森の中の
広い敷
地、園内
も教室が
ないオー
プンス
ペースの
ため、安
全対策と
保護者の
見守りが
必要。

より安全
に子ども
達が活動
できるよ
う、安全
確認と安
全対策を
しながら
保護者の
見守りの
指導を強
化する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り、園内
で過ごし
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育時間
外なの
で、保護
者の見守
りの下で
活動して
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育時間
外なの
で、保護
者の見守
りの下で
活動して
いた。

保育時間
終了後
は、保護
者の見守
りで活動
をしてい
る。

より安全
に子ども
達が活動
できるよ
う安全確
認と安全
対策をし
ながら、
保護者の
見守りの
指導を強
化する。
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令和
5年
12月
15日

1.認可 5.幼稚園 4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

- 1 0 0
17.５
歳

1.男
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左前腕骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12回/年
2.基
準配
置

話し合い
及び園児
への指導
は行って
いる。

引き続き定
期的に事故
防止につい
て職員で話
し合い指導
していく。
降園後の遊
び方につい
て保護者に
も注意を促
していく。

1.定期的
に実施

12回/年
1.定期的
に実施

12回/年
1.定期的
に実施

12回/年

現時点で
施設に不
備はな
い。

今後も定
期的に点
検を実施
し、危険
箇所等は
すぐに修
理、修繕
してい
く。

7.その
他

引き続き
遊具の点
検及び子
供たちへ
の指導、
保護者へ
の注意喚
起を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

できるこ
とが増
え、様々
な遊びに
意欲的に
挑戦しよ
うとして
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児の
動きを見
ていな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

降園後に
保護者と
遊んでい
た。

引き続き
遊具の点
検及び子
供たちへ
の指導、
保護者へ
の注意喚
起を行
う。

321

令和
5年
12月
15日

1.認可 5.幼稚園 5
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

8 3 5 2 1
16.４
歳

1.男
児

雲ていの一
番初めの棒
を掴む際の
事故だった
為、いつも
より勢いが
ついてし
まってい
た。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
遠位骨端
線損傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

なし

マニュア
ルの周知
ができて
いない
為、定期
的に事故
防止の研
修に取り
組む。

2.不定期
に実施

3回/年
2.不定期
に実施

3回/年
2.不定期
に実施

3回/年

雲梯に問
題はな
かった
が、雲梯
での遊び
方に気を
付ける必
要があっ
た。ま
た、安全
点検の回
数が少な
く不定期
に行って
いた。

雲梯の遊び
方をもう一
度園児に伝
え、月に一
度は各点検
を行うよう
徹底してい
く。雲梯の
下は地面
だった為、
衝撃を和ら
げるようグ
リーンマッ
トを2枚重
ねで敷い
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

自由遊び
が終わり
園児達は
職員から
部屋に入
るよう促
されてい
た。当該
児は雲梯
を止めず
怪我に
至った。
雲梯の近
くにいた
職員は別
の園児の
対応をし
ていた。

多くの園
児が室内
に入って
いた為、
ほとんど
の職員は
室内へと
移動して
いた。全
園児が室
内へ入る
まで園庭
の様子も
見守るよ
う、職員
に周知し
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から活
発な園児で
雲梯でもよ
く遊んでい
た。自由遊
びが終わ
り、室内へ
入るよう促
されたが聞
こえていな
かったの
か、職員が
雲梯から離
れたタイミ
ングで怪我
をしてし
まった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

当該児の
近くにい
たもの
の、他児
同士で片
付ける遊
具を取り
合うけん
かがあり
対応して
いた。話
が終わり
振り向く
と、当該
児が雲梯
下に倒れ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

朝の自由
遊びの際
は職員が
見守りを
行ってい
る。しか
し、事故
の起きた
時には全
園児を室
内へ誘導
する方へ
まわって
いた。

遊びに夢
中になっ
ていた園
児に声掛
けができ
ていな
かった。
職員の目
も園児が
動く方に
注目して
しまった
為、園庭
での遊び
に気づけ
なかっ
た。

園児と共
に動く職
員とは別
に全体の
様子を見
守る職員
を配置
し、すぐ
に声をか
けられる
体制を作
る。
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令和
5年
12月
15日

1.認可 5.幼稚園 7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

- 8 8
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

3～4回/年
2.基
準配
置

子どもの動
きに合せ園
庭の使用ス
ペースを分
割し、進行
方向を揃え
て遊ぶよう
にする。常
に子ども達
の動きをみ
て事故を未
然に防ぐ声
かけを増や
す。

1.定期的
に実施

12回/年
1.定期的
に実施

12回/年
1.定期的
に実施

毎日

今回の怪
我では特
に問題点
がないた
め、定期
的な安全
点検を継
続してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

異年齢の
子ども達
が遊んで
いるた
め、体格
差や運動
能力の違
いにも配
慮して職
員が一緒
に遊ぶ、
仲介する
など保育
上の配慮
を増やし
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育後、
外に出て
お友達一
緒に楽し
く遊び過
ごしてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担当職員は
定位置につ
き見守りを
していた。
遊具の安全
を配慮しな
がら園庭側
を見ている
ので、すぐ
手がでる状
況ではな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

降園準備、
順次降園と
なる時間で
それぞれ担
当に入って
いるため外
遊び担当以
外は対象の
園児の動き
を把握でき
ていなかっ
た。

フリーで
動ける職
員を増員
し、動き
ながら子
ども達の
遊びを見
守れるよ
う配慮す
る。
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令和
5年
12月
15日

1.認可 5.幼稚園 7
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

87 14 38 35 6 6
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

3～４回/
年

2.基
準配
置

個別の運動
能力や身体
の動きを把
握し、個別
の声かけを
より的確に
できるよう
日頃から見
守るよう努
める

1.定期的
に実施

12回/年
2.不定期
に実施

12回/年
1.定期的
に実施

基本的に
毎日

今回の怪
我では特
に問題点
がないた
め、定期
的な安全
点検を継
続してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

朝の時間
帯は身体
が慣れて
いないた
め、よく
動かして
から遊び
に入る工
夫をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常通り
元気に登
園し、友
達と外遊
びを楽し
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担当の職
員が配置
につき子
ども達の
遊びを見
守ってい
たが、一
瞬のこと
で手が出
せなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

外担当の
職員は担
当場所が
決まって
いるた
め、持ち
場の安全
確保と園
児の見守
りに努め
ていた。

子ども達が
遊んでいる
場面ではい
つでも素早
く補助がで
きる準備と
予測を心掛
ける。子ど
も達の動き
について意
見交換を行
い情報共有
しておく。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰
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令和
5年
12月
15日

1.認可 5.幼稚園 6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

60 30 30 2 2
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨に
ひび

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1回/年
2.基
準配
置

転倒した
際左側方
に倒れ、
肘に体重
がかかっ
てしまっ
た。

遊び方や園
児の様子な
ど状況に応
じて、職員
の配置を考
えたりすぐ
に手を差し
伸べられる
ようにする

1.定期的
に実施

12回/年
1.定期的
に実施

12回/年
1.定期的
に実施

週1回消毒
安全点検
の更なる
徹底

これから
も引き続
き定期的
に安全点
検を行う

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

遊具使用
上のルー
ルや注意
点の更な
る指導の
徹底

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り遊んで
いたが転
んでし
まった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児か
ら離れた
ところで
対象児を
見ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の場所
で他児と
対応中で
直接的に
は見てい
なかった

戸外遊び
時の職員
人数

戸外遊び
時の職員
の数や配
置を見直
す。
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令和
5年
12月
15日

1.認可 5.幼稚園 9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

85 3 3
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

若木骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3回/年

1.基
準以
上配
置

職員の配
置場所の
確認と、
子どもた
ちへの遊
び方の指
導

1.定期的
に実施

週1回
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

チェック
シート等
を作成
し、確認
を実施

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

人数等を
グループ
分けをす
べきだっ
た

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発に遊
んでいた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他のとこ
ろに意識
が向いて
おり、対
象児には
目が行き
届いてい
なかった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他のとこ
ろに意識
が向いて
おり、対
象児には
目が行き
届いてい
なかった

職員配置
の見直し
等により
改善に努
める。
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令和
5年
12月
15日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

1 14 2 2
15.３
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

手首骨折
（右）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3回/年

1.基
準以
上配
置

転倒した
園児を後
続の本児
が避けき
れず覆い
被さるよ
うに転ん
でしまっ
た

集団でか
けっこ等
をすると
きは、間
隔をあけ
順番にス
タートす
るよう配
慮する

2.不定期
に実施

1回/年
2.不定期
に実施

2回/年
2.不定期
に実施

3回/年

園庭に躓
きの原因
になりう
る凹凸が
ある

毎朝の受
け入れ準
備時に砂
を入れる
などして
凹凸を減
らすよう
にする

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

練習を始
めて間も
ないた
め、子ど
もたちが
張り切り
全体的に
気分が高
揚してい
た

始める前
に、順番
を守って
落ち着い
て走るな
どの約束
を子ども
たちとす
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

年少クラス
に所属する
満3歳児で
あり他の3
歳児に比べ
て体格や体
力に差があ
るが、同じ
ように活動
しようとし
ている

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ゴール地
点で園児
のゴール
を確認し
た後、次
のスター
トの合図
を送って
いた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

ゴール地点
の保育士か
らの合図を
見て、ス
タート地点
で並んでい
る園児にス
タートする
ように促し
ていた

ラインを
引かず
走ってい
た為、子
どもたち
が一箇所
に集中し
てしまっ
た

かけっこ
をする時
はコース
のライン
を引き、
まっすぐ
走れるよ
うにする
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令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 38 38 2 2
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

裂傷

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１２　)回
/年

2.基
準配
置

特になし

全支援員が
参加しての
事例研修を
実施すると
ともに、全
児童を対象
とした集会
等の場を活
用し安全意
識の向上を
図る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
8　)回/年

特になし

安全点検
を引き続
き計画的
に実施す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

全支援員
が参加し
ての事例
研修を実
施するな
ど、より
組織的な
安全確保
の取組を
推進す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

すべり台
の遊ぶ順
番をめ
ぐって数
名の児童
との間で
不満が
あったか
もしれな
い。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

すべり台
から少し
離れた場
所で鬼
ごっこで
遊ぶ集団
を見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他室の児
童を見
守ってい
た。

特になし

職員側の
見守り体
制の改善
と児童の
遊びルー
ルの指導
を徹底す
る。
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令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

7 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 26 26 4 3
19.７
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
0　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

支援員の人
数は十分に
足りている
が、ケガの
ないように
保育するこ
とができて
いなかっ
た。子ども
たちを安全
に遊ばせら
れるよう研
修に参加
し、支援員
の保育力向
上に取り組
んでいる。

2.不定期
に実施

実施頻度(
０　)回/
年
未実施

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(３)回/年

特になし

ネットは取
り外すより
設置した方
が安全であ
るためその
ままとした
が、ネット
に近づくこ
とを防ぐた
め、床に黄
色い線（こ
こから先危
険）と赤い
線（絶対に
入らない）
を貼り、子
どもたちに
説明した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

ルールを
守るこ
と、ケガ
をしない
ように節
度をもっ
て遊ぶこ
とを子ど
もたちに
伝えてい
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調が悪
いなどは
なく、い
つもどお
りにホー
ルで遊べ
る時間に
他の子ど
もたちと
活発に遊
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

場所ごと
に割り振
りされた
支援員が
児童を見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は、別な
場所で児
童を見て
いるた
め、ケガ
をした児
童を見て
いなかっ
た。

特になし

支援員
が、子ど
もたちに
対して危
険な遊び
方をしな
いよう
に、適正
な指導が
できるよ
うになっ
た。
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令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 11 11 1 1
23.11
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右小指骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
24　)回/
年

2.基
準配
置

キャッチ
に関する
事前対
策・対応
知識の不
足

キャッチに
関する事前
指導を周知
していた
が、より実
技に近い形
で指導を行
う。指も含
めた柔軟体
操の時間を
増やし、
キャッチ
ボール等の
基礎練の時
間をしっか
りと設け
る。技術の
差が大きい
時には別メ
ニュー対応
も考える。

1.定期的
に実施

実施頻度
(250)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(250)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(250)回/
年

特記事項
なし

引き続き
施設等の
安全点検
を徹底
し、管理
不備によ
る事故発
生の防止
に努め
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

審判をし
ながらの
支援だっ
たのです
べての児
童の細部
まで見守
ることが
できてい
なかっ
た。

児童の表
情や様子
の変化に
気を配
り、異変
があれば
活動を止
めて確認
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

練習開始
後、痛める
まではいつ
も通りの様
子で参加し
ていた。痛
めたあとは
迎えまで指
を気にする
様子があっ
た。また痛
みを感じた
時すぐに抜
けず違和感
を感じなが
ら試合が終
わるまで参
加したよう
だ。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

審判を行い
つつ児童を
見守ってい
た。本児が
キャッチミ
スをした時
はボールが
抜けていっ
ただけのよ
うに見えた
ので試合を
止めたり声
をかけたり
しなかっ
た。試合終
了後全体に
痛い所があ
る人は知ら
せてほしい
と伝え、本
児からの訴
えで気づい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

活動場所
にいな
かったた
め記載事
項なし。

特記事項
なし

痛みを訴
えた時点
で参加を
止めさせ
るべき
だった。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰
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令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 37 37 3 2
21.９
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足骨折
（ヒビ）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

事例の共
有ととも
に対応策
や予防策
を考え，
備えてお
く必要が
ある。

事故事例や
ヒヤリハッ
トの共有・
マニュアル
の確認を継
続して行
い，事故が
起きた際の
対応や予防
策について
も職員全員
で考える機
会をつく
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

-

遊びを始
める前に
危険物等
がないか
目視で確
認。遊戯
室の床を
モップで
清掃す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児は普
段体を動
かして遊
ぶことが
大好きで
運動能力
も高いた
め，怪我
の予防策
が不十分
だった。

遊びを始め
る前に怪我
につながり
得る行動や
事例を児童
と確認す
る。各部屋
に１～２名
職員を配置
し見守りを
強化する。
準備運動を
行い，怪我
をしにくい
体の状態を
つくる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体を動かし
て遊ぶこと
が大好きで
運動能力も
高い活発な
児童。この
日もいつも
通りドッジ
ボール（源
平）で遊ん
でいて，夢
中になって
ボールを取
りに行く姿
が見られ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊戯室で
ドッジ
ボール
（源平）
の審判役
で見守り
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

児童クラ
ブの受け
入れと，
出欠確認
を行って
いた。

ドッジ
ボール
（源平）
が白熱
し，本児
も夢中に
なって積
極的に
ボールを
取りに行
こうとす
る様子が
見られ
た。

全体、個
別の様子
を確認し
て、興奮
しすぎて
いる時は
一度落ち
着けるよ
う促す。
児童の様
子を確認
できるよ
う、全体
の見守り
を行う。
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令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 18 18 2 1
21.９
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

門歯（左
下１番）
外傷性歯
牙亜脱
臼、歯の
破折C、
門歯（左
下２番）
Hys

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

館内研修
時に、実
際に起き
た事故の
共有と合
わせて事
故が起き
た要因・
背景まで
細かく分
析し、具
体的な事
故防止策
を考えら
れると良
かった。

事故が起
きた際の
振り返り
を継続し
て行い，
事故が起
きた要因
や背景を
共有し，
防止策を
考えるこ
とで今後
の事故防
止につな
げる。

1.定期的
に実施

実施頻度
（ 2）回/
日

1.定期的
に実施

実施頻度(
１)回/月

1.定期的
に実施

実施頻度(
１)回/日

-

週1回
ロッカー
や座卓等
の細部に
わたる安
全点検を
実施す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

児童が落
ち着ける
ような声
がけや働
きかけが
不十分
だった。

児童の様
子を見
て，特に
登館後す
ぐは注意
をしなが
ら落ち着
いて活動
ができる
ように働
きかけ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

座卓を囲
んで学習
やテーブ
ルゲーム
を行って
おり、
立ったり
座ったり
を何度か
繰り返し
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童全員
に目が届
くように
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
はサテラ
イト1，
本館にい
た

見守りは
していた
が，児童
の状況や
動きに合
わせた注
意喚起の
声がけが
不十分
だった。

児童の様子
や状況に合
わせて、普
段通りの動
きをしてい
ても怪我を
しないよう
に声掛けを
行う。ま
た、実際に
けがに繋
がった事故
の事例につ
いて児童に
伝える機会
を作る。
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令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 7 7 7 4
19.７
歳

1.男
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折 1.頭部

骨折（第
一頸椎、
顎、後頭
骨、前頭
眼窩）挫
傷（左目
付近、
肩、腰、
背中）

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
（１)回/
年

2.基
準配
置

－ －
1.定期的
に実施

実施頻度
(60)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(60)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(60)回/年

－ －
7.その
他

暗くなり
車の運転
手からは
見えにく
い時間帯
に母親は
付き添っ
ていた
が、交通
量が多い
道を渡っ
て、忘れ
物を取り
に児童館
に向かっ
たため

忘れ物に
ついては
電話で児
童館に確
認しても
らう（実
際は忘れ
物は児童
館に無
かった）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り友達と
折り紙で
作品を
作ったり
して遊ん
でいた。
17：50頃
に母が児
童館に迎
えにきて
17：55頃
帰宅し
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

迎えが来る
までは、い
つものよう
に友達と工
作をしたり
作った物で
遊んでいる
様子を見
守ってい
た。事故が
帰宅後のた
め、また起
きた場所は
児童館館外
（建物より
200ｍ位離れ
た所）であ
り発生当時
は見ていな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
の支援を
行ってい
た。帰宅
後の事故
のため見
ていな
かった。

－

児童クラ
ブを利用
している
児童に、
再度横断
歩道の渡
り方や暗
くなった
時の安全
確認、服
装や反射
板で知ら
せる等大
切なこと
を集めて
話し、周
知した。
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令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 29 29 4 4
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕肘部
内側不全
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(４)回/年

2.基
準配
置

遊具で遊
ぶ際に起
き得る怪
我につい
て職員間
での共通
認識が必
要だっ
た。

定期的に
遊具を使
う際に起
き得る怪
我・事故
の事例や
予防策に
ついて話
し合い，
共通認識
を持つ機
会をつく
る

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

-

特に外の
遊具に対
して、破
損箇所が
ないか等
の他に水
滴がつい
ていない
か、高温
の部分が
ないか
等、その
都度事前
に確認す
ることを
継続して
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

一人ひと
りの運動
能力や発
達に合わ
せた遊び
を考える
必要があ
る。

継続して遊
びの前にケ
ガをしない
よう具体的
な助言を行
い、必要以
上に気持ち
を高ぶらせ
ないように
支援してい
く。また，
子ども個々
の運動能
力、同学年
間や異学年
間での発達
段階を考慮
し，より安
全で楽しい
活動ができ
るよう工夫
していく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に体調
に問題は
なく、精
神的にも
落ち着い
ていた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

大型遊具
で遊ぶ児
童の見守
り役とし
て職員1
名を配
置、さら
にすぐ近
くに大型
遊具と周
辺を見守
る職員１
名を配置
してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

この時、
大型遊具
１名、
ボール遊
び１名、
全体確認
１名の、
全３名体
制で外遊
びを見
守ってい
た。

気持ちが
高ぶって
怪我につ
ながらな
いよう
に，遊び
の最中に
も声がけ
や落ち着
けるよう
な働きか
けをする
必要が
あった。

見守り体
制を維持
してい
く。危険
な行動が
予知、予
感される
事態を感
じたなら
ば、速や
かに活動
を中止
し、クー
ルダウン
させなが
ら落ち着
いた活動
ができる
ように支
援する。
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令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

10 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 20 20 4 4
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

5.下肢
(足・足
指)

挫創、打
撲

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(５)回/年

1.基
準以
上配
置

ケガの状
況判断に
ついて、
職員に
よって差
があっ
た。

マニュア
ルの見直
し、職員
の心構え
について
も確認し
明記し
た。

1.定期的
に実施

実施頻度
(20)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(20)回/年

3.未実施
実施頻度
(０)回/年

自然の風
化、天候

一級建築
士と今回
点検を
行った。
定期的に
専門家と
点検す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし

職員は危
険に対し
ての声が
けを行っ
ていく。
子どもた
ちにそう
いう心構
えを持っ
てもら
う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

職員の注
意を聞け
ないほど
かなり高
揚し活発
に動き
回ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

初めから
はしゃい
でいたの
で、職員
は気を付
けて見て
声がけし
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他児の安
全も見守
りなが
ら、本児
の動きも
見てい
た。

本児自身
の危険に
対する考
えが全く
ないよう
だ。職員
が注意し
てもなか
なか聞け
なかっ
た。

子どもと
の信頼関
係の見直
しを行
い、職員
のあるべ
き姿につ
いても共
有する。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

335

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 79 79 6 6
21.９
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

歯ぐき裂
傷

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

本児・加害
児童含め，
児童の普段
の様子やそ
の日の様
子，興奮し
た時の傾向
などを職員
間で共有
し，すぐに
対応できる
ようにして
おくと良
かった。

児童の様
子につい
て共有す
る時間を
作る。遊
びの中で
も職員間
でこまめ
に情報共
有を図り
対応す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

-

施設等の
安全点検
を継続し
て行い，
危険個所
があれば
迅速に対
応できる
ようにす
る。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

以前から
仲の良い
本児と，
加害児童
が久しぶ
りに児童
館で遊べ
るという
ことで登
館直後か
ら興奮気
味であっ
た。

本児と加害
児童に対し
て注意喚起
は行ってい
たが，遊び
の最中にも
休憩を挟む
等気持ちが
落ち着くよ
うな働きか
けを行う。
また，児童
の様子を見
て活動内容
を設定す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

登館時か
ら興奮気
味で館内
を走る等
安全面で
心配な行
動が見ら
れた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

事故が起
きた瞬間
は見てお
らず，怪
我をした
後すぐに
気づき対
応した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

怪我の発
生を受け
てから迅
速に処
置，保護
者への連
絡に当
たった。

事故が起
きた際に
職員の目
が届いて
いなかっ
た。

児童の登
館時の様
子や日頃
の情報を
職員間で
共有し、
連携を取
りながら
児童を見
守る。

336

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

7 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 60 60 8 5
22.10
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨端線離
開（骨折
の一種）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

特になし

危険予知
と具体的
事例につ
いての情
報共有

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

体育館の
床の状況
と本児の
精神的な
コンデ
ションは
どうだっ
たか。当
日特別滑
りやすさ
は感じな
かった

事前に施
設の点検
を行う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

体育館と
いう限ら
れた空間
で児童14
名くらい
で思い切
り走り
回った

活動前開
始前に
ルールの
説明や安
全面につ
いて具体
的に伝
え、児童
自身が安
全に遊ぶ
意識を持
つよう配
慮する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

暑さで
めったに
しない鬼
ごっこが
できるこ
とがとて
も嬉しい
様子であ
り、興奮
気味だっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童たちが
王様陣取り
をしている
様子を時間
を測りなが
ら審判をし
ている職員
と別な角度
から児童を
見る職員の
２名で担当
していた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

事故は館外
（小学校体
育館）で起
きたので、
担当職員以
外は児童館
にいた。担
当職員から
応援要請が
あったため
１名すぐに
駆け付けた

特になし

活動前、
開始前に
ルールの
説明や安
全面につ
いて、今
後より一
層具体的
に伝え、
児童自身
が安全に
遊ぶ意識
を持つよ
う配慮す
る。

337

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

10 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 16 16 9 4
21.９
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

左ひざ捻
挫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(24)回/年

1.基
準以
上配
置

足場の安
定しない
山の斜面
を一人で
重い
（10kg
超）丸太
を引き上
げようと
して起き
た事故で
あった。

子どもの
自発性を
尊重して
いた活動
中だった
ので、声
がけが必
要だった
かもしれ
ない。

2.不定期
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

この活動
では、の
こぎりを
使って木
を切った
りする活
動を人を
配置して
実施して
いる。さ
らに何人
かで同じ
木を丸太
に切り分
けること
もしてい
た。

このエリア
での活動
は、●●小
児童クラブ
だけでなく
他市の児童
クラブで実
施してい
る。そのた
め、切り分
けられた丸
太があちこ
ちにある状
況であっ
た。今後こ
の場を利用
している他
の児童クラ
ブと連絡を
取り合いな
がら、安全
に留意して
いく必要が
ある。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

人的配置
に問題が
あったと
は思わな
い。今後
このよう
な行事を
実施する
際も同じ
ような人
員配置を
と役割分
担をして
いきたい

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

この場所で
の活動が大
好きで通算
４回目の参
加だった。
そのため場
所に慣れて
いる感じで
一人でいろ
いろなこと
に取り組ん
でいた。今
回は丸太を
引き上げ、
別の木に登
るための足
場にしよう
としていた
らしい。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

その動き
をする際
には、引
率責任者
である室
長が「気
を付け
て」の声
がけはし
ていた
が、その
動きには
ついて
行ってい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

その子の動
きを把握し
ていなかっ
たようだ。
その子から
の申し出で
事故発生に
気付いたス
タッフが、
事情を聞き
テーピング
の措置を行
い「あまり
動かないよ
うに」と指
示をした。

特になし 特になし

338

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 40 40 6 4
21.９
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

なし

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

1.基
準以
上配
置

なし

提供する
遊びの予
想される
怪我につ
いて、ま
た遊びに
対しての
適切な人
数や学年
などを話
し合い、
事故予防
に努め
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

なし

遊戯室の
床の状態
を定期的
に目視や
触るなど
確認を行
い、必要
箇所につ
いては修
繕を行う
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

体力や体
格差を考
えて2年
生以上の
男女とし
ていたも
のの、男
女の体力
や体格差
も検討す
る必要が
あった。

遊び始め
る前怪我
に繋がる
危険な動
きについ
て子ども
たちへ伝
え、注意
して遊べ
るように
してい
く。遊び
によって
は学年別
だけでな
く男女別
で行うよ
うにして
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも2
年生以上
の男女で
の活動に
混ざって
遊んでい
た児のた
め、その
日も自分
からドッ
チボール
へと参加
した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

審判をする
職員とコー
トを挟んで
向かうよう
に立ち、真
ん中付近で
全体の子ど
もたちの動
きを見守っ
ていた。児
が他児と衝
突した後、
すぐに気が
付き声掛け
を行い、事
務室にいる
職員へと引
き渡した。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当職員と
向かい合う
ようにして
全体の児童
の動きを見
守りつつ、
審判を行っ
ていた。
ボールを行
方を目で
追っていた
ため、児童
同士の衝突
もすぐに気
づいた。

なし なし

339

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 7 7 2 2
19.７
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右の鎖骨
骨折

8.その
他

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

年齢に応
じた声か
け見守り
支援の位
置、方法
について
配慮す
る。

配置基準
に合わせ
て人数を
配置して
いるた
め、特に
なし。

1.定期的
に実施

実施頻度(
２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
日

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
日

特になし

遊ぶ前に
遊具に不
具合や危
険箇所が
ないか確
認を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

出来ない
側転に挑
戦した。

激しく動
いている
ときは、
落ち着か
せるよう
に声をか
ける。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

利用登録
はしてい
たが実際
の利用は
事故当日
が初めて
であり、
興奮気味
であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

事故発生
時の利用
児童は７
名。勉強
やトラン
プで遊ぶ
児童を見
ながら当
該児童の
様子を見
守り。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の児童
とオセロ
をしてい
た。

怪我をし
た児童を
見ていた
が、他の
児童を見
た時に怪
我につな
がった。

怪我など
の可能性
が高いこ
とをして
いる児童
への目配
りや寄り
添いを心
がける。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

340

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 134 ## 11 7
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首骨
折、右ひ
じ打撲

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未
実施

実施頻度(
0　)回/年

2.基
準配
置

特になし

事故予防
マニュア
ルを早急
に作成
し、職員
全体で事
故防止の
ための対
応を共有
する。

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(開館日）
/年

特になし

遊具につい
て定期点検
を行い安全
を確認して
おり、今回
は遊具起因
の事故では
ない。ただ
し、遊具自
体が徐々に
老朽化して
いるため、
事故につな
がらないよ
う引き続き
注意する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

館庭で遊
ぶ際は、
引き続き
学年ごと
に時間を
区切る等
で人数を
調整し、
支援員の
目が行き
届くよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

健康状態
に異常は
なく、言
動も普段
と変わり
がなかっ
たため。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担当して
いる学年
の児童の
動きを全
体的に監
視してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各職員
が、担当
している
学年の児
童の動き
を全体的
に監視し
ていた。

雲梯にぶら
下がり、体
を振ってそ
こから飛び
降りようと
する動作
は、着地が
上手くいか
なかった場
合は事故に
つながるこ
とが予想で
きる。

児童たち
に外遊び
で起こり
うるケ
ガ・事故
について
考えても
らい、安
全を意識
するよう
機会を設
ける。

341

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 82 82 10 10
21.９
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

見守り時に
死角がない
よう対角線
配置で見守
ることは理
解できてい
るが、実際
の場面での
臨機応変な
対応や支援
員間の連携
については
課題があ
る。

全体を見
守る時の
支援員の
立ち位地
や支援員
間の連携
につい
て、再度
共有を
図ってい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
1　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
1　)回/年

和机の角
部分には
クッショ
ンを貼っ
て対応し
ている
が、長辺
部分には
クッショ
ン対応を
していな
い。

室内遊び
の時は机
を寄せる
等して遊
びの空間
を確保
し、和机
に乗った
りぶつ
かったり
すること
が少なく
するよう
工夫す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

室内でつ
いつい
走ってし
まう子も
いて、支
援員が注
意するも
場面も
あった。

室内で走
ること、
和机をま
たぐ等の
行為が危
険である
ことを繰
り返し子
供たちに
伝え、実
践的な態
度が身に
つくよう
にしてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちに
よばれた
ことに気
持ちが集
中してい
たので、
走って和
机をまた
ごうとし
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の児童
の遊びを
見守って
いたため
対象児童
の動きを
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
にはそれ
ぞれの分
担があ
り、分担
された見
守りをし
ていて、
担当者や
対象児童
を見ては
いなかっ
た。

支援員が３
名配置され
ていたが、
他の児童対
応をしてい
たり分担し
て業務に当
たってい
て、対象児
童の急な動
きを把握で
きなかっ
た。

個別に児
童対応す
る支援員
と、全体
を見守る
支援員等
で声を掛
け合いな
がら、全
体の把握
に努めて
いく。
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令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 28 28 5 4
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
3 )回/年

2.基
準配
置

安全点検等
日頃から徹
底していた
が、グラン
ドのロープ
が緩んでい
たり児童の
脚が引っ掛
かかる可能
性までは想
定していな
かった。

声掛け、
見守りの
強化。更
なる危険
予測をし
全体で共
有する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)

遊具など
の点検は
していた
が、地面
に張られ
ている
ロープま
では意識
していな
かった。

危険だと
思われる
箇所の見
直しをす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

外遊び時
のグラン
ドの地面
に張られ
ている
ロープの
たるみの
危険性を
予測出来
なかっ
た。

外遊び時
の見守り
の強化。
児童が遊
ぶ範囲は
定期的に
点検を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

屋外活動
中でボー
ル遊びを
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児童
を近くで
見てはい
たが、動
きを予測
出来な
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の児童
の見守り
をしなが
ら対象児
童も見て
はいた
が、ロー
プの危険
性まで予
測出来な
かった。

グランドの
ロープが緩
んでいた。
注意して遊
ぶよう声掛
けが不十分
であった。
ロープに足
が引っ掛か
り転倒して
しまうとい
う事が予測
出来なかっ
た。

全職員が
危険行
為、危険
個所、起
こりうる
事案を予
測及び把
握をし、
児童全体
にもしっ
かり説明
し共有し
ていく。
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令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 22 22 3 3
21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨遠
位骨幹端
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
0　)回/年

2.基
準配
置

ゆるやか
ではあっ
ても、坂
道では転
倒するリ
スクが大
きい。

坂道を走
るのは危
険が伴う
ため、鬼
ごっこは
平坦な広
い場所で
行うよう
指導。

1.定期的
に実施

実施頻度(
2)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
2)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
2)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

外遊び担当
の支援員
は、距離を
とり全体が
見まわせる
場所で声掛
けや目配り
で見守って
いた。今後
も配慮をし
て支援して
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝、登校
時から下
校時まで
体調は問
題無し。
元気な様
子であっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

事故が発
生した坂
の中程に
立って周
囲を見て
いた。児
童は支援
員の前を
走り過
ぎ、1.5
ｍ程離れ
た場所で
転倒し
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当職員
とは5～6
ｍ離れ
た、坂の
上の平坦
な場所で
全体を見
守ってい
た。

特になし

坂を上っ
たり下っ
たり、
走って鬼
ごっこを
するのは
危険が伴
うため、
平坦な場
所でのみ
活動をさ
せる。声
掛けと目
配りでよ
り注意を
払う支援
をする。
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令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

10 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 27 27 3 1
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

支援員が
全体をに
守る。

見守り個
所になる
べく早め
に行く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

一番初め
に遊具を
取りた
かったか
ら走って
しまっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

先に走っ
て行って
しまった
ため、追
いつくこ
とが出来
ず離れた
ところ
だった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

先に走っ
て行って
しまった
ため、追
いつくこ
とが出来
ず離れた
ところ
だった。

子どもが
いつも通
り出来る
と思って
しまっ
た。

特になし
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

345

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 47 47 6 5
20.８
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右ひじ骨
折(全治3
か月)

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
0 )回/年

1.基
準以
上配
置

なし
マニュア
ルの確認

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
3　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

床が棘だ
らけでケ
ガ防止の
為にマッ
トと畳を
使用して
いる。

市と協議
し、床の
改善等を
検討す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

自分の体
力にあっ
た活動が
必要。

事故を予
測する力
を育む。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

新しく
なったフ
ロアマッ
トから畳
へ他の児
童と共に
飛び越え
る遊びを
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

痛がる声
を聞きケ
ガの状況
確認をし
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内にい
る児童が
少なかっ
たため支
援員一人
が室内保
育をし、
他の支援
員は外遊
びの保育
をしてい
た。

室内にい
る支援員
が一名
だったた
め、見守
りの目が
不足して
いた。

身体に
あった活
動を行っ
て行くよ
うに児童
に指導を
行う。支
援員の配
置につい
て検討を
行う。
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令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 17 17 4 4
22.10
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(２)回/年

2.基
準配
置

戸外保育
のため２
支援あわ
せて８人
体制。事
前に６人
で下見。

子どもた
ちの普段
の様子か
ら遊具等
の正しい
使い方を
してほし
いことは
伝えてい
たが、周
知の徹
底。

2.不定期
に実施

実施頻度(
‐　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
‐　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
‐　)回/
年

安全マッ
トが全体
に敷いて
あった
が、裸足
で過ごす
スペース
だったた
めボール
を蹴ろう
とした時
に足の指
がとられて
負傷

遊具等の正
しい使い方
を下見の際
に施設職員
さんから指
示を受け子
ども達と共
有していた
が、ボール
に関しては
下見の際に
なかったこ
と、大人側
の予想外の
使い方をし
たことか
ら、児童へ
の日常的な
注意喚起の
声かけを徹
底してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

猛暑の影
響で例年
より夏休
みの外遊
びの機会
も減り、
遊具等の
正しい使
い方の周
知共有が
日常的に
できな
かったこ
と。

遊具等の正
しい使い方
を下見の際
に施設職員
さんから指
示を受け、
子どもたち
と共有して
いたが、
ボールに関
しては下見
の際にな
かったこ
と、大人側
の予想外の
使い方をし
たことか
ら、児童へ
の日常的な
注意喚起の
声かけを徹
底してい
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

戸外保育
（アスレ
チック施
設）での
活動

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

エリアご
とに指導
員を配置
し注意喚
起の声か
けをして
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
が担当の
エリアに
いた

下見後に
指導員全
体で再度
危険が予
想される
エリアの
共有、子
どもへの
周知内容
の確認も
したが、
予想外の
使い方を
したた
め。

普段とは
違う環境
での自由
時間だっ
たため遊
具等の使
い方の共
有。児童
への注意
喚起の声
かけ
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令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

11 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 14 14 3 3
21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

事故予防
に対して
外部講師
の研修が
足りな
かった。

各職員が
事故予防
研修に参
加をす
る。ま
た、参加
した職員
は他の職
員と共有
をし、マ
ニュアル
の見直し
も検討し
ていく。

2.不定期
に実施

実施頻度(
‐　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
‐　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
‐　)回/
年

遠足先の
公園だっ
たので、
普段の保
育とは違
う環境で
遊んでい
た。事故
が起きた
遊具は園
のグラウ
ンドには
ない遊具
で高さも
あった。

園のグラ
ウンドに
はない遊
具や、あ
る遊具で
も極端に
大きさや
形状が違
う場合
は、必ず
職員がす
ぐ近くで
見守り声
掛けをす
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

全体での
活動が終
わり、帰
園する前
の時間に
起きた事
故だっ
た。疲れ
等が出て
いたこと
も考えら
れる。

遠足の後
半等疲れ
が出やす
い時間に
は遊具遊
びを行わ
ない。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登室時から
遠足に行く
ことを楽し
みにしてい
る様子だっ
た。歩いて
いる時はた
くさん話
し、遊具で
遊んでいる
時には特に
興奮してい
る等の様子
はなく通常
通りだっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

2クラス
で遠足に
行き、当
日は6名
の放課後
児童支援
員がい
た。職員
は分散し
て児童を
見守って
おり、担
当職員は
少し離れ
た所にい
た児童を
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

すぐ近くに
2名の職員
がいたが、
1名は別の
方向を見守
り、もう1
名はその近
くの遊具で
遊ぶ児童の
動きが大き
く危険だと
感じて注意
をしていた
ので、落下
の瞬間は見
ていなかっ
た。

遊ぶ前に
遊ぶ場所
の範囲や
注意事項
は話した
が、一つ
一つの遊
具の使用
の仕方に
ついては
確認をし
ておら
ず、注意
喚起の声
が足りな
かった。

園外活動
時は、子
どもたち
に各遊具
の使用の
仕方、注
意喚起等
の声掛け
を行う。
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令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 85 85 10 9
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

打撲、剥
離骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

支援員全
員で、定
期的にマ
ニュアル
を確認
し、危機
管理につ
いての共
通認識を
行う。

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

一緒に遊
びたかっ
たが、混
ざれない
児童がい
た。

支援員
は、子ど
もたちが
一緒に遊
べるよう
促してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児
は、ボー
ルを取り
に行くこ
とに夢中
になって
おり、周
りが見え
ていな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くで全
ての様子
を見てい
たが、突
然起きた
ため止め
ることが
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の見
守りをし
ていたの
で、見て
いなかっ
た。

児童がバ
スケット
ボールを
蹴る事を
想定して
いなかっ
た。

危険な行動を
予測して早め
に声掛けして
いく。見守り
をする際は、
遠くにいる支
援員でもトラ
ブルになりそ
うな動きを早
めに見つけら
れるよう全体
を見守る。子
ども達にもど
んな事が危な
いか普段から
話し注意を促
す。

349

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 31 31 4 3
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脚小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(2)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

室内での
過ごし方
のルール
の徹底す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

ロッカーは
木製のため
角がとれて
いる。ま
た、備え付
けのため壁
面から飛び
出ておら
ず、現状よ
り改善は難
しい。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

室内での
過ごし方
のルール
を指導す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に目立
つ様子が
なく、ク
ラブ来所
後は友達
と遊び始
める。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くで
走ってい
る児童
に、複数
回注意し
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の児童
と会話し
ながら同
じ室内に
いた。

特になし

児童は事故後
も課外の運動
教室に参加し
走っていたと
のこと。ま
た、保護者か
らも過ごし方
について指導
するとの話が
あった。室内
での過ごし方
について職員
間でも再度周
知し、指導を
続けていく。

62 / 108 



発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

350

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 29 29 3 2
22.10
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手小菱
形骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(2)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

屋外での
遊び方を
指導す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特になし

園庭は障害
物もなく見
通しも良
い。遊ぶス
ペースもゆ
とりをもっ
て確保でで
きているた
め、改善の
必要はな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

屋外での
遊び方を
指導す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に目立
つ様子が
なく、ク
ラブ来所
後は友達
と遊び始
める。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児を
含め、全
体を見渡
せる場所
から見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児を
含め、全
体を見渡
せる場所
から見
守ってい
た。

特になし

児童は事
故後も遊
び続けて
いた。屋
外での過
ごし方に
ついて職
員間でも
再度周知
し、指導
を続けて
いく。

351

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 35 35 5 2
20.８
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

下前歯
脱臼

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

本児の変
化への対
処不足や
校庭到着
後すぐに
活動を始
めてし
まったこ
と。

いつもと様
子の違う児
童への対処
を職員間で
話してお
く。到着後
すぐ遊び始
めないよう
職員が配置
についてか
ら活動をす
ることを約
束として話
をする。

2.不定期
に実施

実施頻度(
２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

本児自身
の服（幅
広のズボ
ン）に
ひっか
かったと
のこと。

当日の児
童の服装
に危険が
ないかの
確認。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

配置前に遊
びたい場所
へ走って
行ってしま
う（校庭へ
行くまでに
時間がかか
り遊び時間
が無くなっ
てしまうた
め到着後ま
とめてから
遊ばせてい
なかった）

遊び時間
に余裕を
持ち活動
をしてい
く

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

普段外遊
びは好ん
でいかな
いが、そ
の日は得
意に外へ
行きた
がった。
わくわく
そわそわ
した様子
であっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

配置につく
前だったた
め、一緒に
いた児童が
気づき声を
かけてき
た。配置担
当は向かう
列の後方に
いたため校
庭について
いなかっ
た。その日
は向かう列
も長くなっ
てしまって
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の配置場
所につく
ところ
だった。

職員が全
員配置場
所・校庭
につく前
に遊びだ
し人員が
足りない
なりの体
制が取れ
なかっ
た。

普段外遊
びに出な
い児童へ
の配慮。
学年関係
なく注意
をしてみ
ていく。

352

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 108 ## 10 8
19.７
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足踝の
骨にひび

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

落ち着き
に欠ける
子どもで
あった
為、もう
少し注意
して見て
おくべき
であっ
た。

児童の些細
な発言でも
職員で共有
し、保護者
に伝える。
児童が処置
しなくても
大丈夫と
言っても処
置する。

2.不定期
に実施

実施頻度(
３ )回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
３　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
３　)回/
年

特になし

危険個所
を点検し
支援員同
士で共有
し確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

落ち着き
に欠ける
子どもで
あった
為、もう
少し注意
して見て
おくべき
であっ
た。

階段の近
くは歩く
よう指導
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ボール遊
びをして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他児童と
遊んでい
たり、体
育館内の
児童を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

近くには
いたが個
人的には
見ていな
かった。

特になし

児童の些
細な発言
でも職員
で共有
し、保護
者に伝え
る。児童
が処置し
なくても
大丈夫と
言っても
処置す
る。

353

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 136 ## 9 7
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1)回/年

2.基
準配
置

特になし

事故発生時の支
援員の体制、配
置、連携が良く
適切に対応して
くれる。（ケガ
をした児童への
対応、保護者へ
の連絡、その他
児童への対応、
状況確認等）こ
れからも連携し
て対応していく
ことの大切さを
改めて確認する
機会とする。特
に今回は危ない
遊びをしていた
訳ではないが、
児童の安心安全
を守るため支援
員全員が常に全
体の状況や様子
を把握すること
の大切さを再認
識する。（高い
所に上らないな
どの声掛け）

2.不定期
に実施

実施頻度(
1)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
1)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
1)回/年

今回のケ
ガと直接
的な関係
にはない
が、落ち
葉、小
枝、樹木
の刈込み
などケガ
の要因に
なりうる
状態では
ある。

子どもた
ちが安心
安全に活
動できる
よう、環
境整備に
努める。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

遊具の後
ろに茂み
部分があ
り、見え
ずらい環
境にあ
る。ケガ
やトラブ
ルなどの
早期発
見、早期
対応に支
障がある
場合も想
定され
る。

支援員は
常に全体
を把握す
るよう流
動的に動
くこと、
また支援
の目が行
き届くよ
う樹木の
伐採など
の環境整
備を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通
り、他の
児童と外
遊びをし
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

事故現場と
なったブラ
ンコ付近に1
名職員が配
置されてい
た。対象児
童の動きは
目で追う程
度だった。
該当児童と
一緒に遊ん
でいた児童
がすぐ近く
にいた職員
に声をかけ
てくれ、対
応するに至
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

校庭にいた
職員が気付
き、現場近
くにいた職
員と一緒に
対応する。
校庭にいた
他の職員
に、校庭に
いる児童の
部屋への誘
導をお願い
する。施設
前に該当児
童を搬送
後、部屋に
いた職員に
保護者への
連絡と病院
に行く手配
をお願いす
る。

今回は職
員の体
制、配置
が適切に
なされて
いたの
で、みな
が連携し
対応する
ことがで
きた。

救急車を呼ぶ判断
について再検討し
学校にも意見を聞
いて見る。（以
前、救急車を要請
した際に受け入れ
先の病院を探すの
に30～40分以上か
かったことがあ
る。直接病院に連
れて行った方が治
療が早いことがあ
るので、救急車要
請の判断は迷うと
ころ。患者を動か
せないような病状
であれば救急車の
要請は必須だが、
ケガなどは救急車
任せにすると悩ま
しい面もある。）

354

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 31 31 7 4
21.９
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手人差
し指　粉
砕骨折
（爪・皮
膚の損傷
あり）

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

事故やケ
ガの防止
に向けた
対策や発
生時の対
応を職員
間で共有
する

1.定期的
に実施

実施頻度
(3)回/年

3.未実施
実施頻度(
0 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(開所日
数)回/年

特になし

非常口の
張り紙、
安全カ
バー（緩
衝材シー
トで扉蝶
番側の隙
間全面を
覆う）を
付ける

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

児童が危
険を回避
できる力
『安全対
応力』を
身に着け
られるよ
うに話を
していく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

室内（非常
口近く）で
遊んでい
た。外から
何度も非常
口を叩く音
が聞こえ、
扉越しに注
意するが続
く。非常口
を開け注意
しドアを閉
めようとし
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保護者対
応中、
「開けな
いよ」と
声がけす
る

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当職員
に対応を
任せ、他
児の見守
りをして
いた

日常的にク
ラブ生活の
ルールを守
るよう、繰
り返し継続
的に支援を
していた。
保護者にも
その件で相
談してい
た。なかな
か改善が見
られなかっ
た。

『資質向
上研修』
で怪我発
生の際の
対応の知
識・環境
整備等の
安全対策
を学ぶ
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

355

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 70 70 6 3
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨頭
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

児童の転
びやすさ
やこれま
での骨折
歴などの
情報を予
め把握
し，安全
面への配
慮と事故
防止を徹
底してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

特になし

支援員の
配置人数
に問題は
なく，怪
我の状況
のみを考
慮すると
防ぐこと
が可能な
事故で
あった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

地面とコ
ンクリー
トの土台
とのわず
かな段差
だが転倒
に繋が
り，受け
身の体制
を取るこ
とが出来
なかっ
た。

固定遊具
の近くで
鬼ごっこ
をしない
ように改
めて注
意，指導
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
に夢中
で，足元
に注意が
いかな
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

児とは少
し距離が
あったの
で，転倒
時を見て
いない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の場所で
見守りに
ついてい
たので，
転倒時を
見ていな
い。

特になし

他に考え
られる要
因がない
ため。
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令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 75 75 7 3
20.８
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

児童が遊
びの中で
予期せぬ
怪我をす
る危険性
を孕んで
いること
を，事故
防止対応
マニュア
ル等で再
度確認し
対応を徹
底してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

特になし

支援員の
配置人数
に問題は
なく，怪
我の状況
のみを考
慮すると
防ぐこと
が可能な
事故で
あった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鉄棒で空
中逆上が
りをしよ
うとし
て，落下
した。

鉄棒を含
め固定遊
具は落下
しケガに
繋がる可
能性も含
め，遊び
方の注意
喚起をし
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発だが落
ち着きがあ
り理解も早
く運動神経
も良い。事
故当日は鉄
棒の練習に
熱心であ
り，水分補
給休憩後も
いち早く鉄
棒に向かい
練習を始め
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

水分補給休
憩後，本児
が先に鉄棒
へと走って
いったので
すぐに追い
かけた。本
児がうずく
まっている
のを見つけ
た。落下の
瞬間は見て
いない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の遊具の
見守りに
ついたの
で，落下
時を見て
いない。

泣いていた
が保育室に
戻った時に
は泣き止ん
でいた。落
下時を見て
いないの
で，念の為
に病院へ
行った方が
良いという
認識だっ
た。通院し
たか保護者
に確認をす
るために電
話を入れ
た。

他に考え
られる要
因がない
ため
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令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 32 32 3 1
21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手薬指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

打撲等のケ
ガは30分ご
とに腫れや
痛みを確認
する。保護
者と受傷部
位を確認す
る際は，可
能な範囲で
湿布を外し
て行うよう
にする。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/年

特になし

支援員の
配置人数
に問題は
なく，怪
我の状況
のみを考
慮すると
防ぐこと
が可能な
事故で
あった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

芝生にはマ
ンホールの
蓋や埋設表
示物が置か
れており，
校庭との行
き来に通っ
ていたが，
特に注意を
促すことは
していな
かった。

埋設表示
物（給
水）に
コーンを
かぶせ注
意を促
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

校庭から
集合場所
へ地面に
注意する
ことなく
走ってき
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

児とは少
し距離が
あったの
で，転倒
時に手を
差し伸べ
ることが
出来な
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の場所で
見守りに
ついてい
たので，
転倒時を
見ていな
い。

特になし

他に考え
られる要
因がない
ため。

358

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 15 15 3 3
20.８
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

マニュアル
の共有を引
き続き行
う。日頃か
ら基準配
置、または
それ以上の
職員配置を
行っている
ため、引き
続き見守り
を徹底して
いく。

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/週

特になし

引き続き
必要な点
検を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

活動の内
容や児童
数に合わ
せて必要
な職員数
で見守り
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらず
元気に遊
んでい
た。遊び
の内容も
日頃から
遊んでい
るもの
で、参加
児童もい
つもと特
に変わり
はなかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

動きが活
発な児童
であり衝
動的に行
動してし
まうこと
もあった
為、当日
も至近で
対象児の
見守りを
行ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

動きのあ
る活動
だった
為、目を
離すこと
がないよ
う活動全
体の見守
りを行っ
ていた。
対象児・
担当者の
動きも全
体の動き
の中で一
緒に見
守ってい
た。

特になし

体を十分解し
てから運動遊
びを行えるよ
う準備運動を
徹底する。遊
びの中での危
険に気付き回
避出来るよう
普段から児童
に話し、準備
運動等安全に
遊ぶための体
づくりの必要
性を伝える。
見守り時には
今まで以上に
危機意識を持
ち、対応出来
るよう職員間
で共有する。
危険に繋がる
行動について
施設全体で注
意喚起する。
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令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 23 23 3 3
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
０　)回/
年

1.基
準以
上配
置

最初は鉄
棒の下の
砂場で複
数の児童
で砂遊び
をしてお
り、鉄棒
をしてい
なかった
ため注視
はしてい
なかっ
た。

今後も更
に全体を
見守りな
がら、遊
具を使っ
ている児
童がいた
ら声かけ
をしてか
ら遊具を
使っても
らう。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
36 )回/年

施設面に
関しては
特に要因
は見当た
らなかっ
た。

施設面に
関しては
問題はな
かった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

最初は鉄
棒の下の
砂で複数
の児童で
砂遊びを
してお
り、鉄棒
をしてい
なかった
ため、そ
の時は注
視してい
なかっ
た。

児童は鉄
棒を使用
する際
は、職員
に声かけ
をするよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

最近、1年
生は体育の
授業で鉄棒
に取り組ん
でおり、一
生懸命練習
をしてい
る。当日対
象児童は鉄
棒をした際
に手を離し
てしまっ
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

すぐに室
内に戻
り、冷や
す処置を
行った。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
を見守っ
ていた。

普段から
鉄棒で楽
しく遊ん
でいる児
童が多い
が、この
日は当該
児童が手
を放して
しまった
ために
起った。

怪我が
あった際
の連絡を
保護者・
弊社へ速
やかに行
えるよう
に再度確
認をす
る。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

360

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 25 25 2 1
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

左足関節
外果不全
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1～２　)
回/年

2.基
準配
置

特になし

事故予防
に関する
研修への
参加を更
に徹底
し、職員
一人ひと
りの意識
を高めて
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(0.5　　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(適宜)/年

特になし

該当児は
遊具は使
用してお
らず、校
庭に障害
となる物
も落ちて
いなかっ
たため、
ハード面
の瑕疵は
なかった
と考え
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

児童自身
が自分の
体調に気
を配れる
ような声
掛けを行
う。ま
た、疲れ
ている様
子がある
か体調面
をよく観
察し、静
と動の活
動に配慮
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
が白熱し
ており、
自身の身
体能力に
ついてい
けなかっ
た面が見
られた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

少し離れた
所から、該
当児を含め
た複数の児
童の遊びを
見守ってい
た。該当児
の側で一緒
に並走して
いる状況で
はなっかた
為、体勢を
崩した児童
を抱きかか
えことはで
きなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

外遊び中
であった
為、他児
童の見守
り中で
あった。
鬼ごっこ
の場面は
見ていた
が、他児
を見てい
る間に該
当児童が
転び、う
ずくまっ
ているの
を目撃し
た。

週の終わ
りであっ
た為、該
当児の疲
れが溜
まってい
る状態の
配慮にか
けてい
た。

特になし

361

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 33 33 5 2
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左ひじ骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１～２)
回/年

2.基
準配
置

今回怪我
人発生時
のマニュ
アルに
沿って迅
速な対応
はできた
ものの、
救急車要
請に至る
対応の有
無の判断
は難し
かった。

転倒や落
下の恐れ
のある遊
具に対し
ての見守
り職員の
常駐。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/日

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/日

1.定期的
に実施

実施頻度(
1 )回/日

鉄棒の下
に落下に
よるケガ
防止の
マット設
置なし

鉄棒から
の落下に
対し、
マットレ
ス等（衝
撃を緩
和）の設
置を講じ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

一年生の授
業が今鉄棒
を行ってお
り鉄棒で遊
ぶ児童が増
えている。
また、一輪
車やボール
遊びをする
児童もいる
ため見守り
しながら声
掛けをしな
ければなら
ない状況。

短時間で
も子ども
たちに休
憩をする
よう声を
かけるこ
と。職員
が鉄棒の
側に行見
守りを行
う事。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調不良
もなくい
つも通り
に学童に
登所して
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

一輪車や
ボール遊び
をする児童
もいるため
見守りしな
がら声掛け
をしている
状況だっ
た。校庭が
狭いため一
つ一つの遊
びのグルー
プが近いの
で子ども同
士の接触を
避けるため
声掛けをし
ている。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の場所
で対応や
見守りを
行ってい
た。特別
支援学級
の児童も
いるた
め、対応
に時間が
かかるこ
ともあ
る。

特になし

鉄棒に限
らず、怪
我が起こ
りやすい
場所には
集中して
職員を配
置し見守
りを行
う。

362

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 48 48 5 5
20.８
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

左鼻骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

特になし

各部屋に
いる際に
は、廊下
にも目を
配るよう
にし、走
ることが
ないよう
注意喚起
を行う

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし

蝶番に
クッショ
ンカバー
を取り付
けた。階
段、廊下
の床に
テープを
貼り、右
側通行が
出来るよ
うにし
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

子供達の
数に合わ
せた見守
りをして
いく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

廊下の角
を曲がっ
た際、向
かい側か
ら来た他
児の手が
自分に当
たると思
い避けた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

職員がそ
れぞれの
部屋で見
守りを
行ってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他のクラ
ブ職員は
別の場所
で行事を
行ってい
た。ま
た、クラ
ブ室内に
て全体を
見守って
いた

特になし

子供達全
体へ廊下
を歩く際
には周り
に気をつ
けて通行
するよう
注意喚起
を行う
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令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 3 3 2 1
21.９
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1)回/年

2.基
準配
置

転倒した
際捕まる
ものや支
援員が手
の届く所
にいな
かったた
め

加配対応に
戻し職員を
増やし常に
手の届く範
囲で見守
り、職員
ミーティン
グで当日の
配置につい
て細かく確
認を行う

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
52　)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

通路が当該
児童にとっ
ては若干狭
いため、通
る際には障
害物になり
える物
（テーブル
等）を端に
寄せ可能な
限り広くす
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特になし

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

目の届く
場所には
いたが手
は届かな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
の対応を
していた

加配対応
にしてい
なかった
ため付
きっきり
にできて
いなかっ
た

－

364

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 30 30 5 4
20.８
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨端線損
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

事故当
時、対象
児は上履
きを履い
ていな
かった

片付けで
は児童が
机を移動
しない事
とし、上
履きを履
くことを
徹底する

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度
(１)回/日

特になし

児童が１
人で移動
するのは
難しい机
であるの
で、環境
面、人的
面での改
善策を
しっかり
行う

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

児童の片
付けは椅
子のみと
し、机は
職員が片
付けるこ
ととする

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

職員の片
付けを手
伝いたい
という気
持ちを普
段から
持ってい
る

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

職員が机と
椅子の片付
け作業中に
対象児が声
がけせずに
入室し、職
員の背後で
机の移動を
始めたため
気づくこと
が出来な
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児が
手伝いを
始めてい
たことに
気づいて
いなかっ
たため、
声をかけ
ることも
出来な
かった

特になし

今後、事
故が発生
しないよ
う、帰り
の会など
で定期的
に子ども
たちに周
知すると
ともに、
常に声掛
けをする
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

365

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 10 10 7 5
18.６
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

実施頻度(
0　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

子ども達が
分散しない
よう延長時
間は図書室
に集め見
守っている
が、夕方の
職員数を増
やし、他所
を掃除して
いる間も見
守れるよう
手厚くし
た。

2.不定期
に実施

実施頻度(
4　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
4　)回/年

特になし

夕延長の
時間に一
部の職員
が掃除を
している
際に起き
た事故
だったの
で、児童
の導線に
なる箇所
の掃除は
18時以降
に行うこ
とにし
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

マットの
掃除のた
めモップ
がけをし
ていたの
で、滑っ
た可能性
もある。

モップが
けは児童
がいない
時間帯に
行うこと
にした。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から室
内で走って
しまうこと
が多かった
ので、しば
しば職員が
注意をして
いた。事故
当時も直前
に危ないか
ら走らない
でと職員が
何回か声を
かけてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

延長利用の
児童が10名
おり2名の職
員が児童を
見ていた。
児童が転ん
だ瞬間を見
ていた職員
はいなかっ
たが、鳴き
声がしたの
で振り向く
と児童がう
つぶせに倒
れていた。
職員が駆け
寄り痛いと
ころはない
か声をかけ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

図書室内
で別の児
童を見て
いた。そ
の他3名
は掃除を
しながら
トイレや
水飲みに
行く児童
を見守っ
ていた。

夏休みの
体制のた
め延長時
間の職員
が少な
かった。
施設長は
出張のた
め不在
だった。

怪我を軽
く考え
ず、常に
最悪の状
態を想定
して動く
よう職員
間で確認
した。

366

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 88 88 12 6
21.９
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

鎖骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

遊びの際
に加減や
危険予測
(接触)に
ついて、
指導がし
きれてい
なかっ
た。

事前に遊
びに混
ざってい
る児童全
員を止め
て、指導
と注意喚
起を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

校庭で遊
んでいる
ため、勢
いよく走
ると砂で
滑りやす
い。

普段から滑
り込まない
よう声をか
ける。ぶつ
かりそうな
場面では、
ボールを取
り合うので
はなくジャ
ンケンで決
めるように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

人数変化
に応じた
遊びの広
さを調整
行ってい
なかっ
た。

人数、年
齢などに
合わせて
その都度
範囲の調
整を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

同級生と
共に、自
ら遊びに
参加して
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

見守りの
職員が学
校用務員
から落と
し物を渡
されて、
しまうた
めに持ち
場を離れ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

見守りの
職員が、
その場か
ら離れた
ことに気
づかず他
児童の見
守りを行
なってい
た。

見守りの
職員が持
ち場から
離れる際
に他職員
に伝達が
行われ
ず、接触
前に注意
喚起がで
きなかっ
た。

地域児童
も含め
て、力の
加減や危
険予測、
距離感に
ついて指
導を行
う。

367

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 8 8 1 0
20.８
歳

2.女
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足小指
ヒビ

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

3.基
準以
下

当動作を
行う際、
顔面保護
の為マッ
トを使用
していた
が、体全
体を覆う
マット上
で行うこ
とも必要
であっ
た。

当動作は着
地の際、当
該児童自身
の足を踏ん
でしまった
ことにより
発生した
が、事前に
当動作には
負荷がかか
ることを伝
えることが
必要であ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

動作の内
容を踏ま
え、必要
に応じて
靴の着用
を促す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつ通
り、講師
の指示を
聞いてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

通常の体
育プログ
ラム時間
と同様全
体を見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

外部委託
のプログ
ラムのた
め放課後
支援員は
対応せ
ず。

特になし

体育プロ
グラムで
あるが、
動作一つ
一つにあ
る危険を
伝える。

368

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 25 25 3 2
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
２ )回/年

2.基
準配
置

事故発生
時、校庭
見守り職
員（放課
後児童ク
ラブ職員
+校庭開
放スタッ
フ)⇒放
課後児童
支援員４
名　補助
員３名
※その他
職員は各
育成室・
●●配置

事故予防
に関する
研修を年
数回でな
く定期的
に行う。
安全管理
マニュア
ルに基づ
いた支援
体制だっ
た為、職
員配置の
改善点は
無し。

2.不定期
に実施

実施頻度(
３　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
３　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
３　)回/
年

なし

事故発生
場所の校
庭は、学
校の設備
を利用し
ており、
点検等は
学校の基
準に準じ
て行って
いる。
従って、
当事故に
おいては
改善策無
し。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

本児を含
む集団の
見守りを
近くでし
ている大
人がおら
ず、事故
発生の瞬
間を見た
大人がい
なかっ
た。

子ども達
のみで遊
びが成立
している
場合で
も、常に
大人の視
界に入る
ような大
人の配置
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

サッカーク
ラブに所属
しており、
毎日校庭で
はサッカー
遊びをして
いる。本日
もいつもと
同じメン
バーで校庭
にてサッ
カーをして
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児童と
長縄(回
し手)を
校庭で
行ってい
た。⇒
サッカー
をしてい
る方向に
対して、
背を向け
る形で
行ってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ドッチ
ビーやブ
ランコ等
をしてい
る児童を
見守って
いた。⇒
サッカー
をしてい
る児童の
近くで見
守ってい
る支援員
はいな
かった。

普段児童が
校庭で遊ぶ
のはおやつ
後１回の
み。しか
し、この日
は４時間授
業であり、
おやつ前後
で２回校庭
遊びの時間
があった。
また、学校
授業では運
動会練習が
始まってお
り、疲れが
見える児童
もいた。

技能や身
体能力に
差がある
子ども達
が一緒に
遊ぶ際
は、適度
に力を調
整しなが
ら遊ぶ必
要性を適
宜伝えて
行く。

369

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 78 78 9 5
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(10)回/年

1.基
準以
上配
置

事故発生
当日は、
小学校の
全校遠足
で疲労が
溜まって
いるであ
ろう予見
が不足し
ていた。

疲れが予
想される
場合に
は、全体
に注意喚
起を行っ
たうえ
で、職員
も意識を
してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

発生日に
遊具の異
常は見ら
れなかっ
た。

引き続き
遊具等に
異常がな
いかを点
検してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鉄棒付近
で職員が
様子を見
ていた。
上手に遊
べていた
ため、職
員が目を
離してい
る間に起
きてし
まった。

直前まで遊
びの様子を
確認してお
り、安全と
判断できた
ため別の場
所を見るた
めに目を話
したので、
改善策はな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遠足だっ
たが、通
常通り元
気に遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

鉄棒付近
で職員が
様子を見
ていた。
上手に遊
べていた
ため、職
員が目を
離してい
る間に起
きてし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は、ドッ
ジボール
や一輪
車、野球
などそれ
ぞれの遊
びを見て
いた。

事故発生
当日は、
小学校の
全校遠足
で疲労が
たまって
いたと考
えられ
る。

特にない
ため、改
善策な
し。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

370

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 60 60 6 5
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
3　)回/年

2.基
準配
置

特になし

マニュアル
順守・研修
実施・職員
体制を基準
配置は行え
ているた
め、ソフト
面に関して
の改善策は
特になし。

1.定期的
に実施

実施頻度
（毎日)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(週1)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(週1)回/
年

特になし

施設・設
備等に問
題はない
ため、
ハード面
での改善
策は特に
なし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

支援員が
3名で見
守ってお
り、あそ
び方につ
いても
ルールを
守って遊
んでいた
ため、改
善策は特
になし。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2,3年生男児
とサッカー
をして過ご
す。一緒に
遊んでいた3
年生男児が
ボールに夢
中になり
ボールを取
ろうと体を
入れた際に
対象児がバ
ランスを崩
し転倒、左
肩付近を地
面に打つ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の近
くで校庭の
全体の見守
り、他の児
童と関わっ
ていた。対
象児うずく
まって泣い
ていること
に気が付
き、すぐに
駆け寄り室
内へ移動し
冷却する。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は他の児
童の対応
や、各配
置場所で
児童を見
ていたた
め。

特になし 特になし

371

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 77 77 8 5
20.８
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性歯
の脱臼、
亜脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
15　)回/
年

1.基
準以
上配
置

学童職員
も外に出
ていて見
守り活動
をしてい
たが、把
握できて
いなかっ
た。

目の前の子
どもだけを
見るのでは
なく全体を
見るという
事をクラブ
ミーティン
グで確認す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
3　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
3　)回/年

遊具や木
など物が
乱立して
いる場所
では不意
の事故も
起きやす
い。

改めて職
員が危険
個所を認
識し事故
の情報を
共有す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもは
いついか
なる時で
も大人が
考えもし
ない行動
をとる。

子どもが
危険な行
動をとっ
ていた場
合はすぐ
に注意す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

変わった
様子もな
くいつも
とおり元
気だっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

マンショ
ン側遊具
のそばに
いたので
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

昇降口付
近にいた
ので見て
いなかっ
た。

校庭内で職
員がいる場
所は決めら
れている
が、そこだ
けを見てい
るという意
識だと異変
を見逃して
しまう。

子どもた
ちへ今ま
であった
事故を伝
え危ない
場所はど
こなのか
を考えて
もらう。

372

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 44 44 11 9
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
2 )回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

危険な躱
し方をし
ないよう
に注意喚
起

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

特になし

今回の事
故はハー
ド面での
問題はな
かったと
考えてい
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

今回の事
故は環境
面での問
題はな
かったと
考えてい
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

見たとこ
ろいつも
通りの様
子であっ
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
そばで
ドッジ
ボールを
見守って
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内での
保育を見
守ってい
た

特になし

その他の
要因がな
いため特
になし

373

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 127 ## 16 9
21.９
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折
8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1 )回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

児童に対し
ては運動を
する前には
十分な準備
運動を行う
よう注意喚
起を行っ
た。職員に
対しては子
ども達の準
備運動の状
態を把握す
るように伝
えた。

1.定期的
に実施

実施頻度(
10回 )回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
10回 )回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
10回 )回/
年

特になし

今回の事
故はハー
ド面での
問題はな
かったと
考えてい
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

準備運動
に関し
て、今後
も児童一
人一人に
伝えてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ドッジ
ボールで
パスをし
ていた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

当該児童
含め児童
の見守り
を行って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

当該児童
含め児童
の見守り
を行って
いた。

特になし

その他の
要因がな
いため特
になし

374

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 40 40 9 8
20.８
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

少人数で
あっても
他の階へ
行くとき
は職員が
先頭に立
ち、並ん
で連れて
行く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

3.未実施
実施頻度(
０　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし

今回は
ハード面
での問題
はなかっ
たと考え
る

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

少人数の
移動で
も、きち
んと並ん
で移動す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

階段の登
りで躓い
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

3階のト
イレに連
れていく
ために一
緒に移動
中であっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の活動
場所で児
童の対応
に当たっ
ていた

特になし

その他の
要因がな
いため特
になし

375

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 21 21 8 5
21.９
歳

1.男
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手小指
骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
2 )回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

児童に対し
運動前に十
分な準備運
動をするよ
う注意喚起
を行った。
職員に対し
ては異学年
が集まる練
習時にそれ
ぞれのレベ
ルに合わせ
るように気
をつけるこ
ととした。

1.定期的
に実施

実施頻度(
24 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
24 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48 )回/年

特になし

今回の事
故はハー
ド面での
問題はな
かったと
考えてい
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

どんな活
動でもケ
ガにつな
がること
の無いよ
うに今後
も十分に
配慮して
いく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
同様ドッ
ジボール
の練習を
していた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

試合形式
の練習を
していた
ので審判
をしてい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の持ち場
で他の児
童を見
守ってい
た

特になし

運動前に
十分な準
備運動を
する。無
理な練習
はしない
ように指
導する
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

376

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

11 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 21 21 3 2
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1 )回/年

2.基
準配
置

特になし

職員間で
の情報共
有を行
い、再発
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

特になし

今回の事
故はハー
ド面での
問題な
かったと
考える。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

転落前に
同じ体勢
を取るこ
とができ
て、達成
感を得て
いた。

注意を促
す声かけ
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特にいつ
もと変わ
らない様
子だった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

当該児童
含め児童
の見守り
を行って
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

それぞれ
の持ち場
で他の児
童を見
守ってい
た。

当該児童
以外も周
りで遊ん
でいたた
め、側に
ついてい
ることが
出来な
かった。

鉄棒の使
用方法に
ついて再
検討し、
危険な方
法での使
用はさせ
ない。

377

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 21 21 6 4
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首剥
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1 )回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

外遊びや運
動をする前
には必ず準
備運動をし
ているが、
寒くなって
きたためよ
り念入りに
準備体操を
行うよう注
意喚起を
行った。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

特になし

今回の事
故はハー
ド面での
問題はな
かった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

転倒等が
あった場合
にも、すぐ
に応急処置
ができるよ
う十分に配
慮してい
く。職員間
で速やかに
連絡がとれ
るようトラ
ンシーバー
を増設し
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

準備運動
後、バス
ケット
コートで
シュート
を打って
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

当該児童
含め児童
の見守り
を行って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の持ち場
で他の児
童を見
守ってい
た。

特になし

外遊びや
運動をす
る前には
必ず準備
運動を行
うよう注
意喚起を
行った。

378

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 65 65 8 7
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折
8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1 )回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

児童に対し
運動前には
準備体操を
充分行うよ
うに注意喚
起を行っ
た。また、
人の近くで
ボールを蹴
ると大きい
事故に繋が
ることもあ
るので気を
付けるよう
に話をし
た。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

特になし

ハード面
での問題
はなかっ
たと思わ
れる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

ボール遊び
では、当た
り所によっ
ては大きな
事故につな
がることを
認識し、見
守りや声掛
けを行って
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
校庭で集
団遊び
（サッ
カー）を
していた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

当該児童
含め児童
の見守り
を行って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の持ち場
で他の児
童を見
守ってい
た。

特になし

その他の
要因がな
いため特
になし

379

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 144 ## 14 12
22.10
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折
8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1 )回/年

2.基
準配
置

特になし

準備運動を
十分に行
い、初めか
ら強いパス
を行うので
はなく徐々
にパスは強
く早く行う
ように注意
喚起を行
う。

2.不定期
に実施

実施頻度(
6 )回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
6 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎回 )回/
年

特になし

今回の事
故はハー
ド面での
問題では
なかった
と考えて
いる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

今後も準
備運動を
十分に行
い、ケガ
防止を
行ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ドッジ
ボールの
パスを練
習してい
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ドッジ
ボール
コーチを
していた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

ドッジ
ボール
コーチを
していた

特になし

その他の
要因がな
いため特
になし

380

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 50 50 8 5
20.８
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

成長軟骨
という部
分が欠損

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
2 )回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

児童に対し
て運動をす
る前には、
十分な準備
運動を行う
よう注意喚
起を行っ
た。職員に
対しては職
員同士でな
るべく児童
が視界に収
まるように
気を付ける
こととし
た。

1.定期的
に実施

実施頻度(
使用時毎
回 )

1.定期的
に実施

実施頻度(
使用時毎
回 )

1.定期的
に実施

実施頻度(
使用時毎
回 )

特になし

今回の事
故はハー
ド面での
問題はな
かったと
考えてい
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

用具をソ
フトにし
ていても
怪我につ
ながるこ
とがない
よう、今
後も充分
に配慮し
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りドッジ
ボールを
していた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

当該児童
含め児童
の見守り
を行って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の持ち場
で他の児
童を見
守ってい
た。

特になし

その他の
要因がな
いため特
になし

381

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 22 22 3 2
18.６
歳

1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折
8.その
他

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
0　)回/年

2.基
準配
置

本クラブは
目の前が芝
生広場で見
通しが良い
ので、下校
時間は外の
様子を気に
しつつ保育
室から外を
見ている。
しかし、怪
我が起こっ
た場所は死
角になる所
だった。

保育室か
ら死角に
なる場所
になるの
で、下校
時間には
側に立ち
見守る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

安全点検
の項目に
屋外の項
目がな
い。

安全点検
の項目に
屋外の項
目を取り
入れる。

7.その
他

特になし

保育室か
ら死角に
なる場所
になるの
で、下校
時間には
側に立ち
見守る。
柵の開閉
は職員で
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

当施設の敷
地に入った
ところで体
勢を崩し、
柵に掴ま
る。後から
帰ってきた
他児が柵を
閉めた際、
本児の右手
中指を挟ん
だ。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

学校から徒
歩で帰って
きた所を窓
から目視。
右手を左手
で押さえた
状態で怪我
したことを
訴えきた本
児にすぐ
ガーゼで止
血。看護師
を呼び、看
てもらい保
護者に連絡
する。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

怪我をさ
せてし
まった
子、他の
子が動揺
しないよ
うに児童
たちを室
内に集
め、いつ
も通りの
関わり努
めた。

特になし

保育室か
ら死角に
なる場所
になるの
で、下校
時間には
側に立ち
見守る。
子ども達
に、柵の
開閉は職
員で行う
ことを伝
える。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

382

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 36 36 5 3
21.９
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手小指
の剥離骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

体育館で30
人程の児童
がドッチ
ボールやバ
スケ等分か
れて遊んで
いたが、職
員は３人の
配置だった
ため見ると
ころが多く
注意が散漫
になってし
まってい
た。

一つの
ゲームに
必ず一人
は職員を
配置する

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

無し 無し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

無し 無し

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

仲のいい
４人組で
バスケを
してい
た。怪我
をした際
も痛がる
様子はな
く、その
まま遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の児童
のグルー
プを見て
いたため
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
グループ
を見てい
たため。

児童が数グ
ループに分
かれて違う
遊びをして
いるのを一
人の職員が
交互に見て
いたため事
故にあった
ときは見れ
なかった。

職員一人で見
るのが厳しい
場合は、グ
ループを合併
して遊ぶ等児
童を見守りや
すくする様に
対応を変えて
いきたい。ま
た、児童にも
誰かとぶつ
かったり転ん
だりした際は
職員にすぐに
伝える様お願
いする。

383

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 10 10 2 2
21.９
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足中足
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
0　)回/年

2.基
準配
置

特になし

支援員研
修の際に
当該事故
の状況
と、その
対応策を
他教室の
支援員等
にも周知
してい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(2)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(1)回/年

特になし

対象児童が
単独で側転
を行い、着
地の際に足
のつき方を
誤ったため
に骨折した
事故である
が、今後他
の要因によ
り事故が起
こらぬよう
定期的に安
全点検を実
施するよう
支援員に依
頼した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

教室を利用
している児
童には禁止
事項(前転を
しない、側
転をしな
い、叩かな
い、引っ張
らない)を伝
えてはいた
が、今回の
ことがあっ
たため、教
室全員で禁
止事項を再
確認した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

来室時も
帰宅時も
いつもど
おりの様
子であっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児に
背を向け
ており、
対象児を
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

迎えに来
た保護者
と会話を
してお
り、対象
児の方を
見ていな
かった。

特になし

体調に変
化があっ
た時や、
けがをし
たかもし
れない時
には支援
員に報告
するよう
教室内の
児童に改
めて周知
した。

384

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 30 30 4 3
21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘上腕
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(随時)回/
年

1.基
準以
上配
置

特にな
し。

本年度内に
安全計画を
策定し、定
期的な安全
点検が実施
できるよう
計画する。
また、平時
からも危険
な箇所・玩
具を発見し
た場合は速
やかに報
告・対処す
るよう職員
へ共有す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

特にな
し。

定期的に
施設内の
点検を
し、故
障・破損
等の危険
個所がな
いか確認
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児童が遊
びに夢中
になって
いる際に
は、ケガ
に気をつ
けるよう
声掛けを
する。

職員同士の
連携で危険
個所から目
を離す時に
は引継ぎで
見守り、全
体フォロー
ができるよ
うにする。
地面が湿っ
ている時は
靴の裏に土
がつき遊具
から滑りや
すいので、
そのような
日は使用し
ない等の約
束を決め
る。その他
使用ルール
を徹底する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

小学校グ
ラウンド
のタイヤ
遊具で友
達と仲良
く遊んで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ケガをし
た児童を
含め、児
童数名を
近くで見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
の動きを
見守って
いた。

特にな
し。

職員が危
険と思っ
た行動に
は声掛け
をして止
める。児
童へなる
べく「気
をつけて
遊ぶ（使
う）よう
に」と繰
り返し声
掛けをす
る。

385

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 36 36 5 4
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘付近
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

毎日の児
童の健康
状態を的
確に把握
すること
を一層心
がける。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし

遊具を利
用するの
にふさわ
しい技量
と体力を
持ってい
るか掌握
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

年齢学
年、体
格、技量
によって
遊具の利
用を制限
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

平常日課
通り、外
（グラウ
ンド）で
の遊び時
間になり
友達と遊
具（雲梯
台）に向
かい利用
した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

グランド外
遊びの小学
校グラウン
ドは広いた
め職員は全
体が俯瞰で
きる三箇所
の地点を決
め見守りを
していた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

グランド
が広く、
職員それ
ぞれ分担
して児童
を見守る
ため該当
児童を見
ることが
出来な
かった。

特にな
し。

学校との
連携をよ
り密に行
い安全確
保に努め
る。

386

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 6 6 2 2
21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨頭
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
随時　)回
/年

2.基
準配
置

特にな
し。

事故発生
状況につ
いて職員
間で情報
共有を行
い、再発
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
不定期　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
不定期　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

特にな
し。

定期的に
施設内・
運動場の
整備を点
検し、故
障・破損
等の危険
個所がな
いか確認
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特にな
し。

危険行為等
を発見した
時は、随時
注意・呼び
かけを行
う。踵を踏
んで靴を履
いている時
には転倒防
止のため
しっかり声
掛けをす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

学童内で
友達と仲
良く遊ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

当該児童
を含む６
名を近く
で分散し
て見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の児童
の様子を
見守って
いた。

児童の様
子に注意
を払って
いたが、
一瞬の出
来事で
あったた
め発生を
防ぐこと
ができな
かった。

随時、職員
間で安全保
育の意識共
有・情報共
有を徹底す
る。事故発
生時には速
やかに事務
局へ報告を
入れるよう
連絡体制の
再確認を実
施する。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

387

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 31 31 4 2
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
外果骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
4　)回/年

2.基
準配
置

特になし

研修を定
期的に実
施し、事
故発生時
の対応を
職員間で
共有する

2.不定期
に実施

実施頻度(
随時　)回
/年

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
随時　)回
/年

他団体管
理の遊具
を使用

ハード面
は問題な
し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

事故の発
生が予測
される場
合は、特
に注意深
く見守る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わりな
く、過ご
していた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

少し離れ
た場所か
ら見守り
をしてい
たが、事
故には気
づかな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

外遊びを
してい
た、他児
童の見守
りをして
いた

ケガをし
た児童は
外遊び後
も変わっ
た様子も
なく、支
援員も怪
我に気付
かなかっ
た

外遊び後
には、ケ
ガや痛み
がないか
声掛けを
して児童
が伝えや
すい環境
を作る
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令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 28 28 4 3
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１ )回/年

2.基
準配
置

特になし

職員ミー
ティング等
で定期的に
確認する時
間を設け
る。また、
オンライン
にて研修を
受講できる
ため、主任
だけでなく
他の職員に
も研修の受
講の時間を
設ける。

2.不定期
に実施

実施頻度(
随時　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
随時　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
随時　)回
/年

特になし

現状の対
応（運動
場の石や
木など、
目に見え
る部分の
整備）に
加えて定
期的に遊
具の点検
を実施。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

環境面は
問題なし

環境面は
問題なし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
活発に行
動し、１
つの物事
に集中す
るタイプ
であり、
事故当日
も雲梯に
熱心に取
り組んで
いる様子
だった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

雲梯傍で見
守りをする
職員が１名
いた。繰返
し取組んで
いたため、
疲れている
可能性を考
慮し、職員
は休憩する
よう声かけ
をしてい
た。他の児
童もいたた
め事故の瞬
間は見てい
ない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

すべり台
に１名、
ブランコ
に１名、
登り棒な
どの複合
遊具に１
名、東門
付近に１
名、全体
の見守り
に２名配
置。

特になし

児童の意
思を尊重
しつつ、
休憩時間
が適切に
取れるよ
う、給水
の時間を
設けるな
どの対応
を検討す
る。
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令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 27 27 4 2
18.６
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手中指
付け根の
骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１２　)回
/年

2.基
準配
置

特になし

マニュア
ルに沿っ
て迅速に
対応する
と同時
に、事故
の分析を
する

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

特になし

児童の来
会前及び
遊びの前
には必ず
遊ぶ場
所、環境
を確認を
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

椅子の使
い方につ
いて児童
と確認を
し、適切
な使い方
をするよ
うに伝え
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

テーブル
に着いて
好きな遊
びを楽し
んでいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児が
遊んでい
る様子を
離れたと
ころで見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

おやつの
準備、他
児の荷物
の片付け
等を見
守ってい
た。

3.4年生
が登所し
てくる時
間であ
り、所在
確認で目
を離した
時に椅子
を跳び箱
代わりに
して跳ん
だ。

椅子の使
い方につ
いて児童
全体に周
知すると
同時に、
物の使い
方につい
て職員間
で話し合
い周知し
た。
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令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 24 24 3 1
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首剥
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１)回/年

1.基
準以
上配
置

特にな
し。

職員配置
を再確認
し、児童
の身体能
力や以前
のけがに
ついて職
員間で把
握する。

2.不定期
に実施

実施頻度(
数　)回/
年

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

特にな
し。

外遊びの
前に、運
動場にお
いて滑り
やすい・
躓きやす
い箇所が
ないか確
認を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特にな
し。

以前のけ
がを配慮
しながら
見守りを
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの体調
で、特に
目立った
不調は見
られな
かった。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

当該児が台
を上り下り
する際に、
職員が近く
におり様子
を見てい
た。ケガを
した際は以
前の骨折を
考慮し対応
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の外遊
びをして
いる児童
を見てい
た。

特にな
し。

特にな
し。
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令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 17 17 2 2
21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

特になし

外遊びの
職員の立
ち位置を
確認す
る。

2.不定期
に実施

実施頻度(
数)回/年

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１)回/日

特になし

ケガをし
やすい場
所につい
て、こま
めに確認
を行う。

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

特になし

保育室か
ら出ると
きは支援
員が先導
し、児童
を先に出
させな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調は通
常通り
だった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

いつもは職
員が先に外
に出てから
児童が外に
出るが、こ
の日は先に
児童が出て
しまった。
別のクラブ
室にいる職
員もおやつ
の時間がず
れたため外
にいなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別のクラ
ブ室にい
る職員
も、その
クラブ室
にいる児
童のおや
つの時間
が後だっ
たため外
にいな
かった。

特になし 特になし
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令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 44 44 5 3
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕　右
上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
３　)回/
年

2.基
準配
置

児童に遊
び前の注
意・危険
に対する
意識付け
が不十分
で、職員
も事故に
対して危
険を予知
出来な
かった。

職員配置は
園庭に3名
配置した
が、雲梯で
落下する事
が想定出来
なかったの
で注意する
様に言葉掛
けが必要で
あった。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
4)回/年

定期的に
点検がな
されてお
り、問題
はなかっ
た。

小学校にて
点検されて
おり雲梯に
問題はな
かった。引
き続き点検
をしていた
だき、結果
について確
認し遊具そ
のものの状
態を共有し
ていく。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

見守ってい
る職員が不
足している
認識は無い
が、職員の
育成向上を
図り、児童
の遊びの向
上を図れる
様にする事
が出来な
かった。

職員3名
に対し
て、遊ん
でいる児
童が多
かったの
で支援が
出来るよ
うに遊び
を制限す
る事も必
要であっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

うんてい
で移動し
ていた
が、手が
滑って落
下した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ブランコ
と雲梯の
間に職員
がいた
が、ブラ
ンコの方
を見てい
たので、
落下した
時の音で
振り向い
た状態で
あった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
が遊んで
いるの
で、外に
出ている
主任支援
員を呼び
クラブ棟
に移動さ
せた。

配置上、
職員が広
く見守れ
る様に打
合せ等で
確認が出
来なかっ
た。

支援員が
ブランコ
と雲梯を
同時に見
る設定で
は、前と
後ろの両
方で見な
ければな
らないた
め、配置
や立ち位
置を変え
る必要が
ある。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

393

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 115 ## 8 6
21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕骨折
8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
3　)回/年

2.基
準配
置

ケガをした
時の対応に
ついてはマ
ニュアル記
載がある
が、ボール
遊び時に発
生しやすい
怪我や注意
点について
は、記載が
なかった。

遊びの内容
により起こ
りやすいケ
ガや注意事
項に対して
検討し、ヒ
ヤリハット
事例に追加
する等、日
常で起きる
怪我に対す
る職員の共
通理解を行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
2　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

使用して
いたボー
ルは、目
視による
日常的な
点検をし
ており、
特に問題
はなかっ
た。

定期的な
安全点検
を行う事
と日常的
にも気に
かけてい
る結果、
特段対応
する事は
ないが、
引き続き
安全管理
に努めて
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特にな
し。

引き続き
児童の安
全が確保
されるよ
う適切に
支援員を
配置して
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と同
じように
遊んでい
て、事故
の原因と
なる動き
は、特に
なかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

普段と同
様にドッ
ヂボール
で遊んで
いる児童
を見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ドッヂ
ボールで
遊んでい
る子から
離れた場
所で他の
児童を見
守ってい
た。

特に問題
なし。

今回の事
故につい
て特段考
えられる
要因等は
ないが、
引き続き
安全に遊
ぶよう児
童に声を
かけてい
く。
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令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 56 56 7 7
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左くるぶ
し剥離骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

特になし

人数配置に
おいては問
題がなかっ
た。今後も
子どもの
個々の動き
を見ること
ができる配
置を考えて
いく

1.定期的
に実施

実施頻度
(４)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

１人で点
検を実施
していた

複数での
点検を行
うこと
で、詳細
箇所の気
づきを増
やしてい
く

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

見守りは
適切で
あった
が、今後
も運動場
で遊ぶ鬼
ごっこと
は違う危
険性につ
いて伝え
ていく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

タイヤを
使用した
鬼ごっこ
をしてい
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

室外の児
童が５人
でタイヤ
を使用し
た鬼ごっ
こを見
守ってい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

遊びの状
況を見
守ってい
た

特になし 特になし
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令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 21 21 5 4
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右尺骨近
位部位骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

特になし

今後も外
遊びを行
う際には
怪我を防
ぐために
遊び方と
注意点を
伝えてい
く

1.定期的
に実施

実施頻度(
４　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
随時　)

1.定期的
に実施

実施頻度(
随時　）

特になし

今後も児
童が使用
する遊具
の点検を
適切に実
施し、遊
びの内容
に適した
場所で遊
ぶ・指導
していく

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

走り回る
スペース
が狭い所
で遊んで
いた

人数によっ
て適さない
場所もある
ため、参加
する人数に
応じた場所
で遊ぶよ
う、他の遊
びで使用す
るスペース
と共に調整
していく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちと
鬼ごっこ
のため広
場を走っ
ていた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

屋外で児
童の遊び
に加えて
近くにあ
る遊具の
使用状況
を見てい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の場所
で遊んで
いた他の
児童を見
守ってい
た

特になし 特になし
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令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 45 45 6 4
24.12
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左小指第
２関節骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

支援員間
でいつも
と同じと
いう気持
ちが少し
でもあっ
た

遊びの中
で起こり
うる怪我
を改めて
確認し、
引き続き
事故予防
に努める

1.定期的
に実施

実施頻度(
４　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
（随時）

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)

１人で点
検を実施
していた

複数での
点検を行
うこと
で、事故
につなが
る恐れの
ある箇所
の気づき
を増やし
ていく

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

ドッジ
ボールで
遊ぶ人数
が多く、
遊ぶため
のスペー
スが通常
より狭
かった

参加人数に
適したス
ペースで遊
ぶか、グ
ループ分け
を行い時間
設定を設け
ながら実施
していく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

たくさん
の人数で
ドッジ
ボールで
遊んでい
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

屋外で児
童の遊び
に加えて
近くにあ
る遊具の
使用状況
を見てい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の場所
で遊んで
いた他の
児童を見
守ってい
た

特になし 特になし

397

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 27 27 3 1
24.12
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左前腕骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1，2)回/
年

1.基
準以
上配
置

なし

各部屋に
配置され
た職員
が、立ち
位置や子
どもへの
声掛けに
ついて確
認する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(６)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(24)回/年

なし

ハード面
が要因の
事故でな
かった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

下校後の児
童館では子
どもの気持
ちが開放的
になるた
め、危険に
対する意識
が学校より
も低下す
る。子ども
に意識して
もらう工夫
が必要と考
える。

遊びを始
める前
に、危険
行為につ
いて確認
して行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊戯室で
運動をす
るなどい
つも通
り、元気
に過ごし
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

危険な行動
をとること
が多いため
本児の近く
で見守り、
必要に応じ
て声をかけ
たり本児に
遊びを一時
中断しても
らい、何が
危険か伝え
たりした。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

本児と担
当者の反
対側の見
守りをし
ていた。

なし

その他の
要因は考
えられな
かった。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

398

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 35 35 6 5
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左間指中
節骨頸部
骨折

8.その
他

2.な
し

3.未
実施

実施頻度(
0　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

ドッチボー
ルを楽しむ
中でも怪我
に気を付け
るよう、投
げ方や受取
り方につい
て子どもた
ちと話し
合った。事
故防止マ
ニュアルや
安全計画の
作成を検討
し研修に務
める。

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

2.不定期
に実施

実施頻度
(数)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

使用して
いるボー
ルは目視
による日
常的な点
検をして
おり、特
に問題は
なかった

引き続
き、児童
の安全が
確保され
るよう点
検を実施
していく

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

引き続
き、児童
の安全が
確保され
るよう適
切に支援
員を配置
していく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本人の様子
も変わりな
く、身体を
よく動いて
おりドッチ
ボールを楽
しんでいた
中でボール
を取り損ね
てしまった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

子どもた
ちが投げ
るボール
の勢いが
強いので
怪我のな
いように
近くで見
守るよう
にしてい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の支援
員は他の
子どもた
ちの遊
び、動き
をそれぞ
れの場所
で見守っ
ていた

特になし

集団での
遊びを楽
しむなか
でも安全
には気を
付けるよ
う児童全
員に話す

399

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 54 54 5 5
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首若
木骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

なし

事故予防に
関する研修
を定期的に
実施し、予
測できる危
険を回避す
るため、常
時他の職員
と連携し全
体を見守る
支援員と児
童の近くに
つく支援員
で役割分担
する

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
6　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

特にな
し。

ハード面
の点検等
の不備な
どが要因
で発生し
た事故で
はない
が、引き
続き施
設・設備
の管理を
適切に実
施してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本人が鬼
ごっこの鬼
から逃げ気
を抜いて歩
いていた所
へ鬼から逃
げていた友
達に不意に
後ろからぶ
つかり避け
ようがな
かった。そ
の勢いで体
勢を崩し前
に転倒した
際強く左手
をついた。

児童が活
動する前
に事故・
怪我を起
こさない
ようにす
る為の声
掛けが必
要。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

学童以外
の遊びに
来ている
友達と遊
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

子ども達と
一緒に遊ん
だり移動し
ながら鬼
ごっこの集
団の外側で
子どもの見
守りをして
おり、別の
児童を見て
いたため転
んだ様子は
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
と鉄棒で
遊んでい
たり野球
で遊んで
いる子を
見守って
いたた
め、転ん
だ様子は
見ていな
かった。

特になし

子ども達
全体に慌
てない・
気をつけ
る等注意
喚起をす
ることを
毎回する
必要があ
る。

400

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

7 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 24 24 2 1
20.８
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

なし

子どもの人
数や職員の
立ち位置な
ど必要な事
項は定めて
おり、当該
事故はソフ
ト面の不備
に起因した
ものではな
いと認識し
ている。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　 )回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

なし

定期的な点
検も行って
おり、危険
個所も見受
けられな
かった。当
該事故は
ハード面の
不備に起因
したもので
はないと認
識してい
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし

遊んでいた
部屋やルー
ル、参加人
数等マニュ
アルに沿っ
て適切に
行ってお
り、環境面
に通常と
違った点も
なかったこ
とから当該
事故は環境
面の不備に
起因したも
のではない
と認識して
いる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り、ドッ
ジボール
遊びを楽
しんでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
近くで見
守ってい
た。即座
に対象児
が体勢を
崩したこ
とに気付
いたが支
えられな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児の
やや近く
で見守っ
ていた。
即座に対
象児が体
勢を崩し
たことに
気付いた
が、支え
られな
かった。

転倒は突然
起こるもの
なので、職
員、児童と
もに予防的
な意識が必
要である。
常に児童へ
の声掛けは
心掛けてい
るものの、
やや抽象的
な声掛けで
職員の考え
が子どもに
伝えきれて
いなかった
可能性があ
る。

職員間で
予め危険
個所や注
意点を共
有し、子
どもへ具
体的な声
掛けをす
るよう心
掛ける。

401

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 60 60 8 4
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

1.基
準以
上配
置

なし

今回だけで
なくタイヤ
遊具で足を
滑らせる事
が有る為、
再度十分気
をつけて遊
ぶよう児童
に話をし
た。また職
員間で共有
し予防に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
２　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
（毎日）

今回遊んで
いたタイヤ
遊具は目
視,触診に
よる日常点
検はしてお
り特に問題
はありませ
んでした。

運動場は
使用する
時は
チェック
シートを
作成し毎
日の安全
を確認し
てから利
用する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

自由にす
る前に事
故・怪我
を起こさ
ないよう
にする為
の声掛け
が必要。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

一人でタ
イヤから
タイヤへ
移動して
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊具周り
を中心に
指導員1
名が見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

サッカー
やドッチ
ボール等
他の遊び
をしてい
る児童を
分散して
見守って
いた。

特になし

子ども達
全体に慌
てない・
気をつけ
る等注意
喚起をす
ることを
毎回する
必要があ
る。

402

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

9 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 106 ## 11 2
20.８
歳

1.男
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
２)回/年

2.基
準配
置

特になし

児童から
の聞き取
りに重点
を置き、
異変を迅
速に察知
し、行動
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
２５０　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２５０　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２５０　)
回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

遊びを楽
しみなが
らも、一
定の冷静
さをもて
るよう声
かけをお
こなう。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
の過ごし
方をして
いた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

体育館に
て他の児
童をみて
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

施設にて
他の児童
をみてい
た

特になし

コロナ禍で
暑さ指数も
あり、外で
体を動かし
て遊ぶ機会
が不足して
いたため、
少しずつ体
を慣らして
から活動を
開始する。

72 / 108 



発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

403

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 59 59 6 6
18.６
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

口腔内受
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

特になし

安全管理
マニュア
ルの予防
対策の部
分の復習
を行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

3.未実施
実施頻度(
0　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(250)回/
年

特になし

施設の定
期点検の
実施をす
ること。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

見守り中
にも時間
と共に変
化する子
どもの様
子に気を
配るこ
と。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

危険な動
きはな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
全体を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内での
遊びで見
落としが
あった。

特になし

あそび場
所の事前
の安全確
認を行
う。

404

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 77 77 8 5
21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左小指基
節骨裂離
骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

特になし

外遊びの
際には、
遊びの内
容によっ
て職員の
配置を考
慮する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし

危険性が
低い遊具
であって
も、安全
性に考慮
して遊具
を選んだ
りする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

とくに変
化はなく
いつも通
りの様子
だった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊びを見
守ること
のできる
位置で見
守ってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体の動
きを見
守ってい
た為、対
象児童だ
けを見て
いなかっ
た。

特になし

遊びに入
る前に考
えられる
要因を注
意事項と
して児童
に伝え
る。

405

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 141 ## 17 8
24.12
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手小指
基節骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

1年生から4
年生までは
人数が多い
ため、学年
別、男女別
などで分け
て、出来る
限り少人数
で遊んでも
らってい
る。

見守りを
している
支援員が
児童に対
して、事
前に危険
性の声掛
けが出来
れば良
かった。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度
毎日

特になし

日々の設
備や玩具
の安全点
検を徹底
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

体育館等
で活動す
る際は学
年に応じ
て、人数
制限等を
行ってい
る。

特にな
し。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気に帰っ
てき、宿題
をすませお
やつを食べ
た。いつも
のように身
体を動かす
遊びをして
いた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

2～3メー
トル離れ
たところ
で見てい
たが、危
険は感じ
なかった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

その他の
職員は、
別の活動
場所で保
育をして
いた

当該児童
は自信過
剰になり
すぎると
ころがあ
る。

児童の特
性を理解
し、声掛
けをする
必要が
あった。

406

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

10 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 58 58 5 5
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足捻挫
及び腓骨
遠位端骨
折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
2,3　)回/
年

2.基
準配
置

事故後、
普通に登
所してい
たため重
症と判断
しなかっ
た。

怪我をし
た際は保
護者への
報告と共
に病院を
受診した
場合は報
告しても
らうよう
にする。

― ― ― ― ― ― ― 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

外遊びは危
険が伴うこ
とを児童に
徹底し、支
援員が目配
りの範囲を
決めグルー
プ分けをす
る等、常に
全員が見渡
せるように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

―

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

―

ケガをした
ことは把握
できていた
が、その後
の経過を確
認すること
を児童、保
護者どちら
にも出来て
いなかっ
た。

ケガをし
た際など
は、その
後もケガ
の状況を
確認する
ように心
掛ける。

407

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 81 81 9 5
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

左足首の
捻挫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

どの場
面・場所
で怪我が
多いのか
ミーティ
ングで共
有しヒヤ
リハット
事例の報
告をす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
6　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
3　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
6　)回/年

特になし

どの場
面・場所
で怪我が
多いのか
ミーティ
ングで共
有しヒヤ
リハット
事例の報
告をす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

周辺を見
る意識、
死角を作
らないよ
うに視野
を広く持
ち意識す
るよう声
掛け。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
元気よく
登室し、
外で遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

校庭で別
の児童の
対応をし
ていたた
め十分に
見守りが
できてい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

様々なあ
そびを児
童たちと
してい
た。

特になし

どの場
面・場所
で怪我が
多いのか
ミーティ
ングで共
有しヒヤ
リハット
事例の報
告をす
る。

408

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 19 19 2 1
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手小指
骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(３)回/年

2.基
準配
置

特になし

外遊び前
に、全体
にケガを
しないよ
うに注意
事項を伝
えるなど
の声掛け
を行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(４)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４)回/年

特になし

引き続き
点検等を
行ってい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

日頃から
児童に遊
びの中の
危険につ
いて話を
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本人が
ボールを
キャッチ
した際に
当たった
もので、
他児童と
の接触等
によるも
のではな
い。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体の見
守りを
行ってお
り、児童
本人から
の申し出
により応
急処置
（湿布を
貼る）を
行った。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊びに一
緒に参加
していた
が、ケガ
が起きた
時の児童
の動きは
見ていな
かった。

特になし

RICE処置を含
む応急手当が
適切であった
か、負傷した
指の腫れ、
色、など児童
の様子を注意
深く観察する
必要がある。
負傷後の処置
の仕方で経過
も変わってく
ることを知っ
ておく必要が
ある。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

409

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 41 41 7 6
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

特になし

事故、ヒ
ヤリハッ
ト事例の
共有及び
分析の強
化

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし

小学校施
設・遊具
で発生し
た事故に
ついて小
学校と情
報共有を
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

今後は事
故防止の
ため、
サッカー
の規模縮
小や児童
にプレー
時の注意
喚起・指
導を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おり元気
に通所
し、大好
きなサッ
カーをし
ていた。
サッカー
プレー中
に接触事
故が起き
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

館長が対
象児の様
子を見て
いた。
サッカー
プレー中
に接触事
故が起き
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

支援員は接
触事故の様
子は見てい
なかった
が、支援員2
人が事故後
直ぐに現場
に駆け寄り
館長と共に
迅速に応急
措置を行っ
た。氷で患
部を冷やし
たり代用三
角巾を作り
患部を支え
たりした。

特になし

支援員を含
め職員に、
事故防止の
注意喚起を
行うよう徹
底する。支
援員を含め
職員に、事
故後の応急
措置・介
抱・保護者
連絡等の重
要性を再認
識させる。

410

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 33 33 4 2
21.９
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

橈骨近位
端不全骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

一輪車遊
びを含め
た園庭で
の支援員
配置は支
援員1
名、補助
員2名体
制

補助員も
多いこと
から、け
がをした
時の応急
処置等の
研修や訓
練を行
い、情報
共有をす
る。

2.不定期
に実施

実施頻度(
６　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
６　)回/
年

地面に敷か
れているゴ
ム製のマッ
トにわずか
の段差やず
れている箇
所もあり、
地面もアス
ファルトで
あるためバ
ランスを崩
しやすい。

こまめに
ゴミや小
石を取り
除き、
マットの
ずれや段
差を失く
す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

途中で止
まった時
に捕まる
箇所が少
ない。

手すり以
外にも
コーン等
で捕まれ
る箇所を
増やす。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調もよ
く仲の良
い友達と
も楽しそ
うに遊ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児のそ
ばにはいた
が、一瞬の
ことだった
為その瞬間
に手を差し
伸べようと
したが間に
合わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の補助
員はその
他の遊び
の見守り
（ゴムと
び）をし
ていた
為、同時
に見るこ
とはでき
なかっ
た。

2名の補
助員は一
輪車以外
の遊び
（ゴムと
び）の見
守りや児
童の持ち
物等の確
認などを
してい
た。

外遊びの
けがのリ
スクを考
慮し、経
験豊富な
支援員を
配置す
る。

411

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 22 22 3 2
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(随時)回/
年

1.基
準以
上配
置

子どもた
ちの特性
を把握す
ることが
必要だっ
た。

遊びの前
にルール
を確認す
ることを
更に強化
してい
く。

2.不定期
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(随時)回/
年

特になし なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

広い運動
場で遊ん
でいた。

遊びの範
囲を考え
て、制限
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

複数の鬼
がいる鬼
ごっこ
で、背後
も警戒し
つつ後ろ
向きに
走ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

追いかけ
合っている
児童が一ヶ
所に集まる
状態になっ
ており、近
くにいた児
童が「こけ
ました」と
知らせて来
てから本児
の元に駆け
寄った。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

迎えに来
た保護者
の対応や
他の児童
の見守り
をしてい
た。

子どもた
ちの遊び
に夢中に
なった時
に力加減
ができな
くなった
り、安全
に配慮で
きなく
なったり
する。

子どもた
ちの特性
を常に把
握してお
くことや
子ども同
士の力加
減に注意
する必要
があっ
た。支援
員同士の
連携を図
る。

412

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 16 16 2 1
20.８
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足剥離
骨折

8.その
他

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
0　)回/年

2.基
準配
置

外から全
員が帰っ
て来てい
ない状態
で、トイ
レに行っ
ている児
童の状態
が把握出
来ていな
かった。

部屋に
入ってい
ない児童
に対して
も最後ま
で何をし
ているの
か把握す
ること。

2.不定期
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(1)回/年

追いかけ
られる児
童が階段
を走って
降りてし
まった。

部屋の前
の階段は
歩いて降
りるよう
徹底す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

夕方の保
護者への
引き渡し
などで職
員の見守
りが手薄
になる時
間帯であ
るが、注
意して児
童を見守
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

トイレに
行っていた
Ａ君を部屋
から見た別
のＢ君が
「Ａ君が女
子トイレを
見てた」と
言って追い
かけだし
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

スロープ
を駆け上
がってき
た児童を
止めた
が、その
まま階段
を駆け下
りた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

部屋遊び
の子ども
の見守り
をしてい
た。

特になし

児童が施
設を走っ
たことに
起因して
生じた事
故である
が、活動
は職員で
協力して
見守り体
制を堅持
する。

413

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 1 1 4 1
18.６
歳

2.女
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
0　)回/年

1.基
準以
上配
置

何もない
ところで
の転倒は
予測がで
きない。

なお一層
の注意と
声掛けを
していき
たい。

1.定期的
に実施

実施頻度
(開設時)/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(随時)/年

特になし

今後も継
続して点
検をして
いきた
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

ケガをし
そうな場
所はない
か、支援
員で点検
し相談し
ていきた
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらず
落ち着い
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

入口付近
で、児童
と一緒に
話をしな
がら見て
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

児童の至
近距離で
一緒に保
護者のお
迎えを
待ってい
た。

特になし

なお一層
の注意と
声掛けを
していき
たい。

414

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 4 4 2 2
21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折
8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

受けでの
体制まで
は、予測
出来な
かった。

支援員も
十分配慮
して見
守ってい
たが、よ
り一層安
全面に努
める様に
気をつけ
る

2.不定期
に実施

実施頻度(
毎　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
毎　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
毎　)回/
年

柔らかい
ボールを
使用して
いて、ス
ピードも
出ておら
ず高く上
がる事を
想像出来
てなかっ
た。

ボールも
柔らかい
種類を使
用してい
るが、尚
検討す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ボール遊
びをして
いる時
は、人数
に関わら
ず注意が
必要。

個人差が
ある事も
ふまえ、
より慎重
に見守る
必要があ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2年生の
男子2人
と仲良く
遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ボールの
行方と児
童の動き
を見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

児童3人
を1人の
支援員が
注意深く
見守って
いた。

激しい
ドッジ
ボールで
はなかっ
たので骨
折事故が
起こるは
ずないと
思ってし
まった

外遊びの
前にはよ
り一層注
意を促
す。過度
になった
ら休憩を
させる。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

415

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 17 17 3 2
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

肘頭骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
毎　)回/
年

2.基
準配
置

支援員の
充分な見
守りが足
りなかっ
た。

日頃より
全体の見
守り、見
回りを再
度意識
し、全体
に注意が
行き届く
よう努め
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎　)回/
年

正しい遊
び方の指
導が徹底
できてい
なかっ
た。

正しい遊
び方、遊
具の使い
方の指導
を徹底す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

正しい遊
び方がで
きていな
かったが
注意が足
りなかっ
た。

正しい遊
び方が出
来ない場
合は遊具
は使えな
いように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いうこと
をきかな
い

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

付近で見
守ってい
たが当該
児童から
目を離し
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各自分散
して他の
児童を見
守ってい
た

正しい遊
び方をし
ていな
かった。

支援員一
人ひとり
が子ども
たちの行
動を把握
できるよ
う努め、
正しい遊
び方がで
きていな
かったら
やめさせ
る等意識
を統一さ
せる。

416

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 184 ## 16 5
22.10
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨頚
部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1-2)回/
年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
━　)回/
年

━━━━

引き続き
定期的に
安全点検
を行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

━━━━

見守りが
必要な場
面では引
き続き支
援を行っ
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

集団活動
中見守り
を行って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

集団活動
中見守り
を行って
いた。

━━━━

今後も危
機管理の
手引きを
用い，迅
速な対応
を行って
いく。

417

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 176 ## 16 6
22.10
歳

2.女
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右遠位橈
骨末端骨
折・左膝
擦過傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1-2)回/
年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
━　)回/
年

━━━━

引き続き
定期的に
安全点検
を行う。

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

━━━━

見守りが
必要な場
面では引
き続き支
援を行っ
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
であっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

集団下校
中のた
め、見守
りなし

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

集団下校
中のた
め、見守
りなし

━━━━

今後も危
機管理の
手引きを
用い，迅
速な対応
を行って
いく。

418

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 77 77 7 3
20.８
歳

2.女
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

首・肩・
ひざの打
撲および
裂傷

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1-2)回/
年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
━　)回/
年

━━━━

引き続き
定期的に
安全点検
を行う。

7.その
他

━━━━

下校前の
指導を引
き続き
行ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
であっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

下校中の
事故であ
るため、
見守りな
し。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

下校中の
事故であ
るため、
見守りな
し。

━━━━

今後も危
機管理の
手引きを
用い，迅
速な対応
を行って
いく。

419

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 65 65 11 3
21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1-2)回/
年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
━　)回/
年

━━━━

引き続き
定期的に
安全点検
を行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

━━━━

見守りが
必要な場
面では引
き続き支
援を行っ
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

集団活動
中見守り
を行って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

集団活動
中見守り
を行って
いた。

━━━━

今後も危
機管理の
手引きを
用い，迅
速な対応
を行って
いく。

420

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 100 ## 9 3
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1-2)回/
年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
━　)回/
年

━━━━

引き続き
定期的に
安全点検
を行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

━━━━

見守りが
必要な場
面では引
き続き支
援を行っ
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

集団活動
中見守り
を行って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

集団活動
中見守り
を行って
いた。

━━━━

今後も危
機管理の
手引きを
用い，迅
速な対応
を行って
いく。

421

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 15 15 2 1
21.９
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手示指
中節骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1-2)回/
年

2.基
準配
置

事故が発
生した際
の事故防
止マニュ
アルを整
備してい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
━　)回/
年

━━━━

引き続き
定期的に
安全点検
を行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

━━━━

見守りが
必要な場
面では引
き続き支
援を行っ
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

集団活動
中見守り
を行って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

集団活動
中見守り
を行って
いた。

━━━━

今後も危
機管理の
手引きを
用い，迅
速な対応
を行って
いく。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

422

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 33 33 4 4
19.７
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛部骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未
実施

実施頻度
(-)回/年

1.基
準以
上配
置

以前上級
生が昇り
棒で危険
な遊び方
をしてい
たのを見
ていて、
自分もや
れると思
い真似を
した。

事前指導を
行い、危険
な遊び方を
していたら
直ちに注意
をする。そ
れでも改善
が見られな
ければ、そ
の遊具で遊
ぶこと自体
を禁止す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(-)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(-)回/年

登り棒の
2本の支
柱を支え
る横棒
(高さ
2m50cm)
があるた
め、そこ
に座るこ
とが可能
となって
いる。

2本の支柱
の頂上(3m)
から横棒
(2m50cm)の
間にスペー
スをテープ
で塞ぐ等し
て物理的に
座ることが
できないよ
うな対策を
学校と協議
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

まさか1
年生がそ
んな危な
いことは
しないだ
ろうとい
う先入観
があっ
た。

日頃どんな
風に遊具で
遊んでいる
か、間違っ
た使い方を
していない
か支援員間
で周知し、
危険な遊び
方をした場
合は個人指
導及び集団
指導にて注
意をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

しばらく室
内で遊んで
いたが、あ
と10分程で
自由遊びが
終わるとい
う時に外へ
出た。他の
児童はそれ
ぞれ数人で
遊んでいた
が、その中
には入らず
一人で登り
棒で遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

登り棒で遊
んでいる様
子は確認し
ていたが、
他の児童が
鉄棒で危険
な事をしよ
うとしてい
たので、そ
ちらに注意
がいった隙
に落ちてし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

男子が
サッカー
で遊んで
いたの
で、ボー
ルが駐車
場や他の
児童が遊
んでいる
ところへ
行かない
よう、そ
ちらを注
意して見
守ってい
た。

当日は支援
員4名が勤
務してお
り、屋外は
2名の支援
員で見守り
をしてい
た。児童は
運動場全体
で遊ぶの
で、何かト
ラブルが発
生すればつ
いそちらの
方に注意が
行ってしま
う。

特になし

423

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 33 33 5 1
19.７
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
内顆骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
0　)回/年

2.基
準配
置

特になし

危険そう
な遊びを
見た時は
声かけを
する。注
意する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(250)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

特になし

室内、室
外とも遊
びを見守
る。声か
け注意す
る。

7.その
他

特になし

遊びでは
なく休息
（お昼
寝）準備
の方をす
るよう声
かけ見守
りをす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特になし

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

休息（お
昼寝）準
備をして
いたので
見守りが
十分でな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

休息（お
昼寝）準
備をして
いたので
見守りが
十分でな
かった。

特になし

休息（お
昼寝）準
備をして
いても、
常に全体
を見守
る。

424

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 9 9 4 2
19.７
歳

2.女
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足第四
指骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1 )回/年

1.基
準以
上配
置

特にな
し。

特にな
し。

2.不定期
に実施

実施頻度(
3 )回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
3 )回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(その都
度)回/年

水筒を置
いた棚が
水筒を置
いておけ
るような
棚ではな
かった。

廊下に並
ぶ際に
は、水筒
を自分の
足元に置
くよう指
導する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特にな
し。

児童の見
守りを強
化する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

廊下に並
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

整列して
いる児童
を全体的
に見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の場所
で活動し
ている児
童の見守
りをして
いた。

特にな
し。

特にな
し。

425

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 20 20 4 4
21.９
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
0-1　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

マニュアル
の再確認及
び新規作成
「●●児童
クラブ事故
防止・事故
対応マニュ
アル」

2.不定期
に実施

実施頻度
(2-3)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
3程度　)
回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
3-5　)回/
年

特になし

点検記録
の整備。
安全点検
を定期的
に年間計
画に入れ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

支援体制
の在り方
を見直
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

早く遊び
に戻ろう
として急
いでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

転倒場所
の側面で
他の児童
3名に対
応中。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
と活動
中、保護
者対応
中。室内
で他の児
童と活動
中。

対象児童に
口頭説明を
聞くだけ
で、転んだ
時の状況を
現場まで行
き、詳細に
聞いて判断
すべきだっ
た（何処
で、どんな
風に、どん
な体制で、
転んだか）

事故発生
後の経過
を保護者
に確認

426

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

10 7.午後

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 55 55 9 7
18.６
歳

2.女
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右尺骨近
位部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
0　)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

来所・帰
宅時の注
意事項に
ついて児
童に呼び
かけを行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
週0　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

特になし

来所・帰
宅中の事
故のため
なし。

7.その
他

特になし

来所・帰
宅中の事
故のため
なし。

- - - - - - -

児童クラ
ブへの来
所・帰宅
時も安全
に注意す
るよう声
掛けをす
る。

427

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 19 19 3 3
20.８
歳

2.女
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕骨
折・顔面
打撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

特になし

学童クラ
ブへ帰っ
てくる際
の交通
ルール等
を徹底す
る

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
週1　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎日　)回
/年

特になし

来所・帰
宅中の事
故のため
なし。

7.その
他

特になし

来所・帰
宅中の事
故のため
なし。

- - - - - - -

児童クラ
ブへの来
所・帰宅
時も安全
に注意す
るよう声
掛けをす
る。

428

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 6 6 3 2
21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

危険個所
に対する
認識不
足。

確認作業
研修回数
の頻度を
増やす。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
1　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
1　)回/年

遊ぶ箇所
が屋内か
ら死角と
なってい
る。

見守りの
増員によ
る安全性
を高め
る。遊ぶ
時間帯の
変更。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊ぶ時間
帯を検証
する。

見守り箇
所を一か
所にまと
め、死角
がないと
ころで遊
ぶように
場所を決
める。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

宿題を素
早く終わ
らせ、早
く遊びた
いと落ち
着きを抑
えられな
い様子
だった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

技量が足
りないの
を把握し
ていな
かった。
手を差し
伸べた
が、間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

職員の見
守り体制
が分散
し、監視
体制が手
薄になっ
ていた。

児童の技
量の把握
不足、遊
ぶ箇所の
危険度の
察知の認
識不足。

各児童の怪
我事故歴を
職員と共有
し、一人一
人の個性の
把握と事故
の予防に努
める。リス
クを減らす
ノウハウを
高め職員間
で共有する

76 / 108 



発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

429

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

8
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 58 58 6 3
19.７
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

右前歯を
破損

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

特になし

事故発生
後、予防
マニュア
ルを作成
し職員間
で共有す
る。

2.不定期
に実施

実施頻度(
2　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
2　)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
2　)回/年

特になし

事故発生
後、安全
点検を実
施、今後
は学期始
めの年3
回実施す
る事とし
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

改めて職
員の人員
配置を検
討し、危
険が予測
される場
合は、事
前に注意
指導を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

-

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

職員は、
ドッジ
ボールの
様子を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

学童ルー
ム・学習
室の児童
の様子を
見守って
いた。

特になし

予防マ
ニュアル
の作成、
全児童対
象にかか
りつけ医
の登録を
してい
る。

430

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 5 5 5 2
19.７
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕上腕
部骨折

8.その
他

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

お迎え時に
親と今日の
様子等のコ
ミュニケー
ションを
取っている
時に子ども
達の荷物の
管理、声掛
け等がおろ
そかになっ
ていた

遊び場に
怪我につ
ながる状
況を作り
出さない
こと

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

遊び場に
怪我につ
ながるも
のが置い
てあると
きすぐに
片付ける

遊び場に
怪我につ
ながるも
のが置い
てあると
きすぐに
片付け
る。声掛
けをする

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

薄暗く
なってき
た時刻と
も重なり
ランドセ
ルが見え
ずらかっ
た

お迎えに来
た保護者と
話す支援
員、子ども
達の見守り
や一緒に遊
ぶ支援員等
の振り分け
をしっかり
する。ラン
ドセル等あ
そび場に事
故の原因に
なるような
物を置かな
い。気づい
たらすぐに
どかす

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気に
遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児と
は別の保
護者と話
しながら
遊びを見
守ってい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

片付け、
掃除に
入ってい
たので子
ども達の
見守り担
当がいな
かった

お迎え時
親と話す
指導員子
ども達の
安全を見
守る指導
員等の配
置を再確
認すべき

特になし

431

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

5
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 23 23 2 1
19.７
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

右頬部裂
創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

転倒して
角にぶつ
けるとこ
ろ予想し
えなかっ
た。

事故予防
に関する
研修頻度
を増や
し、マ
ニュアル
の周知徹
底を図
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

定期的に
点検等し
ているが
見落とし
があるか
もしれな
い。子供
の目線で
の注意が
もっと必
要だっ
た。

全てにお
いての安
全点検を
増やし細
部まで実
施する。
改善が必
要な場合
は最短で
対応する
よう努め
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

中の荷物
を出そう
としてい
た他児童
のリュッ
クサック
が、たま
たま床に
置いて
あった。

他児童が
踏んでし
まわない
ような場
所で荷物
の出し入
れをさせ
るよう徹
底し、ま
た速やか
に出し入
れするよ
う促す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

複数の児
童での遊
び中で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他児童を
見なが
ら、本児
童と遊ん
でいる複
数の児童
に対して
気を付け
るように
と声掛け
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同じ室内
にいたが
少し離れ
た所で他
児童を見
ていた。

急な児童
の動きに
対応でき
なかっ
た。

児童に対
する注意
喚起、見
守りの職
員の増員
に努め
る。

432

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 22 22 5 2
22.10
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手小指
骨折

8.その
他

2.な
し

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

事故発生
場所であ
る多目的
ホールに
厚生員1
名・学童
室前に放
課後児童
支援員1
名で見守
りを実
施。

事故防止マ
ニュアルの
作成が必
要。職員の
配置とし
て、運動遊
びを行う際
は2名体制で
見守りを行
うようにす
る。ただ
し、他の部
屋を見守
り・巡回も
しなければ
ならないの
で、臨機応
変な対応が
必要。

2.不定期
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

施設・遊
具・玩具
の安全点
検表を作
成し、1
日1回点
検を行
う。職員
全体で把
握できる
ように掲
示または
管理ファ
イルに綴
る。

安全点検
表を作成
し、職員
で共通理
解を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし なし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本人への聞
き取りをも
とに普段通
り過ごし、
多目的ホー
ルでドッヂ
ドッヂへ参
加。相手が
投げた柔ら
かいフリス
ビーを
キャッチす
るはずが、
うまくとる
事が出来、
思いっきり
自身の手を
強打した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

事務室前に
て見守りを
していた支
援員が多目
的ホールか
ら手を押さ
えて、打っ
たと言いい
ながら笑っ
て出てくる
対象児に気
づく。すぐ
に声をか
け、学童室
へ移動し手
当てや保護
者への連絡
を行った。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ドッヂ
ドッヂは
12名で
行ってお
り、対象
児だけで
はなく他
の児童の
動きを見
ていた。

自損事故
ではある
が、支援
員として
運動遊び
を行って
いる児童
を重要視
するべき
であっ
た。

早急に事故時
対応のマニュ
アルを作成
し、職員での
共通理解が必
要と考えられ
る。また、
日々の見守り
の中で子ども
たちが安心・
安全に過ごせ
るよう環境の
見直し、毎日
の施設・遊
具・玩具の点
検を欠かさず
行う必要があ
る。

433

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

10
9.夜間・
早朝（泊
り保育）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 22 22 3 1
19.７
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘の骨
折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(3)回/年

2.基
準配
置

怪我や事
故に繋が
る可能性
がある場
合も想定
し、改め
て保育施
設内での
適切な遊
びについ
て職員間
でミー
ティング
を行いま
す。

支援員・補
助員全体で
大人に対し
て遊びも求
めてくる児
童に対し、
保育や配
慮、対応等
よりこども
達同士で遊
びをつくり
あげること
が出来るよ
うな保育、
関わり方に
ついて職員
間のミー
ティングを
行う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎回)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎回)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎回)回/
年

保育施設内
の床には、
ジョイント
マットを使
用し衝撃等
の吸収、角
などには
クッション
材で対応し
ています
が、消耗し
ている部分
もあるため
環境整備を
怠ってしま
いました。

事故防止
の為にも
ジョイン
トマット
も買い替
えを行
い、環境
の改善に
取り組み
ます。危
険個所に
ついて再
度職員間
で協議を
行い、確
認を行い
たいと思
います。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育施設
内での育
成支援と
しての適
正な遊び
ではな
く、事故
に繋がっ
てしまっ
た。

職員間で自
分達の保
育、支援、
遊び等、充
分に行き届
いているか
俯瞰して確
認を行い、
子供達の過
ごしやすい
保育環境・
支援体制が
整えられて
いるか、話
し合いをも
つ場を設け
たいと考え
ておりま
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

子ども達
同士の遊
びにも参
加はする
ものの、
支援員や
補助員な
ど大人と
の1対１
の遊びを
求めてお
りまし
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

事故当日、
支援員にお
んぶやだっ
こをしてほ
しいと学童
来所時より
頻繫に要求
をされてい
た。支援員
は夕方以
降、児童人
数が少なく
なった時に
一緒にジャ
ンプする遊
びの対応を
行った。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他補助員
はお迎え
保護者対
応や、他
児童の対
応を行っ
ておりま
した。

支援員が
児童の要
求してく
るマン
ツーマン
の遊びに
対して、
事故を想
定するこ
とが出来
ませんで
した。

研修等を
通して学
童クラブ
の遊びに
ついて職
員間で学
び、子ど
も達同士
が関係性
を築ける
よう声掛
けや遊び
の提案が
出来るよ
う職員間
で動いて
いきたい
と思いま
す。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

434

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 29 29 3 2
21.９
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右撓骨遠
位瑞骨
折、右尺
骨遠位瑞
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1)回/年

2.基
準配
置

レクレー
ション前
に無理な
体制や行
動になら
ないよう
に楽しむ
こと伝え
る

遊びやレ
クリエー
ションの
中でも危
険な行動
を行って
いないか
注意が必
要

1.定期的
に実施

実施頻度(
48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48)回/年

事故場所
は広大な
（土）芝
生状であ
り周囲へ
配慮も行
われてい
た

レクレー
ションに
見合った
施設設備
なのかを
考え行う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

転んでも
怪我の無
い敷地な
のかを事
前察知能
力を活か
す

地面など
にガラ
ス、石な
ど危険物
が無いか
の事前確
認

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通り
の様子で登
園。外遊び
の際もいつ
も通り元気
よく遊ぶ。
運動神経が
良い子の
為、反射的
にボールを
よけたとき
の姿勢と着
地のタイミ
ングが重
なってしま
い思わぬ手
の付き方を
してしまっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ボールを
よけた後
に対象児
童が手首
を痛がる
様子が見
られたの
で、保冷
材で冷却
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遠くから
全体を見
守りをし
ていた
が、他の
児童虫取
りの安全
の見守り
も行って
いた。

児童達が
楽しむ中
で興奮を
抑える声
掛けに気
をつける

全体活動
を見渡
し、遊具
等の横に
は必ず職
員を配置
する

435

令和
6年3
月27
日

15.放課
後児童ク
ラブ

12

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 15 15 3 3
20.８
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手小指
骨折

8.その
他

2.な
し

3.未
実施

実施頻度(
0　)回/年

1.基
準以
上配
置

　　-

安全計画
の策定と
安全管理
マニュア
ルを作成
する

3.未実施
実施頻度(
0 )回/年

3.未実施
実施頻度(
0 )回/年

3.未実施
実施頻度(
0 )回/年

特になし

体育館とい
う広い場所
でボールを
使って普通
の行動・運
動だったた
め、ハード
面における
要因はない
と思われ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

指導員と
一緒に遊
んでい
て、危険
なことを
していた
訳ではな
かった。
今後さら
に注意を
払い児童
を見守っ
ていく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

シュート練
習後、バス
ケットボー
ルでキャッ
チボールを
している支
援員と他児
童に加わっ
た。初めは1
対1（支援
員：他児
童）で
キャッチ
ボールをし
ているとこ
ろに該当児
童と他児童
（2名）が加
わり1対４で
キャッチ
ボールをし
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

初めは１
対１（支
援員：他
児童）で
キャッチ
ボールを
している
ところに
該当児童
と他児童
（２名）
が加わっ
ていき1
対４で
キャッチ
ボールを
した。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

近くにい
る職員も
いれば、
離れて他
の児童も
見守りし
ている指
導員・支
援員がい
た。

キャッチ
ボール前
に指を痛
めていた
ことに気
付かな
かった。
4対１
だった
為、児童
それぞれ
に合わせ
た力加減
がしづら
くなって
いた。

ボールの
種類や数
を調整す
る

436

令和
6年3
月27
日

1.認可 5.幼稚園 10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

54 9 9
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

高い段を
跳べる園
児ほど跳
び方は安
定してい
るが、地
面からの
高さがあ
るので、
落ちたと
きのリス
クが高い
こと。

高く跳べる
子ほど落下
距離がある
ことを考慮
したり、落
下した時の
ことを考え
てて配慮を
していく。
そばにつ
き、落下の
際は必ず止
める気持ち
を持つ。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3

シートや
マットを
敷いてい
るが、外
というこ
と。

周りに敷
くマット
を増やす
等。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特に危険
な個所に
配置を集
中させ
る。

子どもに
対する教
員配置を
増やした
際、増や
した人数
に対応で
きる資金
がしっか
り出せる
システム
にしてほ
しい。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

運動会に
向け張り
切ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体把握
をしてい
たため、
落下に気
づいても
すぐ手を
差し出せ
る距離で
はなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

様子は見
ていた
が、突発
的に起き
た落下に
は対応で
きなかっ
た。

運動会が近
づくと、保
護者の期待
が高まり、
跳ばせた
い・跳ばせ
なくてはと
いう意識が
強くなって
しまいがち
になる。

「跳べる
よ」と励
ますこと
は大切だ
が、「失
敗するか
もしれな
い」との
意識を常
に忘れず
接してい
く。

437

令和
6年3
月27
日

1.認可 5.幼稚園 10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

28 1 1
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

右頬部挫
滅創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

ピアノに
激突する
可能性が
あること
を認識す
る必要が
ある。

子どもが
ピアノの
近くを
走ってい
たら注意
をする

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
2.不定期
に実施

50

ピアノがあ
ることを認
識するべき
だった。上
部はカバー
があるが、
下部はカ
バーが無い
ためむき出
しの部分が
ある。

ボールが
ピアノの
近くに
行ったら
気を付け
ることを
伝える

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

ピアノに
走ってい
くことを
阻止でき
なかった

ボールが
ピアノの
近くに
行ったら
気を付け
ることを
伝える

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ボールを
使って遊
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子どもた
ちの様子
を見てい
たが、
ちょうど
他の子ど
もたちと
縄跳びの
相手をし
ていると
きに怪我
をした。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

なし

どこに飛
んでいく
かわから
ないボー
ル遊びを
する際に
は注意を
する必要
がある。

ボールが
ピアノの
近くに
行ったら
気を付け
ることを
伝える

438

令和
6年3
月27
日

1.認可 5.幼稚園 10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

115 8 38 27 42 16 12
17.５
歳

2.女
児

天気：晴
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左示指基
節骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

遊具で遊
ぶ際、近
くに行き
見守り、
声かけを
おこな
う。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3 特になし

当該園児の
手を友達が
誤って踏ん
でしまった
ことから、
ハード面に
対する改善
策は不要と
考える。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

歩いてい
て、しゃ
がみ込ん
だところ
を近くの
子が誤っ
て踏んで
しまっ
た。

近くに友
達がいる
ときに
は、周囲
に気を付
けて行動
するよう
に園児に
声掛けを
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り、仲良
しの年長
児の仲間
と園庭の
ウッド
デッキ上
で遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

該当遊具
の近く
で、当該
児の遊び
を見守り
つつ、記
録用の写
真を撮影
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭の様々
な場所で子
どもが遊ん
でいたた
め、それぞ
れのエリア
に分かれて
子どもの安
全を見守っ
ていた。

立て続け
に起きた
要因分
析：いず
れもケガ
をした園
児の意識
外で起き
ている。

危険につ
ながりそ
うなこと
を想定
し、職員
による注
意喚起を
行う。ま
た、園児
には、事
故に関し
ての状況
等を伝え
注意喚起
を行う。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

439

令和
6年3
月27
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

23 16 3
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肩挫
傷、左鎖
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

当日は研
修日だっ
たため、
外部の人
が10名ほ
ど参観し
ていた。
いつもと
違う雰囲
気に気持
ちが高揚
していた
ことが考
えられ
る。

いつもと違
う環境の時
は、園児た
ちの様子を
よく見なが
ら遊び方を
その都度知
らせてい
く。また、
職員間の声
かけや職員
の配置も配
慮してい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12

マット設
置場の芝
生の凹凸
の確認や
マット運
動スペー
スを十分
確保す
る。

マットの
枚数を増
やし、着
地点を増
やす。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

マット運
動の自分
の番で出
るタイミ
ングが早
くなって
しまっ
た。

運動遊び
の前に
は、注意
点を伝
え、園児
にも注意
を促す。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

外部の人
がいたこ
とにより
気持ちが
高揚し、
いつもよ
り動きの
多さが見
られた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の園児
の対応中
で目を離
してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児の
遊んでい
る場所に
いたが、
他の園児
の対応中
で目を離
してい
た。

前日に雨
が降り、
芝の一部
がしめっ
ていた。
いろいろ
な場に行
き遊んで
いたた
め、靴が
湿ってい
たことも
考えられ
る。

マット運
動の前に
滑らない
か確認す
る。

440

令和
6年3
月27
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

28 1 1 3 6 7 5 5 4
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左下肢骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

上記に記載
したとおり
マニュアル
や研修につ
いては取り
組んでお
り、職員配
置も基準を
満たしてい
たが、事故
の現場を目
視していた
保育者がい
ないことか
ら、職員の
配置や役割
分担が不明
確なことで
当該児の危
険に気付
き、対応す
ることがで
きなかった

戸外での活
動の際は、
固定遊具な
どの危険個
所には必ず
保育士が付
くようにす
る。保育者
の配置と役
割を明確に
し、それぞ
れが責任を
もって対応
する。子ど
もの行動を
予測し、危
険が回避で
きるような
対応・声掛
けを行う。

1.定期的
に実施

1回/日
1.定期的
に実施

1回/日
1.定期的
に実施

1回/日

ブランコ
の周辺に
柵などの
侵入防止
のものが
ない。

ブランコ
の前を横
切ること
ができな
いよう
に、物理
的に侵入
を防止で
きるよう
なものを
設置する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

異年齢児の
活動のため
戸外活動時
のルールや
約束の理解
に差があっ
た。いつも
は理解して
いるルール
でも環境等
の違いや変
化で抜け落
ちることが
ある。

園庭で活動
する前に、
子ども達に
活動の際の
注意事項や
ルールなど
各年齢が理
解できるよ
う丁寧に再
確認する。
その日の子
ども達の状
況に合わせ
た活動の提
供を心掛け
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭内全
体を見渡
せる場所
に配置
し、危険
があった
場合声を
かけるな
どしてい
たが、当
該児の動
きには気
付かな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

砂場付近
で、子ど
も達の様
子を見て
いたた
め、当該
児の動き
には気付
かなかっ
た。

保育者2
名で対応
するに
は、活動
内容や範
囲が広
かったの
では？保
育者の配
置や役割
分担が曖
昧だっ
た。

その時の人
数や年齢に
よって、子
どもの活動
内容や範囲
を保育者の
対応が可能
な範囲に設
定する。保
育者の配置
場所や役割
について事
前に話し合
い、決定し
ておく。異
年齢児保育
の場合加配
の職員を配
置する。

441

令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

62 12 28 22 15 15
13.１
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

テンショ
ンが上
がってし
まうと危
険につな
がる。

一人一人
の遊びを
しっかり
把握し、
安全面で
の対応を
しっかり
行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

引き続
き、安全
管理を定
期的に行
い、年齢
に応じた
遊びの配
置を行う
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

一人一人
の遊びを
しっかり
把握する
ともに、
危険を回
避できる
距離に職
員が付く
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
元気な本
児であ
り、いつ
ものよう
に活発に
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

職員間で
立ち位置
を連携し
ていた
が、こけ
た本児に
手を出す
ことが出
来なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の場所
で、それ
ぞれの園
児を見て
いた。

遊具の数
を減らす
等の対応
を行い、
安全に遊
びを楽し
めるよう
にする。

442

令和
6年3
月27
日

1.認可 5.幼稚園 10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

35 3 9 12 11 3 3
15.３
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左肩の骨
折（全治
2か月）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

園児個々
の運動能
力を十分
見極め、
安全第一
の活動を
行う。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

10
1.定期的
に実施

3

今回の事
故は設備
等は関係
していな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

今回の事
故に教育
環境は関
係してい
ない。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

マラソン
に参加
し、目標
の周に取
り組んで
いた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担任1
名、マラ
ソンの様
子を応援
しながら
スタート
地点で周
を数えて
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担任1名
が対象児
の後ろか
ら一緒に
走ってい
た。

運動機能
の向上を
はかる関
わりを持
つ

443

令和
6年3
月27
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児クラ
ス

61 6 6
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨遠
位端骨折

8.その
他

1.あ
り

3.未
実施

1.基
準以
上配
置

今後は園
外での事
故やケガ
が起こる
リスク等
につい
て、定期
的に教職
員研修を
行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

250

園庭の遊具
等について
は日頃から
複数の目で
の安全確認
を徹底し、
チェック項
目などで全
職員に向け
て可視化す
る。室内の
玩具等につ
いてはこの
まま継続し
て安全確認
をする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園外の公園
ではある
が、園児の
怪我等が起
こりやすい
場所等を教
職員で話し
合い、見守
りの足りな
いであろう
部分に職員
配置をでき
るように改
善する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児
は、友達
と楽しそ
うに元気
よく遊ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担当職員
は対象児
のすぐそ
ばにいた
が、事故
がおこっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当職員
が、対象
児の事故
にすぐ気
づき助け
を求めた
ため、他
の職員が
その声を
聞きすぐ
に駆け付
けた。

今回は至近距
離で見守って
いたにもかか
わらず、怪我
を防ぎきるこ
とが出来な
かった。園外
の公園での活
動であったた
め、普段から
遊びなれてい
る遊具ではな
いため、より
見守りの目が
必要であると
感じた。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

444

令和
6年3
月27
日

1.認可 5.幼稚園 10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

113 47 17 49 16 11
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

近くの遊
具の援助
を行って
いたた
め、高い
ところに
上ろうと
する園児
の側につ
いている
ことがで
きなかっ
た。

高い遊具に
上る場合
は、必ず保
育者が側に
つき援助す
る。他の保
育者との連
携を強化
し、声を掛
け合いなが
ら子どもが
一人で高い
遊具に上っ
てしまうこ
とがないよ
う援助する
ことを話し
合った。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 特になし

持ち手な
どが砂な
どの汚れ
で滑らな
いように
毎日の点
検を徹底
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

近くの遊
具の援助
を行って
いたた
め、保育
者が側で
見守るこ
とができ
なかっ
た。

高さのある遊具
は必ず保育者の
見守りのもと行
う。児の援助を
行っており他児
の援助が難しい
場合は、順番で
遊具に取り組む
ようにしたり他
の職員に援助を
求める等更なる
工夫を意識し、
必ず側で見守り
をする。遠くか
らでもひとりで
上ろうとする児
の姿を見つけた
場合には、大き
な声で一番近く
にいる職員に声
を掛け、援助を
行うよう求める
ようにした。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気に
遊ぶ。い
つもはそ
れほど遊
具に上る
より走っ
ているこ
とが多
い。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担任は、
他児の世
話の為、
保育室に
戻ってい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

すぐ隣の
遊具に職
員はいた
が、他の
園児の様
子を見て
いたた
め、落下
の援助は
できな
かった。

本児は普段
あまり上ま
で登る経験
は少なかっ
た。遊具の
上から、棒
にぶら下
がって下り
ようとした
際に、保育
者が近くに
いることが
できず、勢
いが付き手
が滑ってし
まった。

高さのあるも
のを行う時に
は、保育者が
近くにいない
場合、子ども
達にも保育者
に声を掛ける
よう再度指導
し、保育者は
必ず近くで見
守りを行うよ
うにする。ま
た他児の援助
などですぐに
見守り援助が
行えない場合
には、必ず他
の職員に声を
掛け、子ども
達が一人で行
わないように
する。
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令和
6年3
月27
日

1.認可 5.幼稚園 10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

22 2 2
16.４
歳

1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1～2
2.基
準配
置

特になし

園児保護
者に対
し、挨拶
後は速や
かに降園
すること
や子供か
ら目を離
さないよ
うに伝え
た。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

職員で事
故現場を
確認し、
以後気を
つけるよ
う共通理
解をし
た。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

特になし

保護者に対
しての声掛
けを増や
し、自分の
クラスのみ
ではなく、
近くにいる
子には声を
かけたり目
を配ったり
するように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

一人で遊
具に登
り、遊ぼ
うとして
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

降園中で
あったた
め、母親に
引き渡すま
では把握し
ていたもの
のその後の
動きについ
ては、把握
していな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

事故発生
直後は、
保護者に
引き渡し
た後で
あったこ
とから職
員は近く
にいな
かった。

普段から
遊んでは
いたが、
事故発生
時は慌て
たと思わ
れる。

園児や保
護者に対
しての声
掛けをこ
まめにす
るよう話
し合いを
した。
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令和
6年3
月27
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

1 1 1
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首剥
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3～4

1.基
準以
上配
置

特にな
し。

マニュア
ル有り、
研修実
施、職員
配置基準
もみたし
ているた
め、特に
なし。

2.不定期
に実施

1～2
1.定期的
に実施

5～6
2.不定期
に実施

3～4
特にな
し。

階段には手
すりと滑り
止めを設
置。勾配は
緩やか。安
全点検も行
われている
ので特に改
善策はな
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

担任教諭
がその場
にいて気
を付ける
ように声
掛けをし
ていた
が、直後
に足を挫
いた。

全園児に
階段を昇
降する際
の約束
等、安全
確認の指
導を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

手すりを持
ち、ゆっく
りと階段を
降りていた
が、一段飛
ばしでバラ
ンスを崩し
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

近くで声
掛けをし
ながら見
守ってい
たが、バ
ランスを
崩した瞬
間は支え
られな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の複数
の園児と
共に保育
室に居た
為、気付
けなかっ
た。

階段を一
段飛ばし
で降りる
事を禁止
していな
かった。

安全な階
段の昇降
方法につ
いて、再
度職員で
確認し、
こども達
に指導を
行う。
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令和
6年3
月27
日

1.認可 5.幼稚園 11
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

32 8 7 17 6 6
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
外顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

特になし

高さのあ
る遊具か
らの飛び
降りへの
危険性を
園児に知
らせる

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

12 特になし

安全点検
の際、修
繕や障害
となるも
の、危険
なものを
取り除く
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

職員配置
に配慮。
子どもへ
の危険行
動の指
導。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

運動会を
経験し、
体を動か
すことや
自分の力
を試すこ
とが楽し
くなって
いた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他児の指
導にあ
たってい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

同じ場で
他児とか
かわって
いた

特になし

子どもへ
の危険行
動への指
導。職員
間では、
怪我事故
予防対策
や起こっ
た時の対
応につい
て共有し
ていく。
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令和
6年3
月27
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

51 18 15
17.５
歳

1.男
児

加配対象児
（自閉症ス
ペクトラム
の診断有）

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

下顎挫創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

引き続
き、子ど
もの動き
を予測
し、職員
体制や保
育環境を
見直し工
夫する。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

24

引き続
き、子ど
もの動き
を予測
し、職員
体制や保
育環境を
見直し工
夫する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

担当保育者
が休憩時間
のため、休
憩代替え職
員が本児を
対応中で
あった。本
児の特性と
当日の様子
が大まかに
しか引き継
げていな
かった。本
児への対応
が不慣れな
職員に担当
を任せてし
まったとい
う采配ミス
も要因の一
つである。

日頃から園
全体で加配
児の特性を
共有してお
く。また、
担当保育者
以外が加配
児を担当す
る場合は、
当日の様子
を細かく引
継ぎ、本児
の行動を予
測しながら
対応する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りでは
あった
が、知っ
ている保
育者を見
かけて瞬
時に興奮
気味に
なってし
まった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児に
マンツー
マンで付
いていた
が、本児
が着席し
ているの
を確認し
て、一瞬
だけ場を
離れてし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

給食準備中
であったた
め、学級全
体やそれぞ
れの担当児
への対応を
していた。
対象児の動
きを遠方か
ら見ていた
職員もいた
が、一瞬の
出来事で止
めに行けな
かった。

園全体にお
ける職員の
慢性的な欠
員状況に加
え、事故当
日は他にも
２名の欠員
がいたた
め、勤務し
ている職員
で何とかカ
バーし合っ
ている状況
であった。
また、園の
行事も重な
り慌ただし
かったのも
要因の一つ
だと考えら
れる。

行事や欠
員が重
なってい
る時ほど
慎重に、
また、丁
寧に子ど
もを見
守ってい
く。職員
間での声
のかけ合
いや、加
配対象児
への対応
の共通理
解を重ね
ていく。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰
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令和
6年3
月27
日

1.認可 5.幼稚園 11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

45 3 3
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨骨
幹部骨
折、右尺
骨骨幹部
骨折、右
橈骨尺骨
骨幹部骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

遊具の使
い方につ
いて正し
い使い方
の確認を
する。

職員全員
が正しい
遊具の使
い方を子
ども達に
伝える。

1.定期的
に実施

毎回
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

正しい遊
具の使い
方につい
て確認を
する。

子ども達
に遊具の
使い方を
伝える。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

異年齢の
子ども達
が遊んで
いる環境
の中、子
ども達は
個々に好
きな遊び
をみつけ
て遊んで
いる。遊
びの変化
に気が付
きにく
い。

怪我が起こ
りやすい遊
具で子ども
が遊び始め
たら職員が
近くで見守
る等、子ど
もの遊びに
応じて職員
の配置を変
えていく、
声を掛け合
うようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

雲梯が上
手にでき
るように
なり、戸
外遊びで
自ら進ん
で雲梯で
遊ぶ姿が
あった。
雲梯の前
進ができ
たので、
バックで
進みたい
と挑戦し
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

自由保育
時間の戸
外遊び
だったの
で、園庭
にいる他
の子ども
達と遊ん
でいた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

雲梯を含
んだ遊具
の近くで
子ども達
を見守っ
ていた。
(雲梯を
する子に
手の届く
範囲では
なかっ
た)

本児ので
きること
が増え自
信がつ
き、さら
にやって
みたいと
いう挑戦
する気持
ちから怪
我に繋
がってし
まった。

雲梯の落
下による
怪我を防
ぐため、
雲梯をす
る園児が
いた場合
は職員が
雲梯をす
る園児の
そばで見
守ること
を徹底す
る。

450

令和
6年3
月27
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

36 4 4
15.３
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

落下の危
険を速や
かに察知
し対応で
きるよう
にする。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

走ってブ
ランコに
飛び乗っ
たため、
勢いがつ
きすぎて
鎖をきち
んと握れ
ず、後ろ
へ落下し
てしまっ
た。

遊具で遊
ぶときは
急がず、
安全に使
用できる
ように保
育士が声
をかけ、
事故を未
然に防げ
るよう職
員の配置
をする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

落下の危
険を速や
かに察知
できるよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

午後の戸外
遊びにおい
て、砂場で
遊んでいた
が戸外遊び
終了の声か
けを聞き、
最後にブラ
ンコに乗っ
てから保育
室に戻ろう
と走ってブ
ランコに向
かい、その
勢いで飛び
乗ってし
まった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園庭には４
名の保育士
がおり、大
型遊具の滑
り台付近に
２名、園庭
奥のブラン
コの付近、
アルミ遊具
付近で子ど
もを見守っ
ていた。砂
場から対象
児がブラン
コに走って
飛び乗ろう
としたのを
見ていたと
きに対象児
がブランコ
から後方に
落下。同時
に駆け寄っ
たが間に合
わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

大型遊具
の滑り台
付近で他
の園児を
見守って
いたた
め、対象
児の事は
見ていな
かった。

落下の危
険箇所が
死角にな
らない場
所での見
守りを徹
底する。

落下の危
険を速や
かに察知
し対応す
る。
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令和
6年3
月27
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

6 1 5 2 2
14.２
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

①肘頭骨
折(左腕)
②尺骨近
位部骨折
(左腕）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

上記に記載
したとおり
マニュアル
や研修につ
いては取り
組んでお
り、配置基
準も基準を
満たしてい
たが、配置
箇所におい
て責任を
もった対応
をしていな
かった。

それぞれ
の職員が
配置箇所
での役割
を理解
し、責任
をもった
対応を徹
底する。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

遊具の素
材がツル
ツルして
いて滑り
やすいも
のであっ
た。

座る部分に
滑り止め加
工ができる
か業者と検
討し、安全
対策として
適当であれ
ば実施す
る。※滑り
にくくなる
ことで新た
な危険に繋
がらない
か、遊具の
特性から検
討し判断す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1・2歳児に
は自分で乗
り降りでき
ない遊具で
あり、足が
つかないこ
とからも遊
具が年齢や
発達に合っ
ていなかっ
た。2人乗り
にしたこと
でバランス
を崩しやす
かった。

当該遊具配
置の保育者
は使用して
いる児童が
降りるまで
責任をもっ
て対応し、
目を離さな
い。足が届
かない未満
児に対して
は、そばで
補助できな
い際は利用
を制限す
る。（乗せ
ない）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児の
近くには
立ってい
たが、対
象児から
目を離し
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の園児
と関わり
ながら全
体を見て
いた。対
象児が落
下する際
にも気付
き、声を
出したが
離れてい
たため支
えたりす
ることが
できな
かった。

遊具の特性
を理解した
上で遊具を
提供したと
は言えず、
足の着かな
い1歳児に
とって補助
がなければ
落下に繋が
りやすかっ
た。2人乗
りでさらに
その危険性
が増した。

遊具の特性
や、正しい提
供の仕方につ
いて全職員で
理解・情報共
有を徹底す
る。遊具が児
童の発達や身
体能力と合っ
ているか判断
した上で責任
もって対応す
る。落下の危
険を予測し、
落下に備えて
すぐに対応可
能な状態で提
供する。未満
児について子
ども2人のみ
での2人乗り
は禁止する。

452

令和
6年3
月27
日

3.その
他

5.幼稚園 11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

37 0 0 0 51 47 44 0 13 13
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

事故予防
に対する
教職員の
危機管理
意識の向
上を徹底
する。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3

鉄棒の下
に人工芝
マットな
どクッ
ション性
のあるも
のを敷設
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

日常、鉄棒
は教師の見
守りのもと
で遊ぶ約束
事となって
いたが、幼
児が近くに
教師がいな
い状況で鉄
棒で遊ん
だ。また、
園庭にいた
４人の教師
は、それぞ
れ他の幼児
の対応をし
ていて鉄棒
で幼児が遊
んでいるこ
とに気が付
かなかっ
た。

園庭で好き
な遊びの時
間帯を見守
る教師のう
ち一人は、
必ず園庭全
体の見守り
をすること
を徹底す
る。幼児に
は、鉄棒で
遊びたいと
きには必ず
教師に声を
かけること
を指導す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

棒に居合
わせた他
児が当該
児に「こ
れでき
る？」と
言って、
鉄棒に腰
かけた。
当該児は
それに応
えて自分
でも、鉄
棒に腰か
けようと
して落下
した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の幼児
の対応を
してい
て、当該
児が鉄棒
に腰かけ
ようとす
るところ
を見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の幼児
の遊びの
見守りを
したり、
近くにい
る幼児に
話しかけ
られてそ
の対応を
したりし
ていて、
事故発生
の瞬間を
見ていな
かった。

幼児に安
全な鉄棒
の遊び方
について
再度指導
する。

453

令和
6年3
月27
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

13 3 3
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左第３中
足背頸部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

保育者が
園児に対
し、鉄棒
につかま
り地面を
蹴る際の
動作を指
導する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

200

当該遊具
（鉄棒）直
下の地面の
状況を日々
確認し、凹
凸などが有
る場合は平
面になるよ
う整備す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

高さの有
る遊具で
遊ぶ、鉄
棒で技に
挑戦する
などの行
動特性が
ある。

子どもた
ちの行動
や遊びを
全体俯瞰
できるよ
う、見守
る体制が
取れるよ
う再確認
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おり母親
と機嫌よ
く登園
し、保育
を受けて
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体を俯
瞰して見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

数名が交
代で鉄棒
遊びをし
ていたた
め、そば
で見守っ
ていた。

特になし

子どもた
ちの行動
や遊びを
全体俯瞰
できるよ
う、見守
る体制が
取れるよ
う再確認
する。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

454

令和
6年3
月27
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

16 4 9 3 6 6
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

様々な
ケースを
想定した
事故に対
応できる
よう研修
を実施す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

毎日

今後、田で
遊ぶ際には
田の状況を
事前に確認
し、大きな
くぼみや段
差がある場
合にはなら
す等の対応
を行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

環境面で
の不備に
よる事故
ではない
ため、施
設・環境
面での改
善策は考
えていな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

田にはお
らず園庭
で活動し
ている園
児の動き
を見てい
た。

普段から
安全指導
を徹底す
る。

455

令和
6年3
月27
日

1.認可 5.幼稚園 12
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

17 1 1
17.５
歳

1.男
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘内側
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5

1.基
準以
上配
置

特になし

職員配置
に問題は
ないが、
手が足り
ないと感
じたとき
は補助の
先生に声
かけをす
る

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3

玩具の箱
が出しっ
ぱなしに
なってい
た

玩具の量
を減ら
し、更に
日によっ
て玩具を
限定して
出す

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

玩具は決
められた
場所にあ
るか、整
理整頓で
きている
か日々確
認する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達に追
いかけら
れ逃げて
いた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

同室で他
の児童と
話をして
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
担当の部
屋にいた

室内で
走ってい
た。走ら
ないよう
声かけを
していな
かった

室内では
静かな遊
びをす
る。走っ
ている子
には声か
けをする

456

令和
6年3
月27
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

32 14 18 2 1
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

右足首靭
帯損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし

マニュア
ル有り、
研修実
施、職員
配置基準
も満たし
ているた
め、特に
なし

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

施設、遊
具、玩具
の安全点
検を定期
的に行っ
ているた
め、特に
なし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

園庭には
つまずく
ような窪
み等はな
かった。
また、見
守り体制
があった
ため、特
になし。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発に戸
外遊びを
楽しんで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他の職員
と役割分
担し、子
どもたち
の様子を
見守って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当職員
と役割分
担し、子
どもたち
の様子を
見守って
いた。

特になし

今後も、
職員同士
連携を図
りながら
見守りを
行ってい
く。

457

令和
6年3
月27
日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

125 45 41 39 16 16
16.４
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

頚椎捻挫

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

安全対策
マニュア
ルの欠如

安全対策
マニュア
ルの作成

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
死角に
なってい
る

死角に
なってい
る場所の
使用を許
可制にす
る

7.その
他

自由遊び
中は、移
動が自由
で保育室
外でも遊
べる状況
にある

自由遊び
中の保育
体制の確
認、検討

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

友だちと
ごっご遊
び中だっ
たが、い
つもより
元気がな
い様子
だった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

教師は保
育室担当
であった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭担当
は配置し
ている
が、保育
室外のフ
リース
ペースの
担当は配
置がされ
ていない

園児のケ
ガの要因
をその場
で把握で
きなかっ
た

自由遊び
中の保育
体制の確
認、検討

458

令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

21 2 2
17.５
歳

1.男
児

無し
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

6

1.基
準以
上配
置

特になし

職員配置
も基準以
上であ
り、事故
防止に関
する研修
も実施し
ており、
改善策は
特にない

1.定期的
に実施

36
1.定期的
に実施

36
1.定期的
に実施

12 特になし

施設・遊
具に問題
はなく、
定期的に
安全点検
を実施し
ており、
改善策は
特にな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

登り棒に
登る励み
として鈴
をつけて
いたが、
総合遊具
のデッキ
から子ど
もが鈴を
触ろうと
する可能
性を予測
できてい
なかっ
た。

子どもの行
動をできる
限り予測し
環境構成を
行う。登り
棒の励みと
して鈴をつ
ける必要性
の有無、付
ける場合は
時期や配慮
事項につい
て検討す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わった様
子はな
く、いつ
も通りに
遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くにい
たため落
下の瞬間
は見てい
たが、手
が届く距
離ではな
かった。
落下後す
ぐに対応
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

少し離れ
たところ
で他児を
保育して
いた。

登り棒を
していた
時に、近
くにはい
たが見守
りが十分
でなかっ
た。

子どもが
登り棒を
している
時には側
で見守る
ように
し、子ど
もの様子
にすぐに
対応でき
るように
する。

459

令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

12 1 1
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

大腿骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
2　)回/年
　　他随
時

2.基
準配
置

八角ジム
の辺り
に、他の
学年の担
当者がい
て、落下
したこと
に気付い
た。

八角ジムを使用
している園児が
いる場合は職員
が側につく。複
数のクラスが同
時に園庭で遊ん
でいる場合は、
各担当場所を決
め、園庭全体に
目が行き届くよ
うにして戸外遊
びを見守るよう
にする。また、3
歳児以下が1クラ
スしか園庭に出
ない場合は、2名
以上の職員を配
置し見守りを行
う。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

52
1.定期的
に実施

52

園庭が砂
の為、高
い位置か
らの落下
の際は衝
撃が強
かった。

運動器具
の下に
は、マッ
トや芝生
を敷くな
ど、誤っ
て落下し
た際にも
衝撃が少
ないよう
に対策を
とる。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

八角ジム
の4段目
に園児が
登ってい
ることに
職員が気
付かず、
止められ
なかっ
た。

八角ジム
の4段目
を3歳児
が使用す
る際に
は、職員
が側で見
守る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

運動能力が
発達してき
て、より活
発に遊ぶ姿
が見られる
ようになっ
ていた。八
角ジムに上
ることにも
慣れ、より
高い所に
登ってみた
いという意
識が芽生え
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭内で
他の場所
の遊びの
様子を見
守ってい
た為、対
象児が八
角ジムの
4段目ま
で登って
いたこと
に気が付
かなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他のクラ
スの担当
者が八角
ジム付近
で他の園
児の対応
をしてお
り、職員
の後ろで
音がして
対象児が
落下した
ことに気
付いた。

園児がど
こでどん
な動きを
していて
も対応で
きるよう
に、園庭
全体を見
守れる体
制をとる
必要があ
る。

園児がど
こでどん
な動きを
していて
も対応で
きるよう
に、園庭
全体を見
守れる体
制を整え
る。外遊
びの際は
職員配置
を増や
す。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

460

令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

13 2 2
16.４
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左側鎖骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

無し

日々の子供
の活動等に
ついて情報
共有をす
る。安全管
理マニュア
ルの確認。
環境構成の
配慮、子ど
もへの注意
注意喚起（3
歳以上児）

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

環境の整
備が甘
かったと
思う。

事故状況
の共有と
何故発生
したかを
深堀し環
境設定配
慮を再確
認

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

危険場面
では声掛
けはして
いるが、
元気な子
で走り
回ってい
る中での
転倒で
あった。

活動前の環
境設定や子
どもの予想
される活動
がしっかり
と保育に活
かされるよ
うにしてい
かなければ
いけない

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

健康状態
良好で元
気に遊ん
でいた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全体が見
える位置
に立ち、
遊びを見
守ってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

13人を２
人でみて
いた。転
倒後すぐ
に報告
し、冷却
材で幹部
を冷やし
た

無し

遊びの中
で予想さ
れる子ど
もの姿を
共通理解
していく

461

令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

6.5歳以
上児クラ
ス

16 2 2
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

公園のハ
ザードマッ
プを作成し
ていたが、
今回の公園
は未作成
だった。

散歩で訪
れる公園
は、全て
作成す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12

子どもの
遊具と大
人の健康
器具が混
在してい
た。

公園内で
使ってよ
い遊具を
再指定す
る。

7.その
他

低くても
園児用の
遊具では
なかっ
た。

使用して
よい遊具
を明確に
し、子ど
もに明確
に伝え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育園の
最終日と
いうこと
もあり、
テンショ
ンが少し
高かっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園児の至近
距離で見て
おり、対象
児が落下す
る瞬間に手
を差し伸べ
たが、間に
合わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊具
に一人ず
つ、つい
ていた。

自閉症児
がたまた
ま当遊具
の近くに
来たた
め、一瞬
反応が遅
れた。

使用して
よい遊具
を明確に
し、子ど
もに明確
に伝え
る。

462

令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

13 1 12 1 1
16.４
歳

1.男
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左尺骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

外遊びの
時に先生
が一人配
置になら
ないよう
に考える

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3

環境面で
も触れて
いるが、
人工芝の
張り替え
を行う。

7.その
他

雲梯の高
さは年長
児がぶら
下がって
も足がつ
かない程
度。人工
芝がやや
固くなっ
ている。

遊具を新
しくする
予定なの
で、人工
芝も改修
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

直前に友だ
ちが雲梯を
する様子を
見ていた。
その後、自
分もやって
みようと雲
梯にぶら下
がった。部
屋へ戻る為
に片付けを
呼び掛けた
後、雲梯か
ら手を離し
てしまっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

友だちの様
子を見てい
た本児に声
をかける。
違う遊びを
していた
（のぼり棒
をしてい
た）別の子
の方に移動
し、その
後、片付け
の時間に
なったた
め、片付け
を呼びかけ
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭に出
ているの
が該当ク
ラスのみ
だったの
で他職員
はその場
にいな
かった

園庭遊び
終了を告
げられた
ことで手
を離して
しまった
可能性も
ある。

戻る時間を予
告しておく。
もうすぐ戻る
時間だと子ど
もが意識でき
るようにして
おく。本児が
どれくらい雲
梯ができるの
かを見極め、
そばについて
おくべきだっ
たかもしれな
い。全体の遊
びを把握し、
危険が伴うと
ころには側に
つくようにす
る。
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令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

10 2 2
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘橈骨
頭頸部骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

1.基
準以
上配
置

生活の切
り替わり
の時間
（延長保
育）で見
守り体制
に死角が
生じた。

保育者同
士の声掛
けと引継
ぎを徹底
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
12　　)回
/年

保育室前
廊下のベ
ンチは保
育室に
沿って設
置してい
るが､保
育室入り
口へ15㎝
程度はみ
出ていた

保育室入
り口へは
み出ない
ようにベ
ンチの位
置を変え
る

7.その
他

職員（保
育者）が
お迎えの
時間帯に
保護者対
応をして
おり、子
どもを見
守る職員
が手薄と
なった。

保護者対
応をする
人、子ど
もを見る
人の役割
分担で、
もれのな
いように
徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ベンチに
座って製作
していた。
帰る直前の
ため上靴を
脱いで片付
けていた。
靴下だった
ので滑って
バランスを
崩し転倒し
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担当職員
は保護者
対応をし
ており、
子どもを
見ること
ができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭の園
児を見て
いた。

職員（保
育者）が
お迎えの
時間帯に
保護者対
応をして
おり、子
どもを見
守る職員
が手薄と
なった。

保護者対
応をする
人、子ど
もを見る
人の役割
分担でも
れのない
ように徹
底する。
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令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

4
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

2.1歳児
クラス

1
13.１
歳

1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

8.その
他

2.な
し

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

子どもを
抱っこし
ながらの
階段昇降
は足元が
見えづら
く注意が
必要であ
る。（朝
の登所時
は気持ち
が急いて
いる場合
もあ
る。）

声かけや掲
示等で注意
喚起を行う
とともに、
スロープの
利用を積極
的にすすめ
る。（送迎
の多い時間
帯には所務
を配置して
いるが、保
育中や職員
勤務時間外
の場合は人
員配置が難
しいので、
掲示等での
注意喚起と
なる。）

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

施設の構造
上、安全対
策の為に
コーンバー
を階段下に
二本設置。
昇降スペー
スを狭め子
どもが飛び
出していか
ないように
している
が、保護者
がすれ違う
ことに関し
ては十分な
スペースと
は言えな
い。

階段横に設
置してある
スロープ使
用をすすめ
る。コーン
バーを一本
に減らし、
昇降スペー
スを広げ保
護者がすれ
違う際のゆ
とりを持た
せた。

7.その
他

子どもを
抱っこし
ての階段
昇降の際
の注意喚
起を配信
や掲示等
で行う。
また、ス
ロープの
利用の声
かけを適
宜行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わった様
子(泣い
たりぐ
ずったり
するな
ど)はな
かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

子ども達
の登所時
は室内で
保育中の
ため玄関
外の子ど
もの動き
を見るこ
とはでき
ない。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

登降所の
際、時間帯
によって保
育所内駐車
場の誘導に
保育所所務
が対応して
いる。所務
がすぐに転
倒に気づ
き、親子の
状態を確認
後すぐに朝
の打ち合わ
せ最中の所
長・看護師
に報告しに
来た。

駐車場案
内と登降
所の見守
りを同時
に行うこ
とが難し
い場面も
あるが、
状況に
よって声
かけやス
ロープへ
のご案内
を適宜
行ってい
く。
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令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

17 2 2
15.３
歳

1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

無

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

保育士が予
想される子
どもの行動
について見
守ってはい
たが、とっ
さの行動に
対処できな
かった。

運動機能
を高めた
り、俊敏
性を養
う。ま
た、子ど
もへの安
全教育を
行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

つまずき
やすいよ
うな物が
落ちてい
ないか、
突起物は
無いか園
内を確認
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

対象児や
他児の運
動機能を
過信せず
関わるべ
きだっ
た。

安全な遊
び方につ
いて、子
どもと一
緒に保育
士も再確
認する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

子ども数
名で追い
かけっこ
をしてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

そろそろ
保育室に
戻ろうと
全体に声
を掛けな
がら、片
づけを一
緒に行っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室で
午睡の準
備をして
いた。

子どもの
行動をき
ちんと確
認し、危
険な行動
に発展す
るか予測
すること
が出来な
かった。

何事も大
丈夫と思
い込ま
ず、子ど
もの行動
には危険
が伴うこ
とを常に
意識す
る。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

466

令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

41 10 10 10 11 6 6
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

職員は2
歳児2
名、3歳
児2名、4
歳児１
名、5歳
児1名。

転倒後の対
応として、
保護者への
連絡等の判
断を速やか
にする。骨
折かどうか
不明な時は
すぐ受診を
勧める。

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

随時
2.不定期
に実施

随時

友達と走
り出して
バランス
を崩し
た。

遊具設定
の工夫を
していた
が、様々
な事態が
起こりう
る予測が
必要であ
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

友達と一
緒に、速
く走ろう
という思
いがあっ
たと思わ
れる。

ぶつから
ないよう
な間隔で
広いとこ
ろで走る
よう伝え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
登園し、
変わった
様子はな
く保護者
からの連
絡事項も
なかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ベンチで友
達と水を飲
む様子を確
認してい
る。そこか
ら一緒に走
り出し、バ
ランスを崩
して転倒し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

異年齢の子
どもたちが
遊んでいた
ため、それ
ぞれの担任
は主に自分
のクラスの
子どもや近
くにいる子
どもを見
守ったり、
一緒に遊ん
だりしてい
た。

遊びの約束
や遊具設定
の工夫をし
ており、保
育士一人一
人が離れた
場所で子ど
もと遊んだ
り見守った
りしてい
た。

遊具設定
の工夫を
していた
が、とっ
さのこと
に対応し
きれな
かった。
様々な事
態が起こ
りうる予
測が必要
である。
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令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

14 0 2 2
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
幹部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(１)回/年

1.基
準以
上配
置

園児への
指導の実
施。職員
へ事故に
関する周
知と保育
環境の再
検討

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

引き続
き、定期
的な安全
点検を実
施を行い
遊具・用
具を適切
に管理す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

体を動かし
た遊びの充
実により身
体諸機能の
発達と、園
児を対象と
した安全指
導を実施し
周囲の状況
把握や安全
な遊び方が
身に付けら
れるように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児は
普段の様
子と変わ
らなかっ
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担任は対
象時児の
近くで見
ていた
が、落下
時に受け
止めるこ
とができ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当職員
以外は、
それぞれ
の場で保
育等を
行ってい
たため発
生時の様
子は見て
いなかっ
た。

教師間で
事故発生
に関する
共有を行
い、指導
に関して
再確認を
行った。
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令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

4
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

3 3 3
13.１
歳

1.男
児

入園時よ
り、乳全
般・卵アレ
ルギーの既
往歴があ
り、乳成分
表示のもの
全て提供不
可、粉ミル
クも乳成分
なしのもの
にて対応。
令和●年●
月●日よ
り、卵全解
除との診断
を受ける。

5.食事中
(おやつ
含む)

1.負
傷

6.その他

食物アレ
ルギー
（乳全
般）によ
るアレル
ギ―症状

6.アナ
フィラ
キシー
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

緊急時の
個別対応
マニュア
ルは作成
していた
ものの、
食事時の
マニュア
ルは口頭
で全職員
周知のみ
であっ
た。

食事時マ
ニュアル
を文書化
し、全職
員の意識
の徹底を
行なう。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

6
2.不定期
に実施

10

本児固定
の机と椅
子が決
まってお
らず、他
児のもの
との区別
がなかっ
た。

本児固定
の机と椅
子として
目印を付
け、ラン
チルーム
に配置す
る。

6.食事
(おや
つ)中

除去の無
い時に
は、同じ
テーブル
で食して
いたこと
が、混乱
の一つに
もなっ
た。（他
児と食せ
る時には
そうして
あげたい
願いが
あった）

給食・お
やつ共
に、除去
の有無に
関わら
ず、本児
固定の机
と椅子を
設定す
る。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

少し風邪
のひき始
めであっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任1名は、
手洗いを済
ませた子か
ら机の席に
ついていく
受け入れを
したが、本
児用の机や
椅子の用意
及び本児が
他児に交
ざって長机
に座ってい
ることに気
付けなかっ
た。もう1名
は、一旦子
ども達の元
に来たもの
の、本児用
の机や椅子
がないこ
と、本児が
長机に座っ
ていること
に気付け
ず、補助保
育士の声掛
けで部屋に
戻ってお知
らせボード
を記入して
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児と共
に本児が
座ってい
る長机の
側に居た
が、本児
用の机と
椅子や本
児が他児
と共に長
机の席に
ついてい
ることに
気付けな
かった。

保育士間
の意思疎
通が出来
ておら
ず、声の
掛け合い
が乏しい
状態で
あった。
（持ち上
がり担任
1名、4月
より入職
担任1
名、副主
任1名）

保育士間
の連携を
取りなが
ら、人任
せにせ
ず、役割
の明確な
分担をす
ると共
に、必ず
「いただ
きます」
時には保
育士着席
と、名前
の確認を
する。
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令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

41 4 4
15.３
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
4　)回/年

2.基
準配
置

保育担当
とは別に
駆けつけ
られる職
員は園内
にいが、
園庭に配
置されて
いなかっ
た

研修は
行ってい
るもの
の、常に
事故やケ
ガを予測
し事前回
避するこ
とが必要

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(20)回/年

施設・設
備に関す
る不備は
見当たら
なかった

園庭に向
けた防犯
カメラに
より、事
故後に状
況の見直
しができ
た

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

年度始めで
外遊びの慣
れていない
状態であっ
た。遊具の
正しい使い
方が子ども
たちにまだ
浸透してい
なかった

学年全体
の現状を
把握し、
職員が遊
び場や子
どもの遊
び方を
チェック
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

久しぶり
の外遊び
で喜んで
遊んでい
た。遊具
の使い方
も理解し
ているは
ずだった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児とは
離れた場所
で他の園児
を見てい
た。昨年度
からの在園
児より、新
園児に対し
て注意を
払ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

早い降園
の子がい
たため、
見送りの
ため園内
に入って
いた。

慣れない
新園児も
いて、職
員も余裕
を持って
子どもを
見ること
ができて
いなかっ
た

どの職員
も子ども
の活動全
体が見え
る位置で
見守るこ
とができ
るような
配置をす
ることを
心掛ける
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令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

4
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

47 13 19 15 5 5
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

太鼓橋を
安全に使
用するた
めの周
知、確認

太鼓橋の下
はくぐらな
い、子ども
の発達を担
任がしっか
り周知して
から使う
等、安全に
遊べるよう
に使い方を
職員間で再
度話し合
い、周知す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

太鼓橋の
下にある
安全マッ
トが砂で
滑りやす
くなる。

安全マッ
トを細目
にほうき
で掃いた
り、場合
によって
は体育
マットを
使用す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

手を離し
着地しよ
うとした
際、バラ
ンスを崩
して両肘
を地面に
着いたた
め。

太鼓橋で
遊ぶ際に
は必ず保
育者が側
に付き、
その子の
力量に
よっては
手を添え
る等援助
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

太鼓橋に
登って７段
目からぶら
下がり手を
離し着地し
た際、バラ
ンスを崩し
て両肘を地
面に着い
た。涙をこ
らえる姿が
あったが腕
に傷や腫れ
などは見ら
れなかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

両肘を確認する
が腫れや出血が
なく、自分で腕
を動かすことが
出来たため様子
を見た。翌日、
給食中左腕を庇
う姿があったた
め、看護師、主
任に報告(さほど
痛みを訴えず自
分で動かしてい
た)。翌々日、腫
れや痛みが出た
ため受診する。
(発生時より都度
保護者には様子
を伝達した)

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の子ど
もたちの
見守りを
していた
ため(安
全の為、
点在し子
どもの様
子を見て
いた為)

発生当日
の報告・
相談をし
なかった
こと。

自己判断
せず、周
囲の保育
者や上司
への報
告・連
絡・相談
を細目に
行う。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰
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令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

24 5 5
16.４
歳

2.女
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右ひじ骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

年齢発達
の認識不
足だった

教育・保育
施設等にお
ける事故防
止及び事故
発生の対応
のためのガ
イドライン
をもとに事
故防止のた
めのマニュ
アルを作成
し職員間で
共通理解す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

年齢発達
に適した
遊具であ
るか設置
前に分析
する必要
がある。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

対象児の
運動能力
を過信せ
ず関わる
べきだっ
た。

設置した
遊具に保
育士が必
ず１名は
配置でき
るよう、
設置する
遊具の数
を考慮し
ていく。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

遊戯室に
設置して
ある遊具
に興味を
もって１
つ１つ挑
戦してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

●●ＢＯＸ
の上で遊ん
でいる子が
いなくなっ
たので、子
どもが密集
していると
ころへ移動
しようとし
ていると対
象児が●●
ＢＯＸの上
を歩いてい
た。近づい
ていったが
間に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊戯室に
ある他の
遊具で遊
んでいる
子と遊ん
だり対応
したりし
ていたの
で見てい
なかっ
た。

以前から
当該遊具
で遊んで
いたた
め、当日
も危険が
ないと保
育士が認
識してい
た。

設置した遊
具に保育士
を必ず配置
する。何事
にも大丈夫
だからと思
い込みで判
断せず、子
どもの行動
には常に危
険が伴うこ
とを常に意
識して関わ
る。
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令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

55 8 8 39 4 4
18.６
歳

1.男
児

 
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

一瞬での
転倒で
あったた
め、即座
に対応が
できな
かった。

すぐに対
応できる
位置に職
員を配置
するよう
にする。

1.定期的
に実施

実施頻度
(4)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(40)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
毎回　)回
/年

安全基準
を満たし
た遊具で
あった
が、事故
が起こっ
てしまっ
た。

遊具の下
にマット
を設置す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士は
近くにい
たが、一
瞬で転倒
してし
まった。

職員、子
供の数に
応じて、
使う園庭
の場所を
限定す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わった様
子はな
かった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

一瞬で転
倒したの
で、その
後すぐに
当児の状
態を確認
し、職員
室にて安
静にし
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

自分の担
当の場所
を見なが
らも全体
を見守っ
ていた。

特になし

園庭を見
守る保育
教諭の人
数を増や
し、より
注意深く
見てい
く。

473

令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

10 3 4 3 2 2
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

子ども達
が速く
走ってい
た時でな
かった
為、この
ような怪
我や事故
につなが
ることを
予測して
いなかっ
た。

子どもの
発達や遊
び方につ
いてしっ
かり把握
し、常に
怪我や事
故につな
がること
を想定し
て職員の
立ち位置
や環境を
整えい
く。

1.定期的
に実施

100
1.定期的
に実施

100
1.定期的
に実施

50

大型遊具
は点検前
の為、ま
だ遊んで
いなかっ
たが、遊
び方の把
握ができ
ていな
かった。

普段遊び
慣れてい
る場所で
も大きな
事故につ
ながる可
能性があ
ることを
常に意識
して保育
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

大型遊具
が点検前
で遊べな
かったの
で、活発
な動きの
ある遊び
で遊んで
いる子が
多く、環
境整備が
十分にで
きていな
かった。

日々の活
動の中で
行動を予
測して、
遊び方に
ついて子
ども達に
事前に知
らせてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達とか
けっこを
したり、
だるまさ
んがころ
んだなど
楽しんで
いたが、
ルールが
わから
ず、虫探
しやか
けっこを
楽しんで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

２歳児と保
育士１名が
園内に入っ
た直後だっ
たので、担
任が１名と
３歳以上児
10名が園庭
にいて、そ
ろそろ園内
に入ろうと
していると
ころであっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

２歳児の
担任が、
５名の子
どもの靴
や帽子を
玄関で脱
がせて対
応してい
た。

普段気持ち
が高ぶると
行動が荒く
なり、抑え
られなくな
り注意され
ることが多
い。危険な
行為になり
得るであろ
う子どもの
動きを把握
できず、怪
我に繋がっ
てしまっ
た。

保育士の
立ち位置
の確認
と、子ど
もの動き
を把握
し、職員
同士で声
を掛け合
い事故防
止に努め
ていく。
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令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

12 2 2
15.３
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
通顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

6

1.基
準以
上配
置

年度始まり
の時であ
り、中でも
本児の所属
する新3歳児
は生活拠点
が１階から
２階でに
なったばか
りであっ
た。個々の
階段を下り
てからの園
庭に出てい
く行動パ
ターンや体
の使い方、
意識の変化
が予想でき
ていなかっ
たのではな
いか

特に年度当初は
ゆとりを持って
の職員配置を行
う。担任と子ど
もの関係づくり
を築くととも
に、子どもの行
動パターン、発
達、育ちを再度
丁寧に全担任と
連携し活動を計
画する。特に生
活拠点が大きく
変化する3歳児で
は、子どもたち
と一緒に行動す
ることや、ゆと
りをもって行動
する事。また園
庭と二階にいる
職員が声をかけ
あい連携を取り
ながら移動する
ように再度確認
対応する

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭が多
少凸凹し
ていたた
め走り出
した時に
バランス
を崩した
のではな
いか

園庭整備
を行い、
プレート
で固める
ととも
に、凹凸
に気づい
たときに
は平らに
ならして
いく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育者や
友だちと
一緒に外
階段を下
りてき
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児と一
緒に外階段
を下りて、
園庭南側に
ある砂場の
方に向か
う。本児が
他児ととも
に走って保
育者を追い
抜いていた
直後、保育
者の前で転
倒したため
すぐに近づ
き対応した

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

１歳児の
職員1人
は、子ど
も3人と
園庭南側
の砂場で
遊んでい
たため見
ていない

特になし

園庭にい
る職員と
二階にい
る職員が
声をかけ
あい連携
を取りな
がら移動
するよう
にする。

475

令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

30 2 2
18.６
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

尾てい骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(4)回/年

1.基
準以
上配
置

特に改善
策はあり
ません

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

特に改善
策はあり
ません

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特に改善
策はあり
ません

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
活発な子
で、いつ
も通りの
様子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

至近距離
にいて、
児童が玄
関に向
かって移
動する様
子をみて
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

至近距離
にいて、
児童が玄
関に向
かって移
動する様
子をみて
いた。

しっかり準
備を終わら
せてから落
ち着いて移
動するよう
に声がけを
する。園児
を目をはな
さず見てお
き、移動す
る際は気を
つける。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

476

令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

32 2 2 6 10 10 2 6 2
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘の骨
折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

加配のつい
ている園児
の動きは予
想していな
い動きをす
るので、見
守るだけで
はなくその
都度そばに
ついてすぐ
対応できる
ようにする
必要があっ
た。

子どもの
動きの
色々な場
面を想定
して動け
るように
してい
く。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

48
2.不定期
に実施

　

おもちゃ
小屋の棚
が子ども
が登りや
すい高さ
でおいて
あり、す
ぐに登っ
てしまっ
た。

危険が伴う
ので、おも
ちゃ小屋は
人手の少な
い朝夕の特
例時間は子
どもが入れ
ないように
鍵を閉め
る。棚に登
れないよう
おもちゃを
置くなどし
て対応する
必要があ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

クラス担
任がいな
い状況
で、本児
の動きや
性格など
詳しく把
握できて
いない職
員による
保育だっ
たため、
丁寧な関
わりがで
きていな
かった。

他の子よ
りも激し
い動きを
する本児
の状況
を、普段
から、職
員間で共
有し、対
応できる
ようにし
ておく必
要があ
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

おもちゃ
小屋に縄
跳とびの
縄をしま
いにいっ
た。普段
保育士が
している
のをまね
して高い
所に縄を
かけよう
として、
棚に登り
落ちてし
まった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他の子ど
もの見守
りが必要
で、本児
に対して
は見守る
だけで、
近くにい
くことが
できてい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他のクラ
スの子ど
もの保育
にあたっ
ていて、
本児の動
きには気
づいてい
なかっ
た。

それぞれ
担当して
いる子ど
ものこと
しか把握
できてい
なかった
為、危険
な行為に
気づくこ
とができ
なかっ
た。

担当職員
だけでは
なく、他
の職員も
視野を広
げて、全
体の子ど
もの様子
もみてい
くように
する。

477

令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

25 13 12 2 2
16.４
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

特になし

定期的な
研修やマ
ニュアル
作成も行
い、職員
配置も基
準以上を
満たして
いた。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

定期的に
安全点検
も行って
おり、鉄
棒の下に
もマット
を敷いて
安全対策
をとって
いた。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

固定遊具
の危険性
を知ら
せ、その
都度約束
をしてか
ら遊ばせ
る事を徹
底する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鉄棒の上
に足をか
けること
に挑戦し
てみた
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鉄棒の目
の前で見
守りを
行ってい
たが、泣
いている
園児の対
応に気を
取られ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他園児の
見守りを
行ってい
た。

特になし

固定遊具
で遊んで
いる子ど
もを見守
る場合
は、見守
りに徹
し、他園
児の対応
は他保育
士に任せ
る等、連
携を図
る。

478

令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

38 0 0 0 12 8 18 0 4 4
17.５
歳

2.女
児

日頃より、
立体砂場に
ある丸太で
組んだ枠の
上に乗って
遊ぶことが
多かった。

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

左足くる
ぶしひび

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.基
準以
上配
置

なし

マニュアル
にそった対
応を行って
いた。今回
の事故を契
機としてマ
ニュアルの
見直しなど
も検討して
いく。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

立体砂場
の砂が少
なくなっ
ていた。

砂が流れ
出ないよ
うな対策
と砂を定
期的に入
れ込みを
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし

屋外活動
での注意
点を児童
に伝え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

仲良しの
友だちと
の遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

各児童の
危険な行
動がない
よう、広
く見渡せ
る位置で
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の担当の
見守りの
位置で見
守りを
行ってい
た。

想定外の
事態であ
り、予測
が困難で
ある。

滑りやす
い場所や
行動に対
して注意
するよう
声掛けを
行う。

479

令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

72 18 18 16 15 5 6 6
17.５
歳

2.女
児

運動が得意
ではない。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首
橈骨遠位
端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1～2
2.基
準配
置

保育者の
話を聞い
ていた分
足元に注
意をして
いなかっ
たと判断
してい
る。

他人の話
を聞いて
いると注
意が散漫
になるこ
とをわか
りやすく
伝える。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

砂場のへ
りは広く
安定して
いたので
昇り降り
しても大
丈夫と本
児が無自
覚に判断
した。

バランス
を崩すこ
ともある
というこ
とを認識
させる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

危険行為
になって
しまうと
いう判断
をできて
いない。

危険行為
になる可
能性もあ
ると判断
ができる
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

心身の状
態はいつ
もどおり
であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

転倒した
本児を挟
む距離で
保育の見
守りをし
ながら会
話をして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ほかの児
童の保育
に対応し
ていたの
で、事故
の現場は
見ていな
かった。

話を聞い
ていて保
育者の間
に入り、
砂場のへ
りを昇り
降りして
いた。

事故が予
想できな
かったの
で、この
ような事
故も転倒
危険があ
ると認識
する。

480

令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

23 1 1
17.５
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

基節骨骨
折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

8
2.基
準配
置

遅番勤務
の担任に
代わって
の保育中
でのけが
というこ
ともあ
り、代替
職員との
引継ぎを
更にしっ
かり行う
事

ヒヤリ
ハットの
意識を高
め、事故
防止に努
める

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

危険予知
の意識を
もっと高
く持つ
事。

ヒヤリ
ハットの
意識を高
めること
で、点検
の見逃し
を防ぐよ
うに努め
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

環境を整
える上
で、園の
職員によ
る手作り
で設置し
ていた。
日頃の点
検を含
め、最善
の注意・
配慮が必
要であっ
た。

ベンチの
修繕・見
直し

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

変わら
ず、元気
に過ごし
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

自由遊び
をしてい
た本児
が、担当
のところ
に泣いて
きたこと
で気づ
く。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
はいな
かった。

全体把握
ができて
いなかっ
た。

日頃の遊びの
中でもヒヤリ
ハットの意識
を高め、危険
性を早期発
見、早期処置
を心掛け、事
故防止に努め
る。また、全
体を把握しな
がらも一人ひ
とりの違和感
に気づき、声
掛けなどを行
い未然に防ぐ
意識を持つ。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

481

令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

33 1 3 9 7 4 9 0 10 8
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

園庭遊び
時の危険
状況の再
確認

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

夕方だった
が、暗くも
なく視界は
良好。やや
風が強かっ
た。本児は
普段から対
象の丸太付
近にいるこ
とが多かっ
た。丸太は
通常他児も
上に登った
りしている
ため、危険
認識が低
かった。

丸太にう
つぶせで
寝ること
や、遊び
の延長に
そのよう
な遊びに
繋がる恐
れがある
場合は、
注意しや
めさせ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

低年齢の丸
太遊びは常
に保育者が
付くように
なっている
が、本児の
年齢では常
については
いなかっ
た。体力・
筋力面など
考慮して遊
びの内容を
変えたり、
違う場所へ
誘う等して
いく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

夕方、そ
の丸太に
乗って遊
んでいる
ことがよ
く見られ
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児の
近くにい
たが、他
児と遊ん
でおり、
常に対象
児を見て
はいな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の対
応をして
おり、本
児が丸太
にいるこ
とは把握
していた
が、見て
はいな
かった

夕方という
こともあ
り、本児も
疲れていた
のかもしれ
ない。丸太
から起ち上
がろうとし
たときにバ
ランスを崩
してしまっ
たのかもし
れない

普段と違
う体勢を
していた
り、バラ
ンスを崩
してけが
をしそう
な場合に
は通常の
見守りで
はなく、
すぐに対
応できる
ようにそ
ばに保育
者が付く
ようにす
る。

482

令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

14 2 2
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折(左
肘)

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

　
2.基
準配
置

朝の打ち合
わせで状況
を報告し、
何気ない行
動でも怪我
に繋がる可
能性がある
ことを知ら
せ、緊張感
を持って保
育するよう
にする

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

　
定期的な
点検を続
ける

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

あらゆる場
面で怪我や
事故が起こ
る可能性が
あることを
保育士自身
も念頭に入
れ、子ども
たちにも更
に伝えてい
く

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

運動会に
向け逆上
がりがで
きるよう
になりた
くて練習
に励んで
いた

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
(対象
児に接
してい
た)

本児から手
伝ってほし
いと言われ
補助をして
いた。お尻
を持ち上げ
た後、胸の
方へ手をか
えようとし
た一瞬手を
開いた時に
事故が起き
てしまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の見
守りをし
ていた

遊具の使
い方、補
助の仕方
などをも
う一度確
認し合
い、子ど
もたちに
もその都
度声をか
ける

483

令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

1 1 1
16.４
歳

1.男
児

日常的に支
援を要する
ため個別に
保育士が対
応してい
た。突発
的、衝動的
な行動あ
り。多動的
な行動が見
られる。

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足脛螺
旋骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

３～４

1.基
準以
上配
置

29名の園児
に対し２名
の職員を配
置している
が、様々な
特性を持つ
園児が多
く、２名配
置していて
も目が行き
届いていな
いと感じら
れることが
ある。

個別対応
時はフ
リーの保
育士を配
置する。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

ウレタン
マット
（２㎝）
の上に布
団を敷い
ていた
が、布
団、マッ
トの上は
柔らかく
足下が不
安定で
あった可
能性があ
る。

転倒に繋
がる恐れ
がある時
は声掛け
や制止を
行う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

床に直接布
団を敷かず
ウレタン
マット（２
㎝）の上に
布団を敷い
た。周囲に
足を取られ
るような物
はなかった
が、敷いて
ある布団に
足を取られ
た可能性が
ある。

転倒につ
ながる恐
れがある
時は声を
掛ける。
周囲に転
倒の原因
となる物
を置かな
い。

4.具合
が悪
かった
(熱発・
腹痛・
風邪気
味等理
由を記
載)

腹痛の訴え
があり保育
士と共に入
室、トイレ
へ行く。排
便なし。当
日は午睡を
しておらず
眠気もあり
不安定な状
態であっ
た。保育士
が布団を敷
くと一変し
気分が高揚
して掛け布
団を手に持
ち振り回し
ながら敷布
団の周りを
グルグルと
回りだす。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
(対象
児に接
してい
た)

一緒に入
室後、ト
イレへ誘
導する。
本児が不
安定な状
態だった
ため、保
育室に布
団を敷
く。本児
が高揚し
ていたた
め近くで
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭遊び
中のた
め、他園
児２８名
の保育を
してい
た。

普段より
突発的な
行動を制
止すると
強い反動
が出るた
め、本児
のペース
に合わせ
られるよ
う、個別
に保育士
を配置し
見守るよ
うにして
いた。

園児の特性
を理解し、
普段と違っ
た様子や状
況の時には
より注意を
払うように
する。室内
は走らない
ようその都
度伝え、興
奮状態にあ
る時は気持
ちを抑えら
れるよう別
室に移動し
たり、他の
事へ興味を
向けられる
よう心掛け
る。

484

令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

37 12 17 8 18 18
16.４
歳

1.男
児

乳・キウイ
のアレル
ギー有(3歳
児まで卵ア
レルギー有
り。現在は
解除されて
いる)

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

近年やっ
ていない

1.基
準以
上配
置

注意力
や、気持
ちと体が
異なる場
合がある

本児の体
調や、気
持ちの状
態を見極
め、更に
行動を把
握し、遊
具の危険
個所の安
全を確保
できるよ
うに保育
教諭が連
携を取る

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

目に見え
る玩具は
毎日

日頃よ
り、破
損、紛失
を知らせ
るように
早期発
見、対応
に心がけ
る

遊具の点
検を行っ
ている。
遊具とし
ての不備
はなかっ
た。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

以上児クラ
スで異年齢
が混合して
いたので、
年上児がす
る事を憧れ
模倣、仲の
良い友達と
同じことを
したい等気
持ちが高ぶ
る。

危険箇所に
は、見守る
姿勢につい
て話し合
う。他クラ
スの子供を
見ることが
あるため、
各クラスの
子供の特徴
を細かく知
る。周知す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

最近にな
り●●の
遊具で遊
べること
が増え、
何度も楽
しんでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

頻繫に同
じ場所で
遊んでお
り、安全
が確認し
た上で見
守った

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の場所
で他の子
供を見て
いた

本児が独
自の遊び
から、他
児の遊び
に興味を
示し、他
児のやっ
ているこ
とを模倣
すること
が増えて
きた時期
であっ
た。

本児はで
きるよう
になった
自信がつ
いてきた
ことも視
野に入れ
てもう少
し丁寧に
配慮すべ
きと考え
る

485

令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

105 5 20 20 19 22 19 12 12
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１２)回/
年

2.基
準配
置

園庭での
自由遊び
時間は、
園庭にい
る職員全
体で連携
をとれる
よう声を
掛け合
い、職員
が同じ場
所に重な
らないよ
うな配置
にする

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

大人の援
助なく一
人で登
り、降り
出来る遊
具であっ
た。

大人の見
える場所
に移動し
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

側にいた
が他の子
に対応し
ていた。

高さのあ
る遊具に
は職員を
配置して
おく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調も良く
活発に遊ん
でいた。運
動機能も発
達し日頃の
遊びの中で
も「走る」
「ジャンプ
する」「く
ぐる」「転
がる」「ぶ
ら下がる」
動きが可能
だった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

すぐそばに
いて視野に
入っていた
が、他の園
児が指さし
た方を一緒
に見ていた
ため、ジャ
ンプする前
に止めるこ
とができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭の別
のところ
で、ほか
の園児の
対応をし
ていた。

運動能力
や発達を
把握して
いたが、
着地に失
敗してし
まったた
め援助で
きなかっ
た。

職員間で
事故状況
を共有
し、同じ
ような事
故が起こ
るかもし
れないと
常に意識
する。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

486

令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

14 2 2
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他

4.上肢
(腕・
手・手
指）

切り傷、
じん帯損
傷

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

普段３歳児
クラスは２
人配置をし
ているが、
当日急な職
員配置の変
更があり一
人配置と
なった為、
子ども達も
落ち着きが
なく１日過
ごしてい
た。

子ども達が
落ち着かな
い時や忙し
い時は１人
手伝いに
行っていた
が、それで
も落ち着か
ない時は１
対１で対応
する等、少
人数ずつ話
をしたりす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
6　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
24　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

玩具の片
付けの
際、玩具
につまづ
いたり
滑ったり
するなど
の事故で
はなく、
人対人の
事故の為
改善策な
し。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

片付けを
行う際、
たくさん
片付けを
しようと
勢いよく
片付けを
始めてし
まう子も
いる為、
他児との
事故やト
ラブルが
起きやす
い。

周りを見な
がら落ち着
いて取り組
むことがで
きるように
声掛けを徹
底し、安全
を意識でき
るよう職員
が配慮・促
しを行う。
また、子ど
も達も意識
できるよう
に働きかけ
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

朝から気持
ちがたか
ぶっている
様子が見ら
れた。夕方
も少し活発
であり、玩
具の片付け
の際は、片
付けに集中
していて周
りを見てい
ない姿も
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体の子ど
も達に片付
けの声掛け
を行いなが
ら、保育者
も一緒に片
付けを行っ
ていた。
走っている
子には落ち
着いて行う
よう声を掛
けていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

玩具の消毒
を数名の子
ども達と一
緒に座って
行いながら
全体の様子
を見てい
た。もう一
人の保育者
がお迎えの
対応をして
いる時は作
業をやめて
全体を見て
いた。

片付けの際
は、ほとん
どの子ども
が立って歩
き回ったり
走ったりし
ながら片づ
けをしてお
り、その中
でお迎えが
来ると1人保
育士が対応
に出たり気
持ちが高
ぶったりす
る子もいる
為、トラブ
ルが起きや
すい。

片付けに
夢中にな
り、走っ
て玩具を
取りに行
く子に
は、落ち
着いて行
うよう声
を掛け
る。お迎
えの対応
に出る際
は、もう1
人の保育
者に伝え
てから対
応する。

487

令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

12
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

11 1 1
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左拇趾開
放性骨
折、指脱
臼

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

保育用具
における
危険性に
対する認
識の不備

日常的に
使用する
保育用具
対しての
危険性を
職員間で
共通理解
していく

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

机の縁は
角が立た
ないよう
面取りし
てある
が、重さ
に対して
の配慮に
欠けてい
た

机をなる
べく軽い
素材(木
材）で作
れるか検
討する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

いつも使用
している机
が扱い方に
よっては危
険物になり
うるという
事を職員間
で共通認識
としたうえ
で、園児に
もその事を
伝えていく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段は一人
で運びなれ
ている机で
はあった
が、その時
は寒さも
あったのか
長袖の袖で
手を覆った
まま運び、
滑って机の
天板の縁を
足の指の付
け根に落と
し怪我をす
る

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

台布巾や
おしぼり
を洗濯す
るためそ
の場を少
し離れる

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担任の代
わりに当
該児童の
傍で全体
を見守っ
ていた

いつも使
用してい
る机が扱
い方に
よっては
危険物に
なりうる
という事
を職員間
で共通認
識とした
うえで、
園児にも
その事を
伝えてい
く

488

令和
6年3
月27
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

71 5 18 16 32 7 7
16.４
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

ベンチの
上に乗っ
ている時
は傍につ
いて、落
下しない
ように注
意する。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

ベンチに
乗ってい
る時は傍
に保育士
がついて
見守るこ
とが必要

ベンチを
撤去した

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

直前まで加
配保育士が
児の傍につ
いて見守っ
ていたが、
他児のトラ
ブルに対応
し児から離
れてしま
い、その後
周りの職員
との連携が
十分でな
く、適切な
対応ができ
なかった。

児の行動
や遊びを
把握し、
職員で情
報共有が
できるよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

機嫌よく
異年齢の
子と関わ
りなが
ら、真似
をして遊
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

加配保育士
は少し離れ
た所で他児
のトラブル
に対応して
いた。担任
は離れた所
で児の様子
を見守り、
年長児の知
らせと共に
児の傍に駆
け付けた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児以外
の児童の
対応をし
ていたた
め、対象
児が落下
した時に
間に合わ
なかっ
た。

ベンチの
上に乗っ
てバラン
スを崩し
て落ちて
しまっ
た。

戸外遊び
で遊具を
使用して
いる園児
の傍から
離れる際
に周りの
職員に声
を掛ける
などの連
携を十分
に図るよ
うにす
る。
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令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

60 4 4
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左前腕橈
骨、尺骨
骨折、左
母指挫傷

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

特になし
園庭見守
りの強化

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(48)回/年

特になし

遊具等の
点検を
行ってい
る

4.個人
活動
中・子
どもの
み

特になし
見守りの
強化

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭で戸
外遊びを
している

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児の対
応をして
いたため
気づかな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

泣き声に
気づいて
駆けつけ
た

保育者の
見守りの
人数

保育者間
で連携を
とり、全
体を見守
り、ケガ
や事故防
止に努め
る
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令和
6年3
月27
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

57 18 39 4 4
15.３
歳

2.女
児

発育状態：良
好、両肘脱臼
しやすく、昨
年には園の3
歳未満児用滑
り台から飛び
降りてバラン
スを崩し、左
肘を骨折して
手術してい
る。発生時の
天候：曇り

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

職員の異動
で、昨年度
の事故報告
やヒヤリ
ハット事例
が共有でき
ておらず、
本児が経過
観察中であ
る認識が薄
くなってい
た。

年度当初
から気を
つけない
といけな
い児童に
ついて
は、初日
に情報共
有を行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

腰かけを
適切に使
用する分
には問題
がない。

遊具の安
全な遊び
方を再度
確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

自由遊び
の活動範
囲が広す
ぎた。

安全の確
保が難し
い状況の
場合は遊
ぶ範囲を
決める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ぞうの腰
かけに
座った
り、立っ
たりして
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

少し離れた
総合遊具で
遊んでいる
子どもを中
心に見なが
ら、腰かけ
付近で遊ぶ
子どもの様
子も見てい
た。落ちる
瞬間も観た
が、間に合
わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担任以外
の職員
は、他の
コーナー
で遊んで
いる子ど
もを見て
いた。

担任２名
のうち１
名は振休
で代替保
育士が補
助で入っ
ており、
いつもと
違う雰囲
気だっ
た。

職員が複数い
る場合は声を
掛け合い、協
力・分担し
て、子ども達
の安全を見守
るようにす
る。担任が休
みの場合は子
ども達の雰囲
気も変わるた
め、特に気を
つける。
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令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

16 2 2
18.６
歳

2.女
児

なし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
2　)回/年

2.基
準配
置

今回の事
例では、
ソフト面
での要因
はないも
のと思わ
れる。

1.定期的
に実施

実施頻度(
２６４　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(２)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
２６４　)
回/年

今回の事
例での
ハード面
での要因
はないも
のと思わ
れる。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

ほかの園
児と関
わってい
て、本児
の慌てた
様子に気
づくのが
遅れた。

園児に慌
てている
言動が見
られると
きは、声
をかけて
落ち着か
せるよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児が遊ん
でいたおも
ちゃを他の
子が使うの
ではないか
と不安にな
り、離れた
ところから
慌てて走っ
たことが原
因おもちゃ
のところへ
向かった。
ステージの
手前で転倒
し、ステー
ジの側面に
肩を強打し
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ほかの園
児と遊ん
でいた。
本児とは
離れた場
所にはい
たが、本
児が転倒
する場面
は見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ほかの園児
と遊んでお
り本児とは
距離があ
り、本児が
転倒する場
面は見てい
なかった。
本児が転倒
後、園長に
報告にいっ
た。

園児に慌
てている
言動が見
られると
きは、声
をかけて
落ち着か
せるよう
にする。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰
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令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

15 2 2
17.５
歳

2.女
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

裂創、挫
創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

降園時間
帯で保護
者対応の
ため、保
育者の見
守りと声
掛けが十
分ではな
かった。

本児やクラ
ス全体でも
今回のケガ
についての
話をし、
座って待つ
ことを約束
する。安全
に待つこと
ができるよ
う、より一
層気を付け
て見守りや
声掛けを行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12

近くに子
どもが入
り込みた
くなる布
付きの
テーブル
があっ
た。

降園を待
つ時間帯
には、布
付きの
テーブル
を片付け
ておく。

7.その
他

降園時間
帯で保護
者対応の
ため、保
育者の見
守りと声
掛けが十
分ではな
かった。

本児やクラ
ス全体でも
今回のケガ
についての
話をし、
座って待つ
ことを約束
する。安全
に待つこと
ができるよ
う、より一
層気を付け
て見守りや
声掛けを行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

座って待つ
ことが難し
く、廊下を
行き来して
おり保育者
に声を掛け
られ布付き
テーブルの
前に座る。
しかし、そ
の中に入り
込んでしま
い姿が見え
なくなって
しまった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保護者対
応のため
玄関で対
応した
り、クラ
スの子ど
も達の声
掛け・見
守りをし
たりして
いたが、
本児が入
り込んだ
ところま
で確認す
ることが
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

クラスの
子ども達
の声掛
け・見守
りをして
いたが、
死角とな
り本児が
入り込ん
だところ
まで確認
すること
ができな
かった。

本児のそ
ばには保
育士がつ
き、見守
りと声掛
けを行う
ようにす
る。
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令和
6年3
月27
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

24 0 3 3
16.４
歳

1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

保育士の
配置等に
問題はな
いと考え
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

特になし

遊具の種
類や高
さ、保育
士の配置
の仕方
等、危険
な点はな
かったと
考える。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

年齢に合
わせた遊
具を選び
設定して
いた為。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

サーキッ
ト遊びで
友達と関
わりなが
らブロッ
クを渡っ
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

鉄棒の補
助をしな
がら、ブ
ロックで
遊ぶ園児
の様子を
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

平均台と
跳び箱の
補助をし
ていたの
で、対象
児の行動
からは目
を離して
いた。

ブロックを
渡る時に後
ろの友達の
方を向き、
話しながら
渡ったので
次のブロッ
クにうまく
乗れず踏み
外した。

前を見て進
むことな
ど、遊び方
について活
動の前に園
児に再確認
をする。職
員は園児の
様子を見守
り、危険な
遊び方をし
ている時は
すぐに対応
する。
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令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

4.3歳児
クラス

12 4 3
15.３
歳

1.男
児

受傷後すぐに近
医の整形外科を
受診したが、そ
の時は骨折なし
との診断あり、
痛みが持続した
場合は受診の指
示あり。翌日に
本児が痛みを訴
えた為、総合病
院を受診した結
果、骨折が判
明、病院名には
骨折を診断した
病院名を記載し
た。2歳10か月
ごろ、病院で協
調性運動障害の
診断あり。支持
の弱さ、左右差
があり、訓練を
定期的に受けて
いる。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
幹部骨折

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

沢山の保
育士がい
たが本児
が担任の
側にいた
ことは
知ってい
たが、危
険につな
がるとい
う認識が
なかっ
た。

担任だけ
でなくそ
こにいる
保育士が
児童の安
全を見守
るよう心
掛ける。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

事故現場
は、3歳
児には広
すぎた公
園だっ
た。

3歳児には
広すぎた公
園だったた
め、児童は
不安に思い
保育士のそ
ばにいたの
かもしれな
い。今後は
発達に応じ
た環境（公
園）を選ぶ
ことが必
要。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

しっぽを
渡すとき
には少し
落ち着か
せるよう
な対応を
すべきで
あった。

しっぽの
配布の時
は座らせ
るなど。
危険がな
いように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

しっぽと
りを楽し
みにして
集まって
きた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

身体の動
きに敏感
な子だっ
たので担
任にぶつ
かるとど
のような
動きで転
ぶなど予
想がつい
ていな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

本児の事
は見てい
たが、そ
のように
転ぶとい
う予想が
ついてい
なかった
ので声を
かけるこ
とができ
ていな
かった。

病院で協
調性運動
障害の診
断あり。
支持の弱
さ、左右
差があ
り、訓練
を定期的
に受けて
いるの
で、集団
行動の際
には気を
つけてか
かわって
いく。
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令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

46 0 4 4
16.４
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折
（全治1
か月）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(数)回/年

2.基
準配
置

午前中の
戸外遊び
では、会
議の為保
育教諭2
人が抜
け、４人
で保育し
ていた。

全体を見
渡しなが
ら過ごす
ことをよ
り意識
し、保育
教諭も広
がりなが
ら保育を
行ってい
く。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(４８)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭の木
など周り
を見てお
らず、足
をぶつけ
た可能性
がある。

周辺に砂場
道具を置い
ているた
め、木との
配置間隔を
十分に取
る。周りを
見て行動す
ることを意
識できるよ
う、側で見
守りつつ声
を掛けてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り戸外で
好きな遊
びを楽し
んでお
り、泣い
たり機嫌
を悪くす
るなど変
わった様
子は見ら
れなかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭で遊ぶ
子どもたち
を全体的に
見ており対
象児の動き
もその中で
見ていた
が、木にぶ
つかった姿
は見ていな
い。又、痛
みの訴えや
泣く様子も
その日は見
られなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当職員
と同じ
く、全体
を見てい
たが、対
象児が木
にぶつか
る姿は見
ていな
い。

翌日の一度
だけ保育教
諭に痛みの
訴えがあっ
たが、見た
目からは分
からず、変
わらずよく
動けていた
ため、発見
までに時間
がかかって
しまった。

痛みを一
度訴えた
ことを保
護者に伝
え、家庭
での様子
を聞きな
がら話を
し、病院
への受診
を進めた
り、様子
を見たり
してい
く。
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令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

63 0 0 13 15 16 19 0 4 4
15.３
歳

2.女
児

令和●年●
月に、肘内
障で病院に
行ったこと
があり、今
回も肘内障
の疑いが
あった。

8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1　)回/
年

2.基
準配
置

肘内障を
疑い、腫
れなども
確認した
が見当た
らず。初
診の際に
レントゲ
ンを撮っ
てもらえ
ば良かっ
た。

発達に合
わせた遊
びの提
案、実
践。肘内
障疑いの
時は、レ
ントゲン
も視野に
入れる。

1.定期的
に実施

実施頻度(
4　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/日

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/日

特になし

肘内障を
疑う際
は、レン
トゲンを
視野に入
れつつ、
今回同様
複数人で
相談・受
診検討を
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

発達に合
わせたリ
ズム体操
の項目を
選択して
楽しむ。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通り
リズム体操
を楽しんで
いた。手を
繋いで回っ
ていた際、
転んだか
引っ張られ
たのか、左
肘を痛める
様子が見ら
れた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他児の近
くで待
機。次の
番がくる
のを一緒
に待ち、
本児が楽
しんでい
る様子を
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の動
きや座っ
ている様
子を見た
り、全体
を見てい
たが、怪
我をする
瞬間を見
ることが
できな
かった。

特になし

本児が遊
びに参加
した際、
肘内障を
懸念して
本児の間
に入って
遊びに入
る必要が
あった。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

497

令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

17 0 0 0 3 14 3 3
17.５
歳

2.女
児

１か月程前
から鉄棒で
前回りをす
るようにな
り、進んで
取り組む姿
が見られ
た。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
外踝剥離
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

特になし

インシデ
ント、ア
クシデン
トレポー
トの活用
の継続。
OJT等で
経験の浅
い保育士
への事故
予防研修
の実施。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

鉄棒の下
に事故防
止用人工
芝を敷い
ていた
が、勢い
で人工芝
のない前
方部分に
落下し、
怪我をし
た。

児童の運
動発達や
状況にあ
わせ、
マット等
を敷いて
鉄棒を使
用する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

化繊の素
材、防寒着
をきたまま
鉄棒をして
いた。体を
回転する
際、動きに
くかった
り、鉄棒と
体の間が滑
りやすかっ
たと考えら
れる。

運動する
際の素
材、服装
に配慮す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

前回りが
できるよ
うになっ
て間がな
く、意欲
はある
が、動き
にぎこち
なさが
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
隣で鉄棒
をしてい
る児を補
助してお
り、対象
児が手を
離した際
に、手を
伸ばした
が間に合
わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊び
をしてい
る児の動
きを見て
いた。

本児の運
動の運動
能力にあ
わせた、
見守りや
運動補助
が不十分
だった。

児の運動
能力にあ
わせ、状
況により
一人ずつ
鉄棒をし
て補助を
行う。
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令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

26 7 11 8 3 3
17.５
歳

2.女
児

令和●年●
月に、家庭
で同じ箇所
を骨折し、
4週間ギプ
スをし、そ
の後添え木
で2週間過
ごした後、
完治した。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕（手
首付近）
骨折

8.その
他

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

危険箇所に
ついての確
認の時間を
会議や部会
等で取り、
把握したう
えで安全に
過ごせる働
きかけ等を
行えるよう
にする。ま
た、研修の
機会を取り
入れたい。

1.定期的
に実施

実施頻度(
4)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
4)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度
(使用の都
度)回/年

定期的な遊
具や玩具の
点検を継続
して行い、
危険箇所等
の共有を
もっとこま
めに行うと
ともに、必
要に応じて
修繕や改善
等を行える
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊び方の
確認を子
ども、職
員ととも
に行い、
危険が少
しでも減
らせるよ
う目を配
れるよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ブランコ
には一人
で乗って
遊んでい
た。特別
危険なこ
とをする
様子はな
く、いつ
もどおり
の様子で
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

複数の職員
が、本児が
ブランコに
乗っていた
ことは把握
していた
が、事故が
あった場面
は確認でき
ていなかっ
た。担当と
いう形でつ
いてはいな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

複数の職員
が、本児が
ブランコに
乗っていた
ことは把握
していた
が、事故が
あった場面
は確認でき
ていなかっ
た。担当と
いう形でつ
いてはいな
かった。

危険な箇
所や子ど
もの状況
など情報
をこまめ
に共有す
るととも
に、全体
に目を向
ける一人
一人の意
識を高め
ていきた
い。
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令和
6年3
月27
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

7 1 1
15.３
歳

2.女
児

発育状態：
良好、両肘
脱臼しやす
い。発生時
の天候：晴
天（前日
雨）

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

子どもの
発達段階
と保育士
の危険予
測につい
ての認識
の差。職
員が１名
であっ
た。

子どもの運
動発達につ
いての再確
認が必要。
ヒヤリハッ
ト報告の重
要性。職員
が複数で見
守り対応で
きるように
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

滑り台を
適切に使
用する分
には問題
がない。
誤った使
用による
事故。

正しく使用
することの
指導。雨露
等で濡れて
いる時はふ
き取り、完
全に乾いて
いる状態で
使用する。
飛び降り遊
びをする際
には、クッ
ションを敷
くなど安全
な環境を準
備してから
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

発達にふ
さわしく
ない高所
からの飛
び降りに
ついての
危険認
識。

遊具の安
全な遊び
方を再度
確認す
る。発達
年齢にふ
さわしい
活動計
画。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

過去にも
同様の飛
び降り遊
びを行っ
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

至近での
見守りで
はあった
が、全体
を見渡せ
るように
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担任以外
の職員は
それぞれ
のクラス
の保育中
であっ
た。

過去にも
同様の飛
び降り遊
びをして
いたがけ
がはな
かったの
で、危険
と感じて
いなかっ
た。

リスクマネ
ジメントに
ついて理解
する。保育
士２名の場
合は安全が
確保できる
範囲で遊
ぶ。できる
だけ、複数
で安全を見
守れるよう
にする。
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令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

22 2 5 8 3 4 9 8
17.５
歳

1.男
児

無
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

6回/年
2.基
準配
置

事故防止
や発生時
の対応に
ついて職
員間で周
知徹底す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
１２　)回
/年

今後も安
全に留意
し、確認
や点検を
行ってい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

太鼓橋で
遊んでい
てぶら下
がって降
りた時
に、着地
でバラン
スを崩し
転んだ。

常に危険
意識を
もって見
守る。遊
具の安全
な使い方
を知ら
せ、危険
な遊び方
をしてい
る場合に
は注意を
促す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

太鼓橋で
遊んでい
てぶら下
がって降
りた時
に、着地
でバラン
スを崩し
転んだ。
左足を痛
がり、激
しく泣
き、震え
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊具の傍
に立ち、
本児が遊
具から降
りるとこ
ろを見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

傍で見てい
た職員が２
名いた。他
の職員も５
名近くにい
たが、降所
する子ども
の対応をし
たり園庭全
体を見なが
ら、クラス
の子ども達
が園庭で遊
ぶ様子を見
守ってい
た。

保育者は、子
どもが安全に
遊んでいるよ
うに見えても
危険な状態に
陥ることがあ
るので、常に
危険意識をも
ち補助が出来
るような態勢
で見守りをす
る。子どもた
ちにも遊びを
通して安全に
ついての心構
えや、理解を
深めることが
出来るように
話をしてい
く。

501

令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

11 1 1
17.５
歳

2.女
児

友達とはよ
く遊ぶが、
戸外遊びで
は活発に動
きまわる事
が少なく、
身体の使い
方が上手で
はない。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

鉄棒で遊
んでいる
時保育教
諭は近く
にはいた
が落下を
防ぐ間が
なかっ
た。

鉄棒で遊
ぶ時は必
ず保育教
諭が横に
つき指導
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

足の届く
鉄棒での
事故を予
測できず
傍らでの
見守りが
できな
かった。

何気ないと
ころで転ん
だりぶつ
かったり、
いつ怪我を
するか予測
ができませ
ん。常に気
を配り事故
が起こるか
もしれない
という思い
で、安全に
過ごせるよ
うにする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

事故の起
きる要因
は予見で
きない為
日頃か
ら、かも
しれない
を念頭に
事故防止
に努める

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園時の検
温では36.7
度。午前中
は運動会に
向けバルー
ン、遊戯の
練習を行
い、昼食後
園庭で遊ん
でいた。平
常時と変わ
らず過ごし
ていた。逆
上がりの練
習中、他園
児が足を持
ち上げる手
伝いをして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

給食後の歯
磨きで、使
用したコッ
プを洗いな
がら見守り
を行うが、
遊具からは
2メートル
程離れてい
たため落下
を防げな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

当日4歳
児担当の
主幹保育
教諭は室
内から見
守ってお
り鉄棒か
らの落下
に気づ
く。

事故当時
の人員等
園庭での
見守り保
育教諭数
1名　園
庭にいた
園児数11
名

室外での
活動は園
児数と職
員配置に
無理があ
る場合は
取りやめ
る。
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令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

10 2 2
16.４
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性歯
の打撲

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
２　)回/
年

2.基
準配
置

特になし

園全体で
もう一度
マニュア
ルの確認
をする。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

今後も引
き続き子
どもたち
の環境に
配慮して
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
の様子で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
至近で対
象児を見
ていた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当者・
対象児の
動きを見
ていた

特になし

どんな時
でも怪我
をするこ
とがある
ことを念
頭に置
き、保育
に努め
る。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

503

令和
6年3
月27
日

1.認可
7.小規模
保育事業

4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

6 2 4 2 2
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕骨折
（ひび）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

手作り玩
具の安全
面が不十
分だっ
た。

手作り玩具
を作る場合
は、危険な
所がないか
をしっかり
と確認しな
がら作製す
る。 ま
た、事故予
防マニュア
ルを作成し
保育士で共
有する。

1.定期的
に実施

1 3.未実施 　
1.定期的
に実施

1

牛乳パッ
クで出来
ているた
め、安定
感が少な
く倒れや
すい。

乗り物の
重さを重
くした
り、着座
する面積
を広くし
たりして
安定感を
増やし転
倒しにく
くする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

乗り物の
使い方に
ついて子
ども達に
正しい乗
り方を伝
えきれて
いなかっ
た。

遊ぶ前
に、正し
い乗り方
をきちん
と伝えて
から遊べ
るように
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

普段遊ぶ
ことがあ
まりない
遊びなの
で、楽し
くなりふ
ざけてし
まった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

２歳児の保
育室で３人
の園児を見
ていた。対
象児が楽し
くなってし
まいふざけ
る姿が見ら
れたので、
その都度正
しく乗るよ
うに声をか
けていた
が、そのま
ま遊び続け
ていた。落
下する瞬間
に手を差し
伸べたが間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

すぐ隣で、
もう一つの
コーナーを
見ていた。
(園児３
名・保育士
１名)その
コーナーを
見ていたた
め、対象児
の動きを見
れていな
かった。

普段遊ぶ
ことがあ
まりない
遊びなの
で、楽し
くなりふ
ざけてし
まった。
保育士の
注意で止
めること
ができな
かった。

保育士が正し
く乗るように
伝えても守れ
なかった時点
で、一度遊び
を中断し、再
度約束をして
から遊ぶよう
にする。もう
一人のコー
ナー遊びを見
ていた保育士
も、乗り物で
遊んでる園児
を気にかけ、
注意ができる
ようにする。

504

令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

19 6 4 9 4 4
16.４
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右第３指
中節骨々
折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

事故発生
時の場
所、時間
など記録
をし、共
有化する

職員環境
（場の配
置人数）
を整える

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

毎日 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

子どもの
人数確
認、保育
教諭の配
置

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
元気に登
園してき
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

異年齢保育
中、園庭全
体を注意し
て見ていた
ところ、当
該園児が泣
いている様
子で気づい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
の遊具使
用補助等
をしてい
た

特になし

特になし
配置人数
的に問題
なし

505

令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

5 1 1
18.６
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
幹部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

事故発生
時の場
所、時間
など記録
をし、共
有化する

職員環境
（場の配
置人数）
を整える

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

毎日 特になし

特になし
設備利用
をしてい
る最中の
事故では
ないため

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

子どもの
人数確
認、保育
教諭の配
置

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
元気に登
園してき
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

当該園児
と他の園
児のドッ
ヂボール
を至近で
見守りし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児ら
数名以
外、室外
活動をし
ていな
かった。

特になし

特になし
配置人数
的に問題
なし

506

令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

17 0 0 0 5 7 5 2 2
16.４
歳

1.男
児

前方不注意
が多かった
り、自分の
力量が分
かっておら
ずケガをす
ることが多
い

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

上唇小帯
裂傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

職員会等
で職員に
周知する

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
)回/年

特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

コーンの
上に登っ
ていた事
と、たま
たま横に
鉄棒が
あった事

物の使い
方の正し
い使い方
を教える
（コーン
の上には
立たな
い）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の園児
もいたた
め見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
もいたた
め見てい
なかっ
た。

保育士同士
の連携が取
れていな
かった。1人
1人の子ども
の遊び方な
ど把握がで
きておら
ず、上に乗
る行為など
がケガに繋
がる遊び方
を止めるこ
とが出来な
かった。

保育士が
変わる時
に全体、
またはケ
ガをしや
すいこど
もを集め
て遊び方
などを改
めるよう
にする。
子ども達
に正しい
道具の使
い方を指
導する

507

令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

27 1 1
17.５
歳

2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

18
2.基
準配
置

―

全職員への
事故の詳細
の周知、環
境の整備、
子どもが自
身の行動に
ついて意識
できるよう
な指導をお
こなう。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

遊具の不
具合によ
る事故で
はないた
め、改善
策なし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

雲梯遊びを
していると
きに、目を
離したこと
が原因と考
える。職員
配置の少な
さも今後の
課題と考え
る。

雲梯を園
児が使用
している
間は、見
守りを強
化するこ
と。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

登園時刻
が遅く、
身体も十
分に起き
ている状
態ではな
く、固定
遊具（雲
梯）で遊
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児の問い
かけに答え
ようと雲梯
を離れた瞬
間に転落。
痛みを訴え
激しく泣い
たため、す
ぐに駆け寄
り様子を見
た。痛がり
方が通常で
はないと判
断し、職員
室へ連れて
いき処置・
保護者への
連絡を行っ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

泣き声に反
応し、数名
の職員が駆
け付けた。
氷を用意し
患部を冷や
したり、横
になるため
の簡易ベッ
ドと用意し
たりする対
応を取っ
た。

―

眠そうに
している
園児につ
いては、
特に注意
して見守
りを行
う。

508

令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

30 3 2
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

子ども達は
ゲームなど
でテンショ
ンがあがっ
てしまうの
で、しっか
りルールの
確認や準備
運動をし、
転倒防止に
努めていく
ように注意
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
特に改善
策はあり
ません。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ゲームの
ルールの理
解が出来て
いなかった
事も転倒の
原因の１つ
なので、子
ども達が理
解出来るよ
うにする。

活動中も
子ども達
がぶつか
り合わな
いよう、
十分距離
を保ち
ゲームや
活動を行
うように
改善策を
考える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ゲームの
際中、よ
り速く走
りたいと
いう思い
が強かっ
たか、慌
ててし
まった
か、勢い
よく走り
ぶつかっ
てしまう

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ゲームの
際中、３
人の職員
で見守っ
ていた
が、転ん
だ瞬間
は、間に
合わず手
をさしの
べる事が
出来な
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

ゲームの
際中だっ
たので、
少し距離
を保って
見守って
いた。

ゲームの
ルール、
走り方、
方向など
が的確
だった
か、けが
につなが
らない為
のゲーム
の進め方
はどうし
たらよい
かを話あ
う必要が
ある。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

509

令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

58 19 20 19 3 3
17.５
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左母指骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

特になし

余裕のあ
る職員配
置を行
い、怪我
等あれば
速やかに
対応する

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1 特になし
すべり台
に不具合
なし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

園内園外を
問わず、体
を動かした
り、粗大運
動や微細運
動を意識し
て取り入れ
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り、好き
な滑り台
をしてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

少し離れ
た場所
で、他児
の遊びを
見守って
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

離れた場
所で、他
児の遊び
を見守っ
ていた

特になし

受け身が
取れるよ
うに、運
動機能を
高める遊
びをする

510

令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

20 1 1
17.５
歳

2.女
児

雨上がり後
の、体を大
きく動かし
たいと思う
時間帯で
あった。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手小指
付け根の
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

14
2.基
準配
置

おにごっ
こで逃げ
る時、園
庭の外側
を走る傾
向があ
る。

園舎に近づ
かないで広
い場所で遊
ぶように予
め知らせ
る。適宜、
ウッドデッ
キ近くで見
守る。

1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48

テラスの
ウッド
デッキの
隙間に少
し指が
入った。

テラスの
ウッド
デッキの
上にマッ
トを敷
く。隙間
を埋め
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鬼がテラ
ス寄りに
追ってき
たが、テ
ラス手前
で横に逃
げられな
かった。

おにごっ
こを始め
る前にテ
ラス手前
にライン
等目印を
つける。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

逃げている
本児がテラ
ス付近を
走っている
時に後ろか
らタッチさ
れ、転んで
小指をつき
全体重を支
えてしまっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園児全体
の動きを
注意して
いたが、
咄嗟の出
来事だっ
た。すぐ
に保冷剤
で幹部を
冷やし、
応急処置
をした。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は給食準
備で各ク
ラスの部
屋にいた
ため見て
いなかっ
た。

ウッドデッ
キ近くに園
児か保育者
がいたなら
ば、タッチ
された時に
ウッドデッ
キに手をつ
かずに済ん
だかもしれ
ない。

保育者の
人数配置
に余裕が
必要。

511

令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

15 1 1
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

ずれのな
い骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

ドッジ
ボールや
器具を使
う活動の
時は、職
員を１人
多く配置
できるよ
うにして
いく

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎週月曜
日

1.定期的
に実施

毎日

芝生に物
が落ちて
いない
か、足が
躓きそう
なところ
がないか
など日々
点検して
いく

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

普段から
ボールを
取りたい
という意
志が強い

ドッチ
ボールを
行う際、
ボールを
取りに行
くときは
どう取れ
ばいいの
か確認し
ていく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ドッチ
ボールを
行ってお
り、外野
にいた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ドッチ
ボール
コート中
央で審判
をしなが
ら全体を
見ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他学年の職
員は同じグ
ラウンド内
にいたが、
他の遊具に
いる園児の
様子を見て
いた為、対
象児の動き
は見ていな
かった

ボールを
取りに行
く事で、
怪我をす
るとの危
険予知が
できてい
なかった

ボールを
取りに行
く際の約
束を確認
した

512

令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

59 30 29 4 3
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

特になし

職員会議
等で事故
予防につ
いて職員
周知を図
り、安全
について
の意識を
高めてい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

2
2.不定期
に実施

　 特になし

安全点検、
事故防止
チェックリ
ストなど職
員における
チェック方
法の見直し
を図る。
（あり得る
かもしれな
いことを予
測した
チェックの
仕方の意識
づけを行
う）

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

鉄棒下に
敷いてい
るマット
の大きさ
が不十分
であっ
た。

安全に遊
ぶための
環境を再
検討し、
改善を図
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

最近鉄棒に
興味をもち
だし、楽し
む姿が見ら
れる様に
なってい
た。この時
も友達のよ
うに鉄棒を
したいとい
う気持ちか
ら、担任の
いるそばで
鉄棒に取り
組もうとし
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担任は近く
で他児を見
ながら鉄棒
で遊ぶ子ど
も達を全体
的に見てい
た。近くに
いながらも
本児の行動
を把握でき
ておらず、
また本児の
能力に対し
て適切な補
助ができな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担任補助
は近くで
他児を見
ながら鉄
棒で遊ぶ
子ども達
を全体的
に見てい
た。近く
にいなが
らも本児
の姿を把
握してお
らず、本
児の補助
ができな
かった。

特になし

安全につい
て職員の意
識を高める
ために、職
員会議や園
内研修など
に意図的に
組み入れて
いく。また
個々の子ど
もの姿など
職員周知を
していく。
安全が確保
できないこ
と、危険だ
と思うこと
を常に言葉
にし、職員
周知と改善
を図る。

513

令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

5 1 1
17.５
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨頚
部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

5歳児
で、動き
も活発に
なり、少
しの油断
が大きな
事故につ
ながる。

今回の事
例を周知
し、危険
予知及び
安全管理
に対する
意識を高
める。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12

木のベン
チから飛
んだた
め。

安全な用
具で遊ぶ
ようにす
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

保育従事
者は、隣
でベンチ
に座って
いたが、
他児と関
わってい
たため、
対象児を
見ていな
かった。

子どもの
動きに気
を配るよ
うにする
ととも
に、正し
い用具の
使い方を
知らせて
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭に
て、友達
と鳥に
なって遊
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育従事者
は隣にいた
が、他児と
植物の種取
りをしてい
て、対象児
を見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他のクラ
スの職員
１名いた
が、クラ
スの子ど
もと遊ん
でいたた
め、対象
児に背を
向けてい
た。

担任1名
のため、
全ての子
どもの様
子を把握
していな
いことが
ある。

子ども全
体を見る
ように意
識する。
また、他
クラスの
職員と連
携してい
く。

514

令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

14 9 5 2 2
15.３
歳

1.男
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

14
2.基
準配
置

職員でヒ
ヤリハッ
トを共有
し、事故
予防に対
する意識
の向上を
図る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

280

玩具の点検
を行い、破
損したもの
があれば修
理または処
分する。施
設、遊具
等、安全点
検をしっか
りと行うと
ともに、必
要に応じて
早急に業者
に依頼し修
理する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもた
ちが座る
のを確認
してか
ら、DVD
の準備を
行わな
かったた
め。本児
が座ろう
と走った
先に、不
意に他児
が座った
ため。

DVDの準
備は子ど
もたちが
座るのを
確認して
から行
う。（複
数の職員
で行い、
必ず子ど
もの様子
を見守
る）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児は体
の使い方
が不器用
な所があ
り（バラ
ンス感
覚）、友
だちにぶ
つかるこ
とがあ
る。今回
は不意に
友達が現
れ、転
ぶ。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育士一
人はDVD
の準備の
ため、子
どもたち
から目を
離してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

もう一人
の保育士
は保育室
内だが、
離れたと
ころから
対象児を
見てい
た。

本児の動
きのぎこ
ちなさに
ついて配
慮してい
なかっ
た。

合同保育の
時は担任以
外の保育士
が保育する
ことも多
い。園の職
員全員が子
ども一人ひ
とりのこと
を理解し、
配慮できる
ようにす
る。（特に
配慮が必要
な子につい
ては、担任
がしっかり
と引継ぎを
行う）
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

515

令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

10 4 6 1 1
16.４
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左中指末
節骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

13

1.基
準以
上配
置

採用３年
目の保育
士であ
り、保育
経験が浅
い。

今回の事
故内容を
全職員に
周知し、
事故防止
に努め
る。ヒヤ
リハット
や主管課
から情報
提供され
る事故例
を十分に
活かした
研修を行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

4歳児8
名、3歳
児5名が
一斉に安
全に走る
ことがで
きる広さ
ではな
かった。

人数を分
けるな
ど、その
時々の状
況に合わ
せた対応
をする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

休みたい
と訴えた
対象児
を、ス
テージ上
で休ませ
た。ス
テージ上
で休んで
いる対象
児の側
で、体を
動かす児
童がい
た。

休憩場所
を保育士
の目が届
き、他児
の活動に
影響のな
い場所に
設定す
る。子ど
も達が、
危険な
く、落ち
着いて活
動できる
場所の設
定をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

マラソンを
していたが
休みたいと
訴えたの
で、活動か
ら離れ、遊
戯室のス
テージ上に
座ってい
た。走るこ
とが苦手
で、マラソ
ンなどでは
休むことが
通常。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

急に止まっ
たり、無理
に追い越し
をしたりす
ることを制
止しながら
一緒に走っ
ていた。別
の児童が転
倒し対応し
ていていた
ため、離れ
た場所から
対象児を見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室の
清掃をし
ていたた
め、その
場にいな
かった。

複数の児
童が同時
に転倒す
るなどア
クシデン
トの予測
が足りな
かった。
転倒した
児童への
対応で、
他児への
働きかけ
が不十分
であっ
た。

単数で保
育を行う
場合、全
体への目
配りや対
応が困難
な場合に
は、活動
の内容を
変更した
り、複数
の保育士
で対応で
きるよう
配慮す
る。

516

令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

4
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

22 7 7 8 5 5
15.３
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

尾骨腫れ

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

12
2.基
準配
置

異動した
職員が多
く、遊
び、子ど
もの姿な
ど把握で
きていな
い部分が
あった。

職員の配
置、連携
をとり、
その都度
話し合
う。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

48
特にな
し。

特にな
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特にな
し。

特にな
し。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ジャング
ルジムが
好きでい
ろいろな
方向から
登ったり
下りたり
して遊ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

複数の子ど
も達が同時
に遊び始め
たため、見
れなくなり
人数を減ら
しながら本
児を見てい
たが落下す
る瞬間に距
離が届かず
間に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

砂場、園
庭、草花
等の遊び
に分かれ
て職員が
いた。

職員が異
動し、園
での遊具
の約束、
対象児の
行動の把
握ができ
ていな
かった。

遊具の約
束を確
認、保育
士の位置
確認を
行った。

517

令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

19 7 5 7 1 1
17.５
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

年長児男
児。定型
発達児。

事故予防研
修は行って
いるので、
職員もしっ
かりマニュ
アル通りに
見守る事が
できてい
た。一瞬で
ケガにつな
がる事にな
ることを今
一度周知し
ていく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

365

鉄棒の下
に衝撃吸
収マット
などを敷
いていな
い。

少人数で
鉄棒はし
ていた
が、まだ
経験が浅
い児童に
対して
は、個別
について
いきたい
と思う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

雲梯・鉄
棒を1人
で見てい
た。

鉄棒の時
間、雲梯の
時間と分け
て遊ぶよう
にし、目を
しっかり向
けていきた
い。また、
フリー職員
を配置し、
鉄棒に1人、
雲梯に1人の
職員体制を
とってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

雲梯と鉄
棒でクラ
スの子ど
もたちと
遊んでお
り、前回
りをして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

雲梯と鉄棒
の時間を設
け、雲梯の
方に子ども
が多くいた
ため、雲梯
側にたち、
本児に目を
向け、次に
雲梯の方に
目を向け
る。その時
に落下し
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

クラスの
子どもと
遊んだ
り、他の
遊具の見
守り等を
してい
た。

1人で前
回りをし
ていた
が、転落
の予想が
つかな
かった。

雲梯と鉄
棒は体全
身を使う
運動なの
で、瞬間
で危険も
多い、遊
び慣れて
いない児
童に対し
ては、個
別対応を
してい
く。

518

令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

36 16 20 4 4
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

職員4名は、
それぞれの
遊び場に配
置していた
が、遊び場
での子ども
達との関わ
りになり、
フリー（鬼
ごっこ等）
で遊んでい
る園児の危
険に気づく
ことができ
なかった。
各遊び場の
職員の立ち
位置を見直
し、職員間
で声をかけ
合ってい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

定期的に
点検をし
ている
が、遊ぶ
前に遊び
場点検を
し、遊び
の環境を
整備して
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鬼ごっこ
で友達を
つかまえ
ることに
夢中にな
り転倒し
たので要
因はな
し。

遊びに夢中
になり体の
バランスを
崩し転倒と
なることも
あるので、
遊びの前後
に子どもた
ちと話し合
う場を設定
し、危険の
ないように
遊ぶにはど
のように注
意をしてい
くか等、考
え・気づけ
るようにし
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

健康面で
もいつも
と変りな
く元気に
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

鬼ごっこ
に参加し
ているこ
とは確認
していた
が、転ん
だ場面は
目視確認
していな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

固定遊具
や砂場等
の各遊び
場や個別
対応の子
どもに付
き添って
いた。

普段から
遊びにつ
いて予測
されるこ
どもの動
きに、配
慮しなが
ら見守
り、声か
けをす
る。

519

令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

25 10 5 10 2 2
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左ひじ関
節の骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

7

1.基
準以
上配
置

遊具の使
い方、遊
び方を検
討してい
く。

1.定期的
に実施

12回/年
1.定期的
に実施

１回/年
2.不定期
に実施

12回/年

遊具を使
用前にも
点検を
行ってい
く

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

異年齢で
過ごす中
で安全に
遊べる環
境を考え
ていく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ブランコが
好きで日頃
から他児と2
人乗りをし
ていた。当
日もよく一
緒に乗って
いる友だち
と2人乗りを
しており、
片手を離す
ことが危険
だという認
識が薄れて
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

年長児は
ブランコ
の2人乗
りを日頃
から行っ
ていたこ
ともあ
り、保護
者の対応
の方に目
を向けて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で他
児のトラ
ブルに対
応してい
たため見
ていな
かった。

個別の対
応に入る
際は別の
職員に声
掛けをす
る等、必
ず1人は全
体を見る
ことがで
きるよ
う、職員
同士の連
携を密に
してい
く。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

520

令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

68 31 37 5 5
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

右上Ａ打
撲

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

子どもの
発達状況
を考慮し
危険予知
が十分に
できな
かった。

事故防止
マニュア
ルの読み
合わせを
行い、安
全保育の
力を高め
る。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

ベンチが
園庭の角
にあった
ので子ど
もの突然
の行動に
対応でき
なかっ
た。

ベンチの
場所を変
えて子ど
もが安全
に遊べる
ようにし
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
行動が予
想外であ
り発達状
況を考慮
し危険予
知が十分
にできな
かった。

子どもの
行動特性
について
情報共有
し、事故
パターン
を予想す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児は
かくれん
ぼをして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児から
１ｍ程離れ
たところで
対象児の様
子を見てい
たが、瞬時
の出来事に
事故を防ぐ
ような動き
がとれな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

長縄跳び
や集団遊
びで他児
と遊んで
おり見て
いなかっ
た。

対象児を
Ａ男が背
中から押
す行動を
予想しな
かった。

子どもの
行動特性
について
情報共有
し、事故
パターン
を予測す
る。

521

令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

17 2 2
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

特に問題
はなかっ
た。

園児の動
きを常に
把握し、
危機意識
を持つ。
職員全員
による事
故予防研
修を実施
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
特に問題
はなかっ
た。

今後も危
機管理意
識をもっ
て、安全
に過ごせ
る環境面
に気を配
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

絵本を交
換するた
め、寝こ
ろんで遊
んでいた
友達を跨
いで本棚
に行こう
とした。

子どもの
動きを予
見して、
安全に遊
べる遊び
の場の確
保をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

寝ころん
でいた友
達を跨ご
うとし
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

一人は少
し離れた
ところで
見てい
た。もう
一人は他
の子ども
たちと一
緒に遊ん
でいた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室に
は、担当
保育士の
みだった

寝ころんで
遊んでいる
子どもに声
をかけ、
座って遊ぶ
ように促
す。子ども
の動きを予
見し、安全
な遊びの場
を確保す
る。

可能な限
り、危機が
起こる前に
予見し、安
全管理・危
機管理の視
点に立っ
て、子ども
たちが安心
して過ごせ
るように、
また責任を
もって保育
していく。

522

令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

3
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

15 4 11 3 3
16.４
歳

2.女
児

片足を上げ
て座る癖が
ある。小柄
である。

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性歯
の脱臼、
外傷性歯
牙亜脱
臼、G・
GA

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

2.基
準配
置

子どもに
声をかけ
ず、机を
動かして
しまっ
た。

職員会
で、職員
に共有し
注意を促
した。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(12　)回/
年

子どもが
不安定な
姿勢でイ
スに座っ
ていた。

職員会
で、姿勢
を正して
座ること
の重要性
を確認し
た。机・
イスの高
さを低い
ものに変
更した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
姿勢をよ
く見ず
に、机を
動かして
しまっ
た。

丁寧に子
どもを見
る。職員
会で、職
員に共有
し注意を
促した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

当該児はい
すに腰掛
け、机の前
に座ってい
た。左足は
椅子の上で
右足は降ろ
した状態
で、両手を
机につき前
かがみの姿
勢だった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

机を並べ
るため、
側にい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

2名とも、自
分の担当児
の喫食のた
め自分の机
の周りに注
意を向けて
いた。机は
保育士一人
につき一台
あり、そこ
に自分の担
当児を座ら
せ喫食す
る。

机をずら
すこと
で、手が
外れて転
倒すると
思ってい
なかっ
た。

職員会
で、職員
に共有し
注意を促
した。
（丁寧に
みて机の
移動等の
際は注意
する。普
段からお
互いに声
を掛け合
う。）

523

令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

15 1 1
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

１人の保
育者で見
ていた。

外に出る
時間を検
討した
り、保育
者の人数
を増や
す。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

1

事故発生
との関連
性がな
かった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭に出
た時間帯
が夕方で
疲れが出
て集中力
が切れや
すかっ
た。

静の遊び
(砂場)
や、職員
が見きれ
る範囲内
での遊び
を取り入
れる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

うんてい
で遊んで
いる際、
手を滑ら
せて落
下。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児が
うんてい
で遊んで
いるとこ
ろから少
し離れた
場所で、
別の児童
と関わっ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

少し離れ
たところ
で他児と
関わりな
がら見
守ってい
る状況で
あった。

全体が見
渡せる場
所にいる
ように
し、遊び
方を工夫
する。必
要に応じ
て人員を
増やす。

524

令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

18 1 1
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左小指基
節骨骨端
線損傷

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
３　)回/
年

2.基
準配
置

境内で鬼
ごっこをし
ていた為、
地面がアス
ファルトで
硬かった。
鬼ごっこに
夢中にな
り、周りと
の距離が近
い中突発的
に動いてし
まった。

集団がで
きている
際は、声
をかけ周
りと距離
をとるよ
う声をか
ける。			

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

環境づく
りが不足
してい
た。

外に出る
際は１名
以上で保
育士が細
かな声が
けや見守
りができ
る環境を
作る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り、元気
に鬼ごっ
こを楽し
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

鬼ごっこを
している園
児全体が見
える位置取
りをしてい
た。対象園
児とは１０
～２０ｍ程
距離はあっ
たが目視し
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

クラスに
残り汚物
処理・消
毒作業を
行ってい
た。

子どもた
ちとの
ルール共
有が不足
してい
た。

まとまっ
て逃げな
い。逃げ
る時は友
達と距離
を置いて
ぶつから
ないよう
に逃げ
る。等の
声がけや
ルール設
定をす
る。

525

令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

5
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

33 10 11 12 3 3
17.５
歳

1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

子どもの
主体性を
尊重する
中で、あ
る程度自
由に遊ば
せてい
た。

転倒のリ
スクがあ
ることな
ど、二輪
車を使用
させる際
の注意事
項を再確
認する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

12

園庭に防
球ネット
が設置し
てあり、
少し手狭
になって
いた。

他の場所
に防球
ネットを
移動し
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
主体性を
尊重する
中で、あ
る程度自
由に遊ば
せてい
た。

朝夕の職
員が手薄
な時間に
は、職員
が遊具を
選定して
遊んでも
らうよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

年長児数
名が二輪
車で遊ん
でいて、
そのうち
の２名が
衝突して
１名が転
倒した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

異年齢で
園庭で過
ごしてい
て、特に
対象児を
注視して
いる訳で
はなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

３才以上児
と３歳未満
児が別のエ
リアで遊ん
でいたた
め、それぞ
れの持ち場
の園児を見
守ってい
た。

登園した園
児が順に遊
びに加わっ
ていく状況
であり、ま
た、自由に
遊びを選択
できる状況
下での事故
であった。

衝突を回
避するよ
うな声掛
けをして
いく。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

526

令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

31 9 10 12 8 8
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

前歯（中
切歯・側
切歯）打
撲

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

園内で危
険個所や
ケガの報
告等を随
時行って
いるが、
様々な活
動時の危
険予測に
ついて職
員で検討
すべき
だった。

安全会議
や活動内
容検討時
に安全面
の検討を
行う。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

実施頻度(
４　)回/
年

遊戯室に
3～5歳児
のコット
が積んで
ある為、
遊戯室を
広々と使
うことが
出来な
かった。

リトミッ
クなど体
を動かす
活動で、
尚且つク
ラスが合
同で活動
する際に
はコット
を廊下に
出すなど
して遊戯
室を広く
使えるよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

入ったばか
りの新入園
児がリト
ミックの動
きを理解し
ていない事
を配慮しな
かった。3
クラス合同
ということ
もあり、
もっと遊戯
室を広く使
うべきで
あった。

新入園児
が加わる
時や新し
い種目が
ある時は
子どもの
動きを予
想し、配
慮が必要
な子ども
には保育
士がつ
く。ま
た、遊戯
室も広く
使う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ピアノの
音に合わ
せ、走
る、止ま
る、寝転
がるなど
体を動か
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

子どもの見
本となるよ
うに子ども
と一緒に体
を動かして
いた。前の
週もリト
ミックをし
て問題な
かったこと
から、プロ
グラムも特
に変更せず
行ったが、
新入園児の
動きには配
慮しきれて
いなかっ
た。また、
新入園だが
活動に積極
的に参加し
ていること
から、問題
を感じてい
なかった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

子どもが
内回りや
逆回りを
しないよ
うに要所
に立った
り、動き
の補助を
してい
た。しか
し、新入
園の動き
を予想で
きなかっ
た。

配慮が必
要な子が
複数いる
ため、新
入園児の
動きにま
で気が回
らなかっ
た。

予想され
る子ども
の動きを
話し合
い、参加
する職員
に周知
し、必要
な配慮を
する。

527

令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

30 　  6 8 9 7 4 4
16.４
歳

2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

 1.遊
具等か
らの転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

危険箇所に
子どもはい
なかったこ
とや、付近
の築山では2
歳児数名遊
んでいたが
危険がない
と認識、ま
た、人数が
いることで
過信し雑務
業務(玩具の
片づけ等）
を始めてし
まったため
危険箇所か
ら目を離し
てしまっ
た。

リスク要
因の高い
危険箇所
の再確認
をし、職
員配置を
徹底す
る。雑務
等の業務
は園児帰
園後に行
う。

1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(240)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

遅番業務
中、担任で
はない職員
が配置さ
れ、鉄棒横
の築山にて
本児と友達
が仲良く遊
んでいると
ころを確
認。心配な
いという状
況だった
為、他の園
児の方へ見
守りに行っ
た。目を離
した隙に気
がつくと鉄
棒付近にて
本児が転倒
していると
ころを発見
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

規程の人
数以上の
配置で
あったた
め、入室
準備のた
め雑務
（玩具等
の片づ
け）を付
近の子ど
もたちと
一緒に始
めてしま
い、危険
箇所への
見守りを
怠った。

普段より危
険箇所であ
る鉄棒へは
見守りを必
ずするよう
職員は意識
し実践して
いたが、子
どもがいな
かったので
その場を離
れてしまっ
た。気がつ
いた時には
本児が転倒
している形
となってし
まった。ま
た、職員人
数が減少す
る時間に合
わせて雑務
業務をこな
そうとして
しまったこ
とが要因と
考えられ
る。

リスク要
因の高い
危険箇所
の再確認
をし、職
員配置を
徹底す
る。雑務
等の業務
は園児帰
園後に行
う。

528

令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

22 2 2
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

職員間で
事故につ
いて共有
し、今後
の事故防
止につい
て話し
合った。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

凹凸部分
がない場
所のた
め、特別
な改修等
は考えて
いない
が、これ
まで通り
園庭整備
を行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

これまで
通り年齢
や人数に
配慮し、
安全に遊
べるよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

大型遊具
の方から
園庭中央
に向かっ
て走って
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

事故の瞬間
は見ていな
かったが、
遊んでいる
様子は把握
していた。
後に防犯カ
メラで事故
の様子を確
認した。他
児のトラブ
ルの対応に
１名、大型
遊具付近に
て見守り１
名

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

クラス担
任ではな
い職員が
遊具付近
で見守り

各大型遊
具設置場
所に１名
以上の職
員を配置
する。

529

令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

21 2 2
17.５
歳

2.女
児

発生時の天
候は晴れ、
室内では子
どもたちの
間隔をあけ
て並び順番
に跳び箱を
跳ぶように
していた。
また、転倒
の際に体を
支えられる
ように保育
者がそばに
ついてい
た。

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左中指基
節骨骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし

安全確保
ができる
よう人員
配置がで
きてい
た。

1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48 特になし

安全を考
慮し、室
内用の跳
び箱を使
用し、安
全確保を
してい
た。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

準備運動
をし、怪
我を未然
に防ぐよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

運動会で
跳び箱を
跳んでみ
たいとい
う子ども
の希望を
受け止
め、跳び
箱に取り
組むこと
になっ
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
(対象
児に接
してい
た)

跳び箱を跳
んだ時に転
倒し怪我を
防ぐよう跳
び箱の着地
付近に保育
者が立って
いた。子ど
もが跳ぶ際
にどんな跳
び方をして
いるか、手
の位置はど
こか、踏み
切り台への
着地につい
て足の位置
や踏み切り
はできてい
るか等、注
意を払って
補助をして
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

自由遊び
時であっ
たため、
跳び箱以
外で遊ん
でいる子
どもたち
について
いた。

特になし

跳び箱を
していく
にあた
り、手の
位置や跳
ぶタイミ
ングなど
再度個々
に指導す
る。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

530

令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

17 8 9 2 2
17.５
歳

1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左小指中
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

特記事項

ケガや危
険の予測
をし、事
前の声掛
けや遊び
の内容を
見直す。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

36
1.定期的
に実施

12

保育室内
で行うに
は手狭で
適切な空
間が取れ
ない遊び
であった
ので、広
いスペー
スのとれ
る遊戯室
や園庭な
ど適した
場所で行
うように
する。

園児用
テーブル
は仕切り
としては
適してい
ないの
で、テー
ブルの用
途以外で
は使用し
ない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

雨天だっ
たので、
戸外遊び
が出来ず
体力を発
散させる
遊びが出
来なかっ
た為やり
すぎてし
まったの
ではない
か。

雨天でも
身体を動
かす遊び
が安全に
出来るよ
うに、遊
戯室や広
い安全な
スペース
で遊ぶ機
会を作る
ようにす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

雨天で戸外
で遊ぶこと
が出来ず体
力が有り
余ってい
た。そのた
めいつも以
上に活発に
遊びに参加
しており、
気分が高揚
して手加減
が上手く出
来なかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊びこん
でいたた
め、近く
でケガの
ないよう
に様子を
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

加配児で
遊びにな
かなか入
れない子
がいたの
で担当児
を見てい
た。

戸外遊び
のできな
い雨天の
日はどの
ような遊
びが適し
ているの
かを考え
て取り入
れてい
く。

531

令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児
クラス

8 2 2
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

左上の乳
前歯の歯
根の破折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

遊具の対
象年齢に
ついての
認識が甘
かった

対象年齢
を守り、
子どもの
発達に合
わせた遊
具や遊び
の提供を
行う

2.不定期
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

50

太鼓橋は
幼児対象
のため
バーの間
隔が広い

太鼓橋に
ネットを
張る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

1人でや
りたい本
児の気持
ちを予測
せずに保
育士がそ
の場を離
れた

危険が予
測される
場合に
は、子ど
もを安全
な場所へ
誘導する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

1人でで
きる自信
があり、
保育士の
戻ってく
るまで待
つことが
できな
かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

直前まで
本児の対
応をして
いたが、
他のこど
ものトラ
ブルの仲
裁をして
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子ど
もの対応
をしてい
た

本児の動
きを見て
いる保育
士がいな
かった

トラブル
が発生し
た時点
で、他の
保育士に
応援を頼
む

532

令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

12 6 1 2 3 0 12 10
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

保育士は
子どもの
状況把握
に努める
ようにす
る。お迎
えがあっ
たとすぐ
動かずに
周囲を確
認してか
ら部屋に
入る

新年度とい
うこともあ
り、鉄棒あ
そびは時間
を決めて遊
ぶようにし
た。鉄棒の
使い方の方
法を聞く。
子どもの状
況（発達）
を見て、手
を支えたり
保育士がそ
ばにつく等
確認をす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

安全面のた
め鉄棒の下
には、必ず
マットを敷
いていた。
子どもの動
きにあった
保育士の立
ち位置を考
える。

保育士が
見守って
声をかけ
たり、そ
ばにつく
こと

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

状況把
握、人数
が少ない
からと油
断しな
い。

お互いの
行動に声
掛けをす
る。声を
かけられ
た職員
は、全体
把握をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鉄棒がで
きるよう
になった
ことが嬉
しくてみ
んなに見
てもらっ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

落ちるの
を止めら
れなかっ
たが、す
ぐに看護
師、保育
士が対応
する

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

声をかけ
て子ども
の様子を
見る人、
他の子ど
もを見る
人、連絡
をする人
に分かれ
て対応を
する。

入園式当日
で、職員も
子どもたち
もいつもの
ように流れ
がうまく
いっていな
かったの
か、夕方の
子どもの少
ない時間帯
の見守りを
考え直す。

職員間の連携
を見直す。お
迎えに子ども
たちも興奮し
たりするの
で、子どもに
も声掛けの大
切さと安全面
の見守りを続
ける。保護者
との連絡の取
り方の工夫を
する。

533

令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

75 23 23 29 4 4
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

18

1.基
準以
上配
置

園庭に凹凸
があったた
め足を取ら
れた。子ど
も自身が怪
我を回避で
きるように
園庭に出る
前に指導を
している
が、危険回
避の感覚を
身に着ける
ことと、実
際の危険回
避との線引
きは難しい
と感じる。

全職員へ
の事故の
詳細の周
知、環境
の整備、
子どもが
自身の行
動につい
て意識で
きるよう
な事前、
及び保育
中の指導
を行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

園庭に凹凸
があったた
め足を取ら
れた。子ど
も自身が怪
我を回避で
きるように
園庭に出る
前に指導を
している
が、危険回
避の感覚を
身に着ける
ことと、実
際の危険回
避との線引
きは難しい
と感じる。

園庭の凹
凸につい
て点検を
行い、起
伏が激し
い箇所に
ついては
平坦にす
るなどの
対策をと
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもが
集団で園
庭に出て
いる場合
は速い動
きをする
ことによ
る事故の
確率が上
がると考
えられ
る。

園庭での
自由遊び
に際して
は、子ど
もの人
数、動
き、年齢
を見て遊
びの種類
を変える
ような促
しを行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

３歳以上
児の午後
保育の子
どもたち
が年齢に
関係なく
自分の好
きな遊び
をしてい
る状況。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育者４人
が園庭に間
隔を置いて
立つ。鉄
棒、雲梯な
ど危険性が
高いと考え
られる遊具
には、特に
近くでアド
バイスをし
ながら見
守ってい
た。対象児
が泣き出し
て一番近く
にいた職員
が駆け寄っ
て、子ども
を職員室の
方へ連れて
行った。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

こどもの泣
き声で気づ
き、対象児
のほうへ近
づいて援助
を行った。
職員室にい
た職員に渡
したあと
は、元のよ
うに園庭の
見回りに
戻った。

― ―

534

令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

39 12 14 13 7 6
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
内側上顆
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未
実施

　

1.基
準以
上配
置

すべての職
員が全体の
見守りをし
ているが、
登園、所持
品の始末を
している子
がいたた
め、見守り
の体制が通
常時に比べ
て手薄と
なった。

職員会議
や園内研
修で、事
故報告の
情報を共
有して、
全職員の
安全危機
管理意識
を高めて
いく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

240

隣接する
椿の木の
枝が伸び
ていた。

隣接する
椿の木の
枝を切
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

前の週から
裸足での水
遊びを始め
る。固定遊
具で遊ぶ際
はズックを
履くように
伝えていた
が、新しい
流れが見に
ついていな
かった。

固定遊具
で遊ぶ際
は、必ず
ズックを
履くこと
を徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

裸足で泥
遊び、水
遊びをし
ていた
が、友達
に誘われ
て太鼓橋
に向か
う。椿の
葉を取ろ
うとして
足を滑ら
せ転落。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

泥水遊びの
コーナーに
配慮の必要
な子がいた
ので、泥山
コーナーか
ら見守って
いた。本児
が裸足のま
ま太鼓橋に
向かったこ
とに気が付
かなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育者そ
れぞれが
配慮を要
する子に
ついて見
守ってい
た。

本児が裸
足である
ことに誰
も気付か
なかっ
た。運動
能力が高
い子なの
で、遠く
からの見
守りで大
丈夫だと
思ってし
まった。

総合遊具
で遊ぶ際
には必ず
ズックを
履く（裸
足、長靴
は危険）
の約束を
する。総
合遊具で
遊ぶ際に
は必ず、
職員がそ
ばにつ
く。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

535

令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

24 3 3
16.４
歳

2.女
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(５)回/年

2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(12）回/
年
実施頻度
（3）回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(96)回/年
実施頻度
（48）回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

新年度
で、子ど
もたち一
人一人の
動きの把
握が十分
にはでき
てない。

固定遊具を
使用してい
るときには
職員間で連
携し目を離
さないよう
にする。手
を離さない
などのブラ
ンコの遊び
方や、固定
遊具の使い
方を子ども
たちと再確
認する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児と一
緒にブラ
ンコで遊
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ブランコ
で遊んで
いる児を
見守って
いたが、
他児に呼
ばれその
場を離れ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育士1
名は怪我
をした児
に付き添
い事務室
にいた。
保育士1
名はジャ
ングルジ
ムの側で
子どもを
見守って
いた。

ブランコ
で見守っ
ていた
が、場を
離れてし
まった。

他児と関わ
るため、ブ
ランコや鉄
棒の側から
離れる時も
保育士は全
体を見渡せ
る位置に立
つ。ブラン
コから離れ
る時には、
他の保育士
と連携し見
守ることが
できるよう
にする。

536

令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

50 11 19 20 7 3
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

０～１
2.基
準配
置

危機管理
意識を高
めるため
の考察後
の情報共
有

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

遊具の位
置の確
認・安全
点検

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員の立
ち位置を
考えなが
ら、丁寧
に見守り
声をかけ
ていく

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

室内から
園庭に出
てすぐと
いうこと
で、気持
ちが高揚
していた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

友だちと
追いかけ
ごっこを
している
姿は見て
いたが、
砂場の方
から見
守ってい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

太鼓橋の
ところに
おり、本
児が慌て
て登った
状況は把
握した
が、一瞬
なことで
阻止でき
なかった

鬼ごっこの
時は遊具に
乗らないと
いうルール
はあった
が、気持ち
の高まりも
あり登って
しまった。

遊び方を
見直し、
ルールを
子どもた
ちと再確
認すると
ともに、
職員の立
ち位置や
視界の確
保など職
員の配置
を検討す
る

537

令和
6年3
月27
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

3 3 3
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

1.基
準以
上配
置

特にな
し。事故
があった
時間は職
員3名、
園児15名
で基準は
満たして
いる

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/週

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/月

踏み台に
なる物
(積木)を
自分で
持ってき
て棚に登
り、マッ
トのない
所へとん
だ

低めのと
び箱と
登って遊
べるカ
ラーボッ
クスを常
設し、そ
ばには
マットを
敷いた

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

声かけだ
けでは降
りなかっ
たので一
人ずつ降
ろしてい
た。対象
児はその
間にジャ
ンプした

登りそう
になる前
に声をか
け止める
ようにす
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

外遊びの
延長で入
室後も落
ち着いた
遊びがで
きていな
かった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

棚に登っ
ている複
数の園児
に気づ
き、声を
かけ順番
に降ろそ
うとして
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

排泄室に
1名、2ｍ
ほど離れ
たままご
とコー
ナーに1
名の職員
がいた

棚に登る行
為は危険で
あることを
声掛けで促
していた
が、気付い
た時にすぐ
降ろせば飛
び降りるこ
とはなかっ
た

職員同士
で連携
し、棚に
登る前に
止めるよ
うにす
る。踏み
台になる
遊具を棚
の近くに
置いた際
は動きを
見て、判
断する

538

令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

21 3 2
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

園庭の草
や砂で滑
ることに
よる転
倒、鬼
ごっこで
の追いか
けっこ

改めて重
大事故防
止マニュ
アルの確
認を行
い、職員
一人ひと
りが内容
を熟知す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

雨上がり
でいつも
より園庭
が滑りや
すかっ
た。

定期的な
点検を行
い、不備
が見つ
かった場
合は修繕
を行い改
善する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

滑りやす
かった。

園庭の定
期的な除
草や整
地。活動
の見守り
のなか
で、子ど
もの動き
の予測等
安全に配
慮する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

楽しみな
活動だっ
たので意
欲的に走
り、転倒
後もすぐ
に走り出
し活動に
参加す
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全体の活動
を見守って
いた。すぐ
そばに走っ
てきて転倒
したので声
をかけた
が、すぐに
活動にもど
り走りだし
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
の動きを
見てお
り、側に
走ってき
て痛みを
訴えて座
り込んだ
際に声を
かけた。

個々の状
態を把握
し、行動
の予測を
行った
り、ケガ
の際の適
切な処置
ができる
様に実践
する。

539

令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

19 11 8 4 4
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
骨折・骨
嚢腫

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

熱中症や
誤嚥など
看護師目
線での研
修の機会
はある
が、職員
の立ち位
置や動き
について
の研修は
特にされ
ていな
かった
事。

職員の立
ち位置や
動きに問
題があっ
た「ヒヤ
リハッ
ト」を用
いた研修
を行って
いく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

日除けテ
ントのヒ
モが垂れ
下がって
いた事。

園庭に出
た時に１
人が全体
に危険の
ない物が
ないか確
認し、活
動の途中
でその場
から離れ
る事がな
いように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

4歳児と
いう事と
園児の人
数も少な
かった事
もあり危
機感が薄
れていた
と思われ
る。

少ない人数
だからこそ
１人１人の
保育教諭が
危機感を持
ち、4歳とい
う子どもの
特性（何で
もできるよ
うになり子
どもの発想
から危険な
行動をとる
事もある）
を理解し保
育にあたる
よう周知し
ていく。子
ども達にも
事故のこと
を話し注意
を促してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

柵につか
まりなが
ら50セン
チほどの
高さの水
道に登っ
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

テントか
ら垂れ下
がってい
たヒモを
他児が指
に巻きつ
けていた
ので危険
に思い、
切る為に
室内にハ
サミを取
りに行っ
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

機嫌の悪
い他児を
抱いて関
わってい
た

園庭に２
名の保育
教諭がい
たが、１
名がその
場を離れ
る際には
その事を
もう１名
に伝えて
いかな
かった
事。

保育教諭
が自分の
持ち場を
離れる時
はその事
を他の保
育教諭に
伝え、全
体を見て
もらうよ
うにす
る。

540

令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

5.4歳児
クラス

38 5 5
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首剥
離骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

10

1.基
準以
上配
置

職員会
議、幼児
ミーティ
ングで事
象の振り
返りを
し、指導
の改善を
図る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

ハード面
に関わる
事象では
なかっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員が一
人一人に
目を配る
ことがで
きる配置
を工夫す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちが
走ってい
る本児を
抱きかか
えた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童の見
守りをし
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

児童の見
守りをし
ていた。

友だちを
抱きかか
える行動
について
気をつけ
るよう指
導を行
う。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

541

令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

22 2 3 4 5 4 4 2 2
18.６
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

大尺骨骨
間部骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

3 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

人数に対
し、靴取
りの枠が
少し小さ
く、衝突
に繋がっ
てしまっ
たのでは
ないかと
考えられ
る。

靴取りの
枠を人数
に適した
大きさに
し、環境
を整えて
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りであっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児から
離れた場
所で他児
と遊んで
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

本児の動
きを見て
いなかっ
た。

その場に
保育者が
居らず、
怪我に気
づくこと
が出来な
かった。

本児の特
性から、
傍で遊び
を見守る
ことが必
要であっ
たため、
保育者の
配置を適
切に行
う。

542

令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

3 3 3
15.３
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
通顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(10)回/年

1.基
準以
上配
置

入室への
切り替え
時で子ど
もが焦っ
てしまっ
たか、後
に食事が
控えてい
たため、
気持ちが
浮足立っ
てしまっ
たかもし
れない。

入室時に
子どもの
気持ちを
焦らせる
ことな
く、落ち
着いて保
育室に向
かうこと
ができる
ようにす
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(24)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

地面に気
付かない
くらいの
傾斜が
あったの
かもしれ
ない。

地面に凹
凸がある
際はトン
ボをかけ
て平らに
している
が、気付
いた人が
いたら声
に出して
もらい、
習慣化し
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

直前まで
本児は追
いかけっ
こをして
いたの
で、気分
が高揚し
ていたの
と、お腹
が空いて
食事を早
く食べた
くて、気
持ちが急
いだのか
もしれな
い。

急がず落
ち着いて
入室でき
るよう、
保育者が
言葉かけ
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

直前ま
で、仲良
しの友達
と追いか
けっこを
してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

職員は入室
への切り替
え時だった
ため、室
内、戸外、
テラスと三
か所に分か
れて子ども
についてい
た。事故前
後の対象児
の動きは把
握していた
が、一人は
最後の子ど
もと砂場の
片付け、一
人は入室し
た子どもの
トイレの見
守りをして
いたため、
事故発生の
瞬間は見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

テラスに
いた入室
担当の保
育士が事
故発生後
に気付
き、担任
に報告し
た。

追いか
けっこの
延長気分
で高揚し
ていたの
に、それ
に対して
の言葉か
けをしな
かったせ
いかもし
れない。

場面の切
り替え時
は子ども
は気が緩
み、保育
者は慌た
だしい時
なので、
意識しな
がら保育
をする。

543

令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

57 17 24 16 6 6
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
外果裂離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

ブランコの
乗り方は日
頃から指導
しており、
当日も危険
な乗り方降
り方をした
わけではな
く、職員の
配置にも問
題がなかっ
たため、改
善点は見い
だせなかっ
た。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

3
2.不定期
に実施

　

安全点検
は上記の
通り実施
してお
り、当日
もブラン
コや着地
面に不備
はなかっ
たため改
善点は見
いだせな
かった。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

園庭全体に
子ども達が
分散して遊
んでおり、
特に混雑し
て遊んでい
る様子はな
かった。ブ
ランコから
も自分の意
志で普通の
降り方で降
りたため、
改善点は見
いだせな
かった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

6人の職
員が園庭
の各場所
に配置さ
れ、ブラ
ンコの近
くにいた
ものの足
をひねっ
た場面は
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

6人の職
員が園庭
の各場所
に配置さ
れ、ブラ
ンコの近
くにいた
ものの足
をひねっ
た場面は
見ていな
かった。

職員の配置も
遊具ごとに分
散していた
が、たまたま
その場面を職
員が見ていな
かった。自分
で足をひねっ
たことが原因
だったので、
見ていたから
と言って防げ
る事故ではな
かったと考え
るが、職員配
置を今一度考
え、今以上に
子ども達の活
動の様子全体
を見守ってい
くように努め
ていく。

544

令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

41 19 22 3 3
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨端線離
開

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5

1.基
準以
上配
置

事故の原
因等につ
いてヒヤ
リハッ
ト・事故
報告等で
職員間で
情報共有
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

運動玩具
の点検を
継続し、
使用に際
しては年
齢に適し
たものを
利用する
ように職
員間で共
有する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

異年齢で
の活動の
際には職
員間で遊
びの内容
を共有す
るなど、
事故防止
に努め
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

迎えまで
の時間を
園庭で竹
馬の練習
をして
待ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

異年齢児で
の自ら選ん
だ遊びの活
動中で、竹
馬の練習を
行っている
該当児の近
くで保育教
諭が様子を
見守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭全体
で3歳以
上児が遊
んでいた
ため、遊
びの状況
に合わせ
て異動し
ながら遊
びの見守
りを行っ
ていた。

園庭遊び
の見守り
の際の保
育者の動
きや園児
の動きに
合わせた
見守り方
について
再度職員
間で研修
する。

545

令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

73 17 29 27 9 9
15.３
歳

1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨のひび

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

異年齢交
流のた
め、園児
の動きが
予測しき
れていな
かった。

職員全体
で、築山の
あらゆる事
故を想定し
直し、遊び
方の再検討
をして年齢
ごとのルー
ルを再確認
し、保育教
諭が必ず横
について遊
ぶように話
し合った。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

幅広い年齢
に対応でき
る築山にし
たため、自
分で遊びを
工夫して楽
しむ遊具に
なっていた
が、あらゆ
る事故を予
測し、発達
段階に応じ
たクラス毎
ルールを細
かく決めて
いないと安
全な遊びに
ならないこ
とがある。

遊ぶ前に
は、子ど
もたちと
ルールの
確認を
し、保育
教諭が必
ず横につ
いて遊ぶ
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

横について
見守ってい
た保育教諭
が5歳児担
当であり、
園児の担任
でなかった
ため、姉と
同じ遊び方
をすること
を予測しき
れていな
かった。

園児への
説明を徹
底し、け
がをしな
い遊び方
を自分で
身に付け
るよう指
導する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

姉と一緒
に遊んで
いたた
め、うれ
しくて
様々な遊
び方を試
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他の園児
の遊びを
危険のな
いように
横につい
て見守っ
ていたた
め。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園庭で他
の遊具で
遊んでい
る園児の
横につい
て事故防
止を図っ
ていた。

保護者対
応をして
いたた
め、3歳
児の保育
教諭の人
数が十分
に足りて
いなかっ
た。

3歳児の保
育教諭の
人数が十
分に揃っ
てから園
庭に出る
ようにす
る。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

546

令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

3

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

77 24 24 29 3 3
15.３
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈尺骨
遠位端骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4
2.基
準配
置

特にな
し。

所庭で保
育をする
際に保育
者の立ち
位置を確
認し、共
通理解す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

所庭に
ボール使
用に適さ
ない斜面
がある。

所庭が緩
やかに斜
めになっ
ていると
ころでは
ボールを
使用しな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

職員数と
遊びの
コーナー
の数を適
正にす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ボールが
転がった
ので追い
かけてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

数人が
ボール遊
びをして
いたので
その場所
にいた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児と遊
んだり、
保護者対
応をして
いた

特にな
し。

ボールを
走りなが
ら蹴るの
ではなく
止まった
状態で蹴
るように
指導をす
る。

547

令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

32 18 10 4 7 6
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨遠
位骨端線
損傷
右脛骨骨
幹部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
１　)回/
年

2.基
準配
置

３～５歳児の保
育士が園庭の使
い方について話
し合い、共通理
解しながら職員
配置や援助を
日々行ってい
る。事故発生時
もジャングルジ
ムの側と隣の色
水遊びのコー
ナーに職員がい
たが、瞬間を見
ることができて
いなかったの
は、ジャングル
ジムを含めた周
辺の子ども達の
ことを見ていた
ためであり、
ジャングルジム
に対しての安全
面の意識が低
かったと振り返
る。

ブランコ・
滑り台・雲
梯・ジャン
グルジム
等、危険が
予測される
遊具には、
専用に職員
がつくこと
ができるよ
うに考える
ことと、安
全面につい
て意識を高
く持って子
どもを見守
り援助する
ことを共通
認識した。

1.定期的
に実施

実施頻度
(約４８)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(約４８)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(約２４
０)回/年

遊具や設
備に不備
はなかっ
たと考え
る。

日々の点
検を継続
し、不備
が見つ
かった場
合は使用
を止め、
修繕など
適切な対
応を行
う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

４歳児とい
うこともあ
り、自分で
できること
も多くなっ
てきている
が、危険に
対する対応
はまだまだ
難しいと考
える。急い
で降りよう
として足を
掛けそびれ
落下に繋
がったこと
からも、側
に保育士が
ついて本児
が安全面に
配慮しなが
ら降りられ
るように言
葉がけや見
守りの援助
が必要だっ
た。

友だちと一
緒に遊ぶ中
で急ぐこと
はあるが、
そんな時で
もジャング
ルジムから
降りる時に
は足場を確
認すること
や、気をつ
けて降りる
ことなどを
保育の中で
適時に伝え
ていくこと
を積み重ね
たり、クラ
ス全体で確
認できる機
会を意識し
て行ったり
していく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ジャングル
ジムに３人
で上がった
後、先に降
りた友だち
を追って急
いで降りよ
うとしてい
たところで
あった。足
場があると
思っていた
のにない箇
所だったの
で急な対応
が出来ず手
も放してし
まい落下し
たと考え
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ジャングル
ジムの側に
はいたが本
児の側には
はおらず、
また近くの
色水あそび
の子どもの
様子等も見
ていたため
本児が落下
した瞬間を
見ることが
できていな
かった。発
生後直ぐの
対応はでき
たが、事故
を未然に防
ぐための援
助や発生時
に助けるた
めの手立て
が出来な
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれの
保育士が園
庭の様々な
場所で、子
どもの安全
を見守った
り、一緒に
遊んで楽し
さを共有し
たりしてい
たため、本
児の落下は
見ていな
かった。

ジャングル
ジムは高く
まで上るこ
とが出来る
遊具である
分、危険が
考えられ
る。子ども
が利用して
いる時に保
育者がジャ
ングルジム
だけに注目
して見守る
ことができ
ていれば、
本児に言葉
をかけるこ
と等ができ
未然に防ぐ
ことに繋
がったので
はないかと
考える。

他の子どもに
求められると
ジャングルジ
ム以外に目を
向けたり、そ
の場を離れな
ければならな
い場合が出て
くる。その時
には職員同士
で声を掛け合
い、代わりに
誰かがジャン
グルジムにつ
くように人的
環境を整えな
ければならな
いと考える。

548

令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

14 3 3
16.４
歳

1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右環指末
節骨骨折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(1)回/年

2.基
準配
置

水着に着
替える前
で排泄を
見る担任
と着替え
を見る担
任に分か
れてい
た。

押し入れ
に手を挟
まないよ
うに、
ガードを
付け、声
を掛け合
うように
した。

2.不定期
に実施

実施頻度
(1)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
1　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(1)回/年

子どもの
力で簡単
に戸が開
閉できる
状態だっ
た。

押し入れ
の戸が完
全に閉ま
らないよ
う（隙間
のあくよ
うに）対
策した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ガラス戸は
気を付けて
声をかけて
注意してい
たが、押し
入れの戸に
ついては伝
えていな
かった。

子どもた
ちに対し
ても危険
なのでと
の開閉は
しないこ
となど約
束をし
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

プール準
備中で着
替えが
後、手持
ちぶさた
となり戸
を開閉し
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他児の着
替えの援
助をして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の援
助・排泄
に行って
いる子の
援助をし
ていた。

水着への
着脱・
プール準
備・排泄
の補助等
でバタバ
タし、目
を離して
いた。

生活の節
目であっ
ても、子
どもたち
から目を
離さない
よう徹底
した。
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令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

3
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

22 18 18
18.６
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕の骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

マニュア
ルの更新
も含め事
故防止の
為に努め
ていきた
い。

見守りの
強化、事
故防止マ
ニュアル
の徹底を
行う。

2.不定期
に実施

実施頻度
(1)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(6)回/年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

見守り方
の不備を
改善でき
るように
努める。

落ち着き
をもって
過ごせる
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日頃と変
わらない
様子で元
気で過ご
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担当職員
のすぐ近
くでこけ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は他の園
児を対応
していい
たため近
くにはい
なかっ
た。

1人の職
員で見守
りをして
いたこと
が要因。

1人の職員
で見守ら
ず2人以上
で見守り
ができる
ように職
員の動き
を考え
る。
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令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

49 16 17 16 5 5
16.４
歳

2.女
児

曇り
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

両肩関節
打撲傷
左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

　

1.基
準以
上配
置

特になし

事故予防
に関する
研修等を
今後受け
ていく方
が良いと
思う。

2.不定期
に実施

6
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12

園庭が乾い
ていたの
で、カーブ
は滑りやす
かったかも
しれない。
地面が滑り
やすい時に
は散水を行
うが、この
時は散水を
していな
かった。

園庭の状
況によっ
ては、ま
めに散水
を行うよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

スタート
ラインよ
り元気に
走り出し
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

かけっこ
のスター
トライン
の近くで
スタート
の合図の
笛を鳴ら
しなが
ら、走る
姿を見て
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他のクラ
スの子ど
もを見な
がら、
走ってい
る子を応
援してい
た。

特になし 特になし
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令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

1

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

31 11 7 7 6 2 2
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

眼窩底骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
1　)回/年

3.基
準以
下

職員が動
く際に、
配置の見
直し・人
員補充が
できてい
なかっ
た。

室内にい
る職員に
声をか
け、職員
配置を整
えてから
屋内へ戻
るように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

3.未実施
実施頻度(
)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

遊具がな
く、見通
しが良い
ため、子
どもたち
が勢いよ
く走る。

グランドラ
インを引く
こと、三角
コーンを立
てることで
鬼ごっこで
走る範囲を
わかりやす
く知らせ
る。また、
人数や遊び
の内容に応
じて園庭を
コーナー分
けし、広い
スペースを
確保する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

危険物がな
いか見回っ
た後、子ど
もたちと
ルールの確
認をして遊
びを始めて
いる。子ど
も同士での
衝突やトラ
ブルについ
ての注意が
促せていな
い。

グランドラ
インを引
き、走って
遊ぶ範囲を
分かりやす
くするとと
もに、線や
逃げる範囲
を意識した
ゲーム（田
んぼの田、
ドロケイな
ど）を取り
入れる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼ごっこ
を気に入
る子が多
く、園庭
でいつも
遊んでい
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

鬼ごっこ
コーナー
の近く
で、全体
を見渡せ
るように
立って見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

砂場の近
くで、玩
具を使っ
て遊ぶ園
児を見て
いた。

特になし

園庭へ出
た際には
職員の立
ち位置等
を確認し
合う。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰
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令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

22 1 1
17.５
歳

2.女
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折
2.顔面
(口腔内
含む)

鼻骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

8
2.基
準配
置

ヒヤリ
ハットの
意識の低
下。

階段の昇
降時の留
意点を、
職員・子
ども共に
意識を高
める。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

階段は濡
れていな
かった。
淵が尖っ
ていな
かった事
で傷はな
かった。

ヒヤリ
ハットの
意識をさ
らに高め
る。

7.その
他

見守り・
声掛け。

日頃からの
階段の上り
下りの際の
留意点を子
どもたちと
共有してお
く。1階へ
降りた子ど
もへの見守
り、声掛
け。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

変わらず
いつも通
り過ごし
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

おやつ
後、残っ
ていた本
児の荷物
に気づ
き、一人
で1階へ
持って
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
はいな
かった。

見守り・
声掛け

日頃からの
階段の上り
下りの際の
留意点を子
どもたちと
共有してお
く。1階へ降
りた子ども
への見守
り、声掛
け。
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令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

26 17 9 7 7
13.１
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右示指挫
滅創

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

14

1.基
準以
上配
置

特にな
し。

ヒヤリ
ハット委
員会の際
に、全職
員でマ
ニュアル
の再確認
を行っ
た。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
特にな
し。

器具の安
全な使用
につい
て、子ど
もが園庭
で遊んで
いるとき
には、絶
対に移動
させな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

晴れてい
たので日
陰を作る
ために、
子どもが
遊んでい
る中で、
広げてい
たパラソ
ルを動か
した。

常に声を
掛け合
い、子ど
もの安全
を確認す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

パラソル付
近で砂場玩
具を持って
遊ぼうとし
ていた。普
段はずさな
いパラソル
のネジが外
れ、いつも
と違うこと
に興味を持
ち近づいた
と思われ
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

子どもが遊
んでいると
ころに日陰
を作るため
に、近くに
子どもがい
ないことを
確認しパラ
ソルを動か
そうとした
が、背後か
ら近づいて
きていた本
児に気付か
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

砂場遊び
と蝶々の
観察をし
ていた他
児の対応
をしてい
たため、
本児がパ
ラソルに
近づいた
ことに気
付かな
かった。

いないだ
ろう。見
てくれて
いるだろ
う。大丈
夫だろ
う。と思
い込んで
の行動。

一人だけ
の思い込
みはや
め、必ず
職員同士
で声を掛
け合い行
動する。

554

令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

12 11 11
18.６
歳

2.女
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左腓骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(3)回/年

2.基
準配
置

腫れがな
くても、
痛みが続
く場合は
病院を受
診する。

子どもた
ちに起き
やすい骨
折、怪我
など把握
してお
く。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

園庭の滑
りやすさ
などを確
認してお
く。

砂場の砂
で、走っ
たとき滑
りやすく
なること
もあるの
で、朝庭
を掃くと
き、確認
しながら
掃く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

9：30～
10：50まで
室内で活動
し、11時か
ら園庭に出
て鬼ごっこ
をする。椅
子に座って
する活動か
ら走り回る
活動へ移行
する。

ストレッ
チをする
など、動
く前に心
も身体も
準備をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

７：10登
園。９：30
から10：50
迄文字指導
に参加す
る。その後
園庭に出て
しっぽとり
をする。
タッチされ
て鬼にな
り、友だち
を追いかけ
た時転んで
足を捻った
という。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

一緒に
走って
しっぽと
りをして
おり、本
児の泣き
声で転倒
に気が付
く。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

前の保育
の片付け
をしてお
り、室内
にいる。

園庭には
すべり台
等の遊具
があり、
追いか
けっこは
転倒しや
すい。

広い場所
で活動す
る。
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令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

16 1 4 5 3 3 6 5
18.６
歳

1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

2.基
準配
置

様々な
ケースを
想定した
事故に対
応できる
よう研修
を実施す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

随時

標準装備
の転落防
止柵はあ
るので、
施設・整
備等での
改善策は
考えてい
ない。

7.その
他

他の保護
者にジャ
ンプしよ
うとする
自分を見
て欲しく
て、気分
が高ぶっ
ていた。

園児と再
度正しい
遊具の使
い方を確
認する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
同様で
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育外

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育外

園児には妹
（２歳児）
がおり別保
育室で保育
していた。
母親は妹を
迎えにいっ
ており、保
護者の目が
行き届いて
いなかっ
た。

兄弟別々で
保育をして
いるご家庭
への引き渡
しには、時
間を要する
ので、引き
渡した後も
該当家庭に
は気を配
る。
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令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

22 3 3
17.５
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
12　)回/
年

2.基
準配
置

担任が子
どもの動
きを把握
しきれな
かった。

活動と活動
の間の時間
に一人一人
の子どもの
様子が把握
できるよう
保育者を配
置する。外
傷後止血困
難な持病が
ある子ども
のケガの防
ぎ方を話し
合い、職員
間で周知す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

ホール、
保育室の
2つの空
間に園児
が分散し
ていた。

広い場所
での遊び
方を子ど
も、職員
と一緒に
考えてい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

相撲をし
ている友
達をみて
いると楽
しくな
り、遊び
に入って
行った。

遊び方を
知らせな
がら年齢
の発達に
応じた遊
びの提
供。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

相撲をし
ている友
達の中に
入って
行った。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ホールに
て担任が
全体を見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児と一
緒に遊ん
でいた。

クラスに
保育者が
3人いる
ことで、
安心し、
危険認知
の甘さが
あった。

子どもの
行動を注
意深く見
て保育者
同士の声
掛け連携
を強め
る。

557

令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

33 11 11 11 5 5
16.４
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

高いところ
から飛ぶ危
険認知がま
だ年中４歳
児には難し
く、予想し
ながらの職
員の声かけ
や確認がさ
らに必要

職員会で再
度共有し，
日々の保育
の中でヒヤ
リハット意
識を持って
場面ごとに
職員で協力
し合って子
どもの保育
に関わって
いく

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2

高い場所
（畑との
敷居）の
場所が死
角になり
やすい場
所

園庭にで
ている場
合は，担
任だけで
なく園の
職員全体
で気がけ
て見てい
く

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

年齢的に
チャレン
ジしたい
が危険認
知がまだ
不十分な
為

意欲を大
事にしな
がら危険
な遊び方
等を，繰
り返し子
ども達に
伝え，一
緒に考え
ていく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

好きな遊
びを自分
で見つ
け，いつ
もどおり
元気に遊
び過ごす

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

自由に園
庭で遊ぶ
場面の
中、全体
の子ども
を見なが
ら過ごし
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

自由に園
庭で遊ぶ
場面の
中、全体
の子ども
を見なが
ら過ごし
ていた

その場面
の近くに
職員が離
れていた
とこだっ
た

死角にあ
たる場所
でもある
為，職員
全体でそ
の場面や
場所の様
子を見て
いく
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

558

令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

3
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

80 16 22 24 18 10 9
17.５
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘頭骨
棘、左手
関節部打
撲傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

2.基
準配
置

日頃から本
児は雲梯や
太鼓橋で遊
ぶことがな
く、遊び方
に慣れてお
らず危険を
伴う遊び方
になったの
ではないか
と考えられ
る。

子どもの動
きや遊び方
に注意しな
がら子ども
にも知らせ
たり、高さ
のある固定
遊具では保
育者が十分
に見守るよ
うにしてい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

引き続き
雲梯や太
鼓橋、鉄
棒などの
下には
マットを
敷き配慮
していく

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

日頃から本
児は雲梯や
太鼓橋で遊
ぶことがな
く、遊び方
に慣れてお
らず危険を
伴う遊び方
になったの
ではないか
と考えられ
る。

高さのあ
る遊具の
下には
マットを
敷いた
り、保育
者が近く
で見守る
ようにし
ていく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段、雲
梯で頻繁
に遊ぶ方
ではない
が、時々
雲梯から
飛ぶよう
なことは
してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭には
いたが、
雲梯とは
離れた場
所で、別
の子ども
と遊んで
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

近くでは
見ていた
が、手を
差し伸べ
て届く距
離ではな
かった。

危険な動
きに繋が
る行動へ
の予測が
十分にで
きていな
かった

危険な動
きやその
子どもに
とって無
理のある
動きや遊
び方に注
意し、子
どもに知
らせたり
見守りを
強化した
りしてい
く

559

令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

9 3 3 3 2 1
17.５
歳

1.男
児

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

5.下肢
(足・足
指)

爪剥離症
表在性皮
膚感染症
爪甲変形
症

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし

見守りの
対応を職
員で検討
した

2.不定期
に実施

実施頻度(
6　)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

該当なし 該当なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

トイレの入
り口の近く
にピアノを
置いてい
て、他の職
員からトイ
レに行く子
どもの姿が
見えにくい
状況だっ
た。

柱にコー
ナークッ
ションを
設置し
た。トイ
レの入り
口のピア
ノを移動
した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特になし

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

職員はトイ
レにおり、
トイレにい
る子と部屋
からトイレ
にくる子ど
もたちの様
子を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は、部屋
に居て他
の子ども
達の動き
を見てい
た。

トイレに行
く子どもの
動きを、部
屋に居る保
育士も出来
るだけ見る
ように気を
つけたら良
かった。

子どもの
動きに
よって、
保育士も
出来るだ
け移動
し、細か
な子ども
の動きを
把握す
る。

560

令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

9 1 1 3 1 3 4 4
17.５
歳

1.男
児

なし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

遊具の正
しい使い
方・遊び
方の説明
が足りな
かった。

職員間でも
共通認識を
しておく。
遊具の固定
のチェック
をする。子
どもたちに
は年に数回
話をする。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

48

雲梯の近
くには遊
具を置か
ない

遊具の安
全点検を
複数の職
員で行う

7.その
他

降園中な
どに見守
りが行き
届かな
かった

園庭全体
に目が行
き届くよ
うに保育
するよう
徹底する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

居残り中に
同年齢の子
どもと遊ぶ
中で雲梯近
くに高さ30
センチぐら
いの遊具を
もってきて
飛び移ろう
としていて
落下した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

降園する
園児の保
護者と話
をしてい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

少し離れ
た園庭で
遊んでい
た子ども
を保育し
ていた。

いつもは
遊具を動
かさない
ように話
している
が注意喚
起できな
かった。

危険がな
いように
職員会で
話し合い
を重ねて
安全配慮
を徹底す
る

561

令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

5
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

3 1 1 1 3 3
17.５
歳

1.男
児

8.その他
1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首若
木骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

行事の集
合時間に
合わせて
の職員の
配置が
整ってい
なかっ
た。

行事当日
の職員の
役割分担
を再度確
認する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

安全点検
は定期的
に実施し
ていても
使い方に
よっての
危険性は
考えられ
る。

安全性の
確認と使
い方の指
導

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

園庭を開放
していたに
もかかわら
ず職員配置
がされてい
なかった。
また、遊具
で遊ぶこと
についての
注意（使用
しない等）
を行わな
かった。

遠足の出
発前に
は、園庭
の遊具で
遊ばない
ようにす
る。事前
に園児と
保護者に
伝える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りにみえ
たが行事
（遠足）
で、うれ
しくて気
持ちが高
ぶってい
たかもし
れなかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

集合時間
前で、園
内で行事
の準備を
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当保育
士同様に
園内で行
事の準備
を行って
いた

園児が園
庭に入っ
た時点で
の見守り
ができて
いなかっ
た。

園児が一
人でも集
合した時
点で職員
も園庭に
でて見守
りを行
う。

562

令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

5
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

56 19 20 17 5 5
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨骨
折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

本児を押し
てしまった
園児はADHD
の疑いがあ
り、申請に
向けて進め
ているが、
その子の衝
動的行動を
止めること
ができな
かった。

合同保育
の中で衝
動的な行
動がみら
れるた
め、職員
間で共有
し、再発
防止に努
める。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

築山上に
柵は設置
できない
ため、後
ろから押
されると
転落する
危険性が
高い。

事故防止の
観点から園
庭の築山付
近には人工
芝を設置し
ているが、
それに加え
て保育士の
立ち位置の
確認や情報
共有を強化
し、未然に
防げるよう
努めたい。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

築山での
活動の様
子を見
守っては
いたが、
未然に防
ぐことが
できな
かった。

あらゆる危
険を予測
し、常に安
全に気を配
りながら保
育にあたる
よう職員で
再確認す
る。ヒヤリ
ハット事例
として事故
防止委員会
に共有し、
子どもたち
が安全に遊
べるよう努
める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

築山付近
や砂場付
近で虫探
しをして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

築山付近
で、対象
児やその
付近で遊
ぶ子ども
の様子を
みてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の場所で
子どもを
見守りな
がら、保
育してい
た。

築山の際の
部分で遊ぶ
ことは転落
の危険もあ
るというこ
とを、園児
たちに事前
に伝えてい
なかった。

あらゆる
危険を予
測し、常
に安全に
気を配り
ながら保
育にあた
るよう職
員で再確
認する。

563

令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

49 4 4
15.３
歳

1.男
児

特になし
5.食事中
(おやつ
含む)

1.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

刺創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

２～３
2.基
準配
置

定期的に
保育環境
を点検す
る。登園
前毎日確
認をさら
に強化す
る。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

　

点検の項
目が遊具
中心で
あったた
め、保育
室・廊下
等身近な
環境の点
検が不足
してい
た。

全クラスの
ロッカーを
確認点検
し、名札入
れのケース
を取り外
し、名前の
み直接テー
プで貼っ
た。園舎内
の１階、２
階の廊下と
１階の保育
室・多目的
ホールにカ
メラを設置
するため業
者に依頼し
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

廊下にあ
るロッ
カーにカ
バンをし
まうこと
は子ども
がそれぞ
れ一人で
行ってい
た。

職員配置
を再度検
討し、常
に危険個
所や破損
等がない
か点検を
さらに強
化する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わった様
子はな
く、落ち
着いてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

給食後の片
付けの時間
帯に起きた
けがで、そ
れぞれの子
どものペー
スで行動し
ていた。担
任は保育室
内にいる子
どもの給食
の介助中
だった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の保育室
内で保育
中であっ
た。

廊下での
行動の見
守りがな
く、確実
な原因の
特定が難
しい状況
になって
しまっ
た。

保育補助
の職員の
動きを確
認し、職
員で連携
をとる。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

564

令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

12 4 4 4 2 2
17.５
歳

2.女
児

無し
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

橈骨遠位
端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

無し

定期的に
予測され
る危険に
ついて話
し合う。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

毎
1.定期的
に実施

毎

近くの公
園の遊具
につい
て、どん
な遊具が
あり、ど
んな危険
性が考え
られるの
か保育士
間で周知
する。

公園の遊
具は使用
前に必ず
点検をす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園児に遊
ぶ場所を
移動する
ときの約
束を伝え
ていな
かった。

広場から
遊具へと
移動する
際は保育
士に伝え
るよう園
児に伝え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児が滑
り台の
アーチ型
の階段を
登ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

始めは滑り
台と広場に
配置してい
たが、園児
全員が広場
に行ったた
め保育士も
広場へ行っ
た。しばら
くすると数
名が滑り台
に戻ったた
め、保育士
が向かって
いる途中
だった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

広場の園
児たちの
見守りを
していた
ため気づ
かなかっ
た。

本児が
「やめ
て」と他
児に言っ
ていたが
再度押さ
れた。

保育士が
そばにい
て声掛け
できるよ
うに一緒
に移動す
るように
してい
く。

565

令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

61 29 32 3 3
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

環軸頸椎
亜脱臼

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

6
2.基
準配
置

４・５歳児
（3クラス）
同時に戸外
遊びをした
際、各固定
遊具に保育
士を配置す
る方法では
なく、コー
ナー遊びを
想定しての
保育士配置
をした為に
見守り範囲
が広くなっ
てしまい、
危険行為に
対して制止
することが
できなかっ
た。

可能な限
りの職員
増員配置
や使用で
きる固定
遊具を限
定するな
どより見
守りが充
実するよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

随時 特記なし

待機場所と
ブランコま
での距離を
考慮し、安
全に遊べる
ような待機
場所の位置
や交代する
時の動線に
ついて確認
し約束事を
検討。職員
に周知し
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特記なし

ブランコ
付近で遊
ぶ時の安
全な遊び
方や約
束、順番
を待つ場
所や柵の
意図、危
険行為に
ついて子
どもたち
と確認を
した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも対象
児と遊んで
いる友だち
がブランコ
に乗り少し
離れた所に
いた対象児
を呼び寄
せ、呼ばれ
た対象児は
ブランコを
囲むタイヤ
内にはいっ
てしまい、
ブランコを
漕いでいた
他児と接触
した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ブランコ
付近では
ないとこ
ろで子ど
も達を見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

ブランコと
登り棒を一
緒に見てい
た。対象児
は接触時に
転倒するこ
とがなくそ
のままジャ
ングルジム
付近にいた
担当保育士
の方に向
かったた
め、様子を
みてその後
担当の方へ
状況を伝え
た。

特記なし

職員の協
力体制の
見直しを
行い、子
どもの遊
びの様子
や状況に
合わせて
声を掛け
合い臨機
応変に対
応できる
職員体制
がとれる
よう周知
した。

566

令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

20 11 9 4 3
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

特になし

保育士の
立ち位置
の確認を
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし
園庭の安
全点検を
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

走れるス
ペースの
確保はし
ていた

園庭整備
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

戸外で走
り縄跳び
をしてい
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭全体
を見守っ
ていた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

個別に子
どもたち
に関わっ
ていた

左ひじの
痛みを訴
えたのが
数時間後
だったた
め、気づ
きが遅れ
た

けがの原因
となる事故
の後は速や
かに職員間
で情報の共
有をし、一
日様子をみ
て本児の様
子の変化に
十分に気を
配る。

567

令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

52 21 14 17 6 6
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

橈骨遠位
端骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

特になし
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

天気も良
く園庭で
活動して
いた。仲
の良い友
だちと
ごっこ遊
びを楽し
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭には
職員を配
置してい
たが、対
象児を見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭の各
コーナー
で職員は
配置し対
象児を見
ていた
が、怪我
の発生時
は見てい
なかっ
た。

保育基準
は揃って
いたが、
滑り台の
活動の様
子を把握
し声掛け
ができて
いなかっ
た。

園庭で過
ごす時
は、保育
教諭の配
置を考え
全体を見
て、活動
によって
は声掛け
をしてい
く。

568

令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

44 0 0 8 13 11 12 10 10
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

口唇裂
傷・ALA
外傷性歯
の脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

1.基
準以
上配
置

急いで階
段を上
がってい
た時に足
を踏み外
した。

急いで上
がっている
様子が見ら
れた時は、
声をかけて
落ちついて
階段を上が
れるように
する。

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12　)回/
年

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園時よ
り変わっ
た様子は
見られ
ず、好き
な遊びを
楽しんで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭に出
て、他児
とあそび
ながら本
児を含め
た園児の
様子を見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園庭に出
て他児と
関わって
遊んでい
るとき
に、本児
の様子も
見てい
た。

急いでは
しごを登
り、バラ
ンスを崩
して歯を
ぶつける

急いでい
る様子が
見られた
ときに、
声をかけ
落ち着か
せる

569

令和
6年3
月27
日

1.認可
7.小規模
保育事業

3 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

4.3歳児
クラス

8 3 3
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

脛骨（左
足）ひび

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1)回/年

1.基
準以
上配
置

園外保育
時の怪我
対応マ
ニュアル
はある
が、遊具
の使用に
関する安
全マニュ
アルはな
かった。

園外保育
で利用す
る公園の
遊具を確
認し、子
どもたち
が怪我を
するリス
クを考
え、職員
全員に周
知する。

3.未実施
実施頻度(
)回/年

2.不定期
に実施

実施頻度(
10 )回/年

3.未実施
実施頻度(
)回/年

公園の遊
具を利用
する際
は、危険
がないか
確認して
から使用
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

年齢差が
ある子ど
もがドー
ムで遊ん
でいる時
はドーム
上で座っ
て待機さ
せるので
はなく、
ドームか
ら降ろし
て待機さ
せる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊具に
座ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児が
座ってい
たので、
そばでみ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園児が全
員で8名
いて、そ
れぞれ
２，３名
ずつの園
児をみて
いたた
め、対象
児をみて
いなかっ
た。

一つの遊具
で年齢差が
ある複数の
子どもが遊
んでいた。
座っていて
も小学生が
飛んだ反動
が伝わり、
対象児の体
が浮くかも
しれないと
いう予測が
出来ていな
かった。

3歳から使
用可能な
遊具で全
員が3歳に
なってい
たが、2歳
児はまだ
バランス
をとる感
覚が未熟
なため、
使用方法
を考え直
す（使用
しない、
小学生と
は一緒に
使用しな
いな
ど）。
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年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

570

令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

15 7 8 2 2
17.５
歳

1.男
児

特になし
1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左第3中
手骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

けがにつな
がる器具、
を使う時は
思っている
以上に無理
をしたり自
分の力以上
の事をする
かもしれな
い、という
ことを想定
することが
大事。

本児が痛
みを我慢
しすぎて
いること
もあるか
もしれな
いと配慮
するこ
と。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48

子どもの
気持ちを
尊重する
ととも
に、活動
限度を見
極めるこ
とも必
要。

本児の気
持ちを理
解し無理
のないよ
う見守っ
たり、で
きること
できない
ことを把
握し対応
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児の跳
び箱に対
する思い
を理解
し、無理
しすぎな
いように
配慮す
る。

本児の気
持ちを尊
重すると
ともに、
本児の運
動量、体
力の限界
を想定す
ることが
大事。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

跳び箱に
意欲的に
何度も繰
り返し挑
戦してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児が跳
び箱を跳
ぶ様子を
見ながら
補助をし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

跳び箱以
外で遊ぶ
子どもた
ちをみて
いた。

子どもの
動きや内
面を想定
し頑張り
すぎてい
ないか見
極めるこ
とも必要
であっ
た。

子どもの
背景を理
解し思い
もよらな
い事から
ケガにつ
ながるこ
とを意識
し子ども
と関わ
る。

571

令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

15 2 2
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折　左手
首捻挫

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

施設の危
険箇所を
図式化す
るなどし
て事故防
止につい
て職員で
研修を行
う

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12

定期的な
点検を続
けて実施
していく

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

今後も園
児の状況
に合わせ
て人員配
置してい
く

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園時の
視診では
普段通り
だった。
保育中も
変わった
様子は見
られな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

至近距離
にいて園
児の遊び
の様子を
見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体を見
渡せる位
置にい
た。

園児の発
達段階や
体の使い
方などを
考慮し、
遊びの場
面を見守
る体制を
構築して
いく。

572

令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

17 2 2
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨、
尺骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

　
2.基
準配
置

加速して
滑り台に
突入した
ことと、
らせん状
滑り台で
遠心力に
より体を
コント
ロールで
きなかっ
た。

らせん状
滑り台の
場所に、
職員を配
置

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12
らせん滑
り台だけ
撤去した

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

大型遊具で
の遊び方を
再確認さ
せ、鬼ごっ
こ等はしな
いように指
導した。滑
り台は、お
しりをつけ
てすべるよ
うに指導し
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊びはじめ
は大型遊具
の所にいた
が、他児と
の対応でそ
の場を離れ
た為、落下
時は見てい
なかった。
落下した園
児が腕を抑
え泣きなが
ら保育士の
所に駆け
寄った為、
即座に対応
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊具の場
所の反対
側で他児
とのトラ
ブルに対
応してい
たため、
見ていな
かった。

鬼ごっこ等ス
ピードが出る
遊びは、遊具
に登ってやら
ないように声
をかけて、滑
り台はきちん
とお尻をつけ
て滑るように
させる。遊具
全体を見渡せ
るように職員
を配置する。
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令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

91 33 22 36 15 15
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4
2.基
準配
置

保護者引
率のもと
であって
も、園児
の様子を
把握す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

園内でも
起こりう
る事故な
ので、安
全管理の
再確認を
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

一人一人
の遊びを
しっかり
見守ると
共に、危
険な遊具
のそばに
は必ず職
員が付く
ようにす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

親子遠足
に両親と
共に参加
し、普段
よりも気
持ちは高
ぶってい
たかなと
思われ
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くにい
た職員は
落ちたこ
とを見て
おり、保
護者にも
その時に
声をかけ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

広い園内
だったの
で、それ
ぞれ分散
して様子
を見てい
た。

親子遠足
なのでテ
ンション
が上がる
ことを予
想して、
声をかけ
たり行動
を見守っ
たりして
いく
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令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

4
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

19 4 4
16.４
歳

2.女
児

２週間前に
園庭のベン
チとテーブ
ルのところ
で自らの転
倒により頬
を打撲して
おり、怪我
が続いてい
る。

8.その他
1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

●/● 左
足打撲
●/●左
足骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

特になし

常に事故予
防を意識し
た保育が提
供できるよ
う、定期的
に研修に参
加したり重
大事故が起
こる前にヒ
ヤリハット
を出し合
い、意識を
高めてい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

293
1.定期的
に実施

293 特になし

設備の問
題はない
と考えら
れる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

何につまづ
いたか⇒着
替えコー
ナーのござ
は位置的に
要因とはな
りにくい。
遊んでいた
玩具は足元
には散ら
ばっていな
かった。子
ども達が
ロッカーの
前に集まっ
ていた。

子どもの
動線を考
えた配
置、分散
できるよ
うに職員
が保育・
対応する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

排泄後、自
分のロッ
カーに着替
えをとりに
行くが、他
の様子が気
になり行っ
たり来たり
する中で転
倒した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

一人の職員
の後ろで転
倒。転倒に
気付いてす
ぐに抱き起
した。一人
の職員は正
面で他児２
名の着替え
越しに転倒
を確認。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

遊びコー
ナーから
全体を見
ていて本
児の動き
を把握。
（2ｍほ
ど離れた
ところか
ら）転倒
の瞬間を
確認して
いる。

本児自身
が転びや
すい特性
があるこ
とを認識
し、意識
的に行動
を見守る
事ができ
ていな
かった。

配慮を要
すること
を職員周
知し、怪
我や転倒
のリスク
を考えて
保育・対
応する。
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令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

40 8 8
18.６
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

右足首
じん帯損
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4
2.基
準配
置

特になし

研修は
行ってい
るが、常
に事故や
ケガを予
測し事前
回避する
ことが必
要である

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

20 特になし

園庭の小
石や草も
定期的に
除去する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

片付けを
始めよう
とする時
だった

年齢ごと
の発達に
配慮しな
がら異年
齢での遊
びを見守
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

同学年の友
達と連れ
立って園庭
を駆け回っ
ていたが、
他の子とぶ
つかったり
前を見てい
ないなどの
不注意な行
動はなく、
走る速さも
全力走でな
く楽し気に
軽く走って
移動してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児が
園庭で友
達と遊ん
でいるの
は把握し
ていた
が、足を
捻った様
子は見て
いなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

異年齢
オープン
での外遊
びのた
め、担当
学年の子
を中心に
見守って
いた

対象児は
園生活も
3年目で
年長児で
あり、異
年齢児へ
の配慮も
あるし、
危険を回
避する能
力もあ
る。

園庭での
自由遊び
では子ど
も同士の
衝突や転
倒などが
予想され
るので、
視野を広
くみてい
く必要が
ある
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事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

576

令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

49 2 2
18.６
歳

2.女
児

本件事故と
既往症及び
発生時の天
候等は、関
係はないと
思われる。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨外
側顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

3.未
実施

　
2.基
準配
置

日頃、全職
員で安全面
については
最優先事項
として取り
組んできた
ところであ
るが、事故
予防マニュ
アルに基づ
いた定期的
な研修等に
より日常場
面で実効性
をもつよう
な取組が今
後必要であ
る。

事故予防マ
ニュアルを
策定する。
また、定期
的な研修会
を実施し、
職員の事故
防止意識を
高めるとと
もに、園児
の行動予測
等に基づい
た事故防止
に努める。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日

各担当によ
る定期的な
安全点検は
行っている
が、遊具や
園庭、体育
館等で活動
する前及び
最中にも各
担任が安全
点検を実施
するように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

対応可能
な場合は
担任外の
職員も園
児の見守
りにつく
ようにし
ている
が、事故
発生時は
担任のみ
であっ
た。

今後も対応
可能な場合
は、担任外
の職員も見
守りにつく
ようにし、
特にも安全
面に留意し
て複数の目
で園児を見
守ることを
継続する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り友達と
遊具を使
う等して
外遊びを
楽しんで
いた。普
段と特段
変わって
いる様子
はなかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任は随時
園庭の全体
の様子を把
握していた
が、事故発
生時は他の
子どもに対
応していた
ため、当該
児が落下す
るのを目撃
していな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他クラス
の担任も
上記と同
様であっ
た。

事故発生
率の高さ
等に留意
した目の
配り方も
必要で
あった。

事故予防
マニュア
ルを作成
し、具体
的な目の
配り方等
に留意
し、今ま
で以上に
安全な教
育保育活
動の展開
に努め
る。

577

令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

24 4 4
16.４
歳

1.男
児

晴れ
1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性歯
の脱臼

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

職員が固
定遊具に
対する危
険予測を
意識す
る。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

1 なし

事故発生
との関連
性がな
かった。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

固定遊具
の階段の
砂をこま
めに掃く
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

滑り台の
近くに職
員が見
守ってい
たが手を
差し伸べ
防ぐこと
はできな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児と遊
びながら
見守って
いる状況
であっ
た。

園児の行
動予測に
努める。
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令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

3
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

21 3 1
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右外果骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

3.未
実施

実施頻度(
)回/年

2.基
準配
置

マニュア
ル作成、
職員間で
の研修

1.定期的
に実施

実施頻度
（ 3 ）回
/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
3 )回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12 )回/年

園庭は芝
生化とし
てある。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

怪我の多
い児童は
家庭と情
報共有。
サッカー
教室へ内
容等確認
検討

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児とトラ
ブルもな
く、サッ
カーを楽し
んでいる様
子であっ
た。本児が
シュートし
ようとした
時に転倒し
てしまっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

試合中であ
る為、コー
チ２名が
コート内に
いるため、
担当職員
は、コート
の外より全
体を見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭は、
５歳児ク
ラスだけ
で使用。
そのた
め、他の
職員は見
ていな
い。

通常通り
の動きで
あって
も、無理
な態勢で
はないか
注視す
る。子供
の動きを
観察す
る。ノー
トに記録
する。
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令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

16 6 6
16.４
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

（１）左
中指末節
骨骨折、
左中指爪
下血腫
（２）左
環指挫傷
（３）左
環指爪脱
臼

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(293)回/
年

保育室入
り口の扉
を閉めた
際に隙間
ができ
ず、子ど
もが手を
挟んでし
まった。

その日のう
ちにウレタ
ン積み木を
利用して戸
の上部に取
り付け、戸
を閉めた際
に隙間がで
きるように
した。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

落ち着か
ない園児
に対して
は、すぐ
に手が届
くような
位置で見
守りをす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

新入園児で
まだ生活に
慣れておら
ず、気持ち
は不安定で
あった。ま
た、外国籍
であり日本
語の理解が
不十分であ
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

活発な園
児のため
一対一で
見守り、
後を追っ
ていた
が、すぐ
に手が届
く位置で
はなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

2歳児保
育室内で
他の子の
保育をし
ていた。

本児が3
歳児クラ
スの戸を
開閉する
という咄
嗟の行動
に対応で
きなかっ
た。

すぐに手
が届くよ
うな位置
で見守り
をする。
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令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

40 16 11 13 5 5
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足親指
付け根の
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１)回/年

1.基
準以
上配
置

手をつな
いでジャ
ンプをし
たことで
体制が崩
れてし
まった

自分の身
を守りな
がら安全
に遊ぶ方
法を伝え
ていく。
怪我を予
防するた
めの体力
づくり

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度(
12)回/年

必要に応
じて点検
の回数を
多くする

子どもの
年齢、体
格にあっ
た遊具の
選定や安
全点検の
強化

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

当該園児
が、それま
で衝突の多
かった子と
仲良く遊び
始めたの
で、多少の
危険を感じ
ながらもそ
の遊びを黙
認していた

遊具の使
い方、遊
び方、
ルールに
ついてあ
らためて
確認し職
員間で共
有する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

該当園児
は、運動
能力も高
く、普段
であれば
怪我をす
ることな
く飛び降
りること
が出来た
と思う

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊具の上に
立っていた
ので危ない
ということ
はわかって
いたが、友
だちと嬉し
そうにして
いたので注
意するまで
は至らな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は近くに
はいたの
だが、破
損したも
のをなお
してい
て、対象
児の動き
は見てい
なかった

遊具の高い
ところから
飛び降りに
危険を感じ
たり、他の
子が真似を
始める可能
性を心配に
思う職員も
いた。2，3
日前から継
続的に行わ
れていた遊
びに対して
職員がどう
対応してい
くか、子ど
もの動きの
どこまでが
許容範囲か
決められて
いなかっ
た。

子どもの
遊び方に
ついて少
しでも疑
問がある
場合は職
員間です
ぐに話し
合う子ど
もたちが
納得する
かつ、安
全が保障
される
ルールを
みんなで
決める

581

令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

5
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

7 1 1
15.３
歳

1.男
児

走り方がや
やつま先走
り気味で、
バランスが
悪い。

8.その他
1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性歯
根破折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

担当保育士
の関心を引
きたく、事
務所で担任
が迎えに来
てくれるこ
とを期待し
ている様
子。転ぶと
きに手をつ
かず直接顔
を床にぶつ
ける。

体の動きが
ぎこちない
部分があ
り、大きな
けがにつな
がりやすい
ため、バラ
ンスが崩れ
そうなとき
に手をつく
動作を促し
たり、本児
の気持ちを
受け、走ら
ないような
言葉がけを
工夫する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

昼頃の明
るい時間
帯であ
り、節電
のため廊
下の電気
は消して
あった
が、暗さ
も要因の
一つで
あったか
もしれな
い。

事務所か
らクラス
までの行
き来を予
測し、電
気をつけ
ておく。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

活動が切
り替わる
場面で、
部屋から
出てい
く。

移動する
前に個別
に話しか
けるな
ど、個別
対応が必
要。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

最近はよく
ある行動
で、事務所
に来ること
で担任が迎
えに来た
り、個別的
な関わりを
してくれる
ことを理解
している。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

事務所か
らクラス
へ戻る様
子を見守
りながら
後ろから
追いかけ
るように
歩いてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他クラス
や事務所
職員も食
事中で
あったた
め、廊下
の様子は
見ていな
かった。

対象児が
後ろから
来る担任
を気にし
ながら
走ってい
た。

転ぶかも
しれない
ことを考
え、手を
つないで
一緒に歩
いて戻
る。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

582

令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

5 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

23 3 3
18.６
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第１趾
捻挫（当
初の診
断）経過
観察後●
月に受診
した際骨
折だった
と判明

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1.基
準以
上配
置

年長児は自
分たちで自
主的にでき
ることもあ
り主体性を
育てている
が、安全面
については
保育士の最
終確認を必
ずするこ
と。子ども
だけにまか
せない

上記の通
り、職員
の共通理
解をす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12

サッカー
ゴールは
問題な
し、組み
立ての際
安全確認
を目視の
みだった

安全確認
は目視の
みではな
く、手で
触れて確
認する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児は体を
動かすこと
が好きで活
発、サッ
カーにも意
欲的でゴー
ル設置後す
ぐシュート
を決めてい
た、その際
他児が触れ
たゴールが
下がり足を
挟んだ

ハード面
と同様安
全確認を
しっかり
行うこと

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

１週間前
にサッ
カー教室
があり、
サッカー
にとても
興味を
もってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

複数担任
のクラス
で、一人
は近くで
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

加配児の
近くにい
たため、
本児の動
きはみて
いなかっ
た。

１週間前
にサッ
カー教室
もあり、
みんなの
テンショ
ンが高
かった。

ハード面
と同様安
全確認を
しっかり
行うこ
と。

583

令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

11 2 2
15.３
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
亀裂骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(12)回/年

2.基
準配
置

今回の事
故の検
証、マ
ニュアル
の再度の
周知を行
い、再発
防止に努
める。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

毎日の安
全点検の
実施と危
険と思わ
れる個所
等の報告
や改善

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

夕方の時
間帯は1
日の疲れ
も出やす
いので、
特に子ど
もの動き
に注意し
ながら保
育を行
う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

友だちと
一緒に繰
り返し楽
しんで、
テンショ
ンが高く
なってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊びのすぐ
近くにつき
子どもたち
の様子を見
守ってい
た。人数が
少なかった
ため全体も
把握できる
状態で、本
児の側にい
たが転倒を
防ぐまでの
対応はでき
なかった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

人数も少
なかった
ため、遊
びのすぐ
近くにつ
き子ども
たちの様
子を見
守ってい
た。

広いスペー
スを確保し
て保育士が
側につき見
守りながら
遊んでいた
が、時間帯
と人数から
遊びの内容
は適切だっ
たか。

広いスペー
スを確保
し、保育士
が側につき
ながら危な
いと感じた
場面ではす
ぐに止め
て、子ども
たちを落ち
着かせてか
ら安全に遊
びるように
する。

584

令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

20 5 5
13.１
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右小指打
撲傷、右
小指骨折

8.その
他

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

マニュアル
には今回の
事案そのも
のについて
の内容はな
かったた
め、追記す
るとともに
職員研修に
て情報共有
をおこなっ
た

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

子どもを
膝に抱っ
こした状
態でタブ
レットを
持って操
作したた
め

ショルダー
ベルト付き
タブレット
ケースを購
入した。タ
ブレットを
使用する際
にはショル
ダーベルト
を装着して
利用するこ
とを徹底し
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

担当保育
者とふれ
あい遊び
を楽しん
でいた

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
(対象
児に接
してい
た)

対象児とふ
れあい遊び
をした後、
膝の上に座
らせた状態
でタブレッ
トの操作を
しようとし
て、タブ
レットを落
としてし
まった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当する
他児の遊
びを見
守った
り、一緒
に遊んだ
りしてい
た

タブレッ
トを使用
する際に
は、ショ
ルダーベ
ルト付き
のタブ
レットを
子どもか
ら離れた
場所で使
用しする
こととし
た

585

令和
6年3
月27
日

2.認可
外

18.その
他の認可
外保育施
設

5 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

15 2 1
16.４
歳

1.男
児

●月●日に再診、ア
レルギー検査の結
果、キウイフルーツ
は6段階中２との結
果報告を保護者より
受ける。その日の体
調で疲れていたりす
る場合、普段食べて
いるものでも、アレ
ルギーが出やすいと
のことを主治医より
伝えられる。今後
は、キウイフルーツ
は、食べないとの主
治医からの指示。今
後園では、本園児に
対し、キウイフルー
ツの提供はしない。
また、キウイフルー
ツ以外のアレルギー
検査結果の一部コ
ピーをスクールにご
提出していただいた
ので、園児の記録と
一緒に保管してい
る。

5.食事中
(おやつ
含む)

1.負
傷

6.その他
食物アレ
ルギー

6.アナ
フィラ
キシー
による
もの

2.な
し

3.未
実施

実施頻度(
0　)回/年

2.基
準配
置

エピペン
等の使用
研修をす
る。症状
が発生し
た際のシ
ミュレー
ションを
する。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度(
48　)回/
年

食事の時に
使用する
テーブル、
イスにがた
つきがない
か壊れてい
ないかな
ど、安全に
食事ができ
るよう目視
だけでな
く、触った
り力をかけ
たりしなが
ら確認する
ようにす
る。

6.食事
(おや
つ)中

各クラスに
掲示してあ
るアレル
ギーリスト
（保護者よ
り提供情
報）の掲示
を大きく見
やすく変え
る。外国人
日本人両方
の保育者が
提供時に、
確認点検を
するように
する。これ
まで同様、
飲食中は子
どもたちが
よく見える
位置に配置
し、いち早
く異変に気
づくように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

午後15：20
頃、おやつ
にキウイフ
ルーツが提
供され、男
児はキウイ
フルーツを
少し噛んだ
１、２分後
に違和感を
感じた様子
で、立ち上
がりティッ
シュを取り
に行き、口
を拭いた。
その後、席
に戻ろうと
した時に大
量に嘔吐。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

嘔吐後、その場
にいた日本人保
育士が介抱し、
一階の事務所へ
男児を連れ、簡
易ベットの上に
横にさせる。事
務スタッフが話
しかけながら園
児の様子を確認
する。もう一人
の事務スタッフ
が保護者に状況
の説明、緊急の
お迎えを要請。
この時体温は、
35.9度。保育士
は、一旦クラス
へ戻り、クラス
に残った外国人
講師に状況の説
明。施設長に報
告。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

その後、見守り
をしていた事務
スタッフが男児
の目の腫れが酷
くなり、目を擦
るようになる事
を確認。首から
下の症状（な
し）確認。他の
保育士にも状況
を伝え、目の腫
れを確認、呼吸
（あり）の確
認、アレルギー
症状が出ている
ことから救急車
の要請をする。
16：10頃救急車
が到着。保育士
が園児を抱きか
かえ、救急車へ
同乗。迎えに来
られた保護者
（父親）も救急
車へ同乗。事務
スタッフが自家
用車で病院へ向
かう。

飲食の時
間におい
て、安全
な環境作
り、ま
た、食事
中の園児
の安全を
守るため
のサポー
ト、見守
りに関し
ての注意
を全ス
タッフ
で、見直
し、徹底
をしてい
く。

586

令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

50 18 32 7 3
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足関節
外果骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

事故発生
防止のた
めの指針
は作成さ
れている
が、「安
全な保育
環境を確
保するた
めの配
慮」につ
いて改め
て確認す
る必要が
ある。

「安全な
保育環境
を確保す
るための
配慮」に
ついて職
員間で話
し合いを
行い、必
要な配慮
を話し
合った。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12

事故発生場
所の芝は伸
びておら
ず、地面に
穴や石など
はなかった
が、場所に
よっては傾
斜の箇所も
あるので、
バランスを
崩す要因に
つながった
可能性も考
えられる。

園庭に玩
具や石な
どが落ち
ている場
合には、
その都度
寄せるよ
うにす
る。虫探
しで園庭
の端をス
コップで
穴を掘っ
た後は埋
めるよう
にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

対象児
は、足に
合ったサ
イズの靴
を着用し
ていた
が、サイ
ズの合わ
ない靴の
着用は、
バランス
を崩した
り転倒し
たりして
ケガにつ
ながる危
険性があ
る。

足のサイ
ズに合っ
ていない
ものや古
くなりマ
ジック
テープが
はがれや
すくなっ
ているも
のなど
は、保護
者に知ら
せ交換し
てもらう
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
の様子
で、友達
と二人で
サッカー
をしてい
て、右足
でボール
を蹴った
際にバラ
ンスを崩
し、左足
首を外側
にひねる
体勢で転
倒した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

コンビ
ネーショ
ン遊具の
滑り台に
付いてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭内に
いた保育
教諭３名
は、それ
ぞれコン
ビネー
ション遊
具、築
山、砂場
について
いた。

雪遊びから
春先の園庭
での遊びへ
と切り替え
に体が十分
に慣れてお
らず、更に
利き足では
ない方の足
でボールを
蹴ったこと
もバランス
を崩す要因
につながっ
た可能性も
考えられ
る。

普段繰り返
し楽しんで
いる遊びで
も、思わぬ
ケガに繋が
ることがあ
るという意
識を保育者
がもちなが
ら遊びを見
守り、園庭
での遊び方
について子
どもたちと
再確認を
行った。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

587

令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

10 2 2
17.５
歳

1.男
児

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右尺骨・
橈骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(３)回/年

1.基
準以
上配
置

降園時は
保護者管
理となる
ため、保
護者に対
し園児か
ら目を離
さないよ
う周知す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(12)回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(毎日)回/
年

施設等に
危険がな
いか確認
し、本来
の使用方
法以外の
使用をし
ないよう
明示す
る。

7.その
他

本来座る
べきでな
い金属製
のポール
に座り転
倒。

本来の使
用方法以
外の使用
しないよ
う明示
し、園児
に対して
も指導す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらな
い様子
で、体調
面も問題
はなかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象園児
を引き渡
した後、
降園中の
駐車場で
の事故の
ため、対
象児の動
きは見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同上

降園時に
保護者及
び園児に
対し、気
を付けて
速やかに
降園する
よう指導
する。

588

令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

20 2 2
16.４
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

3.未
実施

　
2.基
準配
置

職員会を
行い、危
険箇所の
ピック
アップと
マニュア
ル作成を
実施し
た。令和
5年度の
職員研修
に事故予
防の研修
を計画中

1.定期的
に実施

毎日
2.不定期
に実施

1
1.定期的
に実施

毎日

鉄棒下の
クッショ
ン材が十
分ではな
かった。
丸太を踏
み台とし
て使用し
ていた。

クッショ
ン材を新
しく敷き
なおし
た。丸太
を第二園
庭から撤
去した。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

クッショ
ン材を新
しく敷き
なおし遊
具周辺に
玩具等が
置かれて
いないか
随時確認
する。遊
具の安全
性を毎日
確認する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児が第
一園庭よ
り運び込
んだ丸太
を使用し
て、鉄棒
の上に登
ろうとし
ていた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

主担任は対
象児が鉄棒
に近づいて
いることに
気が付いて
いた。しか
し木登り中
の児童がト
ラブルを起
こしそう
だったた
め、そちら
に気を取ら
れてしまっ
た。副担任
は第一園庭
で遊ぶ児童
を砂場付近
で見守って
いた。両者
とも対象児
が鉄棒から
転落したと
ころは見て
おらず、対
象児の泣き
声で気づい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

昼食準備の
ため、児童
たちと園舎
内へ移動し
ていた。対
象児のクラ
スと担任二
人だけに
なってしま
うが、第二
園庭を閉め
る等の助言
や児童たち
の移動を促
す行動を行
えなかっ
た。

保育士同
士で移動
する旨の
声掛けを
おこな
う。ま
た、児
童・保育
士の人数
が減るに
伴って第
一園庭へ
移動し、
くまなく
目を配る
ことがで
きる環境
を維持す
る。

589

令和
6年3
月27
日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

31 17 14 4 4
16.４
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足首剥
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4～5回

1.基
準以
上配
置

特になし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

　

上記の点
検を継続
し、異変
があれば
すぐに対
応し安全
に努め
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

見守りを
強化し安
全に努め
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

転倒後も
様子を見
ていた
が、普通
に遊んで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭なの
で全体が
見渡せる
位置にい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞ
れ、自分
のクラス
を重点的
に見てい
た。

本児が内股
で歩く時に
不安定さは
感じられる
こともあっ
た。それが
要因である
とは言いき
れないが、
バランスを
崩す要因と
なったのか
もしれない
とも分析す
る。

見守りを
強化し安
全に努め
る。

590

令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

5 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

14 2 2
15.３
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
2.顔面
(口腔内
含む)

右目眼球
破裂

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

職員の子
どもの目
が届いて
いなかっ
た

旧型のタ
オル掛け
を破棄し
安全な物
と交換し
た

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

園児の安
全を配慮
した設備
の確認

7.その
他

降園準備
の園児の
立ち位置
を改善

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常の降
園準備を
行ってい
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育室で
2名の職
員が見て
いたが、
ちょっと
目を離し
た時に起
きてし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室内は
２名の職員
で見ていた
が、ちょっ
と目を離し
た時に発
生。他の職
員は別のク
ラスにて対
応。

保育室で
の職員の
目配りを
徹底する

591

令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

4
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

14 6 5 3 2 2
16.４
歳

1.男
児

事故との因
子関係のあ
る特記事項
はなし

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度(
2、3　)回
/月

1.基
準以
上配
置

職員の目
の届く位
置では
あった
が、走る
本児を静
止するこ
とができ
なかった

室内では
靴下を脱
ぐ。保育
室内は歩
くなどの
環境を整
えていく
必要があ
る

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/月

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/週

2.不定期
に実施

実施頻度(
2、3　)回
/月

特になし

今後も定
期的に安
全点検を
実施し、
設備の安
全確認に
努める。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育室内
を靴下を
履いた状
態で走っ
たこと

保育室内
は歩いて
移動する
ようその
都度本児
に伝え、
意識づけ
できるよ
うにする

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

戸外に出か
ける準備
で、排泄後
に並ぶ指示
を受け1番
に並びたい
という思い
から、保育
室の入り口
に向かって
走った

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他児のトイ
レの見守り
で離れてい
たために、
目視はして
いたが対象
児の転倒を
防ぐことは
できなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

隣りの保
育室で他
児の準備
に対応し
ていたた
め、対象
児の転倒
の瞬間を
見ていな
かった

進級した
ことを喜
び、気持
ちが高揚
していた
ため室内
を走って
しまった

靴を脱ぐ
際に靴下
も脱ぎ、
靴を履く
場で靴下
を履くよ
うに統一
し、室内
では靴下
を履かな
いように
周知する

592

令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

30 16 14 5 5
17.５
歳

2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足関節
外果剥離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１２)回/
年

1.基
準以
上配
置

担任と非
常勤の職
員がつい
ていた。

足が弱く
何もない
所で転倒
など、足
の怪我の
頻度が多
いので、
活動時職
員が一人
つく。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１３)回/
年

2.不定期
に実施

実施頻度
(１)回/週

いつもと
違う公園
内で遊ん
でいた。
長縄を使
用すると
横移動が
発生す
る。

活動が無
理そうな
時は、本
人の意思
を確認し
た上で見
学する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

長縄を７
人で飛ん
でいたの
で、短く
してもう
少し少人
数にする
べきで
あった。

児童の特
性などを
考慮し、
環境の変
化に対応
できるよ
うに、職
員同士の
連携を
図ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

長縄を飛
び越えた
後、横移
動する
際、バラ
ンスを崩
す。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

長縄の傍
につき見
守ってい
たが、対
象児がバ
ランスを
崩した瞬
間止めら
れなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

長縄を
持ってい
た。

４歳児と
５歳児、
分かれて
公園内で
遊ぶ。５
歳児に二
人の職員
がついて
いた。

４・５歳
児同じ空
間で遊ぶ
ように
し、職員
全体で園
児を見守
るように
する。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰

593

令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 不明 不明
7.異年齢
構成

120 9 16 21 23 23 28

※
発
生
時
間
不
明
の
た
め
、
当
日
の
登
園
人
数
を
記
載

20 19
18.６
歳

1.男
児

本児は全体活動
への指示が通り
にくく、感情の
起伏が激しく他
児とトラブルを
起こすことが
度々みられた。
自分の思いを上
手く相手に伝え
られないことが
要因であり、保
育者が仲介に入
り本児の思いを
代弁し、問題を
解決してきた。
今回も身体の異
常を担任に伝え
られなかったこ
とが、園が事故
の把握が遅れた
ことに繋がった
と考える。

園内（園
庭・保育
室）での
活動中で
あると想
像する

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手橈骨
遠位端骨
折

不明
1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(１)回/年

2.基
準配
置

保育者と
園児の密
なコミュ
ニケー
ション。
保護者と
は連絡を
密にする
こと

園児と保育
者との日頃
からのコ
ミュニケー
ションを密
にすること
で、園児の
一日を保育
者がより深
く把握する
ことが大切
であり、そ
のための言
葉かけを園
児一人ひと
りに行って
いくことが
大切であ
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２　)
回/年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

1.定期的
に実施

実施頻度
(１２)回/
年

特に無し

安全点検
を的確に
実施する
ことを徹
底し、異
常個所等
の発見に
努める。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育中に
負傷した
のであれ
ば、保育
に関わっ
た者が見
逃したこ
とが要因
であるか
もしれな
い。

事前の役
割分担と
事後の異
常の有無
の確認を
徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日頃の自
分の行動
を顧みる
習慣が本
人に身に
ついてい
なかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象園児
は当日問
題なく保
育活動に
看過して
おり、特
別に個別
に支援す
る機会が
無かっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担任から
の該当園
児への支
援依頼が
無く、保
育室でも
問題なく
保育活動
に参加し
ていたた
め

負傷場面
を特定で
きなかっ
たこと
は、見落
としが
あったか
もしれな
い。

園児が負
傷（骨
折）した
事実を深
く受け止
め、役割
分担と園
児・保護
者とのコ
ミュニ
ケーショ
ンを深め
ることを
重要視し
ていく。

594

令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児
クラス

3 2 2
12.11
か月

1.男
児

食物アレル
ギー（卵）

5.食事中
(おやつ
含む)

1.負
傷

6.その他

食物アレ
ルギーに
よるアレ
ルギー反
応

6.アナ
フィラ
キシー
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
３ )回/年

1.基
準以
上配
置

保育教諭
と調理員
の連携不
足

食物アレル
ギーについ
ての認識を
深めるため
の園内研修
を定期的に
実施する。
現実践中の
食物アレル
ギーの子ど
もの一覧表
についての
再確認をす
る。ダブル
チェック体
制の強化。

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/月

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/月

1.定期的
に実施

実施頻度(
1　)回/年

特になし

引き続き
定期的に
設備等に
ついて点
検をおこ
なう。

6.食事
(おや
つ)中

０．１歳
児のおや
つが同じ
カゴにあ
り、０．
１歳のお
やつが
はっきり
分かる表
示が不足
してい
た。

おやつも
給食同様
クラスご
とに分
け、０歳
児の分に
はラップ
に名前を
書いて、
視覚で判
断できる
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自分でた
べること
がまだ難
しいた
め、保育
教諭が手
伝い食べ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児斜
め前で、
他の子ど
もにおや
つを食べ
させてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児の
横で、対
象児にお
やつを食
べさせて
いた。

おやつの材
料につい
て、担任と
調理員間で
口頭でのや
り取りで済
ませ、献立
に対する最
終確認が十
分でなかっ
た。プリン
を０歳、１
歳児が同じ
カゴに入っ
ていたこと
も反省であ
る。

0歳児につい
ては、一人ひ
とり食事が違
うので、アレ
ルギーでない
子どもについ
てもラップに
名前を書いた
ものを皿に掛
けることを引
き続き行う。
おやつについ
ても給食と同
様のチェック
を行い、提供
するようにす
る。おやつも
調理員から手
渡しで受け取
れるように調
理員の勤務時
間も含めて検
討する。
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令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

23 3 2
16.４
歳

1.男
児

特になし。
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左第５中
足骨若木
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

近くにい
た保育者
が他児に
気を取ら
れてい
た。

事故予防
マニュア
ルを確認
し、職員
への周知
を行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

木組み角
度によっ
て本児の
姿が見え
にくい状
況が生ま
れてし
まった可
能性。

木組みの
周辺は整
理し、障
害物や破
損がない
か毎日点
検する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

近くにい
た保育士
が他児に
視線を向
けていた
可能性も
考えられ
る。

子どもた
ちと現場
で危険な
遊び方に
ついて話
し合い、
ルールを
確認す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝から健
康視診を
しながら
本児の様
子を見て
いたが、
いつも通
り元気に
遊ぶ姿が
見られ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

普段から子
どもたちが
木組みの段
を上り下り
して遊んで
いて、飛び
降りること
のないよう
注意しなが
ら近い場所
で見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

本児が落
ちた瞬
間、担当
職員から
呼ばれて
救急用品
を持って
現場に駆
け付け
た。

本児に遊
びのルー
ル(飛び
降りは危
険)を意
識づけで
きていな
かった。

個別での
指導・声
がけを継
続してい
く。
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令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

28 3 3
15.３
歳

2.女
児

障害名：タ
ウシッヒ・
ビング症候
群による心
臓機能障害
（１級）

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右肘骨折
（右橈骨
骨折）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

近くにい
た保育者
が他児に
気を取ら
れてい
た。

事故予防
マニュア
ルを確認
し、職員
への周知
を行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

椅子を片
付けた場
所が近く
にあった
ため本児
が興味を
示し遊び
始めた。

椅子には
寄りかか
れないよ
うに設置
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

傍にいた
保育士の
位置から
下側に
あった右
手が見え
ていな
かった。

椅子本来
の使い方
をしない
と危険で
あること
を指導す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝から健
康視診し
ながら本
児の様子
を見てい
たが、い
つも通り
元気に遊
ぶ姿が見
られた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

椅子にうつ
ぶせになっ
て遊んでい
る本児に帰
りの準備を
するよう促
していた
が、右側に
コロンと転
がってしま
い落下。半
回転して仰
向けに倒れ
る。至近で
あったが受
け止めきれ
なかった。
すぐに本児
のけがの有
無や痛い場
所はどこか
確認した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

本児に背を
向けていた
ため、転落
後に仰向け
の状態の本
児を見つけ
た。担当職
員と共に本
児に駆け寄
り、けがの
有無や場所
の確認をし
た。

傍にいた
保育士の
位置から
下側に
あった右
手が見え
ていな
かった。

咄嗟の事
態にもす
ぐ対応で
きるよう
本児の近
くに寄り
添う。
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令和
6年3
月27
日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

15 1 1
17.５
歳

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

右上A歯
の打撲、
外傷によ
る下唇裂
傷、右上
A歯の打
撲＜
Per、外
傷による
下唇裂傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

遊具の安
全に関す
る基準へ
の確認不
足、各遊
具の正し
い使用方
法の指導
不足

グループ
活動時の
職員配
置・各遊
具の正し
い使用方
法を園内
研修で再
確認し、
事故予防
に取り組
む。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

事故当日、
ホールに数
種の室内遊
具を設置し
遊んでい
た。各遊具
にマットを
敷くなどの
安全対策を
行っていた
が当該事故
が発生した
ネットジャ
ングルの降
り口は高さ
が280ｍｍで
あり、マッ
トを設置し
ていなかっ
た。

遊具の安
全領域と
落下高さ
を再確認
し、設置
面への落
下に対す
る衝撃の
緩和措置
(マット
を敷く)
を徹底す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

足をかけ、
降り口まで
三点確保を
基本として
慎重に取り
組んでいた
が、あと2歩
くらいのと
ころで跳び
おりようと
してしま
い、ネット
に足がひっ
かかり顔面
から落下し
た。

園児へ三
点確保や
昇降時の
ルール等
遊具の遊
び方を再
指導し、
職員、園
児ともに
安全領域
等、周囲
の状況に
も気を配
るように
再徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ネットジャ
ングルで降
りる際に、
前向きにな
り三点確保
し辛い状況
になろうと
したので、
声をかけて
三点確保を
指導した。
その後は最
後まで三点
確保で降
り、数度は
安全に遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

跳んで降り
ようとした
時に、危な
いことを声
掛けで知ら
せた。数度
は安全に繰
り返して遊
んでいるの
で見守って
いたが、事
故発生時は
おもむろに
跳んでしま
い間に合わ
なかった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

事故発生
時、担当職
員がホール
で15人の園
児を1名で
保育してい
た。他の職
員は保育室
で保育して
いたため、
事故発生時
は状況を確
認できな
かった。

職員の人
数、園児
の人数に
合わせた
遊具の配
置ができ
ていな
かった。

職員の人
数、園児
の人数に
合わせた
遊具の配
置を検討
する。
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発生時の施設・事業体制 事故
に

事故状況 事故発生の要因分析

年齢 性別 特記事項 発生時状
況 死亡 診断名

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳

5
歳
以
上

学
童

そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

時間帯 異年齢構成の場合の内訳人数 施設の安全点検

ハード面

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

教育・保育等従事者発生時の体制 ソフト面

他の職員の動き 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

玩具の安全点検事故予防研修 教育・
保育・
育成支
援の状
況

改善策その他要
因・分
析、特記
事項

遊具の安全点検職員
配置

掲
載
更
新
年
月
日

人的面環境面

対象児の動き 担当職員の動き

概要

月 負傷 改善策その他要
因・分
析、特記
事項

マ
ニュ
アル
の有
無

No

初
回
掲
載
年
月
日

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

事故
誘因

認可・
認可外

施設・事
業所種別

事故発生時
期

発生場所 事故の転帰
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令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

17 2 2
17.５
歳

1.男
児

●月●日受
診し、治癒
の診断。

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

マニュア
ル、研
修、職員
配置等か
らは、事
故に直接
つながる
問題点は
見つから
なかっ
た。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

　

ハード面
に不具合
や点検上
の問題は
なかっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

縦置きの
跳び箱に
挑戦する
のが初め
てだっ
た。

縦置きの跳
び箱を実施
する際には
十分な注意
を払い、咄
嗟のアクシ
デントに対
応できるよ
うにサポー
トする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

横置きの跳
び箱と違い
距離がある
ため、跳び
越える時に
バランスを
崩してしま
い、前方に
手から落下
した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

一人で二
つの跳び
箱をみて
おり、咄
嗟の事態
に対応で
きる場所
と距離に
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

更に離れ
た場所で
全体を見
ていた。

担当職員
が一人の
場合は、
跳び箱を
一つにす
るなど、
とっさの
事態にも
対応でき
る範囲で
活動を実
施する。
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令和
6年3
月27
日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

79 18 27 34 9 7
17.５
歳

1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨骨
折（右
腕）

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

実施頻度(
１　)回/

1.基
準以
上配
置

預かり保
育の利用
が少ない
園児（１
号認定
児）の怪
我

日頃、預
かり保育
を利用し
ない園児
への見守
り・声掛
けの強化

1.定期的
に実施

実施頻度(
２)回/

1.定期的
に実施

実施頻度(
２)回/

1.定期的
に実施

実施頻度(
２)回/

園庭で
（砂の状
況・芝生
の状況
等）滑り
やすい箇
所はない
か点検の
強化

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

日頃、預
かり保育
を利用し
ない園児
への見守
り・声掛
けの強化

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

預かり保
育を利用
し、いつ
もより長
時間、遊
べること
を喜んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

直前まです
ぐに声をか
けられるよ
う見守って
いたが、転
倒した時に
は他児と話
しており、
他児とぶつ
かり転倒し
た瞬間は見
ていなかっ
た。職員の
背後での怪
我であっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体が見渡
せる位置に
いたが、転
倒した瞬間
は見ていな
かった。本
児の泣き声
と担当職員
の声に気づ
き、その後
の対応を一
緒に行っ
た。

全体が見
渡せる職
員配置等
の再確認
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令和
6年3
月27
日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

5
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

5 1 2 2 7 5
13.１
歳

1.男
児

●/●　胃
腸炎と診断

8.その他
1.負
傷

1.意識不
明

胃腸炎関
連痙攣

8.その
他

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

実施頻度
(2回/年)

1.基
準以
上配
置

ノロウイ
ルス（胃
腸炎）に
よる痙攣
（発症よ
り３日目
くらいに
起こりう
る可能性
がある）

感染症に
よる事故
のため、
防ぐこと
は難しい

1.定期的
に実施

実施頻度
(12回/年)

1.定期的
に実施

実施頻度
(12回/年)

1.定期的
に実施

実施頻度
(12回/年)

環境面では
対象児の発
達面で今回
の事故に関
して要因な
し。胃腸炎
関連痙攣
は、胃腸炎
発症より３
日目くらい
に痙攣の発
症しやす
く、３歳く
らいまでは
起こりう
る。

感染症に
よる事故
のため、
防ぐこと
は難し
い。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

胃腸炎症
状が完全
に完治で
はなかっ
たため、
関連痙攣
を発症し
た。

胃腸炎関連
痙攣を防ぐ
ことはでき
ないが、胃
腸炎による
登園再開の
目安での登
園以降、数
日は注意し
て様子をみ
る。

4.具合
が悪
かった
(熱発・
腹痛・
風邪気
味等理
由を記
載)

２日前胃腸
炎と診断後
症状かいふ
くし登園。
病み上がり
であった
が、通常通
り午前睡眠
をとるため
に、保育士
に抱っこで
寝かしつけ
されてい
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
(対象
児に接
してい
た)

寝かしつけ
で対象児が
泣いてし
まったた
め、関係が
深い保育士
と交代し、
対処児を寝
かしつけを
おこなって
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児と別
室で活動
見守りの
ため、保
育をして
いた。

感染症に
よる事故
のため、
防ぐこと
は難し
い。
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令和
6年3
月27
日

2.認可
外

16.企業
主導型保
育事業

5
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

12 1 11 5 4
13.１
歳

1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

0.負傷 2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足骨折
(腓骨）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

実施頻度
(1回/年)

2.基
準配
置

子どもたち
の遊びの中
で手を繋い
だりする
が、複数名
で手をつな
ぐと真ん中
の児が転倒
したりする
ときに手を
つくことが
できない。

子どもだ
けで手を
つなぐ時
は職員が
側につい
たり間に
入るなど
安全に遊
べるよう
に配慮す
る。

1.定期的
に実施

実施頻度
(12回/年)

1.定期的
に実施

実施頻度
(12回/年)

1.定期的
に実施

実施頻度
(280回/
年)

特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

１名、登園
後にまだ眠
たい児がい
てベットに
寝ていた。
本児たちの
歩くスペー
スの邪魔に
なっていた
可能性があ
る。

自由遊び
中に横に
なる児が
いる場合
は邪魔に
ならない
ゲート内
などに
ベットを
置くよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自由遊び
中、他児３
人と手を繋
いで室内を
歩いてい
た。10ｍく
らい進んだ
ところで１
人が転倒し
順に対象児
も右足を重
心に転倒し
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担任保育
士は登園
した児の
荷物の片
付けをし
ながら保
育を行っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の園児
と座って
自由遊び
の側につ
き、ブ
ロック遊
びなどの
保育をし
ていた。

特になし 特になし
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